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　　　プロローグ







　五月初旬のある夜、天あま川かわ星ほし人とが居間へ入ると、そこには先客がいた。

　メイド服姿の少女がソファの上にちょこんと座ってテレビを見ていたのだ。髪型はふんわりとしたボブカットで、黒目がちの目とよく似合う。天川家の居候いそうろう、ミムラだ。

　星人に気づいたミムラは立ち上がると、リモコンを差しだした。

「あら、星人さん。テレビをご覧ですか？」

「いや、いいよ。特に見たい番組があったわけじゃないから」

　ミムラがＬ字形に配置されたソファのうち長なが椅い子すタイプに座っていたので、星人はテーブルを回ってコーナーソファに腰を下ろす。そして漫まん然ぜんとテレビを眺ながめた。

「それにこれ、国営放送だろ？」

「はい、クローズダウン現代です」

　クローズダウン現代、それは閉へい塞そく感かんに満ちた現代社会を毎回特定のテーマにそって掘り下げる情報番組である。二次元しか愛せない男性たちだとか、交際相手に高望みする女性たちといった救いようがないテーマがとりあげられることも多く、一部の視聴者層からは「黒くろ現げん」もしくは「黒くろダウン」の異名で恐れられているが、基本的には国営放送らしく真ま面じ目めな番組だ。

　今日もメインキャスターと解説委員の間で、艦隊だとか内戦といった単語が飛び交い、画面にはアフリカの地図が映しだされている。

　どうやら世界情勢についての話らしかった。

　アフリカの小国で水資源の争いを端に内戦が勃ぼつ発ぱつしたところ、隣国が介入し国土の大半を制圧してしまった。すると今度はアメリカが軍を派遣するだ何だという事態になったらしい。

　ちょっと話が星ほし人とには難し過ぎたし、詳しく知りたい話でもなかった。それでもチャンネルを変える気にならなかったのは主に二つの理由からだった。

　一つは後から来て、他ほかの人が見ていた番組を変えるのが嫌いやだったから。そして二つ目の理由は星人自身の口から語られる。

「何か国営放送の番組って、見てて妙に落ちつくんだよね」

　実際、星人はこのクローズダウン現代もよく見るし、歴史番組や動物番組に世界遺産などを紹介する番組も好きだった。もちろん民放でも似たような番組を放送しているが、あくまで国営放送が好きなのだ。

　するとミムラが目を輝かせた。

「あら、星人さんもですか？　実は私も国営放送の番組って見てて落ちつくんです」

「えっ？　ミムラ姐ねえさんもそうなの」

　国営放送が好きだなんて、学校ではなかなか理解してもらえない。その理解してもらえないことに慣れていた星人にとっては嬉うれしい不意打ちだった。

　そんな星人にミムラは手をギュッと握って力説する。

「はい、もう国営放送って画面の色合いからして微妙に地味なんですよ」

　前々から星人も思っていたことだった。思わず身をのりだして、星人も力説する。

「そうなんだよ、適当にザッピングして画面をパパパパッて変えてても、国営放送と民放って区別がつくよね？　どうも色のトーンが明らかに違うというか、地味というか」

「それから国営放送って、出演者の話すテンポも違うんですよね。お笑い芸人さんでも民放に出演する時は早口でも、国営放送だと少しゆっくり話したり」

「そう、そう、それも前々から感じてたんだ。国営放送ってね、画面の色調が落ちついていて、話すテンポもゆっくりだから、政治とか経済といった小難しい話をしてても、聞き流しやすくて、ぼーっとするのに心地いいんだ」

「そう、聞き流しやすいのはポイント高いですよね。私も部屋のお掃除している時やアイロンをかける時、よくＢＧＭ代わりにテレビをつけてるんですよ。うふふ」

　楽しそうにミムラが笑う。もしも国営放送の番組制作スタッフが聞けば気分を悪くするかもしれない話だが、星人とミムラの国営放送に対する好感度が高いことは確かだった。

「国営放送って……」

　うっとりした星ほし人とのつぶやきに、ミムラの可か憐れんな声が続く。

「なごみますよねぇ」

　そして星人とミムラは目を合わせると、互いにニコっと微笑ほほえんだ。

　そんな春の野原のような雰ふん囲い気きの中、一陣のブリザードのような声が吹きすさぶ。

「テレビを見ながら何を盛り上がってるのよ」

　居間に金髪の少女が入って来たのだ。広いおでこに前髪が斜めにかかっていて、瞳ひとみの色は綺き麗れいなスカイブルー。天あま川かわ家のもう一人の居候いそうろう、アリアだ。

　星人にとってはちょっといい雰囲気を壊されて面白くない。それで口を尖とがらせつつ、テレビを指さした。

「今、国営放送の番組は何を見てもなごむって話してたんだよ」

「ほんとサイテーね。こんなシーンを見てなごむなんて」

「んっ？」

　星人は自分の指さす先を見た。するとテレビには難民キャンプで泣き叫んでいる子どもの姿があった。ちょうど「戦争になると苦しむのは民衆なのです」とお決まりのフレーズを述べるシーンだったのだ。確かにこの光景を見てなごむと言うなら人でなしだろう。

　星人もテレビを指さしたまま固まってしまう。

「ぐっ！」

　アリアはずかずかとソファまで大おお股またで歩くと、テーブルの上にあったリモコンを操作する。画面が次々変わるが、ゴールデンウィーク中なこともあって、どこも特別番組が多い。やがて民放のバラエティ番組になったところでアリアの指が止まった。

　芸能人が他ほかの芸能人のものまねをしながらトーナメント方式の歌合戦を勝ち上がっていくという「ものまねコロシアム」なる番組だった。

　別に星人はこの番組が嫌いやというわけではなかったし、クローズダウン現代が見たかったわけでもない。けれどどうしてもアリアに文句を言わずにはいられなかった。

「おい、ちょっと待てよ。後から来てチャンネルを問答無用に変えるなんて横暴だろ」

　Ｌ字形に配置された長なが椅い子すタイプ、つまりミムラの隣にアリアはどっかと腰を下ろす。

「お腹なかをすかせて泣いてる子どもを見て、なごむって言ってる方がよっぽど横暴じゃない」

「いや、そりゃあ、そうだけど……」

　咄とつ嗟さに星人も言葉に詰まってしまったが、簡単には引き下がれなかった。

　何な故ぜなら最初にこの部屋でテレビを見ていたのはミムラなのだ。そして国営放送って見ててなごむと喜んでいた。だから星人はミムラのために徹てつ底てい抗戦を試みようと思ったが、このタイミングでミムラが可憐な仕草でパンっと手を合わせた。

「そうだ、せっかく三人そろったことですからお茶でもいれましょう」

　そしておっとりとした仕草で居間を出て行く。その後ろ姿に思わず星ほし人とも声が出た。

「えっ？」

　呆ぼう然ぜんとする星人を見て、アリアが怪け訝げんそうな顔をする。

「何が、えっよ？」

「え、いや、そのミムラ姐ねえさんが……」

　何と言葉をつなげていいのか星人が迷っていると、アリアは露ろ骨こつに顔をしかめた。

「うわっ、他人になすりつけようとしているんだ。ミムラがああいう映像を見て喜ぶとでも思ってるの？」

　これではまるっきり悪役だ。星人も投げやりになってしまう。

「あぁ、わかったよ。俺おれが悪いんだろ、もう好きにしてくれ」

「わかればいいのよ」

　ふふんっと勝ち誇ったようにアリアは鼻を鳴らした。

　やがてミムラが紅茶とお菓子を持って居間へ戻って来た。それをテーブルの上に置くと、定位置のようにアリアの隣に座る。

　ソファの配置的にも当然と言えば当然だが、星人としてはちょっと淋さみしい。最初に座る位置を間違えたかなと思いながら、紅茶をすする。家には安物のティーバッグしかないはずなのに、何な故ぜかミムラのいれた紅茶はふんわりとした優やさしい味がした。

　同じ安物のティーバッグを使っても、今まで星人が自分でいれて飲んで来た紅茶はもっと渋しぶみがあったような気がする。

　紅茶のいれ方にも人格があらわれるのかと星人は感心してしまう。

　そのミムラはというとテレビを見ながら、上品な笑みをうかべていた。それなりに面白いらしい。一方、アリアはミムラの隣で大笑いしていた。

「アーッ、ハハハハハッ」

　大口を開けて、長い足をバタバタさせる。お腹なかを抱かかえて身をよじり、時に涙さえうかべ笑い続けた。ミムラとは大違いの下品な姿である。その姿に星人は妙な感かん慨がいを抱いだく。

（ものまね番組を見て、宇宙人が大笑いしてるのってどうなんだか……）

　実はソファにならんで座るアリアとミムラは二人そろって宇宙人なのだ。

　先月、ＵＦＯが家に落ちて来て、そこから出て来たのがこの二人だった。以来、色々あって現在は天あま川かわ家に居候いそうろう中というわけである。

　もっとも当の本人は単なる居候ではなく、重大な任務を負って星人を監視しているつもりらしかった。

　ＣＭに入ったところで、アリアが星人の視線に気づく。

「んっ？　何よ」

「別に何でもない」
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　星ほし人とが目を逸そらすと、アリアは細い眉まゆをハの字に歪ゆがめる。

「もしかしてチャンネルを変えたことを根に持ってるわけ？　まったく国営放送のどこがいいんだか」

「別にチャンネルのことを根に持ってるわけじゃない。けれど国営放送のどこがいいのかってのは聞き捨てならないな」

　ミムラと共に国営放送談義で盛り上がっただけに星人も胸に秘めたものがある。するとアリアはあきれた顔をして語った。

「だって国営放送って、話すテンポがゆっくりだし、色調も何だか地味でしょ」

　そこがいいんだろっと反論しようとした星人に、アリアが驚きよう愕がくの言葉を投げつける。

「ああいう老人向けに作られた番組を見て何を喜んでるのよ」

「えっ……」

　目が点になった星人に、アリアがもう一度同じことを言う。

「だから、老人向けにセットの色合いを地味にしたり、アナウンサーや芸能人にゆっくりしゃべらせているような番組を見て、何を喜んでるのよって言ってんのっ！」

　それは星人にとって、ハンマーで頭をぶん殴なぐられたような衝しよう撃げきだった。

　国営放送にも子ども向け番組や、若者向けの番組もある。けれど国営放送の全体的なトーンとして、色調が地味だったり、話すテンポがゆっくりなのはお年寄りでもついていけて、楽しめる……言い換えればお年寄りを基準にした番組作りのせいなのかもしれない。

　それを喜んで自分は見ていたとしたら……ある可能性が星ほし人との頭によぎった。

「も、もしかして、俺おれはジジくさいのか？」

　何となく星人にも心当たりがあった。

　ＵＦＯ研究家として家を出ればいつ帰って来るのかわからないような父と、そんな父に愛あい想そをつかして出て行った母。基本的に星人は亡なき祖父に育てられて来た。

「お、俺が今までモテなかったのはじいちゃんっ子で、ジジくさいからだったのか」

　真顔で狼狽うろたえる星人の姿にアリアは軽く笑う。

「ま、いいんじゃない？　星人がモテたら困るのは確かだしね」

　天あま川かわ星人、一五歳。童どう貞ていにして性病持ちだった。色々あって宇宙人が人類を削さく減げんするために作った強力なウィルスを吞のみこんでしまったのだ。

　そしてアリアはウィルスを広めないための監視役というわけである。もっともウィルスの感染を防ぐなら、延々と星人を見張り続けるより、ウィルスを何とかした方が手っとり早いはずだった。星人もその辺のところを尋たずねてみる。

「なあ、俺の体内のウィルスって何とかできるのか？」

「う～ん……ウィルスを作った連中は本星へ帰っちゃったし、ＵＦＯにある設備は大したことないし、やっぱりそれなりに設備の整った基地や施設に行って精密検査をしてみなきゃ、何とも言えないわよね」

「……そうか」

　暗然たる気持ちになって落ちこむ星人だが、アリアは平べったい胸をはる。

「何を深刻な顔してるのよ。このあたしがいるのよ？　大船に乗ったつもりでいなさいよ」

「……そうか」

　星人は大船どころか、泥船に乗った気分になってしまう。

　現在、この家には墜つい落らくしたＵＦＯがつき刺さっているが、それはアリアのせいだった。しかも一回の墜落だけならまだしも、アリアの場合は同じ場所に二回なのである。他ほかにもアリアは何かとやらかしていて、星人はアリアがいかにドジなのか、身にしみてよくわかっていた。

　アリアに任せるなんて、どう考えても危うい。

　かと言ってこのまま何もしなければウィルスのせいで星人は恋愛とは無縁の人生を歩まなければならないだろう。

　ではどうすればいいのか。星人は究極の選せん択たくをつきつけられているような気分だった。

　けれど当の本人はと言うと、自分がドジだなんて自覚がまったくないらしく、気軽な様子でミムラに尋ねていた。

「それでＵＦＯの修理状況はどうなの？　何をするにもＵＦＯが飛べなきゃはじまらないわ」

「そうですね、現在の状況からすると約六九パーセントといったところでしょうか」

　ミムラの報告にアリアは面白くなさそうに鼻を鳴らす。

「ふ～ん、それじゃあ、しばらく飛べそうもないわね」

「おそらく数週間はかかるかと」

「なんだ、つまんない」

　アリアとミムラの会話に、密ひそかに星ほし人とは長く、そして深いため息をついた。

　とりあえずこの先、数週間は現状維持といったところだろうが、そこから先は何が待ちかまえているのやら。

（俺おれって、この先どうなるんだろう……）

　五月の夜は静かにふけていった。













　　　第一章　ロード・トゥ・スクール







　星人の家は山の中にある。

　その山一つ丸ごと天あま川かわ家の所有なので、家と公道を結ぶ約二キロに亘わたる道は私道だった。

　その私道を下りた先の公道は天川家所有の山と、小さな山に挟はさまれた山やま間あいの道で、ここで左折して市街地方面に向かうとＴ字路に出る。

　そこを再び左折した先に星人の通う星せい之し館かん学園があった。

　長い距離を歩いて左折して、少し歩いて再び左折するわけだから、通学路はコの字形、つまり大きく遠回りしているわけだ。

　ならば家と学校を一直線に結べば歩く距離は一気に短くなる。誰だれでも思いつくことだし、誰でも考える話だ。星人だって幼い頃ころから何度も思い、そして考えた。

　けれどそれをあたかも新発見のように語る少女がいた。アリアだ。

「あたし、思うんだけどさ。家から学校まで直通道路を造ったらいいんじゃない？　そしたら学校へ行くのに、すっごく楽になるわよ」

　山やま間あいの道を歩きながら、Ｔ字路に近づいた辺りでアリアが疲れた顔をして星ほし人とを見る。暗に「あんたが造りなさいよ」と言っているような目だ。

　現在、星人とアリアは登校中だったが、ここに来るだけでかなり歩いていた。歩き慣れた道とはいえ、星人だって疲れるものは疲れる。不機嫌な感情が妙に理屈っぽくしてしまう。

「そんなの無理に決まってるだろ。いったいどれだけ金がかかると思ってるんだよ。それにだな、仮に家から学校までの直通道路を造ったとしても、アップダウンがきつくて歩きにくいし、学校脇わきの斜面は断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきなんだぞ。どうするんだよ？　階段で何とかできるような高さじゃないし、迂う回かいさせてたら距離はそんなに縮まらないぞ」

「あ～っ、ヤダヤダ。お金お金お金って、何でもお金を中心に考えるところが地球人って言うか、日本人の悪いところね。貨か幣へい経済に毒されてるんじゃない？　自分で何とかするっていう発想はないのかしら？　それに斜面が断崖絶壁だろうが、アップダウンが激しかろうが、直通トンネルを掘るなんていう柔軟な発想はないの？」

「あ～っ。それ、俺おれも小学生の頃ころはよく考えたよ」

　足を止めた星人が憐あわれんだ目でアリアを見ると、アリアは顔を真まっ赤かにして怒りだす。

「何よ、それっ！　まるであたしの発想が小学生程度みたいな言い方じゃない」

「まんま小学生だろ。家から学校まで直通トンネルを掘るだとか……」

　再び歩きだしながら、星人はアリアが宇宙人なのを思いだす。

　ＳＦ作家のアーサー・Ｃ・クラーク曰いわく、高度に発達した科学技術は魔法と見分けがつかない。ならば遠い星からこの地球までＵＦＯに乗って来るようなアリアたちの技術なら、魔法のように何でもできそうな気がして来る。それで星人はアリアに尋たずねてみた。

「あっ、でも……いっそアリアが直通トンネルを掘ればいいんじゃないか？」

「はあ？　何であたしがそんなことをしなきゃなんないのよ」

　もちろんそれはＵＦＯを落として家を壊したりだとか、変なクスリを星人にいっぱい撃ってしまった件などなどの罪滅ぼしとしてだ。けれど日本社会は建て前と本音を使い分けることによって、成り立っている。

「だってアリアの星の技術なら、簡単にトンネルなんか掘れそうじゃないか。レーザービームみたいな便利道具を使うとかさ」

「あたしたちの持ってる物が便利道具かどうかは別として、大型母船から支援を受けられるならともかく、今の装備じゃ到とう底てい無理ね」

　アリアの声が大きくて、星人は人さし指を口元にあてた。

「しっ、声が大きい」

　Ｔ字路に出たのだ。

　ここから一気に世界が変わる。

　山間の道は緑が多いが、山の狭はざ間まなのでやはり全体的に暗い。けれど駅と学校を結ぶ大通りに出ると、急に市街地になるのだ。

　道路は広く、その脇わきに立ちならぶビルも一階に店てん舗ぽが入っている建物が多く、清潔感あふれる大きなガラス面と、会社名や店舗名を記した鮮やかなロゴが、明るい街並みを演出する。

　このＴ字路を行き来する度たびに星ほし人とは思うのだ。

（まるで別世界に出入りしてるみたいだ）

　立ち止まっているせいか、行き交う生徒たちがすれ違い様に星人たちをちらりと見る。そんな視線が、異邦人のような気分を引き立てる。

　少し気が遠くなったところで、星人はアリアの声で現実へ引き戻された。

「何をぼーっとしてるのよ。早く学校へ行くわよ」

「ん、あぁ……」

　星人が歩きだすのとほぼ同時に、背後からハイテンションな声が上がった。

「グレイさーんっ！」

　その声に道行く生徒たちの何人かが足を止めて、ふり返る。星人も立ち止まって、ふり返ろうとしたところで、声の主ぬしが星人をかすめた。

　そして金色の長い髪を背中にたらしたアリアの隣に、三つ編み少女がならんだ。

　立たち花ばな理り香か、生徒会の風紀委員長にして同級生だった。

「あっぶねーな」

　理香の後ろ姿を見ながら星人がぼやいていると、背中をバシンと叩たたかれた。

「オッス、天あま川かわ」

「いってぇ」

　まるで相撲すもうとりから張り手をくらったような衝しよう撃げきに星人は声につられて左からふり返った。するとその逆からふざけた笑い声が上がる。

「ふへへへへへぇ」

　あわてて星人が右を向くと、ショートカットの少女が八重歯をのぞかせて笑っていた。日焼けした褐かつ色しよくの肌はだと白い歯のコントラストがまぶしい。里さと中なか夏なつ美み、一年にしてソフト部のレギュラーである。

「朝から何するんだよ」

　眉まゆをしかめて星人が抗議すると、夏美はヘラヘラ笑いながら親指を立てた。

「身体からだ、鍛きたえろよ。青少年」

　その夏美の隣に黒髪の少女がいるのに星人は気づく。北きた大おお路じ眞ま弥やだ。

　眞弥と星人の目が合う。すると眞弥は軽く会え釈しやくした。つられて星人も軽く頭を下げたが、その姿を眞弥が見たかどうかはあやしい。夏美と歩調を合わせるようにして眞弥は星人を追い抜いていく。背筋をのばして歩く姿は凜りんとして貴族的だが、実際に北大路家は元華か族ぞくという本物のお嬢さまだった。

　星ほし人とを通り越した夏なつ美みと眞ま弥やが、アリアと理り香かに合流する。

「あら、おはよー」

「オッス、ありっち」

「おはよう」

　四人は口々に挨あい拶さつを交わすと、グループを形成して歩きだす。アリアと理香が先を歩き、すぐ後ろを夏美と眞弥が続いた。

　そんな四人から少し距離を置いて星人も学校へ向かう。

　同じ制服を着た少年少女たちと同じ流れにのって歩き、セーラー服を着た少女や、学ランを着た少年が向こうから逆方向へと歩いていた。

　たくさんの生徒たちの話し声や笑い声が、とけあって一つの音となる。そんな朝の喧けん噪そうに吞のまれて、星人の位置からだと四人が何を話しているのか完全には聞きとれなかったが、それでもどんな話題なのか見当ぐらいはついた。

　何な故ぜなら理香と夏美の声が大きかったから。

　ただし二人の声がよく聞こえる理由はそれぞれ異なっていた。

「今日は朝からついてるなー、グレイさんとご一緒できるなんて。いつもこの辺を通るのは今ぐらいの時間なの？」

　理香の声はちょっと上ずっていて音が高くなっていた。それで喧噪の中でもよく通るのだ。

　一方、夏美の方はスポーツマンらしく腹式呼吸でお腹なかから力強い声が出ていた。

「おいおい、りかっち。あんまり、いじめんなよ。ありっち、困ってるじゃねぇか」

　夏美と眞弥の間から、アリアの姿が見えた。両手をふって、ちょっと困ったような顔だ。おそらく「そんなことない」みたいなことを理香に伝えているのだろう。

　そんな日常の一場面に、星人も笑みをうかべる。

（アリアも何だかんだ言って、地球になじんで来たな）

　学校にもぐりこんだばかりの頃ころ、アリアが口をきく相手といえば大半が星人だった。もちろんそれは学校へもぐりこんだ目的自体が星人を監視することだったし、最初はこんなに長く通い続けるつもりがなかったということもあるだろう。

　それでもプライドが高く人を人と思わなかったようなアリアが、すっかり普通の女子高生として、同級生たちの中にとけこんでいる姿は見ていて微笑ほほえましいものがある。

　すっかり保護者気分に浸ひたっていた星人だが、ふと我に返る。

（あれ？　でも俺おれに対する態度だけは変わってないような……何でだ）

　何か釈然としないものがあって、星人は密ひそかに肩を落とすが、前を行く四人が楽しそうに会話を弾はずませているので、そのわびしさも一層だ。

「でも、こうしてグレイさんや眞弥と歩いてると、ファンタジーの世界に入りこんだような気になるよね。もしくは剣と魔法のロールプレイングゲームの世界」

　相変わらず理り香かの声は上ずっていて、よく聞こえる。そして力強い夏なつ美みの声も。

「へっ、りかっちは朝っぱらから何を寝ぼけたこと言ってんだか」

「いや、だって、ほら。何だかわたしたちってパーティーみたいじゃない？　戦士や魔法使いに勇者が集まってモンスターと戦うパーティー」

「はあ？」

　口をあんぐり開ける夏美を見向きもせず、理香はうっとりと妄もう想そうの世界に入り浸びたる。

「夏美が戦士で、眞ま弥やとグレイさんはお姫さま、つまりプリンセスね。そして王家の血を引く者は強力な召しよう喚かん魔法が使えるの。強力なガーディアン・ドラゴンだとか守護龍りゆうを呼び出せるみたいな感じ……わたしは、そう、トンガリ帽子の似合う魔法使いってとこかなぁ」

「うっわぁ……その外見的職業差別っつうか、脳内カースト制度は何だよ。りかっち、マジでやべぇわ。しかも俺おれは女戦士で、自分は可愛かわいい魔女っ子かよ」

　どん引きする夏美だったが、思い当たるところもあって星ほし人とは必死で笑いをかみ殺す。

　確かに夏美は女戦士、理香も魔女っ子がよく似合いそうだ。召喚魔法を使うプリンセスというのもアリアと眞弥の二人にはピッタリかもしれない。さしずめ眞弥なら八つ首龍オロチ、そしてアリアは黄金龍ファフニールあたりを召喚する役どころだろう。

　そんな妄想に忍び笑いしている星人の姿に、夏美が気づく。

「おっ、天あま川かわは何を笑ってんだ？」

「あっ、いや、立たち花ばなの話が面白くて、意外といい線ついているって言うか……」

　咄とつ嗟さのことで、つい星人は思ったままのことを言ってしまう。すると夏美が目を細めた。

「ほ～っ、つまり俺のイメージが女戦士で、ぴったりっつうことか？」

「い、いや、違う。どっちかと言うと、アリアと北きた大おお路じだよ。プリンセスがどうのって」

　今度はアリアが変な顔をして星人を睨にらんだ。眉まゆは上がって口も尖とがらせているが、どうも迫力がない。しかも顔がほんのり赤くなっていた。

　そして今にも星人に殴なぐりかかりそうだった夏美はその拳こぶしを下ろす。

「へ～っ、天川もそう思うのか」

　もっとも星人が想像したのは八つ首龍オロチや黄金龍ファフニールだが、面倒なので黙っておく。そうすると夏美が勝手に自己完結してくれた。

「ま、でも眞弥の家は戦前は貴族だったらしいしな。ありっちもメイドだかお手伝いさんだかと一緒に留学してるんだから、やっぱ上流階級の人間か」

　最後の「上流階級」という一言に理香が反応した。

「本当、二人とも上流階級っていう感じよね。まさにお姫さま。わたし、眞弥やグレイさんとお友だちになれて、ほんっとにしあわせ。物語なんかに出て来るメイドだとか従者みたいなおつきの者にでもなったような気分」

　うっとりと理香はアリアと眞弥を交互に見比べる。その度たびに朝日を反射して、理香のメガネが真っ白に輝いた。

（きっと立たち花ばなって基本的にエム気質なんだろうな）

　そんなことを思っている星ほし人との隣で、夏なつ美みがぼそっとつぶやいた。

「つまり俺おれとお友だちになれたことはしあわせでも何でもねぇわけか」

　しかし舞い上がってる理り香かは夏美の話なんか聞いてないとばかりに一人で話を続ける。

「そうだ。わたし、いいこと思いついちゃった」

　アリアと眞ま弥やの顔に微妙な色がまじった。そんな二人の気持ちを夏美が代弁する。

「は～あ？　どうせろくでもない話だろ」

「そんなことないよっ！」

　夏美に対し全力で否定する理香だが、アリアの顔を見ると、その表情は一変する。とろけるような恍こう惚こつとした笑みをうかべ、猫なで声で語りだす。

「あのね。うちの妹が言ってたんだけど、この道を真っ直すぐ行って、学校を越えた先に運動公園があるでしょ？　あそこでジャパプリの地区予選が開かれるんだって」

　意味がわからずアリアが首をひねると、理香はアリアが外人だから日本のテレビ番組事情に疎うといのだと勘かん違ちがいした。それでジャパプリの説明をはじめる。

「あのね、ジャパプリって言うのはジャパン・プリンセスの略で、早い話、オーディション番組なの。全国から予選を勝ち上がった出場者の中から、視聴者投票でグランプリを決めるって感じ。オーディションとしては日本で競争率が一番厳しいって言われてるけど、優勝したら、いきなりトップアイドル間違いなしよ」

「へ～ぇ、そうなんだ」

　わかっているのか、いないのか、曖あい昧まいな顔をしてうなずくアリアに、理香はジャパン・プリンセスがどれだけ凄すごいか理解できてないとばかりに鼻息を荒くする。

「去年のグランプリだった鮎あゆ川かわ真ま央おちゃんなんか、今やテレビや映画に引っ張りだこだし、デビュー曲の七色の贈り物っていう曲なんてシングルＣＤが一〇〇万枚も売れたんだよ」

　アリアの表情は相変わらずだが、星人の顔には薄ら笑いがうかんでいた。理香の「七色の贈り物」だとか「一〇〇万枚」というフレーズが星人の自じ虐ぎやく的な気持ちを刺激したのである。

　実は星人も七色の贈り物のシングルＣＤを持っているのだ。しかも六枚も。

　どうして同じシングルを六枚も持っているかというと、こんな理由からだった。

　七色の贈り物にはカップリングが、曲名にちなんで七曲用意され、それをすべてそろえたら、抽選で鮎川真央と握手ができるというデビューキャンペーンが行われたのである。

　けれどジャケットのデザインが同じで、ファンはＣＤを買う時にどの曲がカップリングになっているかわからない仕組みになっていた。そうなると結果的にファンは同じＣＤを何枚も買うことになる。

　実際、星人も七色の贈り物を一〇枚くらい買ってしまった。結局、コンプリートはあきらめて四枚を同級生に売ったので、手元に六枚残っているわけだ。

　ちなみにカップリング曲の内訳は、アカペラ／カラオケ／オーケストラ／ハミング／スキャット／デュエット／シークレットで、すべて七色の贈り物のアレンジ曲である。

　カラオケとオーケストラは演奏のみだし、アカペラも歌声のみだ。そしてハミングはンンンと鼻声で歌うだけだし、スキャットもダバダバとかドゥビドゥビと歌うだけ。そしてシークレットは歌詞が一部違うだけで、デュエットに至っては歌詞の半分に真ま央おの歌声が入り、残りを自分で歌うことによって、デュエットしている気分になれるというものだった。

　ちなみに星ほし人との手元に残ったのはアカペラ・バージョン三枚にデュエット・バージョン二枚とスキャット・バージョンが一枚である。ちょっぴり、ほろ苦い熱狂の残ざん滓しだ。

　かくして七色の贈り物は、七色の貢みつぎ物だとか七色商法と呼ばれる始末に至ったが、それでもＣＤなんて売れないこのご時世に、デビュー・シングル一〇〇万枚というインパクトは世間にとって大きかったらしく、鮎あゆ川かわ真央は一気にスターダムにのし上がった。

（あれじゃあＣＤセールス一〇〇万枚って言っても、下へ手たすりゃ購入人数みたいなのは一〇万人以下かもしれないな）

　星人がそんな感かん慨がいにふけっている間に、理り香かとアリアの話は変な方向へと進んでいた。

「ね、地区予選に顔を出すだけのつもりで出場してみない？　ゲスト審査員に去年のグランプリだった鮎川真央さんも来るんだって」

　いつの間にか理香がアリアにオーディションに出場するよう説得していたのだ。

「う～ん、でもなぁ……」

「絶対、グレイさんならジャパプリでもいいとこまで行けるよ。ファイナルはもちろん、グランプリも夢じゃない。だってこんなに可愛かわいいんだもん」

「う～ん、そうなのかな……」

　アリアも歯切れは悪いが、誉ほめられて悪い気はしないのか、顔の筋肉がゆるんでいる。脈ありと感じた理香がぐいっとにじりよった。

「せっかく綺き麗れいに生まれたんだから、オーディションに出て格の違いを見せつけようよ」

　格の違いというフレーズがプライドの高いアリアの心をくすぐったのか、ついには調子にのって、脳天気なことを口走る。

「そうね、グランプリを獲とって格の違いってやつを見せつけるのもいいわね」

「やった！」

　嬉うれしさのあまり理香は飛び上がるが、後ろで星人は「ぶっ！」と吹いていた。

「それじゃあさ、さっそく今日にでも応募手続きをはじめなきゃ。受けつけは今週いっぱいまでだって」

　理香が話を具体的に進めようとしたところで、星人は待ったをかける。

「おいっ、ちょっと待てよ。何を勝手にそんな話を進めるんだ」

　すると夏なつ美みがニヤリと笑う。

「おっ、王子さまの登場だぜ」

「そんなんじゃないけどな」

　夏美を横目で睨にらみつつ、星ほし人とはアリアと理り香かの前に歩みよる。すると理香が委員長口調で食ってかかる。

「勝手とは何よ。グレイさんのことはグレイさん自身で決めるわけでしょ。何の権利があって、天あま川かわくんが横から口を挟はさむわけ」

　しかもアリアまで同調する始末だ。

「そうよ、星人は関係ないでしょ」

「何を、考えてんだっ！」

　星人は言葉で言い返すのとは別に、目でも語る。一いつ瞬しゆんだけ視線を空の上に向けた。アリアに自分がどこから来た人間なのかを思いだせというわけだ。

「あっ……」

　ようやくアリアが我に返った。そこで星人はアリアに代わって理香に話をつける。

「あのな、悪いんだけど、アリアの実家はすっごく厳しくてな。アイドルのオーディション番組なんかに応募しただけで、親が烈れつ火かのごとく怒るんだ」

「本当なの？」

　理香がアリアの目を真っ直すぐ見つめる。もちろんウソに決まっているが、アリアとしては星人のウソに合わせるしかない。それで引きつった顔で乾いた笑い声を上げた。

「う、うん。そうね、うちの親は怖いから……あはははははっ」

「でもグレイさんのご両親って外国にいるんでしょ？　だったら日本のテレビなんか見ないだろうから何とかなるんじゃないかな」

　食い下がる理香に対して、星人はキッパリと首を横にふった。

「ダメだって。メイドさんがいて、日本での状況を逐ちく一いち報告してるから絶対に知られるに決まってる……」

　それからアリアのためにジャパン・プリンセスについて詳しく語りだす。

「だいたいな、ジャパプリなんて本選に残ったら、夏休み中ずっと合宿で歌やダンスの練習をさせられるんだぞ。しかもその様子はテレビで放映されて、毎週人気投票にかけられるんだ。何かと過か酷こくな番組なんだ……」

　ジャパン・プリンセスはオーディションであると同時に、一種のドキュメンタリー番組企画でもあるのだ。この手の番組は展開を盛り上げたり同情を集めるために必要以上に出場者を追いこんで、涙のシーンを撮ろうとする。

「……歌やダンスの練習で上う手まくいかないと居残りの練習をさせられるだとか。どっかの歩行者天国でオリジナル曲を歌いながらＣＤを売って、電車賃やホテル代を稼かせいで合宿所に帰って来いだとか。しかも毎週、視聴者の電話投票で何人かずつ脱落者が出て泣く羽は目めになるんだ」

　語りながらも星ほし人との胸にチクリと来るものがあった。

　去年の夏休み中、星人も毎週欠かさず番組を見て、鮎あゆ川かわ真ま央おという同い年の少女が頑張る姿に心打たれた口だったからだ。

　そう、鮎川真央という少女はアイドルを夢見て頑張ったが、その頑張る姿を見守り続けた星人もちょっと夢を見ちゃったのだ。

　握手会場で、真央の手を握りながら「俺おれ、ずっと応援してたから」なんて言葉をかけたら、真央も感動して星人のことを忘れられない存在になって……みたいな実際にはあるわけもない展開を。結局、ネットの情報からシークレット・バージョンが二〇枚に一枚しかないレア・バージョン扱いだったのを知り、これ以上お金を注つぎこめないと痛感しギブアップしてしまったが、当時はかなり星人ものぼせ上がっていた。

　そんな過去があるだけに星人の話にも説得力があった。アリアの顔も引きつってしまう。

「あたしには無理ね、色んな意味で」

「そんなぁ……せっかくのチャンスなのに」

　なおも未練を見せる理り香かに、夏なつ美みが面倒そうに横から口を挟はさんだ。

「もう、いいじゃねぇか。ありっちのことはありっち自身で決めるんだろ？　あきらめろよ」

「だってぇ……」

　口を尖とがらせる理香に、夏美が強く出た。

「そんなにオーディションにこだわるなら、りかっちが自分で出ろよ」

「わ、わたしはダメよ。出場したって地区予選すら勝ち抜けないよ」

　すっかり腰が引けてしまった理香を、夏美は肉にく食しよく獣じゆうのような目で眺ながめる。

「そうかなぁ……俺は前々から思ってたんだけど、りかっちもかなり可愛かわいいぞ」

「ぜんぜんそんなことない。わたしなんて絶対に可愛くない」

「どうかなぁ……」

　夏美は舌なめずりして、および腰の理香へ近づくと、一気にメガネを奪うばいとる。

「堅かた物ぶつメガネっ子が、メガネをとったら美少女なんてよくある話だぜ。とりゃっ！」

「ああ、メガネ、メガネ」

　夏美が天高くメガネを持ち上げると、理香は目を細めて両手をのばしてヨタヨタと歩く。すると夏美はフットワークも軽く理香の背後に回ると、後ろから羽交い締めにしてしまった。

　理香も抵抗を試みるが、文系少女と体育会系少女の力の差は歴然である。びくともしない。動けなくなった理香の耳元に夏美があやしい声でささやく。

「へっへっへっ……俺、前々からりかっちって素材としては悪くないって思ってたんだ」

　確かに夏美の言う通り、理香の基本的な顔立ちは悪くない。けれど今は近視のせいで、やぶ睨にらみになっている。そうなると素材が良くても人相が悪く見えてしまう。

　その点、夏なつ美みも物足りなさを感じたのか、理り香かの顔を百面相のようにもてあそびはじめる。

「けど、ちょっと顔がキツいかな。こうやって、眉まゆを上げてみたらどうだ」

　夏美が理香の眉み間けんの肉を引っぱり上げた。あっと言う間に理香の眉が八の字になって、目め尻じりも下がる。

「おお、これはアイドル系じゃないか？」

　夏美が目を輝かせるが、星ほし人とは腕を組んでうなってしまう。

「う～ん、どうだろ」

「どうでしょう」

　眞ま弥やも失笑をもらしていたが、ただ一人アリアだけにはバカ受けだった。

「ぶわっ、あはははははっ、あ～っはははっ、あはっあはっあはっ！　あ～っ、はははは」

　星人は昨日のものまね番組でも、顔にセロテープを貼はって歌うという、よくある演出が一番受けていたのを思いだす。

　どうやらこの手の顔の変化がアリアの笑いのツボらしいが、アリアはなかなかの美少女だ。

（顔がいい奴やつが、変な顔を見て大爆笑だなんて嫌いやな感じだな……）

　星人は何だか悪趣味なものを感じたが、アリアから笑いの対象とされた理香はというと、まるでキリシタンの殉じゆん教きよう者しやのように両手の指を組んで、うっすらと涙をうかべていた。

「いい、グレイさんが笑顔でいられるなら……わたし、どんなことでも耐えられる」

　そのどこか恍こう惚こつとした表情さえうかがわせる理香の姿に星人はどん引きしてしまう。

「立たち花ばなって真ま面じ目めで堅かた物ぶつだけど、何かきっかけ一つで大転落しそうなタイプだな」

　夏美も似たようなことを思ったらしく、顔を引きつらせた。

「うわ、何か禁断の扉を開けちまったような気がする」

　周囲に微妙な空気が流れた。

　その時だった。

「遅刻、遅刻、遅れる～っ！」

　後ろの方で男にしてはやや高い声が上がる。ほぼ同時に自転車の甲かん高だかいブレーキ音も上がった。そして中年男性の驚おどろく声。

「おわわっ！」

　星人がふり返ると、ちょうど駅へ向かう自転車と、横道から飛びでて来た同じ学校の男子生徒がぶつかるところだった。

　ヨタヨタと自転車が左右にふれ、そのまま男子生徒に衝しよう突とつする。中年男性はバランスを崩して足を地面につくが、身体からだを支えきれず自転車ごと横倒しになってしまう。

　倒れた自転車の後輪がカラカラと音を立てて空から回りした。

「き、君、大だい丈じよう夫ぶかい？」

　いち早く中年男性が起き上がる。中年太りを体現したかのようなずんぐりした体型で、気弱そうな顔立ちだった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶです」

　そして自転車とぶつかった男子生徒も立ち上がる。星ほし人との知っている男だった。

　竹たけ林ばやし茂しげる、星人の前の席に座る同級生だ。ちなみにあだ名は名字や名前を音読みしてチクリンモウ、もしくはチクリンである。その名の通り中学時代は密告屋として悪名高かったらしい。

「頭は打ってないかい？」

　中年男性が心配そうに竹林の顔をのぞきこもうとするが、竹林は男性と目を合わせようとせず、ただ謝るばかりだ。

「本当に大丈夫ですから。すいません、すいません」

「なら、いいけど。でも危ないから急に飛びだしちゃダメだよ」

「はい。すいません、すいません」

　何やら挙動不審のあやしい人みたいだが、とにかく竹林は謝るばかりだ。

　もっとも無理はないと星人も思う。竹林は頭突きでもするつもりだったのか、頭からつっこんでいたのだ。おそらく非の七割か八割ぐらいは竹林の側にある。

「おい、そろそろ行こうぜ」

　大した事故でもないことがわかったので夏なつ美みが先を促うながすと、眞ま弥や、そしてアリアと理り香かがうなずいて、何事もなかったかのように四人は歩きだす。

　アリアの後ろ姿を眺ながめながら、星人は小さくため息をつく。

（おいおい、俺おれを監視するのが任務だか使命じゃなかったのかよ）

　仕方がないので星人もアリアの後を追って歩きだす。これではどっちが監視役だかわかったものではない。しかしその足が数歩進んでところで、ふと止まってしまう。

（あれ、何で竹林はうちの前の道から飛びだして来たんだ？）

　竹林が飛びだしたのは星人やアリアが歩いて来たＴ字路のところだったのだ。竹林は電車通学なので駅方向、つまり真後ろからこの道を一直線に歩けばいいだけのはずだった。

　何か気持ち悪さを感じ、星人は後ろをふり返る。

　そこには地面に落ちたトーストを拾う竹林の姿があった。どうやら竹林はトーストでも食べながら飛びだしたらしい。

　それが何を意味するのか星人にはわからなかったが、気持ち悪さが増したことは確かだ。

（ほんと、何を考えてるんだか）

　しかしこのまま立ち止まっているわけにもいかない。仕方ないので星人も学校へ向かって歩きだす。立ち止まっていたせいで、アリアたちからは少し離されてしまっていた。




　教室に入ると、星人は手痛い洗礼を受けた。

　窓まど際ぎわの一番後ろ、時に特等席と呼ばれる自分の席に向かっていると、背中を思いっ切り叩たたかれたのだ。

「オッス、天あま川かわ」

　聞き覚えのある声に星ほし人とがふり返ると、そこには縦にも横にも凸でこ凹ぼこなコンビが立っていた。細身で背が高い早はや川かわ宗むね元もとと、小太りで背も低い長は谷せ川がわ民たみ也やだ。二人ともニヤニヤしている。

「またかよ」

　星人が嫌いやな顔をして肩をさするような仕草をすると、早川が不思議そうな顔をした。

「またかよ、って何だよ？」

「さっき学校へ来る途中で、里さと中なかから挨あい拶さつ代わりに背中を叩たたかれたばかりだよ」

「へーっ、いつの間に里中と仲良くなったんだ？」

　早川の視線が教室の前の方へと泳ぐ。そこには一足先に教室へ入っていたアリアたち四人がいた。その中には当然、夏なつ美みもいる。

「別に仲良くなったわけじゃないよ。ただアリアのおまけみたいな感じだし」

「う～ん、これはもしかすると……」

　早川が長谷川の顔を見ると、長谷川も早川の顔を見る。すると長谷川がうなずく。

「うん、もしかするとだな……」

　早川と長谷川、二人はまるでタンゴを踊るかのように顔を同時に星人へと向けた。そして二人の口が同時に開く。

「天川、もしかしてお前は今、モテ期を迎えているのかもしれないぞ」

　男子二人の声が重なると、ちょっと宗教っぽい響ひびきになる。それが星人には嫌だった。

「気持ち悪いから、ハモってしゃべるのは止やめてくれ。それよりモテキって何だ？」

「別に言われなくても、打ち合わせしてるわけじゃないから、そうそうハモれないけどな」

　早川が偶然だから続きようがないと断ると、長谷川はモテ期の解説をはじめる。

「ちなみにモテ期ってのは、モテるのモテと期間の期を合わせてモテ期。普通に使うだろ」

「ああ、なるほど。普通に使ったことはないし、辞書を調べたって載ってなさそうだけど、意味はわかるな。そのモテ期がどうしたって？」

「だから今、お前はモテ期を迎えてる可能性が高いってことだよ」

「は～あ？　んなわけないだろ」

　最近になって星人の周囲にはアリアとミムラという、少なくとも外見上は可愛かわいい女の子が加わったのは事実だ。しかしアリアは性格が悪いし、ミムラもはるか年上だし、何より二人とも宇宙人だった。しかも星人はウィルスのせいで、女の子とつき合うわけにもいかない。だからむしろ状況としては逆なはずだった。

　けれど早川と長谷川の見解は違った。片かた眉まゆを上げた早川が星人に詰めよる。

「それはどうかな？　ついこの間までろくに同じクラスの女子と挨拶することもなかったようなお前が、急に金髪の美少女と一つ屋根の下で暮らし、同じクラスの女子から手痛い挨拶を受けたり、一緒に登校したりする。これをモテ期と言わずして何と言うんだ？」

「いや、でもな……」

　歯切れの悪い星ほし人とに、長は谷せ川がわが心配顔で忠告する。

「いいか、天あま川かわ。モテ期ってのは貴重な人生の黄金期なんだぞ。けれど多くの人間はモテ期を過ぎた後になって、あの時が自分のモテ期だったんだって気づき、後こう悔かいするんだ」

「そうそう、人生にはモテ期が三回はあるとも言われてるが、一回か二回しかない場合だってあるんだぞ。油断してたら数回しかない人生の黄金期を逃すことになってしまうからな」

　早はや川かわの念押しに星人は面倒になって来た。

「わかった、わかった」

　星人のおざなりな生返事に、早川と長谷川は嘆たん息そくまじりに顔を見合わせた。

「こいつ、わかってないな」

　長谷川が目を泳がすと、早川はもったいぶった仕草で星人を横目で眺ながめる。

「ま、しかしこれはある意味、好都合かもしれないな」

「好都合って何がだよ」

「フッ……実はだな。今日からこのクラスに転校生が来るらしい。しかもジョシッ！」

　早川が最後の一言を強調すると、長谷川も意気ごんで追加情報をしゃべる。

「それも可愛かわいいらしい」

「そして、ナイス、バディっ！」

　最後に早川がダメ押しとばかりに力説すると、急に星人もソワソワして来た。

「え、ほんとうかよ。でもどうして可愛いとかナイスバディとかお前らが知ってるんだ？」

「先週、編入試験を受けに学校へ来た時、見たっていう奴やつがいるんだ」

「へ～っ……」

　口では星人も平静を装よそおうが、内心はちょっと複雑だった。

　アリアのような偽にせ転校生や偽留学生は別として、本当の転校生なら事前情報が出るものだ。そしてこの手の情報は星人のような初等部や中等部からエスカレーター式で上がって来る内部進学組の方が強いはずなのに、早川や長谷川といった高等部からの外部受験組にも負けている。

　それはちょっとした学内情報弱者の気分だ。

　そんな星人の動揺を、早川が勘かん違ちがいする。

「おっ、急に欲が出て来たか？　けれどモテ期の兆候があるぐらいで、転校生が自動的に天川に好意を抱いだくなんて甘いことはないぞ。世界は天川を中心に回ってるわけではないからな」

「そうだ、そうだ。調子にのって転校生にちょっかいかけるなよ。きっと痛い目にあうぞ。お前には青い目の留学生がいるだろ。二に兎とを追う者は一兎をも得ずって言うからな」

　長谷川の口ぶりはまるで転校生と誰だれがつき合うか、この三人で決めようといった感じだが、モテない三人組で談合したとして、それがどんな意味があるのやら。

　何せ同じクラスの中だけでも十数人、学年や学校全体からすると数百人もの男子生徒がいるのだ。事前に情報が回っているとしたら、激しい競争が予想される。星ほし人とは現実ってやつを知ってるつもりだった。

「別に俺おれからちょっかいをかけるようなことはしないよ」

「そうか」

　長は谷せ川がわがちょっと安心した表情になった。その顔を見て星人は思うのだ。

（でも俺がちょっかいかけないからといって、転校生と長谷川が仲良くなれるわけでもないし、俺がちょっかいかけたとしても、転校生が俺になびくこともありえないよな）

　そんな現実的で冷めたことを考えていたら、教室の空気が急に変わった。

「えっ、もしかして来た？」

「マジか？」

　早はや川かわが、そして長谷川が周囲を見回す。転校生が来るなら、担任と一緒に朝のホームルームの時だろうと思っていたので、ちょっとした不意打ちみたいな感じになった。星人もあわてて、みんなの視線が集まっている先へ首を向ける。

　けれどそこに転校生はいなかった。見覚えのある男子生徒がいるだけだ。ただしその生徒の姿が尋じん常じようではない。

　顔には青アザがいくつもできていて、制服も土だかホコリだかがついてあちこち白くなっている。整髪剤で固めた髪も後ろの方が不自然な形ではねていた。竹たけ林ばやし茂しげるである。

　竹林の姿にクラスの中がざわめく。みんなが口々に「イジメられたのか」だとか「犬に追いかけられたのか」なんてことを口にする。

　周囲がどん引きする中、竹林は自分の席、つまり星人の前の席へ向かった。何な故ぜか手に一枚のトーストを持って。

　竹林が席につくまでの間、誰だれも口を開こうとしない。沈黙した教室の中で、竹林は自分の席につくと、いきなりトーストを食べはじめた。あまり美う味まくないのか、しきりに顔をしかめる。

　教室の中が再びざわめきはじめる。無論、話題の中心は竹林に対する憶測や勘かんぐりだ。

（あの時、遠目だったから気づかなかったけど、意外と大きな衝しよう突とつだったのかな）

　星人も竹林が自転車とぶつかった時のことを思いだしていた。すると星人の隣で長谷川が小さくつぶやいた。

「あいつ、何か酷ひどくなってる」

　早川は変に理屈っぽいのでこういった続きのありそうな話は見逃さない。

「酷くなってる、とはどういうことだ？　それは以前の状態である程度酷くなっていたものが、悪化したってことか？」

「うん。実は駅前の辺りで、竹林とぶつかったんだよね」

「えっ？　それ本当かよ？」

　星ほし人との驚おどろきように、逆に驚いた長は谷せ川がわがぎこちなくうなずく。

「あ、ああ。本当だよ。ちょうど駅前の交差点をすぎて次の交差点のとこだったかな。あそこで急に竹たけ林ばやしが横から飛びだして来たんだ。もう頭からつっこんで来てな、人間ミサイルみたいな勢いだったよ……けど転んだ時、あんな酷ひどい格好にはなってなかった」

「妙だな。竹林は俺おれたちと同じく電車通学だ。通学路的に言えば、駅から学校を結ぶ通りを一直線に歩くだけのはず。それなのにどうして横道から出て来るんだ？」

　首を傾かしげる早はや川かわに、星人は新たなる情報として朝の件を話す。

「いや、実はだな。俺も似たような光景を見てるんだ。いきなり竹林が横の道から飛びだして、自転車に乗ったオッサンとぶつかってた」

「それはどこで？　長谷川がぶつかった交差点か？」

「いや、違う。学校と駅の間にＴ字路があるだろ？　俺の家へ続く山やま間あいの道のとこ」

　星人が説明すると、早川は目を閉じて場所を思いうかべる。

「ん、ああ。学校から駅へ向かえば道路の右側、逆に駅から学校へ向かう時は左側だよな。わかる、わかる」

「そう、そこ。遅刻とか遅れるとか叫びながらいきなり飛びだして、自転車と衝しよう突とつしてた」

「あ、そう言えば俺とぶつかった時も遅刻とか遅れるだとか叫んでたよ。しかもトーストをくわえて」

　星人と長谷川は互いに顔を見つめ合う。同時に同じ疑問を抱いだいたのだ。

「竹林は何に遅刻するってんだろう？　学校なら余裕で間に合う時間だったのに。俺とぶつかった時なんて、三〇分以上も前だぞ」

「そうだよな。俺が自転車と衝突したのを見た時だって、別に急ぐような時間でもなかった」

　そんなことを口にしながら、ふと星人はデジャブ、既き視し感かんにとらわれた。何だかどこかで見たことがあるような、ないような気がするのだ。それは言い換えると、何か思い当たるものがあるということを意味する。

「あれ？　でも、そんなわけないよな……けど……」

「何をブツブツ言ってるんだ？」

「う～ん、ちょっと思い当たることがあるような、ないような感じだけど、ありえないって言うか、何て言うか、その……」

「めんどくさいな、いいから言えよ」

　長谷川に急せかされて、星人もとりあえず言ってみることにする。

「あのさ、アニメやマンガなんかでよくあるじゃないか。トーストをくわえた見慣れない美少女とぶつかって、軽いケンカになって、遅刻しそうだからすぐ別れて、でも学校へ行ったらその美少女が転校生として同じクラスに、みたいな話。それを竹林は狙ねらってたんじゃないか？」

　星人の自信のなさが、言葉のぎこちなさにつながった。それでもとりあえず意味は伝わった。長は谷せ川がわが曖あい昧まいな笑みをうかべる。

「う～ん、いい線をついてるようでも実際は微妙だな。普通、トーストをくわえてるのは美少女の方だし、それにぶつかるとしても俺おれや自転車のオッサン相手に特攻してどうするんだ？」

「そうなんだよなぁ……微妙に無理があるんだよなぁ……」

　あっさり星ほし人とが自分の意見を引っこめようとすると、意外にも早はや川かわが同調して来た。

「いや、実は俺も天あま川かわと同じことを考えてた」

「え～っ？　早川もか、でもありえないだろ」

「確かに話としては無茶な面もある」

　早川は長谷川の言い分をあっさり認めると、深々とうなずいた。しかし顔を上げると、ワンオクターブ低い声で重々しく語りだす。

「けれどな、あいつに三次元世界の常識は通用しないぞ。奴やつは中学時代、二次元半シンドロームって病名をつけられたほどだからな」

「何だ、その胡う散さん臭くさい病名は」

　怪け訝げんな星人に早川は胸をはって説明する。

「一言で説明すれば、二次元の妄もう想そうと三次元の現実がごっちゃになってるってことだ」

「……なるほど」

　言い得て妙だと星人も納なつ得とくした。確かに竹林はアリアを旧体育館の裏に呼びだして、三次元の現実と二次元のアニメをボーダーレスにした妄想を語っていた。そういうチャンポンな精神構造からすれば、トーストをくわえて走っているのは転校生でも自分でも、どっちでもいいのかもしれない。

「でも長谷川や自転車のオッサンとぶつかってる件はどう説明するんだ？」

「運命を信じたかったんじゃないのか？」

　早川の答えに星人と長谷川は呆あつ気けにとられた。

「はっ？　何が運命なんだ？」

「だって狙ねらってぶつかったら、運命的じゃなくなるだろ？　適当に飛びだしたら、美少女とぶつかって、その子がクラスに転校生としてやって来る。これだと何か運命っぽいじゃないか」

　星人と長谷川、二人そろって黙りこむ。

　話としてはあまりにバカバカしい。しかし他ほかに説明がつかないことも確かだった。

「やっぱりそれしかないのか……」

　納得しつつも星人は竹たけ林ばやしに対する底知れぬ何かを感じざるをえなかった。

　やがてチャイムが鳴った。

　ホームルームがはじまるので、自分の席につかなければならない。しかし前の席は竹林なので気が重い。そんな星人のためらいを察したのか、長谷川が星人の肩を叩たたく。

「さ、みっちゃんが来るぞ。席につけ」

「そうそう、転校生を連れて来るんだからな。天あま川かわ、お前の任務は重要だぞ」

「任務って何がだよ？」

　星ほし人とが怪け訝げんな顔をして尋たずねると、早はや川かわは得意そうに鼻を少し上げて語る。

「もしも竹たけ林ばやしが不審な動きを見せたら、お前が責任持って後ろから羽交い締めにして止めろ」

「ちぇ、好きなことを言いやがって」

　星人は重い足どりで、自分の席へと向かった。席につくと、竹林が独り言をブツブツ言っているのが耳に入る。きっと耳をすませて、意識を集中すれば何を言っているのか聞きとれるのだろうが、あえて星人はそれをノイズとして脳内処理するため目を閉じた。

（無の境地、無の境地）

　しかし耳にはノイズとしてだろうが何だろうが入って来る音があるのは確かだった。

「……せっかくの計画が……しかし、こんなことで……せっかく……ああ……予定……パンツが……ちがーうっ、僕はパンツのぞき魔じゃ……あれはのぞいたんじゃ……君が見せたんだろ……すべて台無し……でも何とか……ここからが……ここからが大事なんだ……」

　星人のヒタイに汗がにじむ。耳に入って来る音を、脳が勝手に補完しようとしてしまう。

（考えちゃ負けだ、考えちゃ負けだ）

　星人が必死に脳内のノイズをふり払っていると、教室の扉が開く音がした。同時に男子のどよめく声。

　直感的に転校生が来たのだと星人も目を開ける。教きよう壇だんには担任の三み島しま光みつ子この姿があった。転校生の姿は今のところ見えない。

　生徒の一人が起立の号令をかけようとすると、それを光子は手で制した。

「あ、今日はいいわ。ちょっと待ってもらっている子がいるし、今日のホームルームは連絡事項が盛りだくさんで押してるから巻きでお願いしまーす」

　何な故ぜか放送用語で急いでいることを伝えると、光子は教壇から快活な声を上げた。

「よろこべーっ、男子しょくーんっ！　今日は噂うわさの転校生を紹介するーっ」

　男子生徒が腕をふり上げて雄お叫たけびを上げる。そして光子は身体からだは正面に向けたまま両手を教室の扉へ向けると、パーにした両手をヒラヒラさせた。まるでバックダンサーのふりつけか、司会役のアイドルがゲストで登場した他ほかのアイドルを紹介する時の仕草のようだ。

　二〇代の女性教師が一〇代のアイドルみたいな真ま似ねをするのは痛いものがあるが、その辺りはルックスの良さでカバーする。そう、美人は得で、可愛かわいいは正義なのだ。

「それでは転校生、カムォーンッ！」

　クラスの中のボルテージが上がるのと反比例するかのごとく、星人のテンションは下がっていった。国営放送が大好きな地味人間にはこのノリがなじめないのだ。

　だが次の瞬しゆん間かん、星人は頭が沸ふつ騰とうするような思いを覚えた。

　教室に転校生が入って来たのだ。

　転校生は背筋をのばし教きよう壇だんへ真っ直すぐ向かう。その真横からの姿は噂うわさに違たがわずナイスバディではあった。おそらくＦカップは優ゆうにあるだろう。星ほし人とも目が釘くぎづけとなる。

　しかし星人が衝しよう撃げきを受けたのは胸の大きさではなかった。問題は転校生の顔だ。見覚えのある顔だったのだ。

　やがて転校生が光みつ子この脇わきに立ち、正面を向いた。すると光子のハイテンションな声が上がる。

「それでは転校生、自己紹介」

「宇う佐さ見み美み希きです。みなさん、よろしくお願いします」

　転校生が一礼すると、男子からどよめきが上がった。

　星人も違う意味で平静ではいられなかった。

「な、何がどうなってるんだ……」

　隣の席に座るアリアの顔を見る。考えることや感じることは同じなのか、アリアもほぼ同時に星人の顔を見ていた。その表情には驚おどろきの色がありありと出ている。

　宇佐見美希。人類削さく減げん機構なる組織の一員で星人の父が隠したウィルスを奪うばうため、偽にせの幼なじみの記憶を星人にうえつけ接近して来た日系アメリカ人だ。星人がウィルスを発見した後、ミムラに記憶を修正されてアメリカへ帰されたはずであった。

　わけがわからず星人は呆ぼう然ぜんと美希の姿を眺ながめる。

　光子の隣で美希はにこやかな笑みをうかべていた。
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　　　第二章　転校生で幼なじみ







　クラスには複雑な空気が渦巻いていた。

　転校生が評判通りのルックスだったことが大きい。

　男子は単純にバカだった。

　転校生が可愛かわいくて胸が大きい、ただそれだけのうわついた思考が上昇気流のように渦巻く。

　一方、多くの女子は平静を装よそおっていた。けれど内心、穏おだやかなはずがない。

　嫉しつ妬ととは、遠い存在より近い存在の方に働きやすい。アリアのような髪や目の色から違っている異端者ならともかく、美み希きみたいに見た目が大して変わらないとなると、男子の騒ぐ姿が内心では面白くないのだ。そんな冷たい情念が下降気流のように足元へ広がっていく。

　クラスの中を冷たい思念と熱い妄もう想そうが気流のように巡る中、星ほし人ととアリアだけはどう反応していいのかわからずに戸惑っていた。

　二人はしばし顔を見合わせていたが、星人が口の動きだけで尋たずねる。

（どういうことだよ？）

（わかるわけないでしょ）

　アリアも口の動きだけで答えた。無音の会話を交わすと、あらためて二人は美希へ視線を移す。すると星人は美希と目が合った。途と端たん、美希の目がまん丸になる。

「あれ～っ？　星人じゃないっ！」

　その驚おどろきの声につられるように、みんなの視線が一いつ斉せいに星人へ向かう。注目を浴び、星人は頭に血が上ってしまった。

「え、いや、その、あの」

　星人がたじろいでいると、美希はクリスチャンみたいに両指をからめて、勝手なことを言いだした。

「ほら、わたし、美希だよ。小学校に上がるまで一緒によく遊んだじゃない。宇う佐さ見みさんちの美希ちゃんだよ」

「あら、天あま川かわくんの幼なじみなの？」

　光みつ子こが驚きの声を上げると、美希は全力でうなずいた。

「はいっ！」

（ウソだっ！　何が宇佐見さんちの美希ちゃんだよ）

　しかし星人はそう思っても言えなかった。それは脳裏にある可能性がかすめたからである。

　現在、このクラス全員と多くの教師がミムラによって記憶を改変され、偽にせ生徒の美希が星人の幼なじみとしてこのクラスにいたことを忘れている。

　だがミムラは記憶の改変は絶対ではないと言った。

　対応を誤れば、みんなの記憶が戻ってしまうかもしれない。

　それで星ほし人とが困っていると、光みつ子こは何を勘かん違ちがいしたのか目を輝かせる。

「うわぁ……感動の再会ね。でも知ってる子がいるなら、先生も安心だわ。席も近いことだし、天あま川かわくん、宇う佐さ見みさんのこと、よろしくね」

　そして星人は返事など何もしてないのに自分の中では話が完結したらしく、光子は用務員の名を呼んだ。

「矢や島じまさーん、お願いしまーす」

「あいよ……で、どこに置くかね？」

　返事と共に、後ろの出入り口から腰の曲がった老人が椅い子すと机を持って教室に入って来た。

「あそこにお願いします」

　光子が指さした先は星人の席からすれば隣の隣、言い換えればアリアの隣だった。

　教室の机は六列にならんでいるが、窓側と窓側から二番目の列は机が七つあって、他ほかは机が六つなのだ。だから窓側から三番目の列の一番後ろに机を追加するのが収まりがいい。

「何か最近も似たようなことがあった気もするが……これってデジャブじゃかのう」

　ハイカラな愚ぐ痴ちをこぼしながらも矢島がガニ股またでよちよち歩いていく。どうやら年のせいか先月、アリアのために机と椅子を持って来たのを半分忘れているようだ。

　そして美み希きも光子に促うながされて自分の席となる場所へ向かう。机を持った矢島がヨタヨタしている間に、美希の方が先につく。そして星人に向かってニッコリ微笑ほほえむ。

「でも久しぶりだね、星人。何年ぶりになるかなぁ」

　久しぶりなのは確かだ。けれど単位としては何年というより、何日とか何週間といった話である。それで何と切り返そうかと星人が思っていると、アリアがすくっと立ち上がった。そして美希を睨にらみつける。

「ちょっと、あんた。どういうつもりよ？」

「どういうつもりって、何かしら？」

　負けじと美希がアリアを睨み返す。

（あっ！　バカ）

　あわてて星人は立ち上がると、後ろからアリアの口をふさぎにかかる。

「とぼけてんじゃフガフガ」

「落ちつけよ、今がどういう状況かわかってるのか？」

　星人がアリアに小声で耳打ちすると、アリアは星人のみぞおちにヒジ打ちをくらわせた。

「わかってるわよ、気安くあたしにさわらないのっ！」

「げふ、げふ、げふ」

　息がつまって、みぞおちを押さえたまま星ほし人とは尻しりもちをつく形で着席する。そこに追い打ちをかけるかのように美み希きが責めるような口調で尋たずねた。

「ちょっと、星人。この子、誰だれなの？」

「え、いや、その……アリア・グレイさん。えっと留学生で、その……」

　星人の方には後ろめたいことなど何もないはずなのに勢いに気け圧おされて、しどろもどろになってしまう。すると美希は目を細めて、まるで値踏みするかのようにアリアを眺ながめる。

「ふ～ん、留学生。そう、転校生じゃなく、留学生なわけね」

　転校生という一言に星人は一いつ瞬しゆん、息がつまった。美希の存在をみんなの記憶から消した際、同時にアリアのことを転校生から留学生に変えているのだ。

　転校生というキーワードは、みんなが元の記憶をとり戻すきっかけになりかねない。しかもアリアは単細胞だ。このまま口くち喧げん嘩かをさせると何を言いだすかわからない。星人が弱り切ったところで、矢や島じまのかれた声が上がった。

「ほら、置いたよ」

　絶妙のタイミングだった。猫をかぶった美希が身体からだを反転させて、甘ったるい声で礼を言う。

「うわぁ、ありがとう。おじいさん」

　その後ろ姿を眺めながら、星人は冷や汗をぬぐう。

（とりあえず今は助かったけど、これは難しいことになったかもしれない）

　もっとも難しくなったのはクラスの空気も同じだった。複雑な逆転現象がはじまったのだ。

　今の展開で女子の間から冷たい感情が消え去り、テンションが上昇をはじめたのである。

　基本的に女子という生物は恋愛にまつわる話が大好きだ。

　しかも人気の男子を巡っての恋愛バトルや三角関係だと、どっちが勝っても面白くないが、星人のようにノーマークな相手だと対岸の火事として安心して見ていられる。

　逆に男子のテンションは下がる一方だ。夢や妄もう想そうは消え、敗北感や寂せき寥りよう感かんがあふれだす。

「何で天あま川かわばっかり……」

「転校生が幼なじみって、ありえない」

　怨えん嗟さのこもった小言や泣き言が次々上がる中、星人はふと長は谷せ川がわと目が合った。

　やはり嫉しつ妬とは身近な存在にこそ働きやすい。

　長谷川の口が無音のまま「ウ・ラ・ギ・リ・モ・ノ」と動く。続いて星人は早はや川かわを見る。すると早川はご丁てい寧ねいにもシャープペンの先を首筋で水平に引き「ＫＩＬＬ ＹＯＵ」のジェスチャーをしてみせた。

　ちょっぴり涙目で星人は用務員の矢島を真ま似ねてみる。

「最近も似たようなことがあったような、ないような。これってデジャブかな……」

　先月、アリアが転校生と称してこのクラスへやって来た時も似たような展開だった。あの時のことを思いだし、自然と星人の目は前の席へと向かう。

　星ほし人との記憶では前回、竹たけ林ばやしは魔法少女のフィギュアを握りしめながら泣いていた。

　そして今、星人の目に映った竹林の姿も、その手にはフィギュアこそなかったが、あの時と同じく泣いていた。

　もっとも今回は泣き方がどうも尋じん常じようではない。背中は激しく波打ち、嗚お咽えつの声も大きい。

　どうしたのかと星人が思っていると、いきなり竹林が手を挙げて立ち上がった。

「せ、せんせー」

「えっと……何かな？」

　突然のことで戸惑う光みつ子こに竹林は涙ながらに訴えた。

「せんせい、僕、胸が痛いんです。もしかして骨が折れてるかもしれません。病院へ行っていいですか？」

「ええっ！　ちょっとどういうこと」

　あわてて光子は竹林の元へと駆けよった。竹林の制服は散々転んで汚れている。光子の声が悲鳴にも似た甲かん高だかいものへと変わる。

「どうしたのよ、こんなに汚れちゃってっ！　誰だれかに何かされたの？」

　光子の質問には答えず、ただ竹林は胸を押さえて背中を丸めた。

「今日、僕、何度もぶつかって、そして転んで。本当に何度も、何度も……自転車にもぶつかったし、くっ、くるまにもぶつかったのにぃ……」

「車ですってっ！　何があったのっ！」

　光子は顔面蒼そう白はくになるが、星人はずっこけていた。

（お前、トーストくわえて転校生とぶつかるために命を懸けてたのか）

「だって、僕……トーストがっ、トーストがっ……うぅ……でも、転校生だったら……それなのに、それなのに……」

　竹林の言ってることが嗚咽まじりで理解できなくなって来た。もっとも嗚咽がなくとも常人には理解できなかったかもしれない。

「どうしてこんなことに……えっと……君は、えっと、その……」

　光子は竹林の背中をさすってやっていたが、心配そうな表情から困った表情へと変わる。名前が出て来ないのだ。すると背中を丸めていた竹林が顔を上げた。

「竹林茂しげるです」

「そう、竹林くん。ごめんね、先生も早くみんなの名前を覚えるから」

　そんな言い訳が許されるのは四月までじゃないかなと星人は思ったが、口にすればきっと竹林だけでなく光子まで困らせてしまう。そんな思いからあえて星人は黙って二人を見守った。すると竹林は胸を押さえて訴える。

「もういいです。それより、きっと骨が折れてるから、救急車を、救急車を呼んでください」

「わ、わかった。すぐに先生、救急車を呼んであげるからね。しっかりしてね」

　あわてながらも光みつ子こは携帯電話をとりだすと、ふるえる指で一一九番をコールする。

「も、もしもし、消防ですか？　救急車をお願いしたいんですけど……はい、場所は……」

　光子は両手で携帯電話を持って右耳にあてていた。声もふるえているし、かなり動転しているようだった。実際、竹たけ林ばやしも胸に手をあててかなり苦しんでいる。

「ああ、胸が痛い……くぅうう……」

「わたし、保健の先生を呼んで来ます」

　委員長気質かたぎの理り香かは立ち上がると保健室へ向かった。

　教室の中は緊急事態といった雰ふん囲い気きだが、星ほし人とは緊迫感や緊張感が湧わかなくて戸惑っていた。それはおそらく竹林に対する一種の不信感のせいかもしれない。今までの竹林の言動からすると、星人はどうしてもこんな風に考えてしまうのだ。

　胸が痛いのは骨が折れたんじゃなくて、ただ単に心が折れただけじゃないのか、と。

　やがて一時間目がはじまろうとする頃ころになって、遠く救急車のサイレン音が聞こえた。




　噂うわさの転校生と竹林の救急車騒動。

　波乱の幕開けは一年Ｋ組に多くの野や次じ馬うまを呼びよせることとなった。

　教室の前は他ほかのクラスの生徒が集まり、Ｋ組から知った顔が出て来れば、その生徒をつかまえて転校生や救急車騒動について根掘り葉掘り尋たずねるので、人の流れは悪くなる一方だ。

　一方、教室の中では美み希きの周囲に女子が群がった。

　彼女たちの好奇心の対象は何と言っても、星人とアリアを加えた三角関係の構図にある。だからアリアから引き離すように美希を教室の前の方へ移動させてしまう。

　すると対抗するかのように理香と夏なつ美み、そして眞ま弥やがアリアの席に集まった。

　どうやらアリアの応援団を気どっているらしく、夏美はストレートに「ありっちを泣かせたら、ただじゃおかないぜ」なんて言いながら星人へ拳こぶしをつきつける。

　その一方で理香はアリアに何かとささやいていた。小声なこともあって星人の席からだと完全に聞きとることはできないのだが、たまに耳に入って来る「目を覚まして」だとか「これはいい機会よ」なんていうフレーズからすれば何を吹きこんでいるか察しがつくというものだ。

　星人としてはアリアと美希について話し合いたくて、一時間目の授業中に色々と考えをまとめたりもしていたのだが、こんな状況では教室を出ることすら一苦労だ。星人は窓の外を眺ながめ、深いため息をつく。

（仕方がない、次の休憩時間にでも話し合うか……）

　しかし二時間目が終わっても、三時間目が終わっても、アリアと話をするチャンスは来なかった。時間が経たつにつれ、教室の外はさすがに落ちつきだしたが、アリアと美希の周囲の状況があまり変わらなかったのだ。昼休憩になっても。

　これはある意味、星人にとって拍子抜けだった。てっきり美希が一緒にお弁当を食べようだ何だと言いだして、そこにアリアが絡からんで一ひと悶もん着ちやく起きると思っていたから。

（ちょっと自意識過か剰じようだったかな）

　星ほし人とは苦笑いしながら食料調達のため、立ち上がった。

（パンを買って、早はや川かわたちに合流するかな）

　そんなことを考えながら、教室から出て階段を下りていた時だった。いきなり星人は後ろからシャツの襟えり首くびをつかまれた。

「ぐえっ！」

「ちょっと待ちなさいってば」

　聞き慣れた声に星人は涙目で抗議する。

「ゲホゲホ、何を考えてんだよ。今の完全に首に入ったんだからな。一いつ瞬しゆんだけど、目の前が暗くなってだな、じいちゃんがお花畑の向こうで、おいでおいでしてたのが見えたぞ」

「そんなことはどうでもいいの。上う手まいこと言って抜けて来たけど、時間がないんだから」

　言うが早いかアリアはきびすを返して階段を上りはじめる。

「言っとくけどな、俺おれにとっては自分が死んだら……あっ、くそ」

　星人の話など聞く耳も持たず、あっと言う間にアリアは階段を折り返して上の階へと消えてしまった。星人は地じ団だん駄だを踏むが、このままでは文句すら言うこともできない。仕方がないので、アリアを追って階段を上る。

　やがて階段を上り切ると、屋上前のつきあたりにアリアが待ちかまえていた。

「おそーい。何をやってたの」

　文句を言いに来たはずなのに逆に文句を言われてしまった。腹立たしいが星人も遅いと言われれば先に反論せざるをえない。

「遅いって、数秒かせいぜい十数秒だろ。だって四階から踊り場で折り返す姿を見たぞ」

「うるさいわね、今はそんなことを言ってる場合じゃないわ。どういう状況かわかってるの？」

　どうやらアリアは他人の話には聞く耳を持たないが、自分の言いたいことは一方的に語りたいらしい。さすがに星人も目が泳ぎ、口の端だって歪ゆがんだ。しかしアリアはそんな星人の表情が気に入らない。

「ちょっと何よ、その顔。変な方を見て笑っちゃって。本当に危機感もないし、何も考えてないんだから」

「俺だって危機感ぐらい持ってる、色々考えてることもあるわ」

「それなら、ちゃんと何が危険か言ってみなさいよ」

　胡う散さん臭くさそうにアリアが片かた眉まゆを上げると、星人は心の中で「首が絞まって死ぬかもしれないっつう危険だよ」と本音で悪態を吐つきながらも、ボソリと建て前をつぶやく。

「美み希きのことだろ？」

「そうよ。変な顔して笑ってた割には状況が理解できてるのね……それでどう思う？」

　別に星ほし人ととしては笑っているのではなく、やってられないという気持ちを表現したつもりだったが、話を脱線させるのも気が引ける。それで星人は授業中に考えたことを語りはじめた。

「まず問題なのは美み希きの記憶が元に戻ったのか、否いなかってことだな。もしも記憶が元に戻ってないなら、この学校へ転校して来たのはただの偶然ってことになる」

「は～あ？　そんなことありえるとでも思ってるの？」

　先ほどの星人に対抗してか、アリアは口の端を思いっ切り歪ゆがめた。ただしこちらは眉まゆが八の字になって、憐あわれんでいる目つきだ。

「落ちつけよ。俺おれだって、その可能性はほとんどゼロだと思ってる。ただ話の順序ってのがあるんだよ。んで、記憶が戻ったにしても、一部か全部かっていう問題がある」

「一部か全部か？」

　アリアは怪け訝げんな顔をするが、逆にこの件は星人の方が尋たずねたいことだった。

「そう、一部か全部か。たとえば複数の記憶を改変した場合、もしも記憶が戻るようなことがあれば一つを思いだせばすべて同じように思いだすのか、それとも必ずしも一つを思いだしたからといって連鎖反応ですべてを思いだすわけではないのか？」

「それは、ケース・バイ・ケースね。でもそれが何か関係あるわけ？　あたしたちに関する記憶を一つでも思いだしてるなら、それだけでもう大問題じゃない」

「何を言ってるんだよ。この場合、記憶の戻った範囲が一部か全部かっていうのは重要だぞ。つうか逆にアリアこそちゃんと考えがあったのかよ」

　星人が不信感ありありにアリアを眺ながめると、アリアは迷わず答えた。

「あたりまえじゃないっ！　あたし、本当に色々と考えたんだからね。泥棒猫って言われたら発情期のホルスタインって言い返してやろうとか、二度とあたしたちのことを思いださないよう今度はどうやって記憶を改変してやろうかだとか。あたしがどれだけあらゆる状況に対応しようと考えを巡らせていたか、理解できないでしょ？」

「まるっきり何も考えてないのも同然だな」

　星人がヒタイに手をあてて深刻な表情をうかべると、アリアは憤ふん慨がいした。

「何でよっ！」

「だって、そうだろ。いいか、よく考えてみろ。もしも美希の記憶が一部しか戻ってないのなら、たとえばこんな可能性だってある。俺の幼なじみという部分だけを思いだして、記憶の混乱からこの学校へ転校して来た。そうなると美希が俺たちの敵とは限らない」

　再びアリアが星人を憐れんだ目で見た。もちろん口の端も思いっ切り歪めて。

「ああ、わかってるって。これはあくまでも可能性の一つだよ。ただ記憶が戻ったのが一部なら、それによって対応を変える必要があるってことを言いたいの。たとえばこっちが余計なことを言ったばかりに、向こうが忘れてることまで思いだしたりする可能性があるだろ？」

「……それは確かにそうかもね」

　アリアの顔がまともに戻ると、星ほし人とはいよいよ本題に入る。今まで語って来たことはほんの前ふりにすぎない。

「美み希きの記憶がどれだけ戻っているのかわからない。もちろん、こちらとしては全部、もしくは大半の記憶が戻ってしまったことを前提にして対応すべきだろうが、そうなると逆にわからないことがある」

「と、言うと？」

「それはどうして美希が俺おれたちの前に堂々と姿をあらわしたかってことさ。前回の件で美希たちの持つ力より、こちら側の持つ力の方がより高度なことがわかったはずだ。それなのに不意打ちではなく、堂々と俺たちの前にあらわれたのは何な故ぜか？」

「記憶が一部しか戻ってなくて、あたしたちがコテンパンに叩たたきのめしてやった時のことを思いだしてない、とか？」

「それも可能性の一つだな」

　星人がうなずくと、アリアはぱっと目を輝かせる。

「それなら、もう一回コテンパンに叩きのめしてやればいいのね」

　地球より文明が進んだ星から来たくせにアリアは単細胞極まりない。星人は頭を痛めた。

「おいおい、他ほかの可能性もちっとは考えてみろよ」

「他の可能性って何よ？」

　アリアが口を尖とがらせると、星人は人さし指をアリアの鼻先へ向ける。

「いいか、美希が全部もしくは大半の記憶をとり戻してるなら、人類削さく減げん機構なる組織の他の連中も記憶をとり戻している可能性が高い。そうなると美希の記憶を再び改変しても、仲間たちが美希の記憶を何度でも元に戻すかもしれない。イタチごっこだ。それにもし背後組織がついているなら、何かを企たくらんでて美希は陽動作戦の囮おとりか、偵てい察さつ要員かもしれない」

「それなら背後関係でも組織でも全員の記憶を再改変するまでよ」

　単純明快なアリアの方針に星人はあきれてしまう。

「いや、そんな単純なものとは限らないだろ。背後組織だって、新たな協力者がいる可能性だってある」

「新たな協力者って？」

「もしかするとアメリカ軍だとかＣＩＡにフリーメ、メメ……」

「そのフリーメメメって何よ？」

　アリアが怪け訝げんな顔をするので、星人は必死で誤ご魔ま化かす。

「あ、いや、何でもない。ちょっと嚙かんだだけ、言い間違いだ。言い間違い」

　本当はフリーメーソンと言いかけたのだが、軍や諜ちよう報ほう機関はともかく秘密結社系は痛い。脳裏に父・淳じゆん一いちの顔や竹たけ林ばやしの顔だってうかぶ。電波な人たちの仲間になった気がして、冷や汗をかいてしまった。

「ま、とにかくだ。軍とか情報機関の協力を得て、こっちよりも力が上だと思ったから堂々とあらわれた可能性だってあるわけだ」

「フッ、なめられたもんね。いいわ、コテンパンに叩たたきのめして格の違いを見せつけてやる」

「だから後ろに何があるかわからないから自重しろって話してるのに、何でそうなるんだよ」

　もう星ほし人とは頭の血管がぶち切れるような思いだった。珍しくアリアが気け圧おされる。

「う、うるさいわね、わかったわよ……でも動機からすればあいつらが政府系機関と手を握るのは考えにくいし、逆に政府系機関の方だって協力しようとするかしら？」

「だからあくまで可能性だって。それに政府系機関なら、ウィルスを研究して兵器として転用しようと企くわだてるかもしれないし、人類削さく減げん機構を名のってた連中が自分たちの最終目標を隠して政府に接近しようとしているのかもしれない。とにかく、色んな可能性があるんだ」

「……ほ、本当に色々考えてたのね、ちょっと驚おどろいちゃったわ」

　素直に驚いて目を丸くするアリアだが、同時に寒々と二の腕もさすった。

「でもちょっと考えすぎって感じもしないでもなくて……その考えすぎっぽいところとか、妄もう想そうじみた可能性の広げ方なんかが、竹たけ林ばやしみたいな感じがして気持ち悪いけど。うわ、やだ。本当に鳥とり肌はだが立ってる」

「ほっとけっ！」

　痛いところをつかれただけに口く惜やしい。それでも星人としてはアリアに言っておきたかったことはほぼ伝えることができた。

「そんなわけで、美み希きには気をつけろよ。無用なちょっかいはかけないこと。特に発言には気をつけてくれ。下へ手たなことを言ったばっかりに、余計なことまで思いだすかもしれないから」

「いいわ、わかった。とにかくあの発情ホルスタインから目を離さなきゃいいのね」

　アリアが親指を立ててウインク。その自信満々の姿に星人は逆に不安を覚えてしまう。

（こいつ、大だい丈じよう夫ぶだろうな……）




　星人の心配の通り、午後からのアリアはちょっとした挙動不審者になってしまった。

　確かにアリアは美希に対して余計なことは言わなかったが、やたら美希を見るのだ。どうやら本人としては監視しているつもりらしかったが、チラ見したり、鋭い視線を投げかける姿は格好のネタになってしまった。

　星人の席からは授業中、教室の中を見渡しやすい。だからクラスの女子たちがさかんに顔を見合わせたり、シャープペンの先でアリアを指さす姿がよく見えた。おそらく「凄すごい目で睨にらんでる」だとか「三角関係、勃ぼつ発ぱつ」などと噂うわさしているのだろう。

　星人としては頭が痛くなる一方だ。

　けれど意外なことに美希の方に動きがなかった。授業中は常に前を向いて事実上アリアを無視し、休憩時間も群がって来るクラスの女子への対応を優先したのだ。おかげでアリアと美み希きの争いに巻きこまれることもなく、無事に授業が終わった。

（初日だし、様子見ってとこか……こっちも対策を話し合えるから、ちょうどいい）

　昼休憩中にアリアとは簡単に話せたが、やはりミムラを交えて話し合いたかった。むしろアリアのような単細胞はどうでもいいから、とにかくミムラに相談したい。

　星ほし人とは帰り支じ度たくをはじめる。すでに教室の中は人影がまばらになっていた。

　今日は掃除当番で遅くなったのだ。

　アリアも掃除当番だったのだが、机にカバンがなかった。どうやら先に終わらせて帰ってしまったらしい。男子と女子に分かれて掃除するのだが、元々ここしばらく病気で休んでいる男子がいて、そこに竹たけ林ばやしも早退したので、星人一人になってしまったのだ。

　カバンに文房具とノートをしまい、持って帰る教科書を吟ぎん味みする。基本的に教科書はすべて学校の机の中に置いて、宿題や課題などがあれば必要な物だけ持って帰るのが星人のポリシーである。当然、成績は推して知るべしだ。

　数十秒にも及んだ熟考の末、星人は眉み間けんにシワをよせてうなずいた。

「よし。今日、持って帰る教科書はゼロにしよう」

　そして一転して表情を晴れやかなものへと変える。

（今日は色々とミムラ姐ねえさんと話し合わなきゃいけないからな。勉強なんかしてる暇ひまはない）

　そして教室から一歩、足を踏みだした時だった。

「ほーしと」

　甘ったるい声に星人は顔を引きつらせた。全身も硬直する。

「ちょっと何を固まってるのよ、せっかく可愛かわいい幼なじみが声をかけたって言うのに」

　顔を引きつらせたまま星人が首だけ横に向けると、そこには美希が一人で立っていた。

「どどどどどど、どうしてお前が、ここに。帰ったんじゃなかったのか」

「へっへー、浅あさ井いさんや木きの下したさんに一緒に帰ろうって誘われたんだけどね。放課後、星人に学校を案内してもらおうと思うって言ったら理解してくれたよ。しかも応援してくれるって」

　美希がにっこり笑った。その屈くつ託たくのない笑顔が白々しくて、皮肉や嫌いや味みでも言ってやりたいところだが、美希の記憶がどのくらい戻っているのかわからない以上、下へ手たなことは言えない。

「そ、そうか、でも、悪いんだけど、俺おれ、今日、用事があってさ、早く帰らなきゃいけないんだ。ご、ごめんな」

　油の切れたゼンマイじかけのロボットみたいなぎこちない動きで手を上げると、星人は美希に背中を向けようとする。すると美希がわざとらしい声を上げた。

「え～っ、用事って具体的に何なわけ？　あの転校生、じゃなかった留学生と何かあるわけ」

「ち、ちがう」

　あわてて星人が首を横にふると、美希は謎なぞかけるように星人の目をのぞきこむ。

「それじゃあ用事って具体的に何なのかな？」

「えっと、いや、その……」

　こんな時、映画やテレビなら颯さつ爽そうと正義のヒーローがあらわれるものだ。星ほし人とも教師の誰だれかが通りかかるとか何らかの助けが入ることを願いながらも、必死に言い訳を考える。

　その時だった。

「待ちなさい」

　星人の背後から張りつめた声が上がった。そして美み希きの顔がわずかに歪ゆがむ。星人がふり返ると、そこには颯爽とあらわれた金髪の少女の姿があった。おかげで星人は失神しそうだ。

（な、なんでこんなタイミングに事態を悪化させるスペシャリストがあらわれるんだ……）

　肩を怒らせたアリアが床を踏んづけるようにズンズン進んで来る。

「まったく。いつまで経たっても下りて来ないから、おかしいと思って来てみれば、やっぱり」

（うわ……バカ、止やめろ）

　星人は口だけ動かして、アリアへ自重を促うながす。その口の動き、そして何より目でアリアも星人の言いたいことを理解した。

「わかってるわよ。余計なことを言わなきゃいいんでしょっ！」

（ぜんぜんわかってないじゃないかっ！）

　星人は悲鳴を上げるような思いだが、そんな星人の横を素通りしてアリアは美希の正面で仁に王おう立ちとなる。

「何か用かしら？」

「星人には用があるけど、あなたに用なんてないわよ。えっと……」

　顔を斜め上に向け、美希は何かを思いだすような仕草をしてみせる。

「名前は何て言ったっけ……確か、タケバヤシ・シゲル君だっけ？」

　そして最後に流し目でアリアを見下ろした。憤ふん慨がいしたアリアが地じ団だん駄だを踏む。

「何であたしがあの変態と間違われなきゃなんないのよっ！」

「あら、ごめんね。転校して来たばかりだから、みんなの名前を覚えてなくて。なるべく早く名前を覚えるようにするね」

「ウソばっかり。名前を間違えるにしたって、どうして男子の名前が出て来るのよっ！」

　ここぞとばかりにアリアが糾きゆう弾だんすると、美希は鳩はとが豆鉄砲をくらったような顔になった。

「えっ？　あなた、女の子だったの？　あら、やだ……てっきり男子が女装してるんだとばっかり思ったから。それで、あの朝の変態っぽい男子が女子の制服を着てあらわれたんだって勘かん違ちがいしちゃって」

　そんなことを語る美希の目はアリアの胸元に釘くぎづけだ。その視線の意味するところを察して、アリアの顔が憤ふん怒ぬで真まっ赤かに染まる。

「こっこっこっこ……」

「コケコッコー？」

　美み希きが小首を傾かしげると、アリアが絶叫した。

「ちがあああああああああああああああああああああああああああああああぁうっ!!」

　あまりの声の大きさに廊下を歩いていた数人の生徒が一いつ斉せいにふり返る。至近距離にいた星ほし人とと美希は咄とつ嗟さに耳をふさぐが、それでも最初の何秒かは直撃だった。耳が痛くて顔が歪ゆがむ。

「お前は人間音おん響きよう爆弾かよっ！」

　たまらず星人がつっこむが、そのアリアはというと、涙目になってむせていた。

「ケホッ、ケホッ」

「今のでノドがかれたのか？」

　星人の問いに、アリアは涙目のままうなずいた。

「……まったく仕方ねぇな。ジュースでも買って飲め」

　アリアは左手でノドを押さえたまま、右手を差しだした。金をよこせというわけだ。

「ああ、もう、仕方がねぇ」

　星人は財布から硬貨を何枚かとりだすと、白い手のひらの上に置く。

「ほら、これで二～三本買えるだろ」

　硬貨を握ったアリアは猛もうダッシュで廊下の端にある自動販売機へ向かった。すると美希は星人の目を真っ直すぐ見つめ、その手を星人の腕にからめる。

「それじゃ邪じや魔ま者ものは消えたし、学校を案内してよ」

「おい、待てよ。俺おれはできないって言ってるだろ」

　星人は抵抗を試みるが、美希は腕をつかんでアリアと反対方向へ向かう。

「いいから、いいから」

「いや、ダメだ。何か悪い予感がする」

　もちろんどこに連れて行かれるのかわからない怖さもあるが、アリアに背中を向ける怖おそろしさもある。しきりに星人は後ろをふり返ろうとするが、その度たびに美希が星人の身体からだを引っぱりよせるので、チラ見しかできない。どうやらアリアもこっちの様子に気づいたようだ。

　飛びかかって来るのかと思ったが、意外にも後方からは自動販売機に硬貨を入れる音がする。

（あれ、こっちを見てると思ったけど）

　拍子抜けする星人だが、それならそれでこの事態を自分で切り抜けなくてはいけない。

　しかしそれはなかなか難しかった。

　美希は卑ひ怯きようにも星人の腕を自分の腕にからめてピッタリと身体を密着させる。これでは星人の腕には美希の大きな胸があたって、男子としては何かと身動きしづらいものがあった。

（くっ、卑劣な奴やつめ。これじゃ腕に力が入らない）

　こうして魅み惑わくのアームロックをかけられて星人が困っていると、やがて後方でガタンと自動販売機が音を立てた。取り出し口にジュースが落ちる音だ。
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　そしてタタタタタッという小走りに駆けよって来る足音。

　不気味なものを感じ星ほし人とは立ち止まろうとしたが、その直後、背中に衝しよう撃げきが走る。

「いってーぇ！」

　魅み惑わくのアームロックからあっさり腕が抜けて、星人は廊下に叩たたきつけられた。そして背中に感じる二つの重い点。

「何だよ、いったい」

　星人がふり返ろうとすると、背中の重い点が一つになった。ぐんっと重みも増したその直後、頭を踏まれる。

　上の方から「チュー」とストローでジュースを吸う音がした。そしてほっと一息。裏声でアリアが語りだす。

「イヤラチイワネ、ナニヲノゾコウトシテルノヨ」

「いいから、どけよ」

「マッタク、ユダンモチュチモアッタモンジャナイ」

「油断も隙すきもあったもんじゃないってのは、こっちのセリフだよ。いきなり後ろから跳とび蹴げりをかましやがって。いいから早くどけ」

　星人の抗議にアリアは仕方なくといった風に背中から下りた。そしてパックジュースを吸いこむ。そして小さく、悲しそうに裏声でつぶやいた。

「ノドガイタイ」

「あんな大声を出すからだよ」

　立ち上がった星ほし人とが身体からだの前面のホコリを払っていると、再び美み希きは星人の腕を抱かかえこむ。

「さ、こんな乱暴な子なんてほっといて行きましょ」

「ダカラ、テヲハナチナサイッ」

　顔を真まっ赤かにして怒ったアリアが星人と美希の間に割って入った。しかもノドがかれて話すのがつらいせいか、実力行使とばかりにバンバン星人を叩たたきだす。

「いっててて、ちょっと待て、離せ、それか叩くのを止やめてくれ」

　星人は悲鳴を上げるが、逆に美希は腕を離すまいと手に力をこめる。

「え～っ、やだよ」

「ハナチナサイッテッ！」

　そして相変わらずアリアは星人の腕を叩くのを止めない。こうなるとアリアを止めるには、美希に手を離してもらうしかなく、たまらず星人は美希に懇こん願がんする。

「わかったっ！　学校を案内するから、頼むから腕を離してくれ」

「案内してくれるなら、いいよ」

　まるで遊ぶように美希がひょいっと手を離した。もちろんこのままだとアリアが大人おとなしくしているはずがない。実際、ふり返ると凄すごい顔をして星人を睨にらんでいた。

「ついて来るだろ？」

　そう語った後に星人が口パクで「仕方ないだろ、この場は様子を見る必要があるから」と伝えると、ストローをくわえたアリアは不信感ありありな目だが、一応はうなずいてみせた。すると美希が余計なことを言う。

「わたしもＯＫ。星人だって男の子か女の子か区別がつかないような謎なぞの生き物なんか興味ないだろうしね」

　それから美希は意味深な目で星人を見つめた。するとアリアが眉まゆをちょっぴり八の字にして星人を見つめる。咄とつ嗟さのことで、二人の視線の意味するところが理解できず星人が戸惑っていると、アリアは何やら不満そうに口を尖とがらせ、そっぽを向いた。

　一方、美希はピッタリと星人によりそった。二つの胸のふくらみが星人の腕を圧迫する。

「ほら、わたしが謎の生き物とは違って、女の子なのはわかるよね？」

　ようやく星人も意味がわかって顔が赤くなるが、アリアも別の意味で顔が赤くなっていた。

「イヤラチーワネ、ハナレナサイヨッ！」

　そして憤ふん慨がいしたアリアが思いっ切りパックジュースを握りしめた。すると即座にストローからジュースが噴射して、アリアの頭にぶっかかる。

　見事な自爆ぶりだった。それを美希が口元に手をあてて嘲あざ笑わらう。

「ぷ～ぷぷぷぷぷぷっ、バッカじゃない？」

「ムキャーッ！」

　今にも飛びかかりそうなアリアを星ほし人とが羽交い締めにして止める。

「いいからよせ、それより髪についたジュースを洗い落とせ。乾いたらネチャネチャするぞ」

　するとアリアは「くっ」と一声発すると、星人のみぞおちにエルボーをくらわす。

「ぐえっ！」

　そしてヒザをついて崩れる星人を残して、水飲み場へ向かう。

「ワカッテルワヨ」

　何かと理り不ふ尽じんな仕打ちを受けて来た星人だが、さすがにこれは酷ひどい。息が整ったところで、一言ぐらい文句を言ってやろうと追いかける。

「おい、ちょっと待てよ」

　追いついたのは、ちょうど水飲み場でアリアが荒っぽく蛇じや口ぐちをひねったところだった。一気に水が全開になる。そこに水をすくおうとアリアは両手をつきだしながら星人に文句を言う。

「ナニヨ、ウルサイワネ。ノドガ、イタイカラ、ハナシカけ、ぶわわわわわわ」

　その途と端たん、アリアの顔に強きよう烈れつな勢いで水がぶっかかった。アリアの手が吐水口をふさいで、水流が直撃したのだ。

「あっ、手を離せ、バカ」

　あわてて星人が蛇口をひねり、水を止めた。そしてアリアも吐水口から手を離すが、あっと言う間にアリアはずぶ濡ぬれになった。恨うらみのこもった目でアリアは星人を睨にらみ上げた。

「変な時に声かけるから、ケホッケホッケホッ！」

　けれどノドを痛めているので、最後は咳せきになる。その姿がいっそう可お笑かしいと美み希きは廊下の向こうで大笑いしていた。

「グウウウウウウッ」

　裏声でノドを鳴らすアリアの顔を、星人はポケットからとりだしたハンカチで拭ふいてやる。

「落ちつけよ」

「ダッテ……」

　アリアが口を尖とがらせると、星人は美希に聞かれないよう小さな声でアリアをなだめる。

「一いち々いち、美希の挑発にのってたら敵の思う壺つぼってやつだろ。いいから冷静になれって」

　しばしアリアが無言になった。その沈黙を不審に思って、星人が尋たずねる。

「なんだ？」

「星人って、ケフン、ちゃんと、あいつが敵で、あたしが味方って思ってるわけね？」

「当たり前だろ」

　星人が即答すると、アリアは口を尖らせたままだが、表情から険しさが消えていく。

「それと、あたしがちゃんと女の子だってこともわかってるわよね？」

「もちろん」

「……ならいいけど」

　珍しくアリアが大人おとなしくなった。しかも星ほし人とがアリアの頭を拭ふいてやっていると、首を傾かしげて星人が拭きやすいように頭の角度を変えて来た。いくらアリアのためにやっていることとはいえ、その協力的な態度は星人にとってちょっとした驚おどろきですらある。

　そうこうしていると階段から白いユニフォーム姿の女子があらわれた。ソフト部の夏なつ美みだ。

「あれ、ありっち、どしたの？　その格好。ずぶ濡ぬれじゃないか」

　渡りに船と星人はアリアを夏美に託すことにする。

「すまん、こいつに何か着替えを貸してやってくれないか？　髪にジュースがかかって、水で洗おうとしたら、ずぶ濡れになったんだ」

「そりゃまた豪快だな。ま、でもジャージぐらい貸すぜ。ちょっと匂におうかもしれないけどな。あと部室へ行けばバスタオルもある。ちょっと待っててくれよ、教室に忘れ物があるから」

　夏美は快く引き受けると小走りで教室に戻り、小さなカバンを持って来た。そしてアリアを連れて、一階へと消えていく。

「まったくとんだトラブルメーカーだよ」

　ほっとする星人だが、一難去ってまた一難。今度は美み希きがやって来た。

「ようやく邪じや魔ま者ものがいなくなったわね」

　そして再び魅み惑わくのアームロックをかけようとしたところで、手を引っこめた。

「うわ、濡れてる？」

　アリアのように直撃ではなかったが、星人も巻き添えをくらっていたのだ。

「ま、大したことないけどね」

　星人が肩をすくめると、美希は「ふむ」と一息ついた。

「ま、いいわ。それより邪魔者もいなくなったし、学校案内をはじめてくれる？」

「やっぱ行かないとダメかな……」

　案内すると約束したのは確かだが、色々あった。星人が横目でチラリと見ると、美希は力のこもった笑みをうかべる。

「もちろん、行かないとダメだよ」

　仕方がないので、星人は学校案内をはじめることにする。

　まず星人は階段へ向かった。そして階段の壁かべの一角を指さす。そこにはプレートが埋めこまれていて、高等部校舎の簡単な見取り図が刻まれていた。

「ここが高等部校舎。二階が一年で、三階は二年。そして四階が三年の教室。教室やトイレの位置はここを見ればわかるから」

「あ、本当だ。全部書いてある」

　美希が感心すると、星人は渡り廊下に向かった。

「それから向こうにあるのが、新校舎とか多目的校舎って呼ばれてる校舎だ。新校舎の向こうに中等部の校舎があって、中高兼用のＰＣルームや音楽室に図書室みたいな変わった教室は全部こっち。ちなみに渡り廊下は二階と四階にある」

　それから星ほし人とは渡り廊下を越えて、新校舎につくと先ほどと同じく階段脇わきの壁かべを指さす。そこには高等部校舎と同じくプレートが埋めこまれていて、新校舎の見取り図が刻まれていた。

「それからＰＣルームだとか音楽室だとか、どこにあるか迷ったらここを見ろ。全部書いてあるから……あとは、体育館かな。こっからじゃ見えにくいから、高等部校舎に戻るぞ」

　星人がきびすを返すと、さすがに美み希きも声を上げる。

「えーっ、ちょっと待ってよ」

「ん、何だ？」

「こんなの学校案内じゃないよ」

「そうかな？　すっごい合理的だと思うんだけどな。だって場所を忘れても、どこへ行けばいいかわかってれば困らないだろ？　それにさ、元々パンフレットをもらってるだろが。学園内の地図や校舎の見取り図だとかが描かいてあるから、あれを見るだけで何でもわかるだろ」

　今回、美希は正規の手続きで編入して来ただけあって、教科書も初日からそろっていたし、新入生用のパンフレットももらっているはずだった。本来、学校案内そのものが無意味なのだ。しかしそれでは美希は納なつ得とくできないらしい。

「でもこういうのって違うでしょ？　男子が可愛かわいい幼なじみを案内するんだよ」

　設定にウソが混じってるのは、どうなんだろうと思う星人だが、美希は訴え続ける。

「仮に銘めい板ばんを見ればどの教室がどこにあるかわかるとしたって、たとえば音楽室に案内して、ここは学校の七不思議の一つで夜になったら誰だれもいないはずの教室からピアノの音が、だとか。桜の古木を案内して、卒業式にここで両思いになったカップルは必ず結ばれる、だとか。そういうエピソードや丸秘話を紹介するものじゃない？」

「いや、でも、新校舎って言うだけあって、建物自体が新しいから、そんな七不思議系の話なんてないし……桜も学校で一番古い木は俺おれが中二の時に害虫に食われて枯れたしなぁ」

　弱り切った顔で星人が頭をかくと、美希は悩ましげな顔で首をふる。

「もうぜんぜんロマンティックじゃない。確かに星人の考え方は合理的だけど、採点するなら零れい点てん。いい？　女の子はね、男の子に、そして恋愛に、夢やロマンを求めてるの。だから女の子に対して、実用性とか合理性みたいものを前面に押しだして接する男子なんて最悪。ぜんぜんダメ、つまんない。女の子はね、自分のためならどんなに無理してでも頑張ってくれるような人じゃないと一緒にいて楽しくない、そんな生き物なの」

　星人はハンマーで頭の横をぶん殴なぐられたような気分だった。あまりの衝しよう撃げきに美希が警戒すべき敵であることすら忘れ、本気で落ちこんでしまう。

「お、俺がモテないのは、じいちゃんに育てられた地味人間だからじゃなく、夢やロマンがなかったからなのか」

「あ、でも地味すぎる子も面白くないかも」

　情け容よう赦しやない美み希きの追加攻撃に星ほし人とはガックリとヒザをついた。変な形で追いこまれた星人に美希が謎なぞめかす。

「ほら、立ってよ、星人。まだ学校案内で他ほかにできることだってあるでしょ？」

「他にできることって言うと？」

　救いを求めるように星人が見上げると、美希が女神のような笑みをうかべる。

「部活紹介だとか、学食の隠れメニューとか、学校生活を楽しく送るためのヒントみたいなものが色々あるでしょ？」

「おっ、そうだ。部活紹介、うちの学校は部活の自由度が高いんだ。高等部から受験して入って来る奴やつは部活の制度を聞いたら、だいたい驚おどろいてるよ」

「ほら、あるじゃない。学校生活を楽しく送るためのヒントが……それじゃ学校案内、再スタート」

　かくして星人は何な故ぜか男子としてのアイデンティティーを懸けて部活紹介をする羽は目めとなってしまった。最初に語るのは部活の制度についての概がい略りやくだ。

「普通、部活って運動系と文化系に分類されるだろ？　うちの学校は伝統部と新興部っていう分け方もされるんだ。一種のローカル・ルールかな」

　星人の説明に美希は言葉の持つイメージ通りに想像した。

「伝統部って、茶道部とか華道部みたいな感じ？」

「いや、確かに実際に茶道部や華道部があって、二つとも伝統部なんだけど、うちの場合は伝統文化っていう意味じゃなくて、学校が最初から用意してある部が伝統部で、生徒が活動したい内容によって自主的に結成した部を新興部って呼んでるんだ」

「う～ん、部活と同好会みたいな感じ？」

「ニュアンス的にはそんな感じかもしれないけど、伝統部と新興部の違いは主に二つ。まず一つは部室」

　星人は美希の前に人さし指を立てて数字の一をあらわすと、その指をそのまま階段脇わきのプレートに刻まれた新校舎の見取り図のある一点へと向けた。

「たとえばここに美術室ってあるだろ？　美術部は放課後になったら、美術室を部室として占有できる」

　それから星人は指先をすべらせ、プレートに刻まれた一角を示す。

「それからここに和室があるんだけど、ここは曜日に応じて茶道部や華道部が交代で部室として使う。あと文芸部だったら、図書室の脇に専用の部室がある。こんな風に最初から学校の建物内に専用の部室、もしくは部室にできる教室があるのが伝統部。ちなみに運動部は大半が伝統部でグラウンドの隅に運動部用の部室棟がある」

「部室があるのが伝統部なら、新興部は部室がないわけ？」

　美み希きの質問に、星ほし人とはプレート上には何も描かかれてないところを指さした。そこは新校舎のすぐ隣だった。

「いや、そうじゃない。新校舎の横、この辺に新興部用の部室棟があって、空あき部屋があれば部室として使えるんだ」

「へ～っ、そうなんだ。部室棟って見てみたい」

「うん。じゃあ案内するから、こっち」

　新校舎と部室棟の間にも渡り廊下があった。この渡り廊下も二階にあるので、新校舎の廊下をそのまま歩く。星人は歩きながら説明を続けた。

「そして伝統部と新興部のもう一つの違いは部員の数。伝統部の場合、部室が最初から校舎に用意されてるだけあって、基本的に廃部はない」

「部員が一人もいなくなっても？」

「そう、部員が一人もいなくなったら休部で、一人でも部員が入れば活動再開。けれど新興部は部員が最低でも五人は必要で、幽ゆう霊れい部員は不可。部員が最低人数を切ったら、原則廃部」

「きびし～い。でも幽霊部員が不可って言っても、実際は何とでもできるんじゃない？」

「いや。誤ご魔ま化かすのは、ほぼ不可能」

　渡り廊下の手前まで来たところで、星人は前方を指さす。その先には数人の生徒がいたが、その中に見慣れた同級生の姿もあった。三つ編みに大きなメガネがトレードマークの生徒会役員、風紀委員長立たち花ばな理り香かだ。

「今、部室棟の廊下に何人か立ってるだろ。あれは生徒会の査察か見回り。伝統部だと、たとえば美術部なら美術教師、文芸部なら図書室司書って具合に顧こ問もんがガッチリ決まってて教師の目が行き届くけど、新興部は原則的に顧問がいないから、生徒会が自治で見回りや査察をするんだ。あれで人数もチェックされてる。ちなみに見回りは文字通り、見て回るだけ。そして査察は早い話、所持品検査」

「ふ～ん、じゃあ部室で不純異性交遊してたり、エッチな本を持ちこんだりしてたら大変だ」

　美希が意味深な目で星人を眺ながめると星人はポーカーフェイスのまま深々とうなずいた。

「そう。ある意味、そういうことを防止するために風紀委員の連中は見回りしてるんだよ。査察だって学校へ変な物を持ちこまないよう牽けん制せいするためさ」

「なるほど、この学校の生徒会はお飾りじゃないんだ」

　会話の流れと挑発の空からぶり、二重の意味で肩すかしだと美希は肩をすくめるが、すぐに気をとりなおして足を弾はずませた。

「部活も生徒会も面白そうじゃない。こういうのを教えて欲しかったの」

　目を輝かせ美希は星人の背中を軽く叩たたくと、親指を立てた。なかなかの好感触だ。星人も嬉うれしくなる。もちろん美希は敵とも言うべき相手だが、何せ今は男子としての魅み力りよくを問われていた。星人としても頑張らざるをえない。

　やがて二人は渡り廊下を渡って、部室棟についた。

　部室棟はドアと小窓が整然とならんで、アパートみたいな雰ふん囲い気きだ。その一番奥のドアが開いた。ドアが盾たてになって、星ほし人とたちの位置からは姿が見えないが、誰だれかが出て来る物音がする。ガチャガチャと金属同士がぶつかる音の後、理り香かの事務的な一本調子の声が続く。

「それでは今回の没収品は三点ですね。カセットコンロ、カセットボンベの三本パック、そして鉄てつ鍋なべ。それから野菜と鮭さけの切り身、石いし狩かり鍋の素もとなどについてはこちらも保管に困るので、今回は見逃すことにします。なお生徒会での預かり期間は一週間。あと今回はカセットボンベが危険物の持ちこみに当たるので、新部承認規約二八条により、少年漫画研究会に一週間の活動停止を命じます。なお一週間以内に査問会が開かれますが、日時は追って連絡があります」

　その直後、男子たちの悲鳴にも似た声が上がった。

「えーっ、査問会ってウソだろ」

「厳しすぎる。鍋をしようと思っただけなのに」

「カセットボンベなんて、どの家でも使ってますよ」

「え～っ、ちょっと待って……査問会って、ありえねー」

　驚おどろきや憤ふん慨がいといった口調が、段々泣き言や懇こん願がん調に変わっていく。しかし理香はとり合わない。

「はい、部室を閉鎖しますので、出てください。はい、早くっ！」

　美み希きが星人を見る。星人も美希が何を訊ききたいのかぐらいは簡単に想像がつく。

「あれがさっき言った生徒会の査察、つまり所持品検査な。普段は見回りするだけなんだけど、たまにこうして抜き打ちで検査をするんだ。普通は没収くらって、生徒会で一週間ぐらいの預かりで終わるんだけど、たまにこんなことが起きる。ま、滅めつ多たに見れない光景だ」

「サモンとかサーモンって言ってるのは何？」

「重大な違反が見つかった場合、その場で一週間の活動停止。それから生徒会で、正式な処分を決めるんだ。それが査問。サーモンは石狩鍋の具だ」

「ふ～ん。つまり査問会って生徒会裁判みたいな感じなんだ」

「一言で言えばそうだな。ちなみに処分は一週間の活動停止から廃部まで」

　やがて身み支じ度たくを整えた男子生徒が次々と部室から出て来た。一人、二人、三人と増えていき、最終的には一〇人を超える。その大半が打ちひしがれた表情で、廊下の手すりにすがりつく。彼らが少年漫画研究会の部員だ。

　その一方で、理香の後ろで棒立ちになっている者もいた。腕章をつけているので、一目で風紀委員とわかる。

　何となく気のりしないといった表情の風紀委員と違い、部員たちの中には悔くやし涙を流す者までいた。しかし星人は思うのだ。

　どう考えても、部室の中で鍋をしようと思う方が間違ってるよな、と。しかもカセットコンロだ。ガス漏もれすれば火事や中毒が起きるかもしれない。

　それでも当事者たちはこの措そ置ちに何か不当なものを感じていたようだった。

「これさ、一週間の活動停止を勝手に決めてるけど、査問会で俺おれらが無罪になったら、生徒会は一週間の活動停止分をどう賠ばい償しようしてくれるわけ？　絶対、これ賠償責任があるぞ」

　客観的に見て有罪間違いなしなのに、無罪を前提として仮定の話をする者がいた。

「だからカセットコンロの何が危険なんだよ。カセットコンロなんか、どこの家にだってあるだろ。同じ日本なのにどうして使っていいとか、いけないとかがあるんだよ。おかしいだろ」

　高校生にもなって子どもみたいな屁へ理り屈くつをこねる者もいた。

「先週、アニ研がタコ焼きを作ってたからな。絶対、タコ焼き器を没収して査問にかけろよ」

　さらには自分たちが活動停止になったからといって、他ほかの部も巻きこもうとする者までいた。

　しかしそれらを理り香かはことごとく論破していく。

「禁止リストの中にカセットボンベがあるからの措置です。よって査問会で無罪はありえません。それから日本国内のルールは法律、学校内のルールは校則。この学校の生徒でないなら法律だけを守ればいいですが、この学校の生徒なら法律と校則の両方を守る必要があります。最後にタコ焼き器についてはしっかり捜索し、発見すれば没収します。ただしガスを使うタイプなら査問会の対象ですが、電熱器タイプなら没収するだけです。他に何かありますか」

　部員たちからは深いため息が出るだけだ。それを無言の同意と解釈し、理香は部室のドアを閉める。

「それではこれより少年漫画研究会部室を閉鎖します。忘れ物など、どうしても部室を開ける必要がある場合は生徒会に出頭のこと。以上」

　ドアにはカギ穴が二つあるが、下側の方に理香はキーを差しこんだ。生徒会はマスターキーを持っていて、二つのカギを開け閉めできるが、部員側は上側のカギしか持ってない。だから合いカギを作っていても、下側のカギを閉められれば部員たちは部室に入れないのだ。

　いつしか騒ぎを聞きつけ、部室のあちこちのドアが半開きになったりして、生徒たちが顔をのぞかせていた。

　しかし理香がカギをかけ終わり、身体からだの向きを変えた途と端たん、一いつ斉せいに半開きだったドアがパタパタと閉まっていく。まるでドミノのようだ。

　かくして部室棟の見通しが一気に良くなった。元々星ほし人とたちから一連の顚てん末まつは丸見えだったが、理香の方も一段落ついたこともあって星人たちに気づく。

「あれ、天あま川かわくん。そんなとこで何をしているの？」

「ああ、ちょっと学校案内って言うか、部活案内みたいな感じ」

　星人の答えに、理香は口先を尖とがらせたまま何度もうなずいた。

「ふ～ん、んんんんん」

　何か良からぬことを考えているような気がしないでもなかったが、星人はあえて考えない。

　そうしていると後方から、ぞろぞろと男子が列を作って歩いて来た。

　部室から閉め出されたので、家に帰るか、どこかへ行くらしい。その近づいて来る足音に理り香かは表情を強こわ張ばらせ、風紀委員長の顔となった。

　部員たちの中には二年や三年生も混じっている。上級生の不機嫌そうな顔に、星ほし人とたちは廊下の端によった。

　上級生たちは露ろ骨こつに舌を鳴らしたり、理香の後頭部に向かってガンを飛ばす。

　しかしその程度で動じるようなら、生徒会で最も摩ま擦さつの多い役職と言われる風紀委員長を一年ながら任命されるわけがなかった。

「言っておきますけど、わたしも査問会のメンバーに入っています」

　暗に活動停止期間に関する処分を決める権限の一部を握っていると告げると、部員たちは一いつ斉せいにうつむいてしまった。

　その時だった。

　カチャっとドアノブが回る音がする。星人たちが棒立ちの中、理香の表情だけが変わった。そして身体からだが反転。三つ編みが宙を舞う。

　次の瞬しゆん間かん、部室から一人の女子がパンパンに膨ふくれあがったカバンを抱かかえて飛びだした。しかもその女子はカバンを脇わきに挟はさんだまま廊下の手すりを握ると、スカートもおかまいなしに足を上げ、そのまま手すりをのり越えようとする。

「待ちなさいっ！」

　しかし理香も速い。女子の身体が半分くらい手すりを越えたところで、脇に挟んであったカバンを力任せに抜きとる。

　その途と端たん、手すりを越えようとしていた女子が、廊下側へ飛び降りた。そして理香からカバンをとり戻そうと暴れだす。

「ギャーッ、返せーっ！　ドロボーっ！」

　この段階になって、ようやく理香以外の面々の意識が事態に追いついて来た。風紀委員たちは職務意識みたいなものから、理香に加勢すべく走りだす。

　そして星人と美み希きは顔を見合わせた。

「えーっ、ちょっと何事なの？」

「よくわかんないけど、ヤバイ物でも持ってて、文字通り高飛びしようとしたのかな」

　部室棟は建物の両脇に階段があるのだが、手前の階段には星人たちがいるし、奥側は非常階段で格こう子し扉を開けると警報機が鳴るハイテク仕様だった。それで飛び降りようとしたらしい。

　星人は手すりの下をのぞいてみる。二階からなので、それほど高さはないが、骨折の可能性くらいはある高さだ。こんな危険を賭としてまで、何を守ろうとしたのか。星人は野や次じ馬うま根性を発揮して理香たちに近よってみる。

　すると同じクラスという気安さからか、理香が星人に叫んだ。

「そのカバンをとって」

　大暴れする女子を風紀委員が三人がかりで押さえつけたが、争そう奪だつ戦せんの対象であるカバンは激しい争いの中で床に落ちていたのだ。どうやら三人がかりでも押さえるのがやっとらしい。

「ぎゃーっ！　返せーっ！」

　風紀委員たちに押さえられている女子の顔に星ほし人とも見覚えがあった。中等部二年の時に同じクラスだったこともある。野の沢ざわ加か奈な子こ、同じ一年生だ。

　とりあえずその剣幕にどん引きな星人だったが、理り香かが急せきたてる。

「いいから、早くカバンを拾って、中身を確かめて。早くっ！」

　斜めにズレたメガネの奥にある理香の目はやぶ睨にらみになっていた。その脅きよう迫はくじみた勢いに気け圧おされて、星人はカバンを拾いあげる。途と端たん、加奈子が髪をふり乱して叫ぶ。

「ぎゃーっ、やめろーっ、呪のろうぞーっ、呪うぞーっ、呪うぞーっ」

　言ってることもホラーっぽいが、加奈子の顔もホラーっぽい。目を大きく見開いて、ホホには深い縦ジワが刻まれていた。しかも一いつ貫かんして呪うと連呼する姿はブレないだけに鬼気迫る。

　それで星人が躊ちゆう躇ちよしていると、理香がぶち切れた。

「早くカバンをあけなさいってばっ！　天あま川かわくん、はやくっ!!」

　どうやら押さえつける方も限界らしかった。板いた挟ばさみになった星人はちょっとだけ悩んだが、何となく風紀委員側の方が正しいような気がしたのと、理香と加奈子に対するわずかな親近感の差で開けることを選ぶ。

　カバンの中には本がぎっしり詰まっていた。

「何だこれ？」

　星人はその中の一冊を抜きだしてみる。それは上半身裸の男たちが抱だき合う姿が表紙に描えがかれたパンフレットみたいな本だった。

「ゲッ、これはもしかして？」

「ホモ本？」

　美み希きのつぶやきに、星人は内心で「ホモ本というよりも、ＢＬことボーイズ・ラブってもんなんだろうな」と思いながらも、うなずいた。

「みたいだな」

　他ほかの本をさぐってみると、どれも似たような本ばかりだった。最初に引いた本こそ裸だったが、意外と裸の絵は少ない。けれど服を着ていても男同士が密着していて妙な笑みをうかべていたりして、何だかあやしい雰ふん囲い気きを醸かもしだしている。

「これは動かぬ証拠。これで紅茶愛好会にメスを入れることができるわ」

　声を弾はずませた理香が星人の元へ駆けよると、加奈子は力つきたように床にヒザをついた。

　すると突然、部室のドアが開いた。そして中から一人の美人があらわれる。

　大人おとなびた雰囲気で、学校の制服を着ていなければ大学生や社会人でも通用しそうだ。長い黒髪に切れ長の目、そして薄いくちびる。顔立ちは綺き麗れいだが、冷たい感じのする美人だ。

　成なる宮みや雪ゆき奈な、二年生にして紅茶愛好会の部長である。

　ドアを開けると、雪奈はたしなめるような口調で語った。

「何事でしょう、騒そう々ぞうしい」

「散々大騒ぎした後に出て来て、白々しいですね。成宮先せん輩ぱい」

　怖いもの知らずの理り香かが不敵な笑みをうかべる。髪や服装の乱れ具合が凄すご味みを引き立てて、なかなかの迫力だ。

　そんな理香の上級生をものともしない態度を許せない少女がいた。野の沢ざわ加か奈な子こである。

　時に思春期の少女は何かに心しん酔すいし、崇すう拝はいに至ることがあるが、加奈子もそうだった。そしてその対象は加奈子にとって雪奈だったのだ。花も恥じらうお年とし頃ごろであることを忘れ、加奈子は罵ば詈り雑ぞう言ごんをならべる。

「テメーっ、口のきき方を知らねぇのか。死ねよ、メガネ猿ざる。お前なんか死んじまぇっ！」

　年頃というより、自分自身を見失っていたのかもしれない。そんな加奈子を、雪奈が諫いさめる。

「おやめなさい、加奈子さん。汚れた言葉を使えば心まで汚れてしまうものです」

「み、宮みや様……」

　加奈子が雪奈を見上げる。その顔には目の下に白い線がついていた。涙の跡に廊下のチリやホコリがついたのだ。

　そして部室の中から雪奈を称たたえる声が次々と上がる。

「さすがは宮様ですわ」

「さすがです、宮様」

「さすがは宮様、感かん銘めいを受けました」

　部員たちが外へ出て来ようとする動きを察した理香は、ドアの前に立つ雪奈を押しこむ形で部室の中にのりこむ。

「はい、生徒会の査察です。部員の名前を記録させてもらいます。みなさん、部室から出ないでください」

「てめーっ、宮様に汚い手でさわんじゃねーよっ！」

　理香を追う形で、加奈子も部室の中に入っていく。そして残る風紀委員の二人が続いた。

　この一連のやりとりに美み希きがあきれ顔で尋たずねた。

「ねえ、この学校って宮廷とか貴族制度でもあるの？」

「単に部長の名前が成宮だから、宮様なんだろ」

　紅茶愛好会と風紀委員、もう両方に関かかわり合いになりたくないと思う星ほし人とだったが、カバンを持っていたのが運のつきだった。部室のドアから顔を出した理香に呼ばれてしまう。

「ちょっと天あま川かわくん。その重要証拠物件をここに」

「げっ……」

　顔を引きつらせる星ほし人とだが、躊ちゆう躇ちよしていると理り香かが鬼の形相になった。

「何してるのよっ、早くっ！」

　仕方がないので、星人もカバンを抱かかえて半開きのドアへ向かう。

　部室は長方形のさほど広くない空間となっていて、奥には大きめの窓があり、中央に長テーブルが置かれていた。そのテーブルを囲むように紅茶愛好会の部員たちが立ちならんでいる。部員たちは静かな笑みをうかべているが、イカサマ宗教団体っぽくてどうも気持ちが悪い。

　雰ふん囲い気きに気け圧おされて星人はドアの敷しき居いの上に立って、部室へ完全に入ることをためらうが、理香は強気の一辺倒だった。敢かん然ぜんと上級生に立ち向かう。

「成なる宮みや先せん輩ぱい。紅茶愛好会とは名ばかりで、その実態はボーイズ・ラブ愛好会であることは周知の事実。その動かぬ証拠をついに握りましたからね」

　何かと自由度の高い星せい之し館かん学園の新興部だが、さすがに一八禁アダルトゲーム愛好会など高校生として相応ふさわしくない部活が認められるわけがない。

　ボーイズ・ラブもまた然しかり。けれどボーイズ・ラブというジャンルは人前で大っぴらに語り合うのがはばかられるものだ。だからこそ専用の部室が欲しくなる。

　そんなわけで星之館学園のボーイズ・ラブ愛好家、腐ふ女じよ子しとも呼ばれし女子たちは紅茶を名目に自分たちの趣味を思いっ切り語れる場所を作ったのである。それが紅茶愛好会だった。

　もちろんこうした名義誤ご魔ま化かしは違反行為である。けれどそれを違反と立証するのは難しくもあった。雪ゆき奈なも涼しい顔だ。

「わたくしたち紅茶愛好会がボーイズ・ラブ愛好会だなんて。そのような証拠がどこに？」

　すると理香は星人の持つカバンを指さした。

「このカバンの中にっ！　わたしは野の沢ざわさんが紅茶愛好会の部室から飛びだす姿を見ました。そして野沢さんの持っていたカバンの中には大量の同人誌がありました。つまり部室にはこれらがあったわけで、ここが実質的にボーイズ・ラブ愛好会だった証拠のはずです」

　理香は自信満々だが、星人はちょっと弱いと思った。何な故ぜなら「同人誌はすべて加か奈な子この物である」とか「ずっとカバンの中にあって他ほかの部員は見てもいない」などなど言い逃れの余地がありそうだからだ。けれど雪奈はあっさりと同人誌が部室内にあったことを認めた。

「なるほど、確かに部室の中にそのような本があったのは事実です」

「今、自分で認めましたね？　この本が部室にあったって」

　理香が目を大きく輝かすが、雪奈は涼しい顔のままだった。

「わたくしたちはあくまで紅茶愛好会、紅茶を楽しむ会にすぎません。ただ紅茶を楽しむついでにお茶菓子を食べたり、本を読んでいるだけ。それが今回たまたまボーイズ・ラブと呼ばれる分野の本だっただけなのです」

「つまりボーイズ・ラブ本を読んでいたと認めたわけですね？」

　はやる気持ちが抑えられなくて鼻息も荒い理香だが、雪奈は何食わぬ顔で尋たずねる。

「その通りです。けれどボーイズ・ラブ作品を部室内で読むことに何か不都合でも？」

「不都合、大ありです。一八歳未満購入禁止の不純な本を学校へ持ちこみ、あまつさえ部室で堂々と読む。許されるはずありませんっ！」

　激しく感情を高ぶらせる理り香かだが、雪ゆき奈なは芝しば居いがかった仕草で理香の手を握る。

「ああ、それが立たち花ばなさん、誤解なのです」

　なよなよと雪奈に迫られて、わずかに理香がひるんだ。

「ご、誤解ですって？」

「そう、誤解です。ボーイズ・ラブと呼ばれる小説やマンガの中には確かに激しい性描写を含み、成人向けとして一八歳未満の購入や閲えつ覧らんが禁止されているものもあります。けれどあちらの殿との方がたが持たれている作品はどれもそうした激しい性描写は含まれていません」

　周囲の視線が集まって星ほし人とは急に居心地が悪くなる。しかしそれも短い間のことだった。雪奈が語りだすと、自然に視線は雪奈へ集中する。

「この部室の中を隅々まで調べていただけませんか？　この部室には学校が禁止する成人向けの本など一冊も存在していませんから」

「そ、そんな言い逃れしたって、ボーイズ・ラブはボーイズ・ラブでしょ？」

　騙だまされないとばかりに理香は雪奈の手から逃れようとするが、雪奈は手を離さなかった。そして謎なぞめくように問いかける。

「ではボーイズ・ラブとはそもそも何かしら？」

「そ、それは男性の同性愛を扱ったマンガや小説の総称でしょ？」

「その通りです。では何な故ぜ、立花さんはボーイズ・ラブ作品をそんなに目の敵かたきにするのでしょう？　男性同士の同性愛を扱った作品はこの学校の図書室にも置いてありますよね。たとえばノーベル賞作家トーマス・マンの代表作の一つ、ヴェニスに死す。世界で最も有名な日本人作家の一人である三み島しま由ゆ紀き夫おの代表作、仮面の告白。これらの作品を借りて、部室や教室で読んでも何の咎とがめもないはず」

「当たり前です。ボーイズ・ラブはボーイズ・ラブ。文学作品は文学作品でしょう」

「それは言い換えれば文学作品は高こう尚しようだから学校で読んでもいいけど、ボーイズ・ラブはそうでないからダメだと？」

「そうです」

　キッパリと理香が言い切ったところで、星人は理香がトラップを踏んでしまったのを察した。雪奈の目がほんの一いつ瞬しゆんだけだったが笑ったのだ。それは蛇へびのような笑みだった。

　それから雪奈は弱々しく、理香から顔をそむける。

「悲しいことね。同じ同性愛を扱った作品でも文学だから高尚で、ボーイズ・ラブだと低俗だなんて。まるで肌はだの色が白ければ偉くて、黒ければ下等だと蔑さげすむかのよう……」

「ぐっ……」

　昔、非国民。今、差別主義者。こうしたレッテルを貼はられると何かと生きにくいのが日本の風土というものだ。そんな良心の呵か責しやくや心の隙すきというものを雪ゆき奈ながつく。

「わたくし、立たち花ばなさんに一つお願いがありますの」

「言っておきますけど、何を言われようと見逃す気なんてありませんから」

　予防線を張ろうとする理り香かだが、雪奈は魔女のような笑みで易やす々やすと予防線を越え、理香の心の内へと入りこむ。ずいっと顔を近づけ、互いの息が顔に吹きかかるほどの距離で語る。

「いいえ、そんなことではないわ。ただ確かめて欲しいの。立花さんの目で。この本が本当に低俗なものなのかを」

「くっ……成なる宮みや先せん輩ぱいは何が言いたいんですか」

　顔をそむける理香に、雪奈は甘くささやく。

「一冊だけでいいから、立花さんの手の中にある本を読んでみて、中身を確かめていただけないかしら？　確かにボーイズ・ラブ作品の中には露ろ骨こつな性描写を含む成人向けの作品もあるわ。けれど、これらの作品は全年齢対象の物ばかり。そのことを確かめて欲しいの。ボーイズ・ラブ作品がはたして本当に低俗なだけのものか」

「で、でも……」

「もしも立花さんが一冊でも読んで、これらがいかがわしいだけの作品だと思うなら、わたくしは逃げも隠れもいたしません。査問会でも聴聞会でも出頭しましょう。そしてその結果、紅茶愛好会に解散命令が下ればそれに従います。けれど中身を確かめることもせず、ただ差別や偏へん見けんだけで断罪して欲しくないの。お願い、立花さん。わたくしの気持ち、わかって」

「くっ……」

　理香の心がゆれる。怖いもの知らずの性格と言っても、根が生き真ま面じ目めだけに差別や偏見といった類たぐいに弱い。良心の呵責が首をもたげ、自分の判断に自信が持てなくなってしまう。

　そして何より美しき先輩に懇こん願がんされているというシチュエーションが、珍しく理香に妥だ協きようの道を選ばせてしまう。

「わ、わかりました。成人向けかどうかを確かめるために一冊だけ読んでみます」

「ああ、ありがとう、立花さん。わかってくださったのね」

「言っておきますけど、内容が成人向けであることが判明したら、必ず査問会を開かせていただきますからね」

　念を押す理香の姿に星ほし人とは思った。

（これって事実上、主張が後退してるよな……）

　最初、理香はボーイズ・ラブ作品の所持で何らかの処分を下そうとしていたのに、今では同人誌が成人向けか否いなかが問題になっている。それと同時に星人は何となくシナリオのようなものが読めて来た。

　おそらく加か奈な子こは囮おとりだ。単純で信者体質の加奈子は何かを吹きこまれ、本を守ろうと強行突破しようとした。しかしそれは後で言い逃れが何とでもできるような本ばかりで、本当にヤバい本は窓から下ろすだとか、何らかの手段で退避させる。

（こりゃ、紅茶愛好会の方が一枚上手だな……）

　星ほし人とがあきれていると、外で大きな声が上がった。

「ああっ、そんなとこにいたっ！」

　そして廊下を走る足音が続く。聞き慣れたトラブルメーカーの声に、星人はそばにいた風紀委員にカバンを渡して部室を後にする。そしてドアの陰から出た時だった。

　いきなり横っ面つらに衝しよう撃げきをくらう。

「がふっ！」

　そしてそのまま横転する。数メートルは転がって、手すりだか壁かべだかにぶつかってようやく止まった。

「ば、バイクかトラックにでもぶつかったのか？」

　頭の回りをヒヨコがピヨピヨ飛んでるようなわけのわからない星人のところに美み希きが駆けよった。そして星人の手を握る。

「ありがとう、星人。わたしを守ってくれて」

「へっ？」

　咄とつ嗟さのことで星人は間の抜けた顔になった。そんな星人をアリアが責める。

「どうしてあんたはその女をかばうのよ!?」

　声の方向へ首を向ければ、そこには白いジャージを着たアリアの姿があった。学校のジャージではなくソフト部のジャージだ。どうやら夏なつ美みから借りたものらしい。ぶかぶかで袖そでやズボンの裾すそを大きく折り曲げていた。

　中国拳けん法ぽう系の格闘家みたいな格好のアリアに美希が食ってかかる。

「それより、人を見た途と端たん、跳とび蹴げりをくらわせようとするなんて、何を考えてるのっ!?　今の一撃がもしも、わたしに入ったらどうしてくれるのよ」

「それでおあいこってもんでしょ。あたし、ずぶ濡ぬれになったんだから」

「あれは完全に自じ業ごう自じ得とくの大自爆だったじゃない」

　アリアと美希のやりとりにようやく星人も事態が吞のみこめた。どうやら美希を見つけたアリアが跳び蹴りをくらわそうとしたところに二人の間に入ってしまったらしい。

　星人がよろよろと立ち上がると、美希は携帯電話で時刻を確認する。

「あっ、そうだ。わたし、そろそろ帰らなきゃ」

「えっ、もう帰るのか？」

　概がい略りやくみたいなものは説明できたかもしれないが、まだ部活を個別に紹介することができていない。新興部の中にはストリート・ダンス部だとか、エアギター部といった面白系の部活もあるのだ。この部活紹介に男子としてのアイデンティティーがかかっている星人としては紹介したりない気持ちがあった。けれど美み希きはとろけるような笑みをうかべる。

「うん、今日はちょっと用事があるから……それに邪じや魔ま者ものも来ちゃったしね」

　そして美希は表情を一変させアリアを睨にらむが、それも一いつ瞬しゆんのことだった。再び顔を星ほし人とに向けると、とろけるような笑みを再びうかべる。

「今日は楽しかったよ、ありがとね。面白かったし、ものっすごく役に立った。じゃ、急ぐからこの辺でね。バイバーイ」

　手をふって美希が駆けだすと、星人もほっとした。

「ふ～う、良かったぁ」

　しかし安心したのも束つかの間、すぐにアリアから横っ面つらをはたかれてしまった。

「良かったぁじゃないでしょ」

　そして廊下の脇わきに引っぱられる。

「いってぇな。何するんだよ」

　アリアは姿形に似合わず腕力が強い。軽く叩たたかれただけでも、かなり痛い。星人が抗議すると、逆にアリアは詰きつ問もんで返す。

「いったい星人はどっちの味方なのよ。あんな女をかばってみたり、鼻の下をのばしてイチャイチャしたり」

「鼻の下をのばす云うん々ぬんはともかく、かばったのは偶然だぞ。って言うか、どっちの味方なのかはこっちのセリフだよ。いきなり跳とび蹴げりくらわせやがって」

「フンッ、まあいいわ、そんなこと」

　都合が悪くなったせいか、急にアリアが話題を変える。

「それより、行くわよ」

「へっ、行くってどこに？」

「もう、どれだけボケてんのよ。あいつの後をつけて、どこに住んでるのか調べる必要があるでしょ」

「あ、なるほど」

　美希からダメ出しされて自分を見失いかけているところに、風紀委員や紅茶愛好会といった濃い面々と接しているうちにすっかり頭の働きが悪くなってしまったらしい。そう、美希は警戒すべき敵なのだ。

　アリアはヒタイに手をあてると、天を仰あおぐ。

「ほんと、バッカねぇ……ま、いいわ。行くわよ」

　だが美希の尾行はすぐに中止となってしまった。

　美希が電車通学だったのだ。星人とアリアは駅で切符を買う段階で、尾行に失敗してしまったのである。ドラマではよくある追跡劇も、実際にはなかなか上う手まくいかない。













　　　第三章　山の中の晩ばん餐さん







「疲れたぁ……」

　ようやく家にたどり着いた星ほし人とが呆ぼう然ぜんとつぶやくと、その横でアリアは不満の声を上げる。

「何が疲れたよ、それよりすっかり暗くなっちゃったじゃない。スーパーなんかによったりするからよ。まったく危機感のない男ね」

　星人の手にはパンパンに食材が詰めこまれた買い物バッグがあった。星人とミムラ、そしてアリア、三人分の食材である。

　街中と違って、山の夜は早い。放課後、学校案内や尾行失敗劇など色々とあったところにスーパーへよったので、すっかり周囲は暗くなってしまっていた。

「仕方ないだろ。腹が減っては戦いくさはできぬって言うけど、食材を買っとかないとミムラ姐ねえさんだって無からは料理を作りだせないんだし」

　ＵＦＯが落ちて台所の一部をつぶしてしまったせいで、クッキングヒーターや電子レンジなどは壊れてしまっているが、生き残った炊すい飯はん器きと冷蔵庫でミムラが料理を作ってくれていた。

「一食や二食ぐらい食べなくたって、死にやしないわよ」

「わざわざ好きこのんで、そんなひもじい思いしたかないだろ」

「それなら一いつ旦たんここに帰って、あのホルスタインのことを話し合ってから、買いだしに行けば良かったんじゃない？」

「そんなのできるか、家から下りるだけで片道二キロもあるんだぞ。もっと現実を理解しろって言うかな……もっと物事を合理的に考えてくれよ」

　最後は星人も自分で言っていて泣きたくなってしまった。美み希きから言われたことを思いだしたのだ。アリアは特にその傾向が強い部類に入るだろうが、基本的に女の子の考え方は自分勝手で非効率的だ。そのくせ現実性や合理性を持ちだす男子はモテないなんて酷ひどすぎる。

　そんな星人の内面の葛かつ藤とうを知るはずもないアリアはさらに好き勝手なことを語りだす。

「何を泣き言を言ってるのよ、女め々めしいわね。って言うかね、星人の場合、合理的って言うかケチなだけなんじゃない？」

「何がケチだよ、それは心当たりないぞ」

　むしろ逆のはずだと星人は憤ふん慨がいする。実際、アリアとミムラがやって来て以来、星人は自分の娯楽費を削けずってでも、アリアとミムラに関する費用を優先して来たつもりだった。それなのにアリアは美希の尾行に失敗してしまった件を持ちだして、星人をなじりだす。

「だってさっきだってそうじゃない。駅で切符を買うとか、乗車カードを買うとかって迷ってるから、ホルスタインが行っちゃったんじゃない」

「いや、だって、あれは仕方ないだろ……」

　電車通学の美み希きは定期券を持っていたので改札口を素通りも同然だが、星ほし人ととアリアは切符が必要だった。しかし美希がどの駅で降りるのかわからないので星人は迷ってしまったのだ。

　とりあえず隣の駅までの切符を二枚買って後で精算してもらうのが一番費用がかからないが、それだと精算中に見失ってしまうかもしれないので、尾行にはあまり向いてないだろう。

　かと言って長距離区間を乗れる高額の切符を二枚も買うのは不経済だ。それで電子マネー式の乗車カードを作ろうとか考えていたら、電車が行ってしまったのである。

　それにアリアは腹を立てていたのだ。

「だからそれをケチだって言ってんの。尾行するのにお金なんか気にしてんじゃないわよ」

「いやだって、スーパーで食材も買わなきゃいけなかったし。財布の中身的にもちょっと」

「何を生活感あふれた悩みを披ひ露ろうしてるのよ」

　こうして星人とアリアが不毛な言い争いをしていると、ふと風向きが変わった。家の裏手から芳こうばしい香りがただよって来る。

「んっ？」

　星人が鼻を鳴らすと、アリアも流れて来る風を嗅かぐ。

「いい匂においね……お肉を焼いてるのかしら」

　肉を焼く芳ばしい香りが食欲を刺激して、急に星人はお腹なかが空すいて来た。それはアリアも同じようだった。両手をお腹にあてると、星人の顔を見る。一時休戦と星人も風上を指さした。

「ちょっと行ってみようか？」

　素直にアリアもうなずいて、二人は家の裏手へ回る。

　するとそこには焚たき火をするミムラの姿があった。

　建築用のコンクリートブロックをコの字形に配置して、中央で火を焚いているのだが、左側のブロックの上にはフライパンが置いてあった。

　そのフライパンの上には鶏とりの骨つきモモ肉がぶら下がっていた。

　地面に金属製の棒がつき刺さっていて、ワイヤーで吊つるされているのだ。ちょうど釣つり竿ざおのような形である。この棒に星人は見覚えがあった。

「じいちゃんの作った竿だ」

　星人の声に反応して、焚き火の前にしゃがんでいたミムラがぴょんっと立ち上がった。そしてあわてて星人とアリアに向かってお辞じ儀ぎする。

「わっ、おかえりなさいませ。ごめんなさい、焚き火を見てたらぼーっとしちゃって」

「あ、いや。こっちこそ邪じや魔ましちゃって。焚き火を見ながらぼんやりするって楽しいのに」

　星人が申し訳なさそうに頭を下げると、ぱあっとミムラが目を輝かせた。

「そうなんですよ、焚き火を見てぼんやりするのって楽しいんです。火がゆらゆらゆれたり、木がパチパチと音を立てるのを聞いてると心が安らぎますよね」

「そうそう、夕方や夜の焚たき火は最高の贅ぜい沢たくだよね」

　星ほし人ととミムラが盛り上がっていると、アリアはズカズカ進んで吊つるしてある鶏とり肉にくの匂においをクンクンと嗅かぐ。

「美お味いしそうね。すっごくいい匂い」

「たまにはお肉を焼くお料理も食べたくなるかなと思いまして……」

　現在、天あま川かわ家の台所で無事なのは冷蔵庫と炊すい飯はん器きだけである。もちろん今の炊飯器は何かと高性能だし、インターネットの口コミ情報もあって、炊飯器を使って色んな料理が作れるようにもなっている。けれど所しよ詮せんは炊飯器だ。やはり料理のレパートリーは限られてしまう。

「それでこの前、物置をお掃除していたらこれを見つけたので今日は焚き火料理にチャレンジしてみました……勝手に使っちゃったんですけど、よろしかったですか？」

　最後にミムラは弓なりになった金属棒を指さすが、もちろん星人に異存があるはずはない。

「もちろん、じいちゃんも喜ぶと思うよ」

「お爺じいさまが作られた物だったんですか」

「うん、よく使い方がわかったね」

　弓なりになった金属棒は星人の祖父が鉄工所で作った物だった。あまり一般的な物ではない。どうして使い方がわかったのか不思議なほどだ。するとミムラが照れ笑いをうかべる。

「ワイヤーの先端が巻いた跡のように曲がってたのと、竿さおの片方が尖とがってて地面につき刺したような汚れがありましたので」

「ふ～ん、ちなみにこのフライパンは何の意味があるの？」

　アリアが吊したモモ肉の下に置いてあるフライパンを指さすと、ミムラはモモ肉を指さす。

「この脂あぶらをかけてやるんです」

　ミムラが指さす先で、モモ肉から脂がポタリとフライパンの上に落ちた。フライパンにはうっすらと脂がたまっていて、それをミムラはスプーンですくってモモ肉にかけてやる。肉の旨うま味みを逃さないためだ。

　何回か同じ動作をくり返した後、ミムラはモモ肉に竹たけ串ぐしを刺した。手て応ごたえが良かったらしくミムラの顔に笑みがうかぶ。

「そろそろ焼けたみたいですね……それからこちらの方も、そろそろいい頃ころのはずですよ」

　ミムラが火かき棒を焚き火の中につっこんだ。焚き火は左側の鶏肉を吊している方に大きな炭が置かれていて、右側には小さな炭が集められていたが、その右側の炭の中からアルミホイルに包まれた物が搔かきだされた。

「あっ、これは……」

　星人がアルミホイルを剝はがすと、中から玉ネギやニンジン、そしてジャガイモが出て来た。野菜の包み焼きである。アリアが目を輝かす。

「わあ、美お味いしそう……あ～っ、もうお腹なか空すいたぁ。今すぐ食べたーい」

　けれど目が輝いたのも一いつ瞬しゆんで、すぐに情けない顔になってしまった。

　こんな時までアリアは短気でせっかちだ。けれどこの時ばかりは星ほし人とも同感で、ミムラと顔を見合わせて一緒に笑う。

「それじゃあ、今日は野外でお食事なんてどうでしょう？」

　ミムラの提案にアリアが目を輝かせた。

「それはいいわね」

　無論、星人に異存があるはずもなく、今宵こよいは山の中で晩ばん餐さん会かいと相成った。

　学校帰りに買って来た食材を冷蔵庫に収めると、星人はテーブルと椅い子すを用意する。もっともキャンプ用品なんて洒落しやれた物はないので、椅子は輪切りの丸太で代用し、テーブルは鉄工所から小さな作業台を持ちだして、その上に板を置いた。

　こうして星人がテーブルと椅子を用意している間にミムラはフライパンで角切りにしたベーコンを炒いためて塩しお胡こ椒しようで味を調ととのえた。野菜の包み焼き用のトッピングである。

　もちろんアリアはふんぞり返って見てるだけだ。

　それでも多少は気が引けるところがあったのか、料理をテーブルの上に置く時はちょっとだけ手伝った。作業量としてはミムラ五割、星人が四割、そしてアリアは一割といったところだが。それでも一応、三人の力を合わせて晩餐会の準備が整った。

　するとアリアが真っ先に腰を下ろした。続いて星人も丸太の椅子に腰かける。そこはアリアの隣だった。するとミムラがちょっとだけ躊ちゆう躇ちよする。

「あの……星人さん。席を代わりましょうか？」

　焚たき火に対してテーブルが一直線に置かれてあり、アリアは当然のごとく炉ろの近くに陣取った。そうなると残る炉に近い席はアリアの対とい面めんなわけだが、山の夜は冷える。男子たる者、座れるわけがない。

「いや、いいんだ。重い物を運んで汗をかいたしね、涼しいからここがちょうどいいよ」

　内心ではミムラの隣に座れなかったことを惜しみながら、星人は作り笑いをうかべる。星人の対面の席、つまりミムラの隣は足場が悪くて椅子を置けなかったのだ。

「そうですか……では」

　遠慮がちにミムラも腰を下ろす。すると誰だれが言いだしたわけでもないが、三人とも何となく手を合わせて互いの顔をのぞきこむ。阿あ吽うんの呼吸でリーダー気どりのアリアがうなずいた。

「んじゃ、行くわよ？　せ～の」

　アリアのかけ声で、三人の声が一つになる。

「いただきます」

　かくして山の中の晩餐会がはじまった。

　メインディッシュはもちろん鶏とり足あしの吊つるし焼きこと鶏のモモ肉だ。足首の部分にはアルミホイルが巻かれていて、そこをつかんで星ほし人ととアリアが同時にかぶりつく。

　アリアは思いっ切りガブリと、そして星人は用心深く小さく。

　豪快に食いついたアリアは肉を食いちぎる。すると皮が大きくはがれ、アゴのあたりにベロンとたれ下がった。それをアリアはムシャクシャと口にすいこむ。

　そして咀そ嚼しやくすると目を輝かせて一言。

「美お味いしい」

　まるで山賊だ。そんなアリアを横目に星人は皮を引っぱらないよう細心の注意を払って嚙かみ切る。口の中にコクのある旨うま味みが広がって、星人はしあわせそうに宙を見つめた。

「うっまい、これぞ神の味」

　小さな一口にしあわせいっぱい、そんな星人の小市民ぶりにアリアは眉まゆをひそめた。

「男のくせにみみっちいわね。ガブリといきなさいよ、ガブリと」

「フフン、バカめ。鶏とり肉にくってのはな、皮が一番美う味まいんだよ。しかも調味料も大半が皮の部分についてるから、皮の剝はげたところは味も薄いんだよ」

　アリアは自分の握る肉を見てみた。確かに星人の言う通り、皮の剝げた部分はつるんとしていて、味も薄そうだ。

　アリアの表情にちょっと残念そうな影がよぎると、星人は策士のような笑みをうかべる。

「フッフッフッ、鶏足の吊つるし焼きの醍だい醐ご味みはモモ肉と皮のコンビネーションにあり。だから最初に皮の大半を食べると、残された部分を食べるのに物足りなくなるのだ」

　勝ち誇ってウンチクを語る星人に、アリアの眉がキッとつり上がった。それからやけっぱちといった勢いでモモ肉の皮の剝げた部分にバクバクとかぶりつき、肉を口の中にためこむ。それから何を思ったのか、星人の握る鶏肉にガブリと嚙みつくと、皮だけベロリと剝ぎとった。

　星人の目の前に先ほどと同じ光景があらわれた。アゴのあたりにベロンとたれ下がった皮を、ムシャクシャと口にすいこむアリアの姿。

　アリアはたっぷり咀嚼してモモ肉と皮を一緒に味わうと、ゴクリと吞のみこんだ。

「おっいし～いっ、確かに星人の言う通りね。これはモモ肉と皮を一緒に食べなきゃ、真実の美味しさは味わえないわ」

　青い目をキラキラ、そして口の周りをテカテカさせてアリアは夜空を見上げた。しあわせそうなアリアの横で、星人は鶏足を握ったままうなだれる。その身体からだは悲しみでふるえていた。

「こ、この性しよう悪わるチビ悪魔めぇ」

　普段なら一言悪口を言われれば三倍にして返すアリアが、この時ばかりは聞こえないふりだ。

「あれ、何か言った？」

「ちくしょう、いつか必ず悪は滅びるからな」

　星人は仕方がないので、皮の剝げてしまったモモ肉にベーコンの炒いため物をかけて食べてみる。これは元々野菜の包み焼き用のトッピングだったのだが、やっぱり若じやつ干かん物足りないものの、新発見の美お味いしさもあった。

「悪くはないな……それに肉自体も何だか前にじいちゃんと食った時より旨うま味みがあるような」

「下味にお酒を使ってるからでしょうか」

　ミムラが小首を傾かしげると、アリアが鶏とり肉にくを見ながら、ちょっと驚おどろいたような声を上げる。

「えっ、これってお酒を使ってるの？」

「お酒と言っても、アルコール分は火にかけると飛んじゃいますからね」

「手がこんでるなあ。じいちゃんと焼いた時は下味をつけるとかしなかったよ。あと味つけもただの塩しお胡こ椒しようだったし」

　星ほし人とも鶏肉を眺ながめながら感心する。皮の大半はアリアに食われてしまったが、裏面や残った皮には、単なる塩胡椒ではなくミムラの特製スパイスがかかっている。配分まではわからないが、昨日の買い物でバジルなど色々と香こう辛しん料りようを買って来ているからわかるのだ。

「下味をつけたと言っても、お肉をフォークでブスブス刺して、お酒を入れた袋の中に三〇分くらい寝かせてるだけなんですけどね。スパイスも混ぜるだけだから、簡単ですよ」

　謙けん遜そんするミムラだが、星人は素直に尊敬する。

「う～ん。でも料理って、一手間とか一工夫するだけで美味しくなるんだよね。それを徹てつ底ていするところがミムラ姐ねえさんの凄すごいとこだな」

「一手間って言うほどでもないですよ」

　星人とミムラがいい雰ふん囲い気きになったところで、アリアが苛いら立だった声を上げた。

「まっ、美味しいって言っても、どれも焼いただけだしね」

　アリアの刺とげ々とげしい口調に星人が口を尖とがらせる。

「何を機嫌を損ねてるんだよ」

「別に機嫌なんか損ねてないわよ」

　言葉とは裏腹にアリアは近くにあったニンジンを手にすると、乱暴な仕草で口に放りこむ。

「あつっ、あふっあふっ、あふっ」

　しかし思いの外ほか、熱かったようで、アリアは涙目になってしまう。そして真上を向いて、口をほくほく動かした。口から白い息だか水蒸気だかが上がり、人間蒸気機関車みたいだ。

「あ～あ、仕方がねえな。ほら、これでも飲め」

　星人がコーラの入ったコップを差しだすと、アリアはそれを一気にあおった。そして変な顔をして口をモゴモゴさせると、最後にゴクリと口の中に流しこんで星人に苦情を述べる。

「コーラとニンジンの味が口の中でごっちゃになって変な味になっちゃったじゃない」

「まったく、せっかく助けてやったのに何だよ、その言い草は」

　単純に考えればムカツクだけのセリフだが、アリアの顔が可お笑かしくて星人も苦笑いになってしまう。そう、星人はちょっと感じていた。たとえ憎にくまれ口を叩たたくばかりの相手でも、こうして一緒にわいわい言い合いながら食事ができるのって、しあわせだ、と。

　そんなことを思いながら星ほし人とも包み焼きに手を出してみる。玉ネギにハムの炒いため物をトッピングすると、口で「ふーっ、ふーっ」と息を吹きかけよく冷ます。それから一口。

「うん、美う味まい。あ、これトッピングなしでもいけるかもしれないな。うん、甘い」

　星人が口をモグモグさせながら、何度もうなずいていると、ミムラはジャガイモにバターを塗っていた。ジャガイモの熱にバターが溶け、透明なしずくがトロリとしたたる。箸はしで一口サイズにして、口に運ぶ。

「あふっ、あふっ、でもおひしいです」

　口元に手をあてニコニコするミムラの顔を見ながら、星人は冷たいコーラを飲む。弾はじける炭酸の刺激がノドを潤うるおす。実際にビールを飲んだことはないが、気分だけは風呂上がりの一杯といったところ。

「ぷっは～っ、美味い」

「オッサンくさいセリフね」

　アリアが眉まゆをひそめるが、星人は聞かなかったことにした。夜空をうっとりと眺ながめる。

「平和だねぇ……」

「まったく何が平和よ、しあわせな男ね。この非常事態に」

　悪態を吐つくとアリアはジャガイモにバターを塗ろうとするが、ふとその手が止まる。

「あれ？　大切なことを忘れてるような……」

　それは星人も同じだった。そう、大切なことを忘れていたのだ。

「ああっ、美み希き」

「そうよ、あのホルスタイン女」

　星人とアリアが同時にミムラの顔を見る。ただ一人、わけのわからないミムラは目をパチクリとさせた。

「あの……いったい何事でしょう？」

「あいつが転校して来たんだよ。人類削さく減げん機構とかいう酔すい狂きような組織の宇う佐さ見み美希って子」

「ホルスタインみたいな女がいたじゃない？　あいつが転校生だって学校に来たの」

　星人とアリア、二人は話すタイミングだけは見事にハモった。けれどタイミングだけ同調しても、言ってることはバラバラで、何を言っているかミムラに聞きとれるわけもなかった。

　困った顔をしたミムラのヒタイに汗がうかぶ。

「あ、あの……ごめんなさい。もう一回、言っていただけますか？　できれば一人ずつ」

　星人とアリアは顔を見合わせると、今日の出来事をかいつまんで話しはじめた。

　どうやら美希が先週の内から正規の手続きを踏んで転入して来たらしいこと。そして転校早々、星人と幼なじみだと主張したこと。それから学校での様子と、放課後の学校案内。

　起こったことをなるべく客観的に語ると、今度は星人の主観的な考察を披ひ露ろうする。つまり昼休憩の時にアリアに語ったこととほぼ同じ話だ。

　一通り説明を終えると、星ほし人とはミムラに感想を尋たずねてみる。

「ミムラ姐ねえさんはどう思う？」

「……そうですね。色々と嫌いやなところをつかれたというのが正直な感想ですね」

「嫌なところって言うと？」

　星人の問いに、ミムラは困り顔で語る。

「たとえば星人さんの幼なじみと主張しているところです。現在、一年Ｋ組の生徒さんたちには記憶の改変を行っています。彼女の存在は正しい記憶を思いだす引き金になりかねません」

「やっぱり消えてもらうしかないようね」

　物ぶつ騒そうなことを言いながら目を光らせるアリアを、ミムラがやんわりと諫いさめる。

「そういうわけにはいかないでしょう。変な形で消えてもらうと、さらに多くの人の記憶を改変しなければならなくなりますよ？　それに前回は宇う佐さ見みさんの側が無理な方法でクラスの中に割りこんだからこそ、こちらも記憶の改変が容易でしたが、今回は正規の手順で転校して来ているようなので、彼女の存在を消す形での記憶の改変は危険性も高くなりますよね」

「それじゃあ、何か問題を起こしてどっかに転校したことにすればいいじゃない」

　いとも簡単に言ってのけるアリアに対し、星人が頭を抱かかえる。

「相手は改変された記憶を元に戻す方法を持ってる可能性が高いんだぞ。それで美み希きが再び転校して来たらどうするんだ？」

「あっ、そうか。堂々巡りよね……結局、ふりかかる火の粉を払いのけてちゃ切りがないから、火元を絶つしかないってことね。どうしてくれようかしら？」

「物騒な解決法だな」

　あきれる星人の斜め前で、ミムラが考えこむ。

「やはり情報を集めなければ対応のしようがないですよね」

「それじゃ誘ゆう拐かいして自白剤で洗いざらい何もかも訊ききだしましょう」

　アリアは方法論も物騒だ。

　そして一いつ瞬しゆんの沈黙。

　星人が小さくため息をつくと、ミムラは遠慮がちに意見する。

「相手の出方がよくわからない状態で、そうした強硬手段に出るのは危険だと思われます。それにＵＦＯの修理もまだですし」

「そっかぁ、ＵＦＯの修理が終わってないのが痛いわね。やるなら一気に隙すきをつかないと」

　納なつ得とくするにしても、違う方の理由じゃないのかと星人は思ったが、とりあえず結果的には同じなのでいいことにする。

「それじゃあ、明日にでも乗車カードを作って、尾行の準備を整えるか」

　家が山の中にあるので、昔から星人は休みの日にあまり遊びに出かけることがなかった。それで電子マネー式の乗車カードを一枚も持ってなかったのだが、これを機会に作っておいた方がいいかもしれない。私鉄系と公営鉄道系、色々種類はあるが、電車に乗るだけなら相互利用も可能だし、どうせ星ほし人と用とアリア用で二枚作らなければならないので、同じカードを二枚作るより、違う種類の物を一枚ずつ作った方が合理的なはずだ。またそれを口に出すとケチだセコイだ言われるので星人が頭の中だけで考えていると、急にアリアが目を輝かせた。

「そうだっ！　マーカーをつけて観測すれば一発じゃない」

「あ、そうですよね」

　ミムラもポンと手を叩たたいた。するとアリアが意地悪そうに星人を横目で眺ながめた。

「一いち々いち尾行するなんていう原始的な発想が最初から間違ってるのよ」

「何か事態が俺おれにはよく理解できないんだが。言っとくけど、美み希きを尾行しようと最初に言いだしたのはアリアの方だからな」

　星人が横目で睨にらむと、アリアはすっとぼけた。

「そうだったかしら？」

「ああ、間違いない……それよりマーカーだとか観測って何をするつもりだ？」

「そうね、概がい念ねん的なものを簡単に説明すると、発信機をつけて調べるって感じね。実際には電波じゃなく時空や次元といった、この星の科学技術では観測できない方法を使うんだけど」

　科学技術だ何だとなると星人には判断のしようがない。自然と視線はミムラへ向かう。

「そうですね、いい方法だと思います」

「なるほど、じゃあいい方法なんだな」

　あっさり納なつ得とくした星人に対し、アリアが疑惑の眼まな差ざしを向ける。

「何か一々引っかかる男ね……ま、でもいいわ。善は急げって言うし、ちょっとあたし、調合して来る」

　言うが早いか、アリアは家へ向かって走りだす。

「えっ、おい、ちょっと待てよ……」

　何か悪い予感がして星人は止めようとしたが、あっと言う間にアリアは玄関の向こうに消えてしまった。

「チェッ、俺の話なんか聞く気なしか」

　星人がふて腐くされると、ミムラは小さく首を傾かしげた。

「多分、そうじゃなくて、ついつい焦あせっちゃうんだと思います」

「焦っちゃうか……そう言われれば確かに何かとアリアって焦ってる感じはするな。多分、短気だからああなんだろうけど」

　半分あきれながら星人がテーブルの上に片ヒジをつくと、ミムラも一度はうなずく。

「そうですね。確かに性格的なものもあるでしょうね……でも、それだけじゃないと私は思うんです」

「って言うと？」

「多分、潜在的に恐怖心みたいなものが働いているから、ついつい焦あせっちゃうんだと……」

「へっ……恐怖心？」

　それは随ずい分ぶんとアリアには似つかわしくない一言に思えた。むしろアリアに似合うとしたら傲ごう岸がん不ふ遜そんだとか怖いもの知らずといったところだ。けれどミムラには心当たりがあるようだった。

「やっぱり地球では私たちは異邦人ですからね。異質な相手を怖いと感じるのは私たちも地球人も一緒なんです。だって星ほし人とさん自身、私たちと初めて会った時、怖がってましたよね？」

　確かに今でこそアリアやミムラと普通に会話している星人だが、初めてグレイ姿のアリアやミムラを見た時は怖かった。

「そう言われれば確かにそうかもしれないな……でもアリアやミムラ姐ねえさんの場合、科学技術の差が圧倒的だし、別に人間を怖おそれる必要なんてないんじゃないの？」

「いくら科学力があっても、人数の面からすると地球人の側の方が圧倒的ですからね。それに彼女はほぼ身一つで地球人社会の中を歩き回ってるわけですから」

「そう言えば、そうかもしれないな……思えばアリアも危ない橋を渡ってるわけか」

「それだけ星人さんを信じてるっていうことですよ」

　意味深な目でミムラが星人をのぞきこむ。その視線に困って星人は口を尖とがらせた。

「まあ、そこんとこはあんまりわかんないけど……」

　やがて、そうこうしているうちにアリアが戻って来た。その手には缶ジュースみたいな円筒形の容器と、大きめのハンコみたいな物が握られている。
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　円筒形の容器には何か液体が入っていて、アリアが手作りテーブルの上に置くと、ちゃぷっと音がした。

「それじゃ簡単に説明するわね。この溶液は無色透明だけど、ＵＦＯの観測機を使えば時空や次元の歪ひずみを探知できるから、ビーコンとして使えるわ」

　アリアの話の中に星ほし人とは何か引っかかるものを感じた。それは前回の教訓みたいなものだ。

「一つ訊きいていいか？　前回、向こうもお前たちの星の道具を持ってたじゃないか。時間を止める機械とか、記憶を改変するクスリとか。あとリトル・グレイもいたし。ひょっとして向こうも探知する機械とか観測機を持ってる可能性もあるんじゃないか？」

「それは大だい丈じよう夫ぶ。観測機はＵＦＯにしか装備されてないから」

　自信満々のアリアだが、星人の視線は当然のようにミムラへ向かう。

「おそらく大丈夫のはずです。現在、ＵＦＯを持っているのは私たちだけのはずですから」

「さすがに向こうもＵＦＯまでは持ってないか」

　あっさり星人が納なつ得とくすると、アリアは眉まゆをしかめる。

「だから何であたしの話は一いつ旦たん疑うのに、ミムラが言うとすぐに信じるのよ。嫌いやな性格ね」

　星人に言わせれば普段の言動の差による差別だが、あえて黙っておく。するとアリアは鼻を鳴らしながらも、大きなハンコを手にとった。

「このスタンプで字や形を作って、観測対象にマーカーをつけると、その形のままいつでも識別できるの。つまりおでこなんかに肉だとか牛って文字を押せば、そのまま観測できるわけね。何て書いてやろうかしら、ニッシシシ」

　悪趣味だなと星人が思っていると、アリアはスタンプの台座部分を何度かひねった。すると台座の底面の色が銀色から白色に変わる。

　そして白く変色した面を、アリアは指先と箸はしを使って整えた。

「あいつにピッタリな一文字って何かしら？　やっぱり贅ぜい肉にくの肉かな？　それともホルスタインのホ？　あっ、別に字でなくてもいいのか。牛の顔マークとか、×印でもいいわよね」

　そんなことを言いながら、何な故ぜかスタンプの面には☆の形をした凸とつ面めんができあがっていた。最後に再びアリアが台座をひねると、スタンプの面が白から銀色に戻る。

「できた、か～んせーい」

「おい、ちょっと待て。それ何で星の形をしてるんだ？　漢字の牛っていう字やホルスタインのホだとか言ってただろ」

　星という字や形に一種のアイデンティティーや親近感を抱いだいている星人としては嫌な予感がして仕方ない。するとアリアはスタンプの胴体部にマーカー液なる物を注ぎはじめた。

「テストを兼ねて星人で試してみるの。それにあっちの狙ねらいが何なのか今のところはわからないけど、その有力な候補は星人のウィルスだからね。星人自身にもマーカーをつけて、いつでも居場所を把は握あくできるようにしとくってのは戦略の基本でしょ」

「そうですよね。何かあった際の救出にも役立ちますよね」

　ミムラが言えば何でも納なつ得とくして来た星ほし人とだが、今回は妙な胸騒ぎがする。

「いや、でもちょっと待てよ。考える時間をくれ。って言うか、いくつか俺おれに質問させろ。それから考えてだな」

「うるさいわね。つべこべ言わず、大人おとなしくこっちの言うことに従ってればいいのよ」

　言うが早いかアリアは星人の前髪をつかむと、引きむしる。そして丸出しになったヒタイに向かってスタンプの一撃を放った。反射的に星人はヒタイを両手でかばう。

「待てって言って……」

　結果、アリアの握るスタンプはヒタイをかばった星人の左手の甲にぶち当たる。

「いってぇっ！」

　悲鳴を上げる星人にアリアはあきれ顔だ。

「ああ、もうっ！　何するのよ。せっかくおでこにつけてあげようと思ってたのに……まあ、でもいいわ。手の甲でもおでこでも結局は一緒だから」

「何するんだってのはこっちのセリフだよ。まったく、全部一方的に事を進めやがって。ちょっとは俺の話を聞くとか、相談とか心の準備をだな、って……」

　アリアへ文句を言っていた星人だが、偶然、自分の左手が目に入ると、顔色が変わった。

「な、な、何だこりゃっ!?」

　左手の甲には、青みがかった銀色の☆印のアザができていたのだ。そのアザを見て、アリアとミムラも声を上げる。

「まあっ！」

「あれ？」

　目を丸くするミムラと、首をひねるだけのアリア。そんな二人の対照的なリアクションが星人の怒りを増ぞう幅ふくする。

「お前な、もうちょっと真剣に驚おどろけよ。どうしてくれるんだ、この変なアザ……って言うか、俺はもうちょっとで、おでこに星の形をしたアザができてたのか」

　おでこに☆のアザがついた自分の顔を想像し、身み震ぶるいする星人だが、アリアは怪け訝げんな顔をしてスタンプと星人を見比べる。

「どういうことかしら？　もしかして星人の体内にある時空耐性用のクスリに反応したの？」

「そう言われればその可能性もありますね」

　ミムラは机の上にあった容器を手にすると、星人の左手と容器を交互に眺ながめた。

　間違ってクスリを撃たれたせいで、星人は時間を止めた空間の中でも動けるという変な能力が備わってしまっている。それは銀色の肌はだを持つリトル・グレイと同じ能力を持ったと言い換えることができた。その上でミムラは首をひねった。

「でも、これってリトル・グレイの皮ひ膚ふに塗ったとしても無色のはずですが……リトル・グレイと星ほし人とさん、先天性と後天性という違いから、反応も違ってるんでしょうか」

「まさか調合をしくじったんじゃないだろうな？」

　星人が疑惑の目を向けると、アリアは顔を真まっ赤かにして反論する。

「失礼ね、たった四つの材料を混ぜるだけなのに間違うはずないでしょ」

「えっ、四つ？　これって三つあれば作れるはずですけど……」

　アリアとミムラが顔を見合わせる。そして一〇秒後、アリアの素すっ頓とん狂きような声が上がった。

「うっそ～っ」

「何か嫌いやな予感がしたんだ」

　そして星人はテーブルの上に崩れ落ちた。時間が止まった空間の中でも動ける身体からだに、人類を滅ぼしかねないウィルス。そして今回もまた余分なクスリの成分が加わってしまった。

「いったい俺おれの身体はどれだけ魔改造されていくんだ」

　星人の嘆なげき声が夜風に流れる。いつしか周囲はすっかり暗くなり、そろそろ焚たき火も消えかかろうとしていた。




　それから一時間後。星人たちは場所を移して居間でテーブルを囲んでいた。

　ミムラがクスリの成分や星人の血液や皮膚のサンプルを検査して、その結果の報告と今後の対策を練るためである。

　まずミムラから検査に関する報告があった。

「一応、検査したところ人体にダメージを与えるような副作用はないようです。ただご承知の通り、マーカーを使用した箇か所しよが変色してしまっています。これは調合の際に余計だった成分のためでした。おそらく二日から三日程度で消えると思われます」

「なんだ、二日か三日で消えるのか」

　左手の甲を眺ながめ、ほっとする星人だが、それも束つかの間だった。

「ただ星人さんの場合、体内の他ほかの成分が作用して、通常よりも長く持続するはずです。おそらく完全に消えるには二週間から三週間、もしかすると四週間くらいかかるかもしれません」

「四週間って、下へ手たをしたら一ヶ月もとれないってことか？」

　ソファから星人がずり落ちそうになると、ミムラは申し訳なさそうに肩をすくめる。

「……はい、すみません」

「いや、ミムラ姐ねえさんは気にしなくてもいいよ」

　星人の意見にアリアが全面的に同意する。

「そうよ、気にする必要なんてないわ」

「いや、お前は少しは気にしろよ」

　横目で睨にらむ星人に、アリアが反発する。

「何を言ってるのよ。数日でも数週間でも、とにかく時間が経たてば消えるだけの話でしょ。今はそんな解決策がすでに提示された問題よりも、もっと大きな問題があるでしょ？　いくら頭の悪そうなホルスタインでも、さすがに肌はだの一部が変色したらおかしいと思うだろうし」

　怒ることすら忘れて星ほし人とは驚おどろいた。

「ちょ、ちょっと待てよ、この変なクスリを美み希きに使うつもりなのか？」

「当たり前でしょ。もう材料は使い切っちゃったんだから」

　ぷいっとアリアが横を向くと、星人は率直な意見を述べる。

「これはもうあきらめた方がいいんじゃないか？　失敗したことを無理に続けようとすると、ろくなことにならないって」

「何を後ろ向きなことを言ってるのよ。人生、失敗やアクシデントなんてつきものでしょう。それなのにちょっとした不都合に遭あう度たびに足を止めてちゃ、何も前に進まないじゃないの」

「……何か話だけ聞くと、すげぇ立派に聞こえるな」

　しかしこんな理屈で行動するから事態がややこしくなったり、小さな失敗が深刻になっているような気がしないでもない。自然と星人は半信半疑の半眼となる。

　そこに遠慮がちにミムラが口を開いた。

「確かに失敗したことを無理に続けようとすると、より大きな失敗になることはありますよね。けれど今は情報があまりにも不足してますし、宇う佐さ見みさんの居場所を把は握あくできるようになるとメリットは大きいですから、多少の無理をするだけの価値はあるかと思います」

　これで多数決としては二対一となった。星人としてはのり気でないのは確かだが、ミムラがそう言うなら仕方ないという気持ちも働く。

「う～ん……でもマーカーだか何だか知らないけど、その変なクスリをどこに塗る？　普通、身体からだの色が変色したら気づくぞ」

「だから二～三日なら気づかれないところに塗るんじゃない。たとえば足の裏とか」

　アリアの提案に、星人は足首をひねって足の裏を見せた。

「足の裏は意外と目に入るだろ。それより髪の毛の中、後頭部あたりがいいんじゃないか？」

「それじゃマーカーの大半は髪の毛についちゃうじゃない。頭の地肌につく量が少ないと、髪を切った後は探知能力が落ちちゃうし、何より髪の毛が変色したら本人が気づかなくても、他ほかの人が気づいちゃうわよ」

「それならどこがいいかな？」

　目をつぶって星人は考えた。服を着替えたり、風呂に入ったりする時に身体のどこの部位なら目に入らないか。言い換えれば目が届かないか。手や足に身体の前面に下半身の裏側、消去法で行くと、誰だれしも到達点は一緒のようだった。

「背中はどうでしょうか？」

　ミムラの提案に星人とアリアは互いに目を合わせた。

「……そこしかないよな」

「やっぱり背中しかないわよね」

「でも背中に変なクスリを塗るって、どうやるんだ？　とりあえず今のとこ何かできるとしても、学校の中くらいだろ」

　学校の中は何かと人目があるし、授業などで時間の制約もある。何かと心配する星ほし人とだが、アリアは単純明快に瞳ひとみを輝かせる。

「あたしにいい考えがあるわ」

　すると星人は不信感ありありにアリアを横目で眺ながめる。

「……どんな考えだよ？」

「時間を止めて、あいつに気づかれないうちにマーカーを塗ればいいんだわ」

「どのタイミングで塗る気だ？　時間を止めるにしても、背中に塗るために制服を脱がしたりしてたら、それだけ時間がかかるだろ」

　いくら時間を止められると言っても、それは相対的な話であって、美み希きの周囲の時間を止めることはできても、その外の時間は通常通り流れるのだ。

「体育で着替える時を利用すればいいじゃない。ちょうど明日、体育があるし」

「ああ、なるほどね」

　明日の水曜日、二時間目が体育だ。しかも続いて体育の授業があるのは三年の理系クラスで、事実上の男子クラスだった。女子更衣室で何かやるならチャンスかもしれない。ただしいくら女の子同士と言っても、アリアは生きつ粋すいのトラブル・メーカーだ。星人も何かと不安である。

「でも、大だい丈じよう夫ぶか？　もしもマーカーを塗るのをヘマして、こっちの動きを悟られたら、一気に向こうが仕掛けて来るかもしれないぞ」

「そのぐらい、ちゃんとしなさいよ。情けない男ね」

　まるで他ひ人と事ごとみたいに語るアリアに星人はあきれながらも、お茶に手をのばす。

「何を他人事みたいに言ってるんだよ。人がせっかく心配してやってるのに」

　そして一口お茶をすすると、アリアが眉まゆをひそめた。

「他人事みたいに語ってるのは星人の方でしょう。マーカーを塗る役目はあんたなんだから」

「ブーッ！」

　思いっ切り星人は素すでお茶を吹いてしまった。

「あ～っ、もう汚いわねっ！」

　アリアが悲鳴を上げるが、星人はそれどころではない。

「おい、ちょっと待て。女子更衣室に忍びこんでマーカーだか何だか塗るのは俺おれなのかっ!?」

「当たり前じゃない。何を責任感ゼロなことを言ってんのよ。時間を止めた空間の中で誰だれが動けるって言うの？」

「そ、そりゃあ、そうだけど、だって、時間を止めるにしたって、ミムラ姐ねえさんがリトル・グレイになるなり、アリアがラージノーズ・グレイみたいな服を着ればいいだろ」

「バッカじゃない？　あんな重くてかさばる服を学校で着たり脱いだりできるわけないじゃない。着替えてる間に大変なことになるわよ。それにＵＦＯの修理は終わってないの。ミムラがリトル・グレイの格好で学校まで行ったり、校内をうろついたらパニックになるじゃない」

「そうですね、ここは星ほし人とさんに頑張ってもらわなければ」

　ミムラに言われれば星人も何かと弱い。口調も泣き落としみたいになってしまう。

「でも女子更衣室みたいなところで何かやらかしたら、俺おれの社会的生命って言うか学生生命は絶たれちゃうって言うか……」

　女子更衣室は男子禁制、秘密の花園。けれどそれだけにハイリスクな空間でもある。何かあれば星人は学校にいられなくなるに決まっていた。半泣き状態の星人をアリアが叱しつ咤たする。

「泣き言ばっかり言ってんじゃないわよ。自分の身を守ることしか考えられないの？　そういう男ってサイテーね」

　普段、自分勝手で我が儘ままで、そしてやりたい放題のアリアだが、仲間からはぐれて一人ぼっちになってでも、この地球に残ることを選んだのを星人は知っている。それだけに今の「自分の身を守ることしか考えられないの」というフレーズは胸に効いた。

　しかもミムラが思いつめた顔をして語りだす。

「確かに見つかれば星人さんの学生生命は危険に晒さらされるかもしれませんね。でも……」

　最後に打ち消しの接続詞が来れば星人も先の展開が読めてしまう。

「ああ、止やめてくれ。み、ミムラ姐ねえさんに言われたら」

　涙目になって身をよじる星人だが、ミムラはそのまま語り続ける。

「星人さんは自覚や危機感があまりないと思いますけど、今は非常事態なんです。もしもウィルスが世界に広まれば何十億人の人が死ぬことになるんですよ？」

　ミムラの純真無む垢くな真っ直すぐな目が痛い。

「だから、非常事態とか、人類存亡の危機とか、それはわかるけど、わかるけど……」

　たとえば人類を救うため、人知れず命を賭として戦おうと言うなら、星人だってそれなりに覚悟ができるものもある。けれど人知れず人類を救うために女子更衣室に忍びこんで、その挙げ句に逮捕だとか退学なんてあまりにも情けない。

「せ、せめて何かあったら、クラスの女の子たちの記憶を改変してくれるんだろうな？」

　一種の安全保障を求める星人だが、アリアはにべもない。

「何をバカなことを言ってるのよ。十数人も記憶を改変してたら、休憩時間なんか終わっちゃうわ。それに星人は自分で言ったじゃない。相手は記憶を改変しても元に戻す技術があるかもしれないって。そこをつかれて事態が悪化したらどうするのよ」

「こんな時だけ、何で正論や慎重論を持ちだすんだよ。おかしいだろ？」

「何をつべこべ言ってんのっ！　成功すればいいだけの話でしょ」

　アリアが星ほし人とに詰めよると、その隣にミムラもならぶ。

「星人さん、よく考えてください。人類の未来を」

　もうこうなると説得だか、脅きよう迫はくだかわからない。

「ああ、でも……それでも、それでもな、あああ……」

　巨大な葛かつ藤とうに星人は頭を抱かかえて、崩れ落ちた。




　そんなわけで翌日、新体育館の隣にあるプールの裏で星人は小さくなってふるえていた。その手には特製スタンプが握られている。結局、二人の脅迫のような説得に屈してしまったのだ。

　時間的には二時間目が終わる数分前といったところ。体育は着替えがあるので、終業のチャイムが鳴る五分くらい前には授業を切り上げるのが慣習になっている。

　ちなみに今日の体育は教師に手の甲についた☆印のアザを見せて、変な化学薬品がかかったせいか気分が悪くなったと言い訳して、星人は途中で抜けだしていた。

　星人は小刻みにゆれる自分のヒザ小僧を眺ながめる。そろそろ作戦決行というのにこんなにふるえて大だい丈じよう夫ぶなのかと自分でも不安だった。

　もちろん星人だって異性に興味津しん々しんな思春期まっさかりである。自分は嫌いやだって言ってるのに、人類存亡の危機といった大義名分に押し切られ、宇宙人のスーパー・テクノロジーを使って女子更衣室に潜入するというのは一見すると美お味いしいシチュエーションだ。

　けれど今回の場合、どう考えても生きた心地がしなかった。

　これがもしも作戦のパートナーがミムラなら、星人も嫌だ嫌だと言いながら内心は嬉うれし恥ずかし胸をときめかせたりもするのだが、生あい憎にくとパートナーは恐怖の爆弾娘アリアである。

　どう考えたって上う手まくいくとは考えられない。

　ただし今日の作戦は単純で簡単だった。

　まずアリアが女子更衣室の手前で周囲に人がいなくなったのを確認して、星人を呼びこむ。そしてアリアが女子更衣室内の時間を止めて、その隙すきに星人は美み希きの背中にスタンプを押してマーキングし、更衣室から離脱する。

　タイミングさえ間違えなければ失敗しそうなポイントは見つからない。けれど時間的な条件が厳しかった。

　更衣室全体の時間を止めると、携帯電話の時計や腕時計まで止まってしまう。かと言って更衣室の時間を止めっぱなしにして、それらの時刻をすべて修正していたら、三時間目がはじまってしまうし、女子たちに時間の消失を気づかれてしまって大騒ぎになるだろう。

　だから目標タイムは三〇秒以内、そしてデッドラインが四〇秒に設定された。つまり四〇秒経たつと強制的に時間は元通り流れだす。

　アリアが主導した作戦だけあって、基本的に成功することしか考えていないのだ。しかもそれでいて今回の作戦での最大の不確定要素がアリア自身だった。

（頼むから、今回だけはしくじらないでくれよ）

　祈るような気持ちで星ほし人とはプールの陰から、対角線上をのぞく。

　プールの隣には新体育館が建っていて、その一角に女子更衣室があった。そして新体育館の角のところには体操服姿のアリアが立っている。

　横を向いていたアリアが、星人の方を見た。そして手招きのジェスチャーをしてみせる。

　それを合図に星人はプールと新体育館の間を走りだす。腰を屈かがめて忍者走りだ。

　新体育館の角まで星人が駆けよると、アリアが手のひらで制してストップをかけた。そしてペンライトのような銀色の棒をとりだす。

　時間を止めるための道具だ。いよいよと思えば心拍数が上がる。

　苦しくて胸を押さえる星人に、準備をしろとアリアが目で合図する。星人は左手に巻かれたリストバンドの突起に右手の親指をそえた。これは宇宙人特製のリストバンドで、時間が止まった空間の中でも地球上と同じ時間の流れを計測できる時計機能が備わっている。

　アリアが小さな声でつぶやいた。

「行くわよ」

　そしてカチリと音がする。星人もリストバンドの突起を押した。

「急いで」

　アリアに手招きされるままに星人は身を屈めて、新体育館の角を曲がった。そして半開きになった女子更衣室の扉を前に星人はちょっとだけ躊ちゆう躇ちよする。ちゃんと時間が止まったのか確認したかったのだ。

　それをアリアが後ろから蹴け飛とばした。

「時間がないの、早くしなさい」

「ぐわっ」

　そして星人はでんぐり返しをするように女子更衣室へと転がりこんだ。

　服が洗濯ノリが効きすぎたパリパリのシャツのようになって身体からだにはりつき、時間が止まったことを実感する。

「何をグズグズしてんのよっ！」

　アリアの罵ば声せいに星人は任務を思いだす。立ち上がってリストバンドを見ると、八秒が経過していた。突入するのにためらってしまった上、無む駄だに前転なんかしたせいで残り三二秒しかない。あわてて周囲を見回す。

　新体育館自体が新しいこともあって、女子更衣室はキレイだった。壁かべ際ぎわにはコートがそのまま入るような大きいロッカーがずらりとならび、床もピカピカだ。ちなみに男子の着替えは基本的に教室でする。つまり夏だと男子は水泳パンツ一丁で校内を歩いて、新体育館脇わきを通りプールへ行かなければならないわけだ。この辺り、体育館の角にある更衣室で着替えてすぐにプールへ行ける女子とは待遇が大違いである。

（女子って、結構いいとこで着替えてるな）

　待遇差に思わず愚ぐ痴ちをこぼす星ほし人とだが、ゆっくりはしていられない。着替えている女子たちの中から美み希きを探す。

　スカートをはこうと腰を屈かがめている女子がいて、お尻しりをつきだしている格好が目に毒だ。ブラウスのボタンをとめようとしていて、片かた襟えりだけが立っている子もいる。星人もカッターシャツを着ていると、たまに似たようなことになるので苦笑いだ。

（案外、男子も女子も似たようなもんなのか）

　中には一人か二人、体操服のまま歩いている子もいるが、大半は着替えの真っ最中だった。

　下着の色は白が多いが、中には黒をつけている子もいて星人は衝しよう撃げきを受けてしまう。初等部時代に同じクラスだったこともある女子だったからだ。

　初等部三年生の夏休みには、班の共同研究として朝あさ顔がおの観察日記を一緒につけたこともあったというのに黒の下着だなんて……何だか一足お先に大人おとなの世界へ行かれてしまったような気になり、胸がじりじりしてしまう。焦あせりにも似た嫌いやな気持ちだ。

（そういえばあの時、西にし山やまとも一緒の班だったような）

　西山由ゆ加か里り、文芸部で大人しい性格の彼女なら下着はきっと白に違いない。そんな思考だか希望だかが脳裏をかすめ、由加里の姿を探しかけるが、あわてて星人は頭をふった。

（ああ、ダメだ。今はそんな場合じゃなかった）

　そう、偶然目に入ったというならともかく、今は一人一人の下着の色をチェックしている場合ではない。

　周囲の素す肌はだ率が高すぎて、心臓がバクバクする中、ようやく星人は美希の姿を見つける。

　ちょうどブラウスを着ようとしているところで、スタンプでマーカーを塗るには絶好のタイミングだった。

　星人はリストバンドで時間を確認する。残り二五秒、そろそろ半分くらいになるが、星人自身が何かミスしなければ十分いけるはずだった。

　両腕をブラウスの袖そでに通したばかりの美希は左腕だけを宙にのばしている。ひるがえったブラウスの裾すそを星人は勇気をふるってめくり上げた。

　そこには色こそ白いが、極ごく太ぶとの帯があった。ブラジャーの背中のヒモ、ベルトと呼ばれる部分だ。星人はかすかに息を吞のむ。

（こ、これも大人だ）

　周囲の多くは背中のヒモなんて、一センチか一センチ半程度の細い一本線といった感じだが、美希のブラジャーはその三倍くらいの太さがある。これだけ太いヒモでなければ支えられないなら、どれだけ立派な物を支えているのだろう。純粋な比較科学的好奇心が芽生えるが、今はそうしたものを追及している場合ではなかった。

　極太のヒモを引っぱって、なるべくマーカーがベルトの下に隠れるようにスタンプする。スタンプがやわらかい肌はだにめりこんだ。十分な手て応ごたえを感じると、星ほし人とはスタンプを引き抜く。

　美み希きの背中、中央よりやや左側に青みがかった銀色に輝く楕だ円えん形けいのマークがついていた。引っぱったヒモを元に戻す。

　リストバンドで時間を確認、残りは一七秒。

（十分いける、もしかして三〇秒を切れるか？）

　星人は出口に向かって走りだす。その先には横を向いたアリアの姿があった。

　そして出口まで二メートルくらいの距離になって、星人がヘッドスライディングで飛びだそうかと思った瞬しゆん間かん、アリアが正面を向いた。

「まずい、誰だれか来たっ！」

　そしてピシャリと扉を閉めてしまう。

「ちょ、ちょっと待て、どうするんだよ？」

　全身の血が逆流しそうな勢いの星人に扉の向こうからアリアの声。

「こっちはダメだから、窓から逃げて」

「窓からって……ああ、くそっ」

　一瞬、アリアが陰になって隠してくれたらどうなんだ、みたいなことが頭にちらついたが、考えたり相談している暇ひまなんてなかった。リストバンドに表示された時間は残り一一秒と思ったのは一瞬で、すぐに一〇秒になった。

　たまらず星人は弾はじけるように窓へ向かって走った。けれどたどり着いた先で絶望する。

　窓の外には格こう子しがあったのだ。窓は着替えている女子のシルエットが映らないようにするためか、白い磨すりガラスに立体的な模様が入ったタイプだが、それでもその外に等間隔にならぶ格子の影がにじむように見えた。

　リストバンドを見ると、残り六秒。今さら出口へ戻ってアリアと押し問答をしていたら、身の破滅だ。頭で考えるよりも早く、身体からだが近くにあったロッカーの扉を開けていた。

　中を確認する暇もなく、そのままロッカーの中へ飛びこむと、薄い扉を引っぱりこむ。バタンと音がして、一瞬にして星人の世界は真っ暗になる。

　そして時間は動きだす。

　はたしてロッカーが閉まるのが早かったのか、それとも時間が動きだした方が早かったのか、祈る気持ちで星人はクリスチャンのように両手を組んだ。

　動きだした時間の中で、少女たちの声が戻る。

「なんだって」「こが安いらしいよ」「ッソー、マジでぇ？」

　変なタイミングで切れた会話が、ざわめきのように流れだす。そんな中、時間が動きだした後に発せられた声が上がる。

「ん～っ、何か今、バタンって大きな音がしなかった？」

「ん、したっけ？」

　星ほし人とは息の根が止まりそうだった。激しい鼓こ動どうと酸素不足、死ぬほど苦しい。

「あっ、ごめ～ん。わたしかも。ちょっとロッカーの扉がきつくてさ」

　そしてキィキィ軋きしむ音がして、最後にバタンと大きな音がした。

「な～んだぁ、トモか。トモって意外と乱暴だよねぇ」

「え～っ、なんで、違うよ。最初からロッカーがボロくってさ……」

　扉の外で会話が続く。一方、ロッカーの中にいる星人は大口を開けたまま放心状態だった。きっと霊能者なら口から上がる白い煙を見ることができたに違いない。エクトプラズムだとか霊れい魂こんといった何かを。

　それでも更衣室の中の会話が普通に続いていくと、白い煙も口の中へ収まっていく。

（だから絶対に何かあると思ったんだ。あのドジめ。もうちょっとで学生生命を絶たれるところだっただろうが）

　真っ先に思いうかんだのはアリアへの恨うらみ節だが、それも短い間のことだった。すぐに自分自身を安心させるための材料ばかり探していた。

（大だい丈じよう夫ぶ、きっとこのロッカーは誰だれも開けない。確率論からしたら、絶対に分ぶはいいはず）

　基本的に女子更衣室は二クラス分の女子が着替えられるだけのロッカーが用意されている。この学校では体育は二つのクラスが合同で男女別に分かれて授業をするからだ。ただし星人たちＫ組は奇数で余るので男女合同だった。つまり使用されるロッカーは半分以下。しかも体育系のクラブに所属している女子の一部には部室で着替える子もいる。

　女子更衣室のロッカーがいくつあるかなんて星人に知る由よしもないが、少なくとも四〇はあるはずで、もしかすると五〇近いかもしれない。そしてロッカーの使用者はせいぜい一五人程度。使っているロッカーは三割か四割くらい、使われてない方が七割か六割くらいなのだ。

　ただ不安なのは体操服姿のままの女子が一人か二人いたことだった。彼女たちは星人にとってロシアンルーレットの弾丸も同然である。

　もしも彼女たちのいずれかでもこのロッカーを使っていたら、星人は終わりだ。

　このロッカーに服が入っているのか、星人は確かめたかったが無理な体勢のせいで、見上げようとすれば腕がロッカーを押し開けてしまいそうだった。こうなるともう祈るしかない。

（神様、神様、神様）

　星人が両手の指をクリスチャン式にからませていると、理り香かの声が聞こえた。

「グレイさ～ん、何してるの？　早く着替えたらあ」

「あっ、うん……さっき一いつ瞬しゆん、里さと中なかさんが見えたから。こっち来ないのかなって思って」

「え～っ、夏なつ美みなら部室で着替えるから、こっちには来ないよ」

「あっ、そう言えばそうだった」

　悪びれないアリアの声に、あやうく星人はロッカーの中でひっくり返りそうになった。

（いくら何でもバカすぎるっ！　これで誰かに見つかったらどうしてくれるんだよ）

　他ほかの女子ならともかく、夏なつ美みや理り香かに眞ま弥やとはアリアも親しくなっているはずだった。その夏美が部室で着替えるのを忘れていたなんてありえない。

　しかもこのロッカーが開けられてしまう可能性だって、まだ三〇分の一か二ぐらいは残っているのだ。女子の話し声も何かと気になるが、足音はもっと気になる。必死に星ほし人とが聞き耳を立てていると、近くのロッカーを開け閉めする音が聞こえた。

「あれっ？　おかしいな。ここでもない。わたし、どこに服を入れたんだっけ」

　あまり話したことのない相手のようで、誰だれなのか声だけではわからないが、どこに服を入れたか忘れた女子がいるらしい。もしかするとここを開けてしまう可能性がある。星人としては寿命の縮むような思いだ。

　しかも名もわからぬ女子はしっかり考えて思いだすピンポイント爆撃より、絨じゆう毯たん爆撃に戦術を変えてしまった。

「ここかな、違う……ここかな、違う……ここかな、違う」

　次々とロッカーを開けて、次々に移動していく。しかも段々、近づいて来る。

　再び星人の口から白い煙が立ち上った。このままではエクトプラズムだか霊れい魂こんは星人の肉体に別れを告げ、どこかへ去ってしまうだろう。

　そして隣のロッカーが開く音がした。

　次はこのロッカーだ。やけっぱちで星人がここから飛びだして、一気に更衣室を脱出しようかとすら思った次の瞬しゆん間かん、奇跡が起きた。

「ああ、ナオのロッカー、ここだよ」

　誰かがナオなる愛称の同級生に使用していたロッカーの場所を教えたのだ。

（た、助かった……自暴自じ棄きになったりしないで良かった）

　しかしそれも一瞬。星人はロッカーの扉越しに人の気配を感じた。そしてロッカーの扉に手をかける音がする。

（そ、そういえばまだ他にいたんだったっ！）

　ロッカーに向かっていた女子が他にもいたことを思いだし、星人は気絶しそうになる。そして極限状態のまま、扉は開かれた。

　ロッカーの中で、星人は恐怖に引きつった顔で、ロッカーの使用者を見上げる。

　そこには金色の長い髪に白い陶とう器きのような肌はだ、そしてスカイブルーの透きとおるような瞳ひとみの美少女が立っていた。運がいいのか、悪いのか、このロッカーの使用者はアリアだった。

　普段から何かといがみ合って来たが、それでも一つ屋根の下で何週間もすごして来た二人だ。互いに目と目に口パクで意思が通じ合う。

（なんで、星人がここにいるのよ!?）

（窓から出られなかったんだよっ！　格こう子しがあるだろっ！）

　窓を指さすと、星人は指を縦にふってみせる。するとアリアはロッカー内を指さし、口パクのまま力説する。

（よりによって、あたしのロッカーに入ることないじゃないっ！　このっ、変態）

（飛びこんだら、ここだったんだっ！　仕方ねぇだろっ！）

　星ほし人とが口パクのまま逆ギレしていると、横から理り香かの声。

「グレイさん、ロッカーをのぞきこんで何かあるの？」

「う、ううん。何にもない、何にもない」

　あわててアリアが首をふる。そしてロッカーの中で星人も一緒になって首をふっていた。

「早く着替えて、教室に戻ろうよ」

　理香の誘いにアリアはテンションが下がる。

「う～ん、今日は面倒だから着替えずにこのまま授業に戻ろうかな……」

「ええ、ちゃんと着替えなきゃダメに決まってるでしょ？」

　そりゃそうだ。星人も泣きたいが、アリアも泣きそうな顔をしている。追いつめられた二人は短い会話を口パクで交わしはじめた。

（ど、どうすんだよ？）

（仕方ないから、目をつぶんなさい）

（はっ？）

　星人が意味をつかみ損ねると、アリアは自分の目を指さし、両目をつぶってみせる。

（だから、着替えるから、目をつぶりなさいって言ってんのっ！）

（わ、わかった）

　アリアの意図を理解すると、あわてて星人は目をつぶる。

（もしも目を開けたら、ぶっ殺すからねっ！）

　口パクで凄すごんでみせるアリアだが、星人はきつく目を閉じたままだ。その様子にアリアは小さく息をもらした。

　そのアリアの吐息を星人の耳はしっかりとらえていた。目を閉じると聴覚が鋭えい敏びんになる。音だけがすべてとなった世界の中で、星人は様々な声や音を拾った。

　友だち同士で交わす他愛たわいない会話や、授業に対する愚ぐ痴ち。笑い声に物音。そして間近で感じる衣きぬずれの音。頭上のあたりでカチャリと音がした。アリアが制服をとったらしい。スカートが先か、それともブラウスか。そんなことを考えると、耳が熱くなった。自分でも顔が赤くなっているのがわかる。けれどそれはアリアも同じようだった。

「あれ、グレイさん。顔が赤いけど、もしかして風か邪ぜ？」

「そ、そんなことないよ。ぜんぜん元気だってば」

　アリアの声はかすかにふるえていた。

「本当？　でもさっきからグレイさん、何だかおかしいような。さっき着替えるのが面倒って言ってたのって、もしかして熱で身体からだがだるいとか？」

　そして理り香かの足音が続くのだが、明らかに近づいて来ている。おかげで今度は星ほし人とがふるえる羽は目めになる。

（ど、どどどど、どうなるんだよっ!?）

「ちょっとおでこをさわらせて。熱をみてあげるから」

　足音も声も超至近距離だった。星人は口をパクパクさせる。もうエクトプラズムとか霊れいどころの話ではない。心臓が口から飛びだしてしまいそうだった。アリアの真横に立てばロッカーの中にいる星人の姿も見えるに違いない。

（も、もうダメだ）

　半分観念して、右目だけそっと開ける。

　するとスカートにブラジャーだけといった格好のアリアが理香をはたきつけていた。

「あ、あたしなら大だい丈じよう夫ぶだってばっ！」

「きゃっ！」

　意外と可か憐れんな悲鳴を上げながら理香が倒れる。その倒れ際ぎわの手や足の一部、そして三つ編みの先っちょが星人から見えた。どうやらギリギリのところで理香がロッカーの前に来ることは回避できたらしい。

「ご、ごめんね。ちょっと強く叩たたきすぎちゃって」

　あわててフォローに走るアリアの姿に、ようやく星人は息をつく。

（た、助かったぁ……）

　しかしほっとしたのも束つかの間。星人は修しゆ羅らの形相をしたアリアの顔を見る。

（あっ……）

（見たわねぇ……）

　口パクで凄すごむアリアに、あわてて星人は目をぎゅっとつぶって小さく首を横にふった。見てないとジェスチャーで伝えようとする。けれどそれをアリアが信じるはずがない。

　アリアは木製のハンガーを手にとると、理香にニコニコ顔で謝る。

「本当に力が入りすぎちゃってゴメンね。でも心配してくれてありがとう。実はちょっとだけ熱があるかなって自分でも思ってたんだ。何だか距離感がつかめないの」

　それからアリアはハンガーをロッカーの中へかけるような仕草をしてみせた。

「あれっ？」

　けれど空からぶり。もっとも理香の側からはハンガーをかけ損なったように見えても、星人の側では顔面にハンガーの角が直撃していた。

　もちろん痛いなんて声を上げれば身の破滅だ。口を押さえて痛みに耐える星人にアリアの容よう赦しやない第二撃、第三撃が続いていく。

「あれ、あれ、あれ？　なんでハンガーがかからないんだろ？　あれ、あれ、あれ？」

　アリアの口から「あれ」の一言が発せられる度たびに星人にはハンガーの角が直撃する。七発ぐらいまでは星ほし人とも数えていた。
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　しかしアリアの怒りはこの程度ではおさまらないらしい。

「あれ、あれ、あれ、あれ、あれ、あれ、あれ、あれ、あれ、あれ、あららららら」

　アリアのハンガー攻撃は延々と続き、ついには星人も数え切れなくなる。数十発はハンガーの角で殴なぐられて、星人はロッカーの中でボコボコにされてしまった。




　やがて長い一日が終わって、その夜。

　天あま川かわ家の居間では、学校でしゃべれなかった反動から、星人とアリアは思う存分に罵ば倒とうし合うこととなった。

「この変態っ！　変態っ！　変態っ！　どうしてあんなとこに隠れてんのよっ!!」

　以前、相手の急所や弱点をつくような心ない言葉でアリアを泣かせてしまって以来、なるべくそうした発言はつつしんで来た星人だが、さすがに今日は堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れていた。

「アリアのせいだろっ！　扉を閉めて、窓から逃げろって言いだすから、あんな事態になったんだぞっ！　今日、俺おれは三回くらい口から魂たましいが抜けそうになったんだからな。お前、自分の口から白い煙が上がるのを見たことあんのかよっ!?」

「そんな幻げん覚かく、見たことあるわけないでしょっ！」

「俺は見たんだよ、今日っ！　ぜーんぶっ、アリアのせいだ。しかも声を出せない状況で散々、人の顔をハンガーで叩たたきやがって」

「あたしなんか星ほし人との目の前で着替えなきゃいけない状況に追いこまれたのよっ！　あたしの方がよっぽど悲ひ惨さんじゃないっ!!」

「何が悲惨だよ。無理してブラジャーなんかつけてるから、あんな裸同然になんだよ。タンクトップかシャツでも着てりゃ、良かったんだ。お前、ブラなんかいらないだろっ！」

　瞬しゆん間かん、星人の身体からだがぶっ飛んだ。

「バッカにすんじゃないわよっ!!」

　アリアが渾こん身しんのストレートを放ったのだ。

　そして星人の身体は壁かべに叩たたきつけられる。ずるずると壁から崩れ落ちながら、さすがに星人も納なつ得とくだった。

（ああ、今のは一発だけなら思いっ切り殴なぐられても仕方ないかもしれない。一発だけなら）

　けれどアリアの怒りはこれで収まらなかった。

　床に倒れた星人の上へ、鳥のように両腕を広げてジャンプ。そしてみぞおちの上に着地。

「とりゃあっ！」

「ぐえっ！」

　たまらず星人は声を上げるが、そこからアリアはマウントポジションにもっていき、最後の仕上げにタコ殴りだ。

　ボッコボコに殴られて、星人がぐったりすると、アリアは立ち上がって鼻を鳴らす。

「フンッ、今日はこのくらいで勘かん弁べんしといてあげるわ」

　よくある関西系お約束ギャグと同じフレーズだが、アリアの場合、そのまんますぎて洒落しやれにならない。ぶくぶくにふくれあがった星人の目から、一筋の涙がこぼれる。

「おまひ、それふぁ、なふらふぇたほうらいふふぇりふらそ」

　つまり「お前、それは殴られた方が言うセリフだぞ」というわけだ。

　こうして星人が完全にノックアウトされたところで、ミムラが居間に入って来た。そして得意そうな顔で報告する。

「宇う佐さ見みさんの家を特定することに成功しました……ところで星人さん、どうされたんですか？　こんなところで眠ると風か邪ぜを引いちゃいますよ」

「かふぃんところふぁへーみんひほー」

「えっ？　カフェインとパフェ、民事法、ですか？」

　ミムラが怪け訝げんな顔になる。しかし星人のはれ上がったくちびるでは「仮眠どころか、永眠しそう」なんてきれいに発音できるわけがなかった。




　星人がアリアから一方的にやられていた頃ころ、立たち花ばな家では理り香かが二階にある自分の部屋へ戻ろうとしていた。階段を上がりながら、タオルで髪を乾かす。

　すると一階から金切り声が上がった。

「ちょっとお姉ちゃん、私のシャンプー使ったでしょ」

「え～っ、知らないよ」

　理り香かは階段の途中で立ち止まると、ふり返った。

　そこにはバスタオルを身体からだに巻いただけの女子中学生の姿があった。妹の真ま希きだ。真希は理香にシャンプーの容器をつきつけると、説明書のシールより数センチ下を指さした。

「ウソよ。だってシャンプーが減ってるもん。前に使った時は説明書のシールよりちょっと上の辺だったのに、今は説明書のシールより、思いっ切り下になってるよ、ほら」

「はい、はい、じゃあ間違えたんでしょ。弁べん償しようするわよ、一〇〇〇円でいい？」

　投げやりな理香の声に、真希の声こわ色いろが急に穏おだやかなものに変わる。

「ほんとう？」

「うん、ほんとう」

　シャンプーの価格と使用量からすると、一〇〇〇円は破格とも言えたが、万年金欠病の真希と違って理香は月々のおこづかいに余裕がある。姉に二言はないと理香は真希に背を向けて、再び階段を上りだす。すると再び階下から真希の声が上がった。

「じゃあ、今回はもういいけど、これってお姉ちゃんは使わない方がいいんだからね。髪質に合わないんだからっ！」

「はいはい」

　再び髪をタオルでバサバサと乱暴に拭ふきながら、理香は気のない返事だ。そして部屋に戻ると、大きな吐息をもらす。

「まったく、髪のことぐらいで毎回、大騒ぎしちゃって……」

　去年あたりから、どうも妹が面倒な性格になってしまった。公立の小学校に通っていた頃ころはさっぱりした性格だったのに、同じ市内にあるミッション系の女子校に通うようになってから、どうもおかしくなってしまったのだ。

　もっともおかしいと言っても、世間一般からするとごく普通なのかもしれない。妹の真希は中学生になって以来、急に外見を気にするようになったのだ。

　ただし真希の場合、多少、行きすぎた面もあるかもしれない。それは髪についてで、髪の量が多い上、毛が太いと悩んでいるのだ。おこづかいの大半をはたいて、高価なシャンプーやリンスのセットを買い、ロングにできないだとか、髪が硬いだ、はねるなどと言っては泣いてしまうこともしばしばだ。それが理香には面倒だった。

　髪をタオルでターバンみたいにくるむと、机の上を眺ながめる。

（暇ひまだし、何か読もうかな）

　国語の教科書をパラパラめくり、もう二回くらい読んでいることを思いだすと、今度は英語の教科書をパラパラめくる。

（今はちょっと辞書を引く気分にはなれないかな）

　それから理り香かは中学時代の社会の副教材に手をのばす。地図帳と歴史年表、どっちにしようかと迷っていると、ふと机の片隅に置かれた同人誌が目についた。一昨日おととい、紅茶愛好会から預かった本である。

「そう言えば一冊は目を通すって約束したんだったっけ」

　独り言をつぶやくと、同人誌の表紙を見てみる。どれも男同士のあやしい雰ふん囲い気きがただよう絵が表紙で、作者の名も摂せつの小路こうじ冥めい華かや清せい華が院いん大おお臣おみに羽う林りん寺じ範のり華かなどなど、暴走族の使う万まん葉よう仮が名なか関西の少女歌劇団みたいなネーミングセンスだ。

　暇ひまだから教科書でも読もうかと思うような真ま面じ目め少女にはついて行けそうになかったが、それでも理香は約束は約束と一冊だけ手にして、ベッドの上にうつ伏せに転がる。

　本を開くと、中は活字だらけで小説だった。中身を確かめず、適当にとった一冊だったが、理香は少しだけ後こう悔かいする。

（マンガの方が早く読めたかなぁ……）

　同人誌は小説の方が多かったが、マンガがないわけでもなかった。適当に表紙だけ見て選んだのだが、他ほかの本にチェンジするのが面倒なので、そのまま読みはじめる。

　そして一〇分後、顔を真まっ赤かにした理香は奇声を上げて、身を逆エビ形にのけぞらせた。

「フォーっ！　くうぅうぅうぅうぅううぅううう」

　それでもまだ理性が働いて、声を上げてはいけないとバスタオルを口にあてて声を押し殺す。

　それからさらに三〇分後、顔を真っ赤にした理香は肩で息をしていた。

「はあ、はあ、はあ、はあ……た、確かに露ろ骨こつな表現はなかったけど……これは、あやしい」

　ギリギリセーフといった感じではあったが、かなりきわどかったように思え、理香は机に戻ると別の本を手にとった。

「一冊だけなら、例外かもしれないから」

　そう、自分に言い聞かせ二冊目を開く。そして再びベッドでうつ伏せになって読みはじめると、今度はすぐに足をバタバタさせる。

「かーっ、ありえないでしょっ、何いきなり、これぇえぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　身をもだえながら、理香はベッドの上を二転三転する。そして終しまいには本を抱だきしめたままベッドから転げ落ちてしまう。

　理香の顔は真っ赤だった。

　そして赤面したままフクロウのような高音の息を吐く。

「フッ、フッ、フ、フォーッ」

　かくして転落の夜はふけていった。













　　　第四章　星ほし人とと秘密組織の少女







　二日後、星人は新体育館内にある放送室を掃除していた。

　掃除当番は席の位置で決められていて、窓側二列の後ろ半分が一つのグループになっている。つまり星人はアリアや竹たけ林ばやしと同じグループというわけだ。

　このグループで新体育館内を掃除することになっているのだが、床は運動部が部活が終わった後に掃除をするので、実際に掃除する範囲は新体育館の一角にある女子更衣室と、舞台の上、それから舞台横に設置された放送室だけだった。

　掃除範囲に女子更衣室が含まれていれば、そこを女子が掃除して、残りを男子が掃除するのは自然の成り行きである。

　だから星人は放送室にいるわけだが、今週はなかなか大変だった。

　星人たちのグループは女子四人そして男子三人なのだが、男子のうちの一人が病気でここしばらく休んでいる。おまけに火曜日には竹林が救急車に乗って学校を去ってしまった。

　おかげで火曜日から木曜日まで、ずっと星人は一人で掃除をしなければならなかったのだ。

　そして今日、休んでいた二人のうち一人が登校して、ようやく二人になった。もっともそれが良かったのか、悪かったのか……学校に来たのは竹林の方だったのだ。

　骨が折れたと騒いでいた竹林だが、数日で復帰しているところから、やはり星人の思った通り、折れたのは骨ではなく心だったようだが、復活しても相変わらず挙動不審だった。

（これなら一人で掃除した方がマシだった）

　放送室の中で、星人は竹林に背を向けて密ひそかにため息をつく。

　壁かべに小窓があり、少し高い位置から館内を見渡せるようになっているのだが、そのガラス面に竹林の姿が映っているのだ。竹林は腕を組んで星人をじっと見ている。

　否いな、正確には星人の手の甲に巻かれた包帯をじっと見続けていた。これでは掃除の役に立たないどころか、もの凄すごく邪じや魔まだ。しかも精神的に何かと追いつめられるものもある。

　星人は竹林がアリアを旧体育館裏へ呼びだした一件を思いだす。あの時、竹林は左手に包帯を巻いていたらしい。しかも包帯の上から左手の甲をかきむしりながら「サード・アイ」だとか「イージス・フィールドが暴走する」などとのたまっていた。

（お、俺おれのことを仲間だと思っているのか？）

　星人も今、左手に包帯を巻いているだけに、身体からだ中から嫌いやな汗が噴きでて来る。

　ただでさえ体育館の放送室はそう広くない。機材の前に三人か四人ぐらいならんで座れる程度なのだ。そんな狭い空間に竹林と二人きり。しかも変に熱意のこもった目で見られている。このシチュエーションに星ほし人とは頭がおかしくなりそうだった。

　大声を張り上げて暴れ回りたいところだが、さすがにそれは自制が利きいた。竹たけ林ばやしに対して、掃除しろよと文句を言おうかとも思ったが、何だか逆さか恨うらみされてアーミーナイフで刺されるかもしれないといった考えもよぎり自重する。

　結局、消去法で星人は手の甲に巻いた包帯をとることにした。乱暴に包帯をほどくと、ゴミ箱に白い包帯を丸めて捨てる。

　星の形をしたアザがあらわになるが、もう構わない。百ひやく眼がんのヴァシレフスだとか、サード・アイがどうのと語る竹林に対し、俺おれの手の甲には目なんかねぇよという意思表示だ。

　すると星人の手の甲を見た竹林の口から「ハアっ！」と、息だか声だかわからない音が上がった。表情も大げさで、目と口を大きく開いて驚おどろいているような仕草を見せる。

　それがどうもわざとらしくて、星人も頭に血が上って来た。

　手早くゴミをまとめると、竹林が立ちはだかるドアへ向かう。

「ここの掃除は終わったから、ちょっとそこをどいてくれ」

「あ、ああ、わかった」

　大きく目を見開いたままの竹林が深々とうなずいた。そしてドアの横に移動する。

　放送室を出るには竹林の横を通って行かなければならない。何だかそれが星人には重荷だったが、意を決して歩きだす。そしてドアを開ける。

　その先は階段だった。放送室は舞台よりも二メートルくらい高い位置にあるのだ。

　そして星人がドアを通って階段へ下りようとした時、横から竹林が耳元にささやく。

「君もスター・オブ・フェイト、運命の星を持つ者だったんだね」

　あやうく星人は二メートルの高さから、階段落ちをするところだった。足がもつれて、バランスを崩すが、何とか転ばずに舞台まで下りることができた。

「おま、おま、おま……」

　お前のアイデンティティーやテリトリーは目だろ、と言いたかった星人だが舌が上う手まく回らない。一方、竹林は両手をポケットに入れて、余裕の表情で階段を下りはじめる。

「いいだろう、シルバーブルー。僕も君に見せたい印がある……だが、しばし待って欲しい。しばしね」

　そして竹林はそのまま舞台袖そでにある階段を下りると、体育館を去ってしまった。

　一人になった星人の目にうっすらと涙がにじむ。

「もう、嫌いやだ。こんな学校生活……何で俺の周りは変な奴やつらばっかなんだ」

　宇宙人のアリアに謎なぞの組織の一員らしい美み希き、これだけでお腹なかいっぱいなのに理り香かや加か奈な子こに竹林と濃い人間ばかりだ。星人は人生にくじけそうだった。

　約一五分後、掃除を終わらせた星人が体育館を出ると、そこには星人の人生をくじこうとする一団の一人がいた。アリアだ。

「おっそ～い、いつまで掃除してんのよ。途中で帰ってやろうかと思ったわ」

「仕方ないだろ。俺おれ、一人で掃除してたんだから」

「あの気持ち悪い奴やつがいたでしょ？」

「竹たけ林ばやしなら、途中で帰ったよ。アパルトヘイトだかスター・オブ・フェイトだか妙なことを口走りながら」

　星ほし人とがありのままを語ると、アリアは嫌いやな顔をする。

「何よ、それ。あたしを怖がらせようとしてるの？」

「別にそんなつもりはないけど、俺は耳元でその話をささやかれ、あやうく階段から落ちそうになったんだぞ。怖い思いをしたのは俺の方だな」

　口を尖とがらす星人の姿に、アリアはぶるりと身体からだをふるわせた。

「もういいわ、その話は。それより、昨日の件だけど立たち花ばなさんから聞いたわ。どうやら、あのホルスタイン、新部を創設したそうよ」

「新部？」

「そう、環境問題研究会だか何だかっていうクラブ」

「なるほど、そういうわけか……」

　星人による（学生生命的な意味で）決死の作戦が功を奏して、美み希きの居場所をＵＦＯで探知できるようになったが、その結果、昨日、美希の妙な動きをキャッチしたのだ。

　放課後、数時間に亘わたって学校に残っていたのである。それが新部の活動だったと言うわけだが、これは星人たちに好都合かもしれなかった。

　実は今日、星人とアリアは美希の住む家を偵察する予定なのだ。

　郊外のマンションに住んでいるらしいことが判明したので、家族や同居者の有無を調べたり、隙すきを見て家の中に侵入することにもなっている。ちなみに侵入要員はもちろん星人だ。もしも美希が一人で暮らしているのなら、部活で家を留守にしてくれれば侵入が容た易やすくなる。

　ただ星人には気になることがあり、自然と表情が険しくなる。

「何を難しい顔をしてるのよ」

「いや、気になることがあってさ」

「気になることって？」

「うん……この学校は新部を作るには五人以上の部員が必要なんだ。しかも条件が厳しいから名義貸しの幽ゆう霊れい部員じゃなく、本気で部活に参加することになる。と言うことはだな、美希に近い生徒が最低でも四人はいるってことになる」

「ふん、それで？」

「そいつらと美希の関係が気になるんだ。記憶の改変やマインド・コントロールを受けて、すでに美希の手下になっているのか、それとも美希はそいつらを上う手まく丸めこんで手下にしようとしているのか。とにかく俺たちの敵であるか、もしくはこれから敵になる連中かもしれない」

「確かにそうね。部員たちも監視対象にする必要があるかも」

　話がきな臭くさい方向に進みだして星ほし人とはあわててしまう。また更衣室へ潜入して変なクスリを塗ってこいだ何だと言われれば大変なことになる。

「いや、まだそういう段階じゃないだろ。誰だれが参加してるのかもわからないんだし」

「そうかもね、まずは誰が部員になってるかを調べてからよね……いいわ、わかった」

　単純なアリアはパチンと指を鳴らすと、星人に提案する。

「今日は二手に分かれましょう。一方はあのホルスタインの家を調べて、もう一方は部の方を調べるってことで」

「そ、それは……」

　どうなのだろうと星人はちょっと迷った。美み希きの家を調べるとなると、時間を止めた空間の中でもそのまま動ける星人の役割となる。そうなるとアリアが学校に残って新部を見張るわけだが、恐るべきトラブル・メーカーを一人で残していいものか。

　けれど同時に星人の脳裏には一昨日おとといの女子更衣室の一件もうかぶ。アリアと組むだけで、危険な侵入作戦の難易度がアップしてしまう。

　アリアを一人で学校に残す危険性と、アリアと一緒に侵入作戦を行う危険性。どちらがマシか、星人の胸の内で天てん秤びんのようにゆれる。ちょっと迷った末、星人は決断した。

「わかった、俺おれは予定通り美希の家を調べる。時間を止めた中で動ける俺の方が適しているはずだから。そしてアリアは学校に残って美希の作った部を調べてくれ。参加人数を調べて、できれば参加者の顔もよく見といてくれ。多分、同じクラスの奴やつが多いと思うんだが」

「わかったわ」

　自信満々なアリアの姿に、内心は心配で仕方ない星人としては目め眩まいがしそうだったが、それでもなるべくアリアがトラブルを起こさないよう細かく注意を言いふくめる。

「ただし今日はあくまでも下調べだ。本格的な調査は後日するから、俺たちが美希の周辺を嗅かぎ回っていることを知られるのは拙まずい。だからあくまで向こうに気けどられないよう、距離を置いたところから監視するんだぞ。調査は何もわからなくてもいい、ただ相手にこちらの動きを気づかれないことを優先するんだ」

「そのくらいわかってるわよ」

　アリアの返事は早いが、どうも言葉が軽い。星人も不安になるが、今は何とかアリアがトラブルを起こす可能性をなるべく小さくさせるための策を講じなければならない。

「いいか、なるべく接触は避けるんだぞ。多分、一対一ならアリアは負けないと俺も思う。けれど相手は最低五人以上いることを忘れるな。男子だっているかもしれないし、何かあったら、まず逃げろ。いいな」

　とにかく星人はアリアを美希たちに近づけたくなかった。アリアを学校に残すことが不安で仕方なかったのだ。そんな妙に真剣な星人の姿に、アリアはほんのり鼻先を赤くする。

「な、何よ。そんなにあたしのことを心配してるわけ？　何なら別行動じゃなく、あたしも一緒に行ってあげようか？」

　それはそれで今度は侵入作戦がもっと不安になる。あわてて星ほし人とは乾いた笑い声を上げた。

「え、いや、そんな……一度は二手に分かれて行動するって言ったのにやっぱり一緒に行動しようって変じゃないか、あはははは」

「ま、そうよね。急に方針を変えるってのは変よね。あはははは」

　アリアも一緒に乾いた笑い声を上げる。先ほどより顔の赤くなった範囲が拡大するが、笑い終えると気をとりなおしたかのように、アリアは腰に手をあて、軽く小首を傾かしげる。

「それじゃホルスタインと、その愉快な仲間たちはあたしに任せて。ばっちり探っとくから」

　言うが早いかアリアは星人に背を向けて走りだす。

「あ、ああ……でも、絶対に無理すんなよ」

　その後ろ姿に向かって星人が叫ぶと、珍しく機嫌のいい声が上がる。

「わかってるってっ！」

「ほんとかよ」

　ため息まじりの小さなつぶやきが、星人の口からこぼれた。けれどその声は小さくて、アリアの靴くつ音おとにかき消されてしまう。




　アリアと別れてから三〇分後、星人は二駅離れた郊外に建つマンションの前に立っていた。

　周囲は農地と民家が半々といったところで、建築中の建物が何軒か見える。段々広がりつつある市街地の端っこといったところだろう。

　そんな中、美み希きの住むマンションは四階建てで、農地や二階建ての建物が多い中では目立つ存在だった。外がい壁へきは茶色のタイルで覆おおわれていて、高級そうな雰ふん囲い気きだ。星人も感心する。

（ふ～ん。美希の奴やつ、良さそうなとこに住んでるな）

　ただしベランダの仕切りが窓枠ごとに区切られているのと、横から回って見た時に建物の幅が広くなかったところからすると、ワンルーム・マンションのようだった。

　エントランスはオートロックになっているが、建物の裏に回って一階の手すりをのり越えれば、何とか侵入できそうだ。もちろん見つかれば警察に通報されかねないが、マンションの裏は畑が広がっていて、その先は山になっている。もたもたしなければ見つかる可能性は低い。

（よし……今日、思い切って侵入してみるか）

　星人は美希の部屋に侵入することを決意した。

　一応、昨日の打ち合わせでは、まずは下見ということで無理に侵入はしないでおこうと決めていたが、ワンルーム・マンションで家族や同居人がいない可能性が高い上、アリアが別行動というのは千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスかもしれない。

　星人は左右を見渡した。車はあまり通っていないが、自転車に乗った老人や、犬を散歩させている中年女性など、人通りが若じやつ干かんある。

　マンションに向かう姿を人に見られるのに抵抗があって、星ほし人とはタイミングを見計らう。けれど単に立っているだけも変なので、近くにあった自動販売機の前に陣どった。ジュースを飲みながら、休憩中を演じようというわけだ。自動販売機に硬貨を入れる。

　コーラにお茶、スポーツドリンク、そしてオレンジジュースにアップルジュース。様々なパッケージがならぶ中、ちょっと迷ってから星人はオレンジジュースのボタンを押した。

　本当はコーラが好きなのだが、炭酸系はゲップが出るかもしれないと思ったのだ。侵入作戦ともなると、ゲップの音でも命とりになる展開だってあるかもしれない。自動販売機からオレンジジュースの缶をとりだしながら、星人は自画自賛の笑みをうかべる。

（ナイスな判断力、こういう小さな判断の積み重ねが大事なんだよな）

　プルトップに指をかけて引っぱると、星人はオレンジジュースを口に含む。甘いオレンジの味が口いっぱいに広がった。




　星人が炭酸飲料を避けた程度で悦えつに入っていたのと同じ頃ころ、アリアは高等部校舎の四階にある三年の教室にいた。

　普通、一年生の多くは三年生の領域である四階に上がることすら気が引けてしまうものだが、怖いもの知らずのアリアはそんなのおかまいなしである。星人の言う通り、距離を置いたところから部室棟を監視するのに適した場所を探して、やって来たのが三年の教室だった。

　ここからだと斜め下の角度で、部室棟の様子がよく見える。もちろん部室の中が見えるはずはないが、廊下から誰だれがどの部室に出入りするかチェックすることぐらいはできる。

　アリアは部室棟の廊下を眺ながめながら、考えにふける。

（接触を避けろだとか、相手が最低五人以上はいるとか、おまけに男子もいるかもって……星人ったら随ずい分ぶんと心配しちゃって）

　クスリと忍び笑いをしながら、アリアは前に美み希きを捕らえた後にクスリで尋じん問もんした時のことを思いだす。美希の話によると、ウィルスを吞のみこんだ理由を星人は次のように語ったそうだ。

「星のお姫さまを泣かせたくなかったのさ」

　ちょっぴり意味不明なセリフだが、星のお姫さまのためと考えれば何となく意味も通じる。ではその星のお姫さまとは誰か？

　星人は宇宙人が実在することを知っていて、星人の知る宇宙人はアリアとミムラだけである。そして最近も登校途中に星人はアリアと眞ま弥やのことをプリンセスみたいだ何だと言っていた。この二つの条件に合致するのはただ一人。しかも星人はアリアに「故郷の星へ帰してやる」だとか「俺おれにできることがあれば何でもする」とも語っている。

（やっぱり、星のお姫さまって……）

　自分しかいないと考えが至ったところで、アリアの顔がどんどん赤くなっていく。腕を組んで口を真ま一いち文もん字じに結ぶが、自然と顔がにやけてしまう。

　ちょっとあやしい人になってしまったアリアだが、ふと黒板の横にある掛け時計が目に入り、軽い動揺を覚える。

（えっ、もうこんな時間？）

　星ほし人とと別れてから、三〇分以上経過している。一いつ瞬しゆん、教室の時計が狂っているのではないかとアリアも疑うが、携帯電話をとりだして確認すると時刻は正確だった。

　アリアの星の技術は優秀で、美み希きに塗ったマーカーは三次元的に位置を特定できるので、美希の作った新部の部室の場所も割り出していたが、この時間になっても誰だれ一人として部室に出入りする様子がない。

（もしかして、あたしたちが掃除している間に部室へ入っちゃったのかしら？）

　それに監視する場所を探すのにも少し時間がかかった。もちろん部室にこもっていても、いつかは出て来るはずだ。ただその「いつか」が部活が終わって、下校時間になってからだと数時間に亘わたって延々とここで見張り続けなければならない。

　それはひどく退屈なことに思えた。

（どうしようか……）

　部室棟を眺ながめながら、アリアの中に迷いが生まれた時だった。

「グレイさん、どうしたの？」

「キャッ！」

　いきなり肩を叩たたかれてアリアは飛び上がった。そしてふり返ると、そこにはアリアの驚おどろく姿に驚いた理り香かが顔を引きつらせていた。

「びっくりしたぁ……」

　アリアが平らな胸を押さえると、理香もズレたメガネを直しつつ似たようなことを言う。

「こっちだって、びっくりしたぁ……心臓が止まるかと思ったもん。ところでグレイさん、こんなとこで何してたの？」

　本当のことを言えるはずがなかった、あわててアリアは誤ご魔ま化かそうとする。

「えっ？　いや、ただ、その、景色が見たくなったって言うか……それより立たち花ばなさんこそ、こんなとこに何しに来たの？」

「あ、わたしは生徒会の先せん輩ぱいが金髪の留学生が三年の教室でぼーっと外を見てるって言うから来てみたの」

「なるほど……」

　学年が違うとは言え、部室棟を監視している姿を誰かに見られ、そのことをまた別の誰かに噂うわさとして語られるというのは監視活動上、いいことではないだろう。場所を変えた方がいいかもしれないと考えたところで、アリアは理香が風紀委員長であることを思いだした。生徒会の一員なので、部活のことに何かと詳しい。

「ねえ、ところで、ちょっと訊ききたいんだけど……転校生が作ったクラブがあるでしょ？」

「ああ、環境問題研究会ね」

「その環境問題研究会って何をするクラブなの？」

「何をするって……名前の通り、地球の環境問題にとり組むクラブらしいよ？　設立目的が素晴らしいって言うんで、即日承認されたし、顧こ問もんの教師をつけて伝統部にするかって言う話にもなったんだけど……」

　話の途中でアリアが首をひねった。

「伝統部？」

「あ、うん……うちの学校のローカル・ルールみたいなものだけど、校舎内に専用の部室と顧問の教師をつけることによって、半永久的に存続できるクラブを伝統部って呼んでるの」

「ふ～ん、よくわかんないけど依え怙こ贔ひい屓きされてるってこと？」

　もしかして美み希きが宇宙人側の技術を使って何か工作したのかとアリアは勘かんぐったのだ。

「う～ん、やっぱり設立目的が真ま面じ目めだから、依怙贔屓とまでは言わなくとも優遇はされてるかな？　でも伝統部待遇にしてやるって言われても、宇う佐さ見みさんは断ったみたいだけどね」

「どうして？」

「活動日が合わなかったみたい。化学実験室の月水金なら空あいてたらしいけど、宇佐見さんたちは火木の活動を希望してたそうだから」

　アリアは急に胸がざわめきだした。一気に体温が下がる。

「それってどういうこと？　部活って毎日するものじゃないの？」

「ううん。運動部の大半は毎日活動してるけど、文化部だと交代で部室を使ってるとこもあるし、毎日活動している部と曜日ごとで活動している部が半々って感じかな？　特に月水金だと塾や習い事とバッティングしやすいから、火木だけ活動するってとこは多いよ」

　理り香かの説明にアリアはじっとしていられなくなった。

「ちょっとあたし、急用を思いだしたから」

　言うが早いか、アリアは教室を飛びだした。星ほし人とには時間を止める機械などを持たせているが、不測の事態だってありうる。

　階段を駆け下りながら、携帯電話をポケットからとりだす。そして電話帳機能から星人の電話番号を選び、発信ボタンを押した。そして携帯電話を耳にあてる。しかし携帯電話から流れるのはリズミカルな発信音ばかりで、なかなか呼びだし音にならない。

「何やってるのよ、まったく」

　つながらない電話が、アリアの中に芽生えた胸騒ぎを段々大きなものへと変えていく。




　時を前後して数分前。星人は相変わらず自動販売機の前でジュースを飲んでいた。なかなか人の行き来が途切れないでいたのだ。オレンジジュースを飲み干してしまうと、星人は空き缶を自動販売機の横にある回収ボックスに放りこむ。

　仕方ないのでもう一本買おうかと思ったところで、ふと星ほし人とは携帯電話の電源が入りっぱなしになっているのに気づく。

（危ないところだった……）

　星人は携帯電話の電源を切った。マンションに侵入中に鳴ることを警戒したのだ。

　父の淳じゆん一いちは携帯電話を持たない主義なのだが、何かと不便なため、かつて星人はそのことで父を詰きつ問もんしたことがあった。

　その時、淳一は次のような話を語った。

　宇宙人やＵＦＯ、そして空軍に情報機関、謎なぞの最前線で戦うジャーナリストは二四時間、常に危険に晒さらされていて、携帯電話の着信音やバイブの振動音すら命とりになりかねない。それどころか携帯電話の発する電波すら居場所を特定される原因になる。だから最初から持たないことにしているということだった。

　その言い分が電波か合理的かという判断は別として、携帯電話はバイブでも意外と大きな振動音がするのは確かだ。星人は携帯電話の電源そのものを切ってしまう。設定を一いち々いち変えるのが面倒だったのと、これなら確実に携帯電話が音を立てることはないからだ。

（やっぱり俺おれって、冴さえてるな）

　再び悦えつに入った笑みをうかべながら、星人は二本目のジュースを買う。さすがに連続でオレンジジュースじゃきついので、今度はアップルジュースにする。

　ジュースをとりだし、自動販売機に背を向けたところで、人通りが途切れたのに気づく。

（おっ、チャンスだ）

　星人はマンションに向かって歩きだす。ジュースは手に持ったままだ。マンションの裏側に回った時に誰だれかいたら、景色を眺ながめながらジュースを飲むふりを演じようと思ったのだ。

　エントランスの横を素通りして、マンションの裏側に回る。廊下の手すりの高さは一メートル以上あるが、大人おとなならよじのぼれない高さではない。そして一階に住人の出入りしそうな様子もなかった。

　チャンスだと思った星人はアップルジュースをポケットの中に入れると、両手をコンクリート製の手すりの上にかけた。そして「せーのっ」と小さくつぶやいてジャンプ。その途と端たん、誰かの声が上がった。

「ドロボーっ！」

　空気と声が半々といった小さな声だったが、驚おどろいた星人は必死に息を殺す。

「うぐっ」

　そして両手で手すりを抱だきながら、不様に足を元の場所に着地させた。するとマンションの角から、ひょっこり見覚えのある顔が飛びだした。

「わあ、嬉うれしいな。星人、わたしに会いに来てくれたんだあ」

　続いて、美み希きの全身があらわれる。どうやら美希も学校から帰ってそう時間が経たってないらしい。ブラウスにスカートで、制服の上着を脱いだだけの格好だった。

　美希のわざとらしい声が星ほし人とには面白くない。

「まったくよく言うぜ」

　すると美希は後ろで手を組んで、ちょっと前まえ屈かがみになる。そしてスケートするみたいに身体からだを左右にふりながら星人に近よった。

「あ～れ～え？　わたしに会いに来てくれたんじゃないの？　だったら誰だれに会いに来て、どうやってこのマンションに入ろうとしてるのかなあ？　お巡まわりさんに相談した方がいいかな」

「あ～っ、もうくそ、わかったよ」

　こうなると星人としてもお手上げだった。ため息を一つつくと、両手をバンザイしてみせる。すると美希がニッコリ微笑ほほえんだ。

「エントランスに回って。ちゃんと正面からお招きするから」

　こうなると腹をくくるしかない。星人はマンションの正面に回った。

　マンションに入った星人は、ほぼ連行されたも同然で美希の部屋に入りこんだ。

　美希の部屋は二階で、階段から上がってすぐの角部屋だった。玄関に入ると、トイレとバスらしきドアが二つならんでいて、その反対側にキッチンがある。

　そしてその先に、乙女チックな空間が広がっていた。

　広さは星人の家の居間と同じくらい。おそらく八畳じよう間まくらいだろう。床にはピンクのカーペットが敷かれていて、家具の多くは白とピンクだった。壁かべ際ぎわに置かれたカラーボックスや本棚はピンクで、中央にあるテーブルや、横置きされたカラーボックスの上の液晶薄型テレビなどは白だった。

　そんな白とピンクの乙女チックワールドを目の前に、星人は居心地が悪くなって来た。

「やっぱり俺おれ、帰るわ」

　回れ右をしようとすると、美希が星人の腕をつかんで、魅み惑わくのアームロックで固める。

「だ～めっ。せっかく来てくれたんだから、色々お話ししようよ。この部屋だって、星人をお誘いする時のためにこういう仕様にしといたんだから」

「お、俺のため……」

　脳内に「飛んで火にいる夏の虫」というフレーズが踊る星人に、美希が微笑む。

「そう、星人のためだよ。女の子はね、恋愛に夢やロマンを求めるけど、求めるだけじゃないってこと。自分を磨みがいたり、色々と努力も怠おこたらないわけ」

　ちょっとだけ星人も感心してしまう。前に美希から合理的なのはダメだ何だと言われた時、女子は男子に一方的に無理難題をつきつける身勝手な生き物だと被害者意識みたいな感情が働いたからだ。女の子も頑張っているのだと思うと、自分が子どもだったような気もする。

　もっとも今はそんなことに感心しているような場合ではなかったが。

　連行されるような形で、白いテーブルの前に座らされると、星ほし人とは用心のためにポケットの中を確認した。指がペンライトのような金属の塊かたまりにふれる。アリアたちがよく使う時間を止める道具だ。他ほかにもポケットの中にはカギを開ける道具だとか、宇宙人の便利グッズがいくつかあった。数々の心強い道具に星人はそっと安あん堵どの息をもらす。

（使い方を教えてもらっといて良かった）

　実は一昨日おととい、このマンションの場所を特定した時点でアリアは翌日、つまり昨日の侵入を主張していた。しかし女子更衣室の一件で懲こりた星人が一日遅らせたのだ。そして時間を止めたり、カギを開けるための道具を星人自身が使えるよう、ミムラに教えてもらったのである。

　おかげで星人の緊急事態への対応力はかなり上がったはずだ。もっともアリアの言う通り、昨日の時点で侵入していればこんな事態にはならなかったとも思う。はたしてどっちが良かったのか、そんな迷いを頭の中に巡らせていると、美み希きがアイスコーヒーをテーブルの上に置き、星人の対とい面めんに座った。

「遠慮せずにどうぞ。ブラックだから、お砂糖とミルクはお好みで入れてね」

　アイスコーヒーにはガムシロップとコーヒーフレッシュのポーション（小型パック）が添えられていた。星人はちょっと迷った末、ポケットの中のアップルジュースをとりだした。

「いや、俺おれはこれがあるから結構」

　そしてプルトップを指で弾はじいて、一口飲んでみせた。すると美希が眉まゆをひそめる。

「ほ～しとぉ。それ、二本目でしょ？　缶ジュースなんて成分の大半は砂糖と水なんだよ。あんまりガブガブ飲むと身体からだに悪いんだからね。糖とう尿によう病びようになっちゃうよ？」

「ゲッ、なんで二本目だって知ってるんだ……」

　驚きよう愕がくする星人に、美希は悪戯いたずらっぽくウインクしてみせた。

「窓の外を見たらどう？　カーテン越しでも外の自動販売機が見えちゃうぞ」

（そういうわけか……）

　星人は苦虫を嚙かみつぶしたような顔になった。窓にはレースのカーテンがあり、外からは中が見えなかったが、中からは外の様子が見える。つまりこの部屋に帰っていた美希には、自動販売機の前に立つ星人の姿は丸見えだったのだ。

　やけ酒の代わりに星人が缶ジュースを口へ運ぶと、再び美希は世話女房みたいに語る。

「だから砂糖水ばっかり飲んでたら身体に悪いって言ってるのに。もっと身体を大切にしてよ、その身体には地球を救う大切な力が秘められているんだから」

（ま、やっぱりな……）

　星人の目が泳ぐ。

　記憶が戻ったにせよ、それが一部なのか全部なのか、色々考えもしたが、やはり美希は大半の記憶が戻っているようで、しかも狙ねらいは星人の体内にいるウィルスだったのだ。

　順当と言えば順当な話かもしれないが、それがはっきりすると、やはり星人も自分の身に関かかわることだ。いい気はしなかった。

「何が地球を救うだよ。人類を滅ぼすの間違いだろ」

「じゃあ逆に人類が滅びることが地球を救うことだったら？」

　謎なぞかける美み希きの瞳ひとみに星ほし人とは言葉に詰まってしまう。

　そして美希は話の流れからすれば奇妙なことを語りだす。

「ねえ、星人はガンっていう病気を知ってる？」

「そりゃあ、もちろん」

　日本の死亡原因第一位だ。星人だって、その名は小学生の頃ころから知っている。

「じゃあガンが具体的にどういった病気で、基本的なメカニズムがどうなってるかは？」

　ガンのメカニズムはもちろん、質問の意図もわからなくて星人は警戒してしまう。

「……いや、知らない」

「人間の身体からだは細胞からできているのは知っているよね？　皮ひ膚ふや筋肉に内臓も全部。こうした細胞は常に一定数を保つために、計画的に死ぬようになってるの。この計画的な細胞の死をアポトーシスって言うわけね。そしてもしこのアポトーシスによる制御を受けない細胞があらわれたらどうなると思う？」

「そりゃあ、増えるだけ増えて減らなきゃ、風船みたいにふくれ上がって行くのかな？」

　ちょっと自信がなくて首をひねりながら語る星人の言葉を、美希が肯定する。

「その通り、そうして風船みたいにふくれ上がった細胞の集団を腫しゆ瘍ようって言うんだけど、途中で成長が止まったり、転移しないものは良性。そして延々と大きくなり続けたり、転移するのが悪性。この悪性腫瘍の方を一般的にガンって呼ぶわけ」

「う～ん……勉強になったけど、それで何が言いたいわけだ？」

　質問の意図がますますわからなくなった星人に美希が悪戯いたずらっぽい笑みをうかべる。

「もうちょっと一緒に勉強してくれる？　そうしたらわたしたちの組織の目的や考えを理解しやすいと思うから」

（人類削さく減げん機構なる組織の目的や、考えか……）

　正直なところ星人としてはガンについての話にはあまり興味がなかったが、秘密組織の企たくらみだとか、目的みたいな方には興味があった。星人が黙りこむと、美希が再び語りはじめる。

「細胞の一つ一つは、皮膚や内臓の一部として人間が生きていくために何らかの役割を果たしてるわ。それがガンになると、そうした働きを放ほう棄きして、自己増ぞう殖しよくだけを目的にただ栄養を消費するの。そうなると個体からすれば栄養が足りなくなり、最終的に衰弱死してしまう……また部分的な観点からも、たとえば肝臓や肺といった臓器なんかにガンができると、肥大化したガンに臓器が押しつぶされるだとか、周辺の正常な細胞までガン細胞に置きかえられたり、異常な内ない分ぶん泌ぴによる害で、その臓器は機能しなくなっちゃう。肺や肝臓が役割を果たせなくなったら、人間はどうなっちゃうと思う？」

　肝臓がどんな働きをしているのか、星ほし人とにはよくわからないが盲腸以外の臓器はなくなると何となく生体を維持できないイメージがあるし、何より肺が機能しなくなって、酸素をとりこめなくなればどうなるかぐらいは予想がつく。

「そりゃあ、死ぬな」

「その通り。ガンができると、身体からだ全体の面からも、そして部分的な面からも、最終的に宿しゆく主しゆである人を死に至らしめてしまう。そして宿主である人間が死んでしまえば、栄養の供給が止まって、ガンも死んでしまう」

「なるほど、全体の協調性を無視して好き勝手やると、最後は共倒れか。何かのいい教訓になりそうだな」

　星人がニヒリストを気どってみると、美み希きがテーブルに片ヒジをついて謎なぞかける。

「そう、これは人類に対するいい教訓だと思わない？」

「んっ？」

「星人も食物連鎖って知ってるよね？　たとえば地上には草や木が生え、その植物を食べる虫がいて、その虫を食べる小動物がいて、今度はその小動物を食べる肉にく食しよく獣じゆうがいるけど、最後は肉食獣も死んで草や植物の栄養となって、世界は循じゆん環かんしていく。それは海も一緒」

　理科の教科書などで、よく目にする図を思いうかべながら星人がうなずいた。

「ああ、よく教科書なんかでピラミッド型の絵に描かかれて説明されてるな」

「そう、人間もそんな食物連鎖の中に生きていた動植物の中の一生物に過ぎなかったはずなのに、大地を自分たちだけが暮らすのに適した街へと変えてしまい、そこに存在していた食物連鎖を機能不全にさせてしまう。その一方で農地を広げて他ほかの動植物を追い払い、海から魚を略取する。そうして地球全体から栄養を奪うばうだけ奪っておきながら、他の生物たちのために何も還元しない……しかも排気ガスや重金属などで地球を汚染までしているしね」

　ようやく星人も美希の意図が理解できて来た。

　内ない分ぶん泌ぴなんてよくわからないが、何となく変な液が出て身体に悪いといったところだろうし、それは排気ガスや生活排水で地球環境を汚染していることに相当するのだろう。そしてガンが栄養を奪い身体全体を消しよう耗もうさせるように、人も地球全体を消耗させつつ、大地を街や農地に変えたり環境汚染や砂漠化によって、食物連鎖的な見地からすれば大地を壊え死しさせている。

「なるほど、つまり地球にとって、人間はガンのようなものだと言いたいわけか」

「その通り。でも厳密に言えば、現代の科学文明と人類のとり合わせが悪性腫しゆ瘍よう、つまりガンって言いたいの」

「つまり現代の科学文明抜きの人類なら、悪性腫瘍じゃないと」

「そうね、科学文明抜きなら人間のコロニーも地球にとっては良性の腫瘍程度で、地球全体と共存できるし、できて来たって言うのが、わたしたちの組織の考え」

「う～ん……」

　頭の中を整理することも兼ねて、星ほし人とはちょっと考えこむ。

　人とガンは、全体と個という関係において、多くの点で似ている。もちろん美み希きが星人に対して、都合のいい情報だけを提示している可能性もあったが、おそらく両者が本質的に近いからこその相似なのだろうと、星人なりに納なつ得とくできるものがあった。

　現に人類は環境問題という形で、地球全体の衰弱をつきつけられている。

　けれど星人も人類の一員で、現代の科学文明の恩恵を享きよう受じゆしていた。理屈としては理解できても、感情としては共感しにくい。それに極論すぎるのではないかという思いもあった。

「確かに人間や現代文明は地球全体からすればガンみたいなもんで、このままの調子で人間が増えたら地球の生物はみんな死んじゃうのかもな。でも人間だってまるっきりバカじゃないだろ。あっちこっちで地球環境を守ろうとか、エコ活動を頑張ろうってやってるよ。それに人口だって先進国は減少傾向にあるだろ？　日本なんか少子高齢化だぜ」

「それは日本にいるから、ピンと来ないんじゃないかな？　地球がどんどん生き物の住めなくなっている星に変わっていることに、そして世界の人口は増え続ける一方なことに。今、世界の人口がどんなペースで増えてるか、星人は知ってる？」

　知らないので星人が首を横にふると、美希は具体的な数字を挙げながら説明する。

「二〇世紀の間に人口は一五億から六〇億に増えたわ。そして二一世紀の今はもう七〇億近く、しかも今世紀半ばには一〇〇億人を突破すると言われてるの……しかも先進国、言い換えれば二〇世紀中に発展した国々って今の地球の中でどのくらいの人口を占めると思う？」

　知らないので再び首を横にふる星人だが、美希は各国の人口を大まかに把は握あくしていた。

「アメリカの人口が約三億でＥＵは約五億、そして日本が約一億として、カナダやオーストラリアなんかの数ヶ国を含めても一〇億いくかいかないか……それに比べて経済発展が著いちじるしいと言われる中国やインドは単独で一〇億人を超えて、先進国の総人口よりも多いのよ。それを人は巨大市場だとか、大きなビジネス・チャンスと考えている。けれど今貧しい暮らしをしている人々が先進国と同じレベルの豊かな生活をするには、どれだけ農地を広げ、どれだけ魚をとって、そしてどれだけ多くの資源や工場が必要だと思う？　今でさえ南極や北極の氷が解け、砂漠が猛もう烈れつな勢いで広がっているのに。先進国が二〇世紀に行った環境破壊を、この二一世紀で数倍、もしかしたら一〇倍を超える規模で行えば、地球はどうなってしまうと思う？」

　最後に情報過多な話を一気に叩たたきこまれ、星人は善悪の価値観がゆらぎはじめた。

　豊かで便利な先進国のような生活を、発展途上国の人々も求めるのは当然だ。それを先進国に住んでいながら地球環境のために止やめろと言うのはエゴだろう。

　けれど人が街を大きくし農地を広げれば、そこに住んでいた多くの動植物たちを追い払うことになる。しかも温暖化や砂漠化は進み、生物の住めない地域はどんどん広がっていく。

　今まで星人は環境問題だとかエコという言葉を耳にする度たびに、科学者や大企業といった他ほかの誰だれかが環境に優やさしい技術を開発して、克こく服ふくしてくれるみたいなことを漠ばく然ぜんと期待していた。

　しかし人口増加と経済発展のスピード、言い換えれば環境破壊のスピードに、そうした科学技術の開発スピードが勝まさっているとは感じられない。それに画期的な技術が開発されたとして、それが普及するのにどれだけ時間がかかるのか。

　ちょっとだけ星ほし人とは気が遠くなるような感覚に襲おそわれる。

「ねえ、星人。最初の話に戻るよ。人は自分の身体からだの中にガンができたら何を考えるかな？」

　話がきな臭くさい方向へ進む気がして星人が答えられないでいると、美み希きはハッキリ言った。

「ガンを治療して長生きしたいと考えるよね？　手術でガンを切除するとか、抗ガン剤でガン細胞を殺すだとか……地球にとって、今や人間という存在はガンも同然なんだよ？　でもね、遠い宇宙の果てから来た宇宙人たちは、そのガンを治療するワクチンみたいな物を与えてくれた。そして、それは星人の身体の中にある。ならさ、それを使って世界を救わない？」

　星人も解決策の一つだとは思う。けれど実行しようというレベルまで同意できるわけではなかったし、かと言って別の解決策を提示できるわけでもなかった。

　結論を先延ばしするかのように、星人はテーブルの上にあるアップルジュースを手にすると、ぐいっと口の中に流しこむ。すると美希はため息を一つついた。

「ねえ、星人。一生、そうやって砂糖水をなめてるつもり？　それよりわたしたちと一緒に世界を変えようと思わない？」

　星人のノドがジュースを流しこみ、ゴクリと動く。その動きに合わせるかのように、美希はテーブルの上に両手をついて、身をのりだす。推定Ｆカップのたわわな果実が強調された。

「それは凄すごく簡単なこと。星人とわたしが愛し合えばいいの。人類の始まりがアダムとイブなら、人類の終わりはホシトとミキ。素敵だと思わない？」

（さ、誘っているのか……）

　頭に血が上って、耳まで熱い。自分の顔が真まっ赤かなのは星人にもわかった。

　そして美希がブラウスの一番上のボタンを外す。それから、二番目のボタンも。

　不覚にも星人の目は美希の胸元に釘くぎづけになってしまった。

　こんな時、男としてどうすればいいのか？　頭の中に「据すえ膳ぜん食わぬは男の恥」だとか「毒を食らわば皿まで」といった先人たちの教えが踊る。一いつ瞬しゆん、雰ふん囲い気きに流されそうになるが、別の感情が星人をギリギリのところで踏みとどまらせた。

　夜空を見上げ、涙をこぼしていたアリアの姿を思いだしたのだ。

　自分の失敗が発端だったにせよ、アリアは人類のために一人ぼっちになってでも地球に残った。そんなアリアの決心や頑張りを、雰囲気に流される形で壊すことはできない。

　美希が三つ目のボタンを外そうとするところで、星人は首を横にふった。

「いや、ダメだ」

「どうして、星人」

　美希が顔を紅潮させる。そこには女としてのプライドを傷つけられた怒りの目があったが、星ほし人とは臆おくさず真っ直すぐに美み希きの目を見返した。
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「正直なとこ、最初は俺おれも人類削さく減げん機構だとか、人類の大半を滅ぼそうだとかなんて、どうしてこんな奇き矯きような考え方をするようになったのか不思議なくらいだった。でも美希の話を聞いてみたら、全面的に賛成はできなくても、そういう考え方もありなのかもしれないくらいのレベルで同意もできるようになった。でも、ごめん。俺にはウィルスを広めることはできない」

「どうして？」

　理由についてはアリアの件もそうだが、他ほかにも色々あった。

「ウィルスを使うのは解決策としては後戻りできない方法だし、俺にはそこまでの覚悟ができてない。それに美希にだって悪いだろ」

「わたしに？」

　意外といった風に目を大きくする美希に対して、星人は気まずい顔をしながらうなずいた。

「そう、だってウィルスを染うつすってことは、つまりエッチなことをするわけだよな？　俺から美希に感染させて、美希もまた誰だれかに感染させる。美希はウィルスを拡散させるためなら誰とでもエッチなことをしてもいいと思っているのかもしれないけど、俺は間違ってると思うし、美希は自分自身をもっと大切にするべきだとも思う……余計なお世話かもしれないけど」

　ちょっと間を置いてから、美希が笑った。

「星人っていい人だね」

「俺おれが？」

「そう」

　迷うことなく美み希きはうなずくが、星ほし人とは自分が聖人君子などではなく、リビドーに流されやすい凡人なことはよく理解していた。ただちょっとだけ諸事情で理性が勝っただけなのだ。

「そうでもないな」

「そうかな？　でも本当は星人って、わたしを敵だと見なしてここへ来たわけでしょ？」

　ズバリ切りこまれた星人が返答に窮きゆうすると、美希は笑いながら続ける。

「それなのにわたしの言い分をちゃんと聞いてくれて、わたしの心配までしてくれる。それってなかなかできないよ……やっぱり第一印象って当たるんだなぁ」

「どういう意味だ？」

　怪け訝げんな顔の星人に、美希がニッコリ笑う。

「わたしね、星人を初めて見た時、何か感じるものがあったんだ。波長が合うと言うか、この人となら合うんじゃないかなって思った」

「俺みたいな国営放送大好き人間なジジくさい男をか？」

　星人自身、ちょっと面白味の足りない人間だという自覚があるだけに不信感ありありといった目で見ると、美希が手を叩たたいて笑った。

「あっははははっ、星人って国営放送が好きなんだ。何かわかる気がする」

「ほっとけ」

　星人がふて腐くされると、美希は笑いすぎたのか目にうっすらとうかんだ涙をぬぐう。

「でもね、わたしもこう見えて環境問題に本気でとり組む真ま面じ目めっ子なんだよ？　似てないかな、わたしたち」

「う～ん……」

　確かにその方法論に賛同できるかは別として、環境問題について真剣に考えてることは事実だろう。意外と美希は真面目なのかもしれない。

「それにね、星人は自分を犠ぎ牲せいにしてでも人類を救おうとして、ウィルスを吞のみこんじゃったわけでしょ？　でもね、わたしたちも地球、そして人類をも救いたいんだよ？　そういうとこも似てないかな？　わたしたち」

「どうだろうな」

　正直なところ、あの時の星人の心情としては全人類を救うためみたいな壮そう大だいな使命感より、モテない男の意地だとか、無力な自分への反発心といった理由が大きかった。

　それで難しい顔をする星人に、美希は力なく微笑ほほえんだ。

「やっぱりみんな自分が人間だから、人に被害が出るって言うだけで、そこで思考停止をしたり、わたしたちの考えに拒絶反応を起こしたりもするけど……でもね、わたしたちは本気で地球を救いたいと思ってる。自分たち人間が犠牲になってもね。そこのとこだけ、今日は理解してくれればいいです」

「まあ、そこのところは理解できたよ。だからウィルスを広めよう、人類や現代文明はこの世から消えてなくなれ、とまでは無理だけどな」

　星ほし人とが同意すると、美み希きがパンと手を叩たたいた。

「よし、じゃあ、今日はこの辺で許してあげるとしますか。本当はこの家からどうやって逃げだそうかとか、警察を呼ばれたくないとかばっかり考えてたでしょ？」

「まあな」

　内心その通りだったので、星人も苦笑いだ。すると美希がスカートのポケットから何やらとりだしてテーブルの上に置いた。銀色の円筒形で、見覚えのある物だった。ミムラが注射器として使ったのを二回くらい見たことがある。

「実はね、さっき星人を誘った時、これを使おうと思ったの。宇宙人の作ったクスリで、関節が動かなくなる効果があるんだって」

「油断も隙すきもあったもんじゃないな」

　さっき美希が誘っていたのは早い話、美人局つつもたせだとかハニートラップだったわけだ。星人が眉まゆをしかめると、美希はそう悪びれもせず小さく舌を出した。

「ごめんね。星人の体内にあるウィルスの性質みたいなのがよくわかんなかったんだけど、精子を採取すれば調べられるだろうって話だったんだけどね」

　それから美希はテーブルの上にコンドームと手袋を加えた。

　自分が子どもだったような気がして星人も目が泳ぐ。性交しなくても性病を感染させる方法もあったのだ。美希が「いい人」と星人を評したのは純情な子どもと思ってのことかもしれない。ちょっと悔くやしいものがある。

　さらに美希は星人の目の前にあるアイスコーヒーの入ったグラスを引きよせた。

「それとこのアイスコーヒーの中にもクスリが入ってたんだ、ごめんね」

「本当に油断も隙もあったもんじゃないな」

　星人があきれると、美希は自分用のアイスコーヒーを掲げてみせた。

「で、これはわたしのだから、クスリは当然のように入ってないんだけどね」

　それから一口飲んで、小さく息を吐く。

「ふ～っ、美お味いしい。せっかくだから、アイスコーヒーだけでも飲んで帰ったら？　はい」

　美希は一口飲んだアイスコーヒーを星人の前に置いた。グラスにはうっすらとくちびるの跡がついている。星人としては間接キッスを意識せざるをえない。そんな星人の下心を知ってか知らずか、美希はニッコリ微笑ほほえむ。

「わたしね、星人とならいつかわかり合えるような気がするの。そしてわかり合いたいと心から思う。だから早まったことをしないで良かったと心から思えるよ」

　早まった云うん々ぬんと言うなら、星人だってそうだ。あっさり美希の誘惑にのっていたら、痛い目に遭あっていたことだろう。

　星ほし人とはアイスコーヒーの入ったグラスを手にとった。甘いジュースばかり飲んでいたのと、誘惑された時にドキドキして口の中がカラカラだったのだ。同時にアイスコーヒーを飲むというのは、美み希きへの歩みよりを示す証あかしのつもりでもあった。

　そして星人がグラスに口をつけようとすると、美希が世話女房みたいなことを語りだす。

「ブラックで飲むと胃に悪いよ、ミルクでも入れたらどう？」

「……そうだな」

　ノドが渇かわいていたこともあって、ガムシロップを入れる気分ではなかったが、コーヒーフレッシュはいいかもしれないと星人はポーションを開け、白い液体をアイスコーヒーに入れる。それをマドラーでかき回すと、白と黒の液体は混ざり合って、褐かつ色しよくへと変わった。

　星人はアイスコーヒーを一気に飲み干す。

「ふーっ」

　空からになったグラスをテーブルの上に置いて三秒くらい経たったあたりで、星人はぶっ倒れた。

「なああやあや？」

　何だこりゃ、星人はそう言おうとしたのに舌は回るがアゴが動かない。いや、動かないのはアゴだけではない。身体からだ中の関節が動かないのだ。否いな、もっと正確に表現するなら、関節に力が入らないといった感じだった。

　ひっくり返って天井しか見えない星人の視界に美希の姿が映る。

「ごめんね、星人。実はあのミルクのポーションの中にもクスリが入ってたんだよ。てへっ」

「へへひゃはひひゃろ」

　てへっじゃないだろ、と憤いきどおる星人だが、まともに発音できない以上、会話をまともに交わせるわけがなかった。美希は勝手なことを語りだす。

「でも宇宙人って賢かしこいよね。同じ相手の動きを止めるにしても、人間の作る筋肉弛し緩かん剤だと、使いすぎると心臓の筋肉まで動かなくなって死んじゃうかもしれないけど、関節が動かなくなるくらいならいくら使っても大だい丈じよう夫ぶだしね」

「たいひょうふひゃへー」

　大丈夫じゃねーという叫びも、もちろん美希には通じない。

「本当はね、わたしも星人とは時間をかけて話し合って一緒の結論を見つけだしたかったんだけど、あの金髪の子がいるでしょ？　メイド・イン・ブラックだか何だかっていう宇宙人の手先が。どうもあの子の方がこっちよりも上のレベルの道具や装備を持ってるみたいだから」

　ちょっとだけ美希は悲しそうな表情をするが、すぐに楽しそうな顔に変わる。

「でもね、今、星人はわたしのことを信じられなくなってるかもしれないけど、ちゃんと本当のこともあるよ。この地球が今、危機に瀕ひんしていることもそうだし、最初に見た時から、星人とは合うんじゃないかって思ったことも」

「ひんひらへるは（信じられるか）」

　星ほし人ととしては一つ目はともかく二つ目なんて信じられるわけがない。そんな星人の気持ちを察してか、美み希きは照れ笑いをうかべながら語る。

「その証あかしというか、わたしの本気度みたいなのを、星人に理解してもらおうと思うの」

　意味がわからず星人が目を白黒させていると、美希は顔を紅潮させた。

「つまり、星人にわたしのバージン、あ・げ・ちゃ・う♪」

「カハッ、カハッ」

　吹きだしそうになった星人だが、アゴが動かずに気管にツバが入ってむせてしまう。

　それから美希は真まっ赤かな顔をして、星人の顔をのぞきこむ。

「ちょっとはわたしの本気を信じてくれるかな？」

　星人に言わせれば明らかに本気の出し方を間違えている。けれど残念ながらアゴが動かず、口から出るのは「あふぁあふぁ」みたいな声だけだ。

　一方、美希は「本気」と言ったセリフに二言はないとばかりにブラウスのボタンを外しはじめた。けれど三つ目のボタンを外したところで、ふとその手が止まる。

「何かわたしばっかり先に脱ぐの、恥ずかしいな」

（なら止やめろっ！）

　しゃべることをあきらめた星人の心からの叫びだ。けれど心の叫びが美希に聞こえるはずないし、仮に聞こえたとしても止めるわけがなかった。美希は星人の上着に手をかける。

「代わり番こで脱ぎっこしようか？　わたしは上着をもう脱いでるから、次は星人のば～ん」

　動けない星人はなされるがままだ。上着を半分脱がされて最後に袖そでから左腕を抜くところで、ふと美希が星人の手の甲についた星形のアザに気づく。

「あれ？　星人って手に星形のアザがあるんだ。へーっ、もしかして星人ってこのアザから名づけられたとか？」

　形どころか色まで不自然なのに、そんなわけがない。けれど星人が何も言えないでいると、あまり気にする様子もなく美希は自分のブラウスのボタンを外しはじめた。今度は躊ちゆう躇ちよなく一番下までボタンを外し、ブラウスを脱ぎ捨てると、両腕を広げてみせた。

「じゃ～ん♪」

　その効果音に相応ふさわしく、床から見上げれば純白の立派な双そう丘きゆうがあった。ブラウスを脱いだ美希は今度は星人のカッターシャツを脱がしにかかる。さすがに美希も気恥ずかしいらしく、顔は赤いし、いささか饒じよう舌ぜつになっていた。

「こ、こういうのって何て言うんだっけ？　瓢ひよう簞たんから恋だったっけ？　地球を救うための活動をしてたら、こんな展開になるなんて、ちょっと驚おどろきだなあ。あっ、そっか。愛は地球を救うって、こういうことを言うのかもね」

　瓢簞から出て来るのは恋じゃなくて駒こまだし、愛と言えば聞こえはいいが実際は性病だ。

　クスリで身動きできない星ほし人ととしては、せめてつっこみたいところだが口すら動かない。

（くそっ、無念……）

　星人が観念しかけたその時だった。ガチャっとドアを開ける音がしたかと思うと、聞き慣れた叫び声が響ひびき渡る。

「そこっ！　何やってんのよっ！」

（アリアだっ！）

　目を動かして星人が入り口を見ると、すでにアリアは猛もう然ぜんと走っていた。そしてジャンプ、足の裏が見える。跳とび蹴げりで、美み希きを蹴散らしてくれるのだと思った星人だが、次の瞬しゆん間かん、壁かべに叩たたきつけられていた。

「あうええっ！」

　まともにしゃべれない星人の口から悲鳴が上がる。アリアは美希に跳び蹴りしたのではなく、星人にスライディングタックルをぶちかましたのだ。

　お前はどっちの味方だ、と星人は叫ぼうとするが相変わらず「あふぁあふぁ」しか言えない。するとアリアは星人の上に馬乗りになって暴れだす。

「前々からあやしいと思ってたのよっ！　あたしにブラなんかいらないだろって言ったり、このホルスタインに対する態度がおかしかったりっ！　どうして、あんたっていう男はそんなにおっぱいに弱いのよっ！　もう、何よ、何なのよっ！　星人があたしに嫉しつ妬としなきゃいけない立場のはずなのに、なんであたしがこんな思いをしなきゃいけないのよ……くうぅぅう……」

　どうやらアリアは自分で勝手なことを語るうちに、怒りのボルテージがどんどん上がってしまったようだった。終しまいにはうっすらと目に悔くやし涙をためて、猿さるのような奇声を上げる。

「ムッキャーッ！」

　そしてアリアは星人の顔をタコ殴なぐりする。

「あふぇふぇふれ、あふぇふぇふれ」

　星人が「止やめてくれ、止めてくれ」と叫んでも変な声になるだけだ。やがて完全に星人が沈黙すると、アリアはキッと美希を睨にらんだ。

　その剣幕に気け圧おされてか、美希が両手を上げてみせた。

「わ、わかった。降参、降参。どうせ宇宙人からもらった道具だって、そっちの方がレベルが上なんでしょ……あっ、そうだ。不法侵入をチャラにしてあげるから、今日のところはそれで引き分けってことにしようよ？　星人に使ったのは関節が動かなくなるクスリ。どうせそっちも持ってるんでしょ？　中和剤も一緒に」

「えっ、星人ってクスリのせいでひっくり返ってたの？」

　あわててアリアが星人の身体からだから足を上げる。口がまともに動かない星人だが、このセリフだけはほぼ言いたい通りに言うことができた。

「あふぉかっ！」
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「あーっ、ようやく一週間も終わりね」

　学校の正門を通った途と端たん、アリアの開口一番がこれだった。隣の星ほし人とはあきれ顔だ。

「そりゃ朝っぱらに言うセリフじゃないな。せめて学校が終わってから言えよ」

　美み希きの家へ侵入し損ねてから、ちょうど一週間が経たっていた。今日は金曜日、朝とは言え一週間で一番気のゆるみやすい日でもある。

「今日一日なんて、どうせすぐ過ぎちゃうわよ……でも意外ね。あのホルスタイン、あれからちょっかい出して来ないし」

「ふむ、そうだな」

　先月の争いの時に美希の目の前で、リトル・グレイの頭をぶっ飛ばしたのが効いているのか、それとも所有するクスリや道具のグレードの差を痛感してか、アリアの言う通り今週、美希の側に目立った動きはなかった。

　もっとも他ほかにも理由があるのかもしれない。

　星人たちの通う星せい之し館かん学園高等部は試験週間に入っていたのだ。

　部活は基本的に休みなので、美希の作った新部もお休みである。つまり美希と愉快な仲間たちも活動は一時中断というわけだ。

　それに美希は自称、環境問題に本気でとり組む真ま面じ目めっ子ということなので、試験勉強を頑張ってるのかもしれない。ただしそうなら、来週の月曜から木曜までが試験日で、金曜日から普通授業になるので、ちょうど一週間後から再び動きだすことになるだろう。

　それが何だか可お笑かしくて、星人は自然と顔がにやけてしまう。

（試験週間で休戦って、何か変な感じだな）

　さしずめ試験休戦といったところだろうか、ちょっとクリスマス休戦に似ている。

　きっと最前線で戦う兵士たちもクリスマスを祝うことで、自分がクリスチャンであったり、人間であることを実感できるのだろう。

　それは星人も一緒だった。普段は宇宙人やらウィルスやら妙なことに巻きこまれていても、こうして試験週間を迎えると自分が一高校生であることをあらためて実感できるのだ。

　もっとも星人の場合、試験勉強はいつも一夜漬づけなので、試験週間で高校生らしさを実感できると主張するのは厚かましい話かもしれない。

　ちょっとうつむき加減で、そんなことをニヤニヤと考えながら星人が歩いていると、突然、隣にいたアリアが変な声を発して止まってしまう。

「ゲッ！」

　その声に誘われるように星ほし人とも顔を上げる。するとアリアと同じく変な声が出てしまう。

「ゲッ！」

　下げ駄た箱ばこのところに竹たけ林ばやしが立っていたのだ。星人とアリアに気づいた竹林は星人の方を見ながら、白い包帯を巻いた左手を上げた。

「やあ、久しぶりだね」

「ああ、一週間ぶりだな」

　星人は全身から冷や汗が噴きだすような感覚に見舞われる。先週の金曜日、掃除の時間に妙なことを口走りながら体育館を出て行って以来、竹林は再び学校を休んでいたのだ。一週間ぶりに見ると、やはり心理的な負担は大きい。

　そんな星人の胸の内を知ってか知らずか、竹林は相変わらず奇妙なことを口走る。

「シルバーブルー、僕の準備は整った。けれど今はダメだ、今はね。他ほかの奴やつに見せるわけにはいかないから」

　そして竹林はアリアを見つめる。その視線の先で、アリアは涙ぐんでしまう。

「な、何なのよ、こいつ……」

　そんなアリアの怯おびえる姿に、自分の存在感の大きさをひしひしと感じているらしく、竹林は不気味な悦えつに入った笑い声を立てながら、ゆっくりと背を向ける。

「くっくっくっ……スター・オブ・フェイト、運命の星を持つ者は君一人だけじゃない。今、僕に言えるのはそれだけさ」

　それから竹林は星人たちに背を向けたまま、包帯を巻いた左手で「グッバイ」のジェスチャーをしながら去っていった。

　やがて竹林が見えなくなると、アリアは星人の弁べん慶けいの泣き所を蹴けり上げた。

「何で、あんな気持ち悪い奴と電波交信してんのよっ！」

「違うわっ！　あれは向こうが勝手に俺おれのことを同類と思いこんでるんだよ」

「どうかしら？　何か引き合うものがあるんじゃないの」

　信じられないといったオーラを全開にしてアリアは下駄箱へ向かう。それから自分の下駄箱に手をかけるが、その動きが急に止まってしまう。

「あいつ、また変な物を入れてないでしょうね」

　先月、アリアは竹林に下駄箱へラブレターだか脅きよう迫はく状だか判別の難しい手紙を入れられ、旧体育館裏に呼びだされている。あの時のトラウマから、アリアは恐る恐る下駄箱を開けた。

　そこにはアリアの上うわ履ばき以外、何もない。

「ふ～っ。良かったぁ、何もない」

　安あん堵どの息をつくアリアの隣で、星人も自分の下駄箱を開ける。するとハガキサイズの紙片が一枚ひらりと宙に舞って、星人の靴くつの上に落ちた。

「んっ？」

　星ほし人ととアリアの視線が紙片に集中する。よく見ればそれは封筒だった。

「こ、これはもしかして……」

　アリアより一足先に手紙だと気づいた星人が身み震ぶるいする。薄いピンク色をした封筒にはハートマークのシールが貼はってあった。誰だれがどう見ても正しよう真しん正しよう銘めいのラブレターだ。

　この人々の心が病み荒すさんでしまった二一世紀という時代にあって、今どきラブレターを書いて下げ駄た箱ばこに入れるという古風な感覚が心こころ憎にくい。まるで毒の沼地に咲いた一輪の可か憐れんなタンポポの花。星人の心はときめいた。

　そして星人よりワンテンポ遅れてアリアも手紙であることに気づく。

「何よ、それっ！」

「い、いや、何でもない」

　ほとんど条件反射的に星人はラブレターを後ろに回して隠そうとした。しかし手紙に勘かんづいたアリアは眉まゆを上げて、星人の腕をとり押さえてしまう。

「何でもないわけないでしょっ！　ちょっと、あたしに見せてみなさい」

　星人としては生まれて初めてもらったラブレターだ。そう易やす々やすと渡せるわけがない。だが生あい憎にくとアリアはバカ力だった。腕力に任せて星人の腕を変な方向に曲げる。

「いててて、離せ、止やめろっ！　つうか、俺おれのヒジはそっちの方には曲がらないっ！」

　骨だか筋がミシっと変な音を立て、星人も観念してラブレターから手を離す。

　ラブレターの強ごう奪だつに成功したアリアは荒々しく鼻を鳴らした。

「フンっ、何よ。下駄箱にラブレターだなんて、竹たけ林ばやしみたいなセンスね。許せない」

「すっごく嫌いやなことを言うなあ」

　せっかくもらったラブレターの価値を大いに傷つけられて星人は嘆なげくが、アリアは無視。そして荒々しくハートマークのシールを剝はがすと、手紙を抜きとり、中身を読みはじめる。

「ちょっと待て。勝手に人の手紙を読むんじゃない。つうか、せめて先に読ませろよ」

　あわてて星人がアリアの後ろに回りこもうとする一方で、手紙を持つアリアの手はワナワナとふるえだす。そして手紙を読み終えたアリアはラブレターを手の中で握りつぶした。

「な、何よ、この破は廉れん恥ちな内容の手紙はっ！」

　アリアの顔は真まっ赤かだった。

「えっ？　ちょっと何が書いてあったんだよ」

　ちょっと星人はドキドキしていた。後ろからのぞきこもうとしたところでクシャクシャに丸められてしまったが、手紙の一番下に、一いつ瞬しゆんだけだが名前が見えたのだ。六文字の名前はそうないので、おそらく間違いはない。国くに木き田だ未み央お子こ、隣のクラスの女子だ。中等部から一緒の子なので、星人も顔と名前はよく知っていた。やや派手なタイプで星人とはちょっと相性も良くなさそうだし、下駄箱にラブレターというのも似合わない気もしないでもないが、ルックスは校内でも上の方なのは確かだ。

　けれどアリアは嚙かみつかんばかりの勢いで、勝手に返事を決めてしまう。

「こんな色ぼけした奇々怪々な内容なんて星ほし人とは知らなくていいのっ！　こいつ、Ｊ組って書いてあったから、あたしが断りに行って来る」

　一人の人間として、ここはガツンと言ってやらないといけない場面だ。背を向けて今にも走りだしそうなアリアに向かって、星人は言ってやる。

「おいっ！　ちょっと待て。さすがにそれは酷ひどいだろ。断るにしても、だな……」

　するとアリアが、ゆっくりとふり返った。目は血走り、表情は死んでいた。おでこには縦ジワが何本も入って、ホラー映画に出て来る悪あく霊りようのようだ。

「星人、あんたは今、自分が地球人類に対してどういうポジションだかわかってるわよね？」

　人をも殺せそうな迫力の前に星人は屈してしまった。

「は、はい。わかってます」

「わかってるなら、結構。行って来るから」

　言うが早いか走りだすアリアの姿に、星人はガックリと手とヒザを床について挫ざ折せつする。

「ああ、俺おれのバカ……俺には心のタンポポを守る力さえないのか」

　そんな星人の視界に二本の生なま足あしが映った。

「あのう、その手……もしかして天あま川かわくん？」

「へっ？　そうだけど」

　見上げればそこにセミロングの髪にヘアバンドをつけた可愛かわいい子がいた。同学年らしく廊下で何度か見た覚えもあるが、高校からの外部受験組の子で星人は名前を知らなかった。それでちょっと戸惑っていると、ヘアバンドの少女の方から自己紹介をはじめてくれた。

「えっと、わたしね、Ａ組の南みなみ戸と由ゆ梨り亜あって言います」

「あ、俺はＫ組の天川星人」

　あわてて星人は立ち上がる。すると由梨亜がクスクス笑いだす。

「知ってるよ。だって最初にわたしは天川くんって呼びかけたでしょ？」

「あ、う、うん。そうだね」

　星人が困って頭をかくと、由梨亜はちょっと悪戯いたずらっぽい目で星人を睨にらむ。

「でも天川くんはわたしの名前、知らなかったよね？」

　くりっとした瞳ひとみに見つめられ、星人は夢心地で舞い上がる。何だかわけもわからず、手を合わせて謝っていた。

「ご、ごめん。ま、前々から可愛い子がいるなとかって思ってたけど……クラスは違うし」

　しどろもどろになった星人の姿を、由梨亜はアゴを引き、ちょっと上目づかいで見つめる。

「え～っ、そうなんだ。天川くん、わたしみたいな子がいるってこと、ちょっとは気づいてくれてたんだ」

「そ、そりゃあ、もう。入学式の時点で、すぐ」

　即答する星ほし人とに、由ゆ梨り亜あは胸元でパチンと手を合わせた。

「わあ、嬉うれしいかも。だってＡ組とＫ組って教室が離れてるから、廊下を歩いててもすれ違うことすらあんまりないのに、それなのに顔を覚えてくれてるって嬉しいなあ……」

　それはこっちのセリフだと星人が思っていると、由梨亜は妙なことを切りだした。

「ところで天あま川かわくんってさぁ、アリアさんとお、どんな関係なのかな？」

「えっ……」

　咄とつ嗟さのことで星人が言葉を詰まらせると、由梨亜は急に物わかりのいい顔になった。

「うん、答えたくないとか、はっきりさせたくないなら、それでいいんだけどさ……あのね、ちょーっとだけでもわたしにチャンスをくれないかな？」

　由梨亜は人さし指と親指でＣの字を作ると、指の隙すき間まから星人をのぞきこんだ。

「ちゃ、チャンスって言うと？」

「ほら、アリアさんってわたしより断然可愛かわいいし、わたしより断然スタイルもいいけど、でも人って外見だけじゃないと思うの」

「そりゃあ、もちろん」

　アリアの性格破は綻たんぶりは星人が一番よく知っている。ヘビメタのギタリストみたいに激しく首をふって同意すると、由梨亜は両手を合わせ恥ずかしそうに切りだした。

「だったらあ、もし良かったら明日、わたしと一緒にどこか遊びに行かない？　お試しデートみたいな感じで」

　女の子からデートに誘われるなんて、生まれて初めてだ。星人は天にも昇る気持ちだった。正直なところ、星人としてはＪ組の未み央お子こより、由梨亜の方がタイプ的には好みでもある。まさに捨てる神あれば拾う神あり。

　星人が全力でＹＥＳと首を縦にふろうとしたところで、背中に衝しよう撃げきが走る。

「何やってんのよっ！」

「がーっ！」

　星人の身体からだは由梨亜をかすめて下げ駄た箱ばこに激突した。星人の周囲にミサイル人間なんて一人しかいないし、何より声が聞こえた。星人はアリアに抗議する。

「何を滅め茶ちや苦く茶ちやなことをしやがるんだっ！」

　かなり本気で怒っていた星人だが、残念ながらアリアの怒りの大きさには勝てなかった。星人の襟えり首くびをつかんだアリアは、激情に任せてそのまま右手一本で星人の身体をつかみ上げた。

「それじゃあ、星人は人類を滅茶苦茶にする気なの？」

　足が宙にういて、ほとんど首吊つり状態になった。たまらず星人は降参する。

「す、すまん。俺おれが、ぐえっ、わる、かた、ゆる、して、お、ね、がひゅるるるるう」

　最後、口の中で唾だ液えきが泡ぶくになって、意識だって途切れる寸前のところで、ようやくアリアがつかんでいた手を離す。べちょっと床に落ちた星ほし人とが涙目で酸素をむさぼっていると、アリアは忌いま々いましそうに周囲を見渡した。

「どういうこと、何か重大な危機が迫っているような気がする」

　しかし星人に言わせれば最も重大な危険はアリアの存在そのものだ。それが証拠に人生初のラブレターをやぶられたーだけではなく、人生初のデートに誘ってくれた由ゆ梨り亜あの姿まで見えなくなってしまっていた。

　どうやら暴れ回る金髪の殺人マシーンに恐れをなして、いつの間にか逃げだしたらしい。

（ま、そりゃ、そうだよな）

　星人だって納なつ得とくだ。けれどそれはあまりにも悲しすぎる話だった。




　かくして一生に一度あるかないかといったチャンスを二連続でつぶされて、星人はすっかり人生の終戦モードに入ってしまった。一時間目、二時間目と授業を聞き流し、魂たましいの抜けたような時間を過ごす。けれど三時間目、星人の魂は再び甦よみがえった。

　それは星人がぼんやりと黒板を眺ながめていたところからはじまった。

　教師が黒板に向かう度たび、誰だれかがこっそりと隣の生徒や前後の生徒に何かを手渡している。その動きはウェーブのように伝わっていく。星人の席は窓まど際ぎわの一番後ろだけによく見えた。

（ああ、なるほどね）

　見慣れた光景に星人は感傷的な気分になる。

　あれは手紙のリレーだ。メモ用紙などを折りたたんで手紙を作り、差出人と受取人の名前を書いて近くの者に渡すと、最終的に受取人の元へ届くという仕組みである。

　主に女子の間でやりとりされるが、教師の目を盗むスリルや、手紙をリレーする一体感、そして障害物を避けてルートを考えるのが楽しいらしい。

　ちなみに障害物とは、女子にとってあまり親しくない（＝好ましくない＆信用の低い）男子のことである。もちろん、いつだって星人は障害物だ。中には女子に協力して手紙の橋渡しをする男子もいるが、初等部以来、星人は一回もその役を担になったことがなかった。

　そんなわけで手紙のリレーがはじまると、星人は感傷的な気分になるのである。

　やがて手紙は星人の斜め前の席、中なか崎さき恵けい子こまで回って来た。

　しかし手紙を受けとった恵子は挙動不審になってしまう。しきりに周囲を気にしていた。隣の竹たけ林ばやし、後ろのアリア、そして斜め後ろの星人の姿を見ては、どこかに向かって首をふったり、あっちこっち指さして何かサインを送っている。

（ああ、渡す相手に困っているのか）

　隣は百ひやく眼がんのヴァシレフスこと竹林だし、後ろの席は金髪の爆弾娘アリアだ。恵子でなくとも渡す相手に困るだろう。

　そうこうしていると、ふと星人は恵子と目が合った。教師の目を盗んで、恵子が星人に手紙を見せる。それを星ほし人とは「恵けい子こからアリアや竹たけ林ばやしには渡しにくいので、星人を経由して渡してくれないか？」といった意味に解釈した。

（どうだろうな）

　星人は首をひねって、難しいだろうとジェスチャーで表現する。

　斜め渡しは距離が長くなるので難易度がちょっと高くなる。しかも今回は教師の立ち位置が悪く、星人の座る列と恵子の座る列の間に立っていた。縦横で回した方が安全なはずだ。

　星人はシャープペンで、宙にＵの字とＩの字を交互に描かく。アリアに直接渡せ、もしくはアリアを経由しろというサインだ。

　手紙の受取人がアリアなら、直接渡した方がいい。そして竹林に渡すのがどうしても嫌いやなら、アリアを経由してくれれば星人が渡してやるつもりだった。もちろん星人だって竹林に手紙を渡す役なんか嫌に決まっているが、万年障害物を卒業するチャンスだ。汚れ役でも危険な役でも、何だってやるつもりだった。

　星人のサインを理解して、恵子がうなずいた。

　そして教師が板書をはじめると、恵子がアリアへ手紙を渡す。そして手にしたシャープペンの先を星人に向けた。星人に渡せという合図だ。

　けれどアリアは受けとった手紙をじっと見つめ、それから顔を上げると今度は怪け訝げんな目で星人を見る。それからもう一度、手紙を見て、再び怪訝な顔をして星人を見た。

（もしかして意味がわからないのか？）

　挙動不審なアリアの姿に星人が冷や汗を流していると、いきなりアリアは折りたたまれた手紙を広げはじめた。

「ぶっ！」

　思わず星人は天に向かって吹きだした。手紙のリレーで、受取人以外の者が手紙を読むのはタブーだ。アリアはもちろん、アリアを経由しろと指示を出した星人までも後ろ指をさされるかもしれない。どうしようと星人はオロオロするが、それも一いつ瞬しゆんだった。

　手紙を読んだアリアが悪あく霊りようのような顔をして星人を睨にらんだのだ。その表情で星人は自分が重大な勘かん違ちがいをしていたことに気づく。

（しまったっ！　あの手紙は俺おれへの手紙だったのか）

　しかもあのアリアの殺気からすれば内容は星人にとっていい話だったに違いない。

　星人は窓枠に自分の頭をぶつけて悔くやんだ。

（さっき中なか崎さきが俺に手紙を見せてたのは、俺宛あての手紙だっていうサインだったのか）

　悲しいことに自分宛に手紙が来るという発想がなかった。星人が打ちひしがれていると、しばらくして再び手紙が恵子のところまで回って来た。

（ま、マジかよ。しくじった俺にもう一度チャンスをくれると言うのかっ！）

　誰だれかの好意に星人は色めきたつ。そして今度こそ失敗は許されない。

　けれど先ほどの手紙のせいで、アリアが思いっ切り警戒の目を光らせていた。

（さて、どうするか……）

　恵けい子こから星ほし人とへの斜め渡しはアリアの監視があってほぼ不可能だ。かと言って竹たけ林ばやしを経由させるのも酷こくだろう。それに竹林もアリアと同じく、平気で人の手紙を読みそうな怖さがある。安全そして確実な方法はないかと星人が頭を悩ませていると、突然、派手な音が上がった。

「あちゃーっ、ごっめ～ん。みんな、ごめんね～ぇ。あっ、先生、授業を邪じや魔ましちゃってごめんなさ～い」

　美み希きがカンペンケースを落として、中身をぶちまけたのだ。あわてて床に散らばった筆記用具を回収する美希の姿に視線が集まる中、星人と恵子は目と目で語る。

（今がチャンスっ！）

　恵子が身体からだを後ろへ傾けるようにして手をのばすと、星人も腰をうかせて手をのばし手紙をキャッチした。

「んっ？」

　小さな物音に気づいたアリアがふり返るが、すでに手紙は星人の手の中にある。何食わぬ顔で星人がポーカーフェイスを決めこんでいると、アリアの後ろから、立ち上がった美希がピースサインを出しているのがわかった。

　その気配にアリアがふり返ると、今度は逆に親指を立てて星人から美希にサイン。

（ナイス、アシスト！）

　星人と美希の間でアリアは何度も首を左右にふって不審感を募らせるが、二人の意思は伝わった後である。一仕事を終えた星人は素晴らしい幸福感を味わっていた。

　合理的に考えればメールするか、休憩時間に渡せばすむだけのことを随ずい分ぶんと回りくどい方法で回しているが、確かにそれだけの楽しさがある。星人も心から実感した。

　だが星人はこの手紙がどうして回りくどい方法で自分に渡されたのか、他ほかにも理由があったことを知ることになる。

　ほとぼりが冷めた頃ころを見計らって、星人は机の中でハート形に折られた手紙をほどく。差出人は黒くろ木き久ひさ世よとあった。初等部以来の同級生だが、星人の記憶では二言以上連続で言葉を交わしたことはない、つまりほとんど会話したことがない相手だが、この子も割と可愛かわいい。

（あの黒木が俺おれに何の用だ？）

　アリアの目を盗むように手紙を読むと、顔文字まじりで次のように書かれていた。

「あのさ、Ｆ組の藤ふじ木き由ゆ美み子こって覚えてる？　中二の時、同じクラスだったんだけど。天あま川かわくんって、由美子のことをどう思う？　すっごくいい子なんだよ」

　読んだ瞬しゆん間かん、星人は卒倒しそうになった。覚えているも何も、藤木由美子と言えば修学旅行の夜に好きな子の名前を教え合った時、部屋の半分以上が名前を挙げたほどの人気者だった。かく言う星人も、その当時に本気で好きな子がいなかったのと、多数派に合わせて埋もれてしまおうという打算から、由ゆ美み子この名前を挙げたほどである。

　そんな学園のアイドル的存在を悪く思うわけがない。星ほし人とは手紙に返事を書きこむ。

「おぼえてるよ。あまりしゃべったことはないけど、やさしくて性格のいい子だと思う」

　書いてちょっと不安になる。中学の時に好きだったとか、もう少し具体的に好意を持っていると書いた方がチャンスが広がるのかもしれない。けれど下へ手たなことを書いて「実は天あま川かわくんの友だちを紹介して欲しいんだけど」みたいなことを言われて、後で恥をかくのも嫌いやだ。変なプライドが邪じや魔まして、結局この無難な文面のまま手紙を返すことにした。

　しかし手紙を返すにしても、ちょっと問題があった。

　星人は手紙の差出人である久ひさ世よはもちろん、由美子の携帯番号やメールアドレスを知らない。かと言って直接手渡すにしても星人はアリアの監視下にあった。

（そっか、だから授業中に手紙を回して来たのか）

　星人も納なつ得とくだが、再びアリアや竹たけ林ばやしという障害物を避けて手紙をリレーするのはなかなか難しい。困っていると、ふと美み希きと目が合った。

　美希はシャープペンで宙に逆Ｕの字形を描えがき、自分の手を合わせる仕草をしてみせた。その意図に気づき、星人は美希に感謝する。

（なるほど、紙飛行機でアリアの頭上を越えろっていうことか）

　早速、手紙を紙飛行機にして折ると星人はタイミングを計る。そして教師が黒板に向かったところで、紙飛行機を上に向かって飛ばす。

　中学時代の甘あま酸ずっぱい思い出をのせた紙飛行機はアリアを山なりに越えて、美希の元へと向かう、と思った瞬しゆん間かんだった。

「くわっ！」

　突然、ジャンプ一いつ閃せん。金色の髪が宙に舞い、白く華きや奢しやな指が紙飛行機をつかんでしまう。そして着地、手紙はアリアに押さえられてしまった。

　手紙を奪うばったアリアが紙飛行機に書かれた二つの名前を確認する。そして疑惑の眼まな差ざしを星人へ向けた。それから中身をあらためると、今度は憤ふん怒ぬの表情で星人を睨にらみつける。

　もうこうなると星人は恐怖を通り越して、達観してしまった。まるで縁側で猫をなでながらお茶を飲むお爺じいちゃんのような穏おだやかな気持ちで、窓から空を見上げた。

（ああ、色んな意味で終わっちゃったんだなあ、俺おれの人生……）




　そして三時間目が終わると、星人は金髪の処刑人に胸ぐらをつかまれたまま連行された。行き先は毎度おなじみの階段を上ったつきあたり、屋上出入り口の前である。

「一体全体、何を考えてんのよっ！」

　アリアは星人を床に叩たたきつけると、二枚の紙切れをつきつけた。久世が星人に宛あてた手紙だ。星人としても、うわついた気持ちがなかったわけでもないし、人類を守ろうとしてくれているアリアとミムラに対して罪悪感がなかったわけでもない。けれど手紙を勝手に読むとはプライバシーの侵害が過ぎるという思いもあった。

「そりゃこっちのセリフだよ。人の手紙を勝手に読む方こそ、何を考えてんだか教えて欲しいくらいだ」

　するとアリアは星ほし人との胸ぐらを両手でつかんで締めあげると、物ぶつ騒そうなことを口走る。

「あたしが何を考えてるか教えて欲しいの？　じゃあ、教えてあげる。一いち人にん一いつ殺さつ、一いつ殺さつ多た生しよう。星人一人が死んで灰になればウィルスも拡散することなく、多くの地球人の命を救えるって思ってるわよ」

　もうこうなるとプライバシーの侵害がどうのといったレベルではない。しかも単なる脅おどしを通り越し、アリアはサイコパスなことを言いだした。

「ちょっと本当に一回、死んでみる？　何ならあたしもつき合うわよ？　あんたを殺してその身体からだを焼き尽くし、ウィルスを撲ぼく滅めつしたらそれで任務完了。いつ来るかわかんない仲間の船を待って、こんなへんぴな星で数十年も生きてるのも退屈だし、虫けら同然の原住生物ごときを殺してたまに罪悪感で胸がチクリとするのも嫌いやだから、あたしも後追いで死んであげようか？　それならおあいこだから、恨うらみっこなしよね？　星人も安心して先に死ねるでしょ？」

　もちろん安心以前に、そんな理由で死ねるわけがない。

　それに星人がニュースで知るところによると、無理心中をはかって家族や恋人を殺しておきながら自分は死にきれず、その挙げ句に逮捕されたり自首しましたというのはよくある話で、安心とか恨みっこなしなんてありえない。

　だから星人はもう法律だとか人権という概がい念ねんをふりかざすのはあきらめて、地球外生命体というアンタッチャブルな存在に全力で謝った。

「わかった、俺おれが悪かった。全面的に悪かった。こ、これからは軽はずみな真ま似ねはしないと誓うから、頼む、許してくれ。ほ、本当、この通り」

　たっぷり一呼吸置いて、アリアがフンっと鼻を鳴らして手を離す。床に落とされた星人はようやく安あん堵どの息をこぼした。

（まったく、こいつは任務原理主義者かよ）

　宇宙人の間で「任務」とやらが、どれだけの重みを持っているのか星人は知らないが、宗教やイデオロギーのために「自分も殉じゆんじるから、他人も死んでいいよね」といった系の考えにはついていけない。そんな星人の思いも知らず、アリアはイライラしてツメを嚙かみはじめた。

「おかしい、絶対におかしい。何かが変よ。何か重大な危険が迫っているわ、間違いなく……だって星人がこんなにモテるなんて、絶対におかしいもの」

「おいおい、そりゃあさすがに酷ひどいだろ」

　星人が立ち上がって抗議すると、アリアは目を血走らせた。

「それじゃあ、どうして急に星人に近づこうとする女がこんなに湧わいてでるのよっ！」

「ああ、それについては心当たりがちょっとある」

　ちょっと星ほし人とが余裕の表情をうかべると、何が気にくわないのかアリアは星人の胸ぐらをつかんだ。

「何よっ！　何かあたしの知らない間に変なことでもしたって言うのっ!?」

「違う、そんなんじゃない。モテ期だよ、モテ期。俺おれにモテ期が来たんだ」

　あわてて星人が弁解すると、アリアは怪け訝げんな顔をして尋たずねた。

「何よ、そのモテキって？」

　二週間くらい前に早はや川かわと長は谷せ川がわと交わした会話の逆のパターンだ。咄とつ嗟さのことで意味を理解できないアリアのために星人はモテ期について説明してやる。

「だから、モテ期って言うのはな、単純にモテるのモテと期間の期を合わせてモテ期だよ。あのな、人には人生で三回くらいはモテ期が来るもんなんだ」

　結構、星人は本気だったが、アリアは顔を真まっ赤かにして怒りだす。

「何をふざけてんのよっ！　そんな都市伝説レベルの話じゃないでしょう」

「そ、そうかな？　でも誰だれにだってモテる時ってあるらしいしさ」

「そんな都合のいい話があるわけないでしょっ！　何もしないで女の子から好かれるわけなんてないの。好かれるなら、好かれるに相応ふさわしい理由や魅み力りよくが存在するはずでしょ。それがないのに、よって来る女がいるとしたら、そいつは何かを企たくらんでいるに決まってるわ」

「どんな陰いん謀ぼう論だよ……つうかアリアは俺が女の子から好かれる理由や魅力がないってのを前提に言ってるよな？」

　失礼な奴やつだと思って星人は眉まゆをしかめるが、アリアも容よう赦しやない。

「あったりまえじゃない。じゃあ逆に訊きいてあげようか？　星人は自分自身のどこに魅力や、女の子から好かれる理由があると思うのよ？」

「そ、そりゃあ……」

　絶対の自信をもって言えるものがないのが悲しいところだが、それでも星人は自分を信じて言ってみる。

「も、もしかすると国営放送が好きなとこが評価されてだとか……クローズダウン現代を毎日のように見てるけど、今まで語り合える友だちがいなかった、とかさ」

　Ｊ組の未み央お子こにＡ組の由ゆ梨り亜あ、そしてＦ組の由ゆ美み子こ。校内でも指折りの美少女たちが、自分と同じようなマイノリティーで地味な趣味や嗜し好こうを持っていて、密ひそかに孤独を感じていた、みたいな妄もう想そうが頭をよぎって、一いつ瞬しゆんだけ星人はにやけてしまうが、すぐにアリアが現実ってやつを思い知らせてくれた。

「そんなわきゃないでしょうがっ！」

　アリアにぶん殴なぐられて、ちょっとだけ星人も正気に戻れた。

「そ、そうだよな。俺が国営放送好きだったり、クローズダウン現代をよく見てることすら、みんな知るわけないよな」

　ちょっぴり星ほし人とが涙目になると、アリアがこの場を締めくくる。

「とにかく何かおかしいから、軽はずみな真ま似ねは絶対にしないこと。釣つり餌えさを目の前にぶら下げられたからって、バカみたいに食いつかないこと。いい、わかった!?」

「わ、わかった……」

　一応、形ばかりは納なつ得とくしてみせる星人だが、内心は別のことを考えていた。

　アイドルやタレントだって可愛かわいい系や美人系、それからインテリ系にお色気系といった流は行やり廃すたりがある。ならば星人のような地味っぽい男子が受けたりすることもあるのではないか。

　そんな一いち縷るの希望だか妄もう想そうを胸に秘め、星人はゆっくりと階段を下りはじめる。気の短いアリアはすでに階段の踊り場だった。

「早く戻らないと遅れるわよ」

　踊り場でアリアが足を止めるが、それも一いつ瞬しゆん。すぐに星人の視界から見えなくなる。

「まったくエネルギーがありあまった奴やつだな」

　苦笑いする星人だが、その足はマイペースなままだった。




　アリアから一足遅れる形で星人が教室に戻ると、アリアが何人かの女子に囲まれている場面に出くわしてしまった。リーダー格は黒くろ木き久ひさ世よ、由ゆ美み子この友だちで、授業中星人宛あての手紙を書いた本人でもある。久世の感情的になった声が教室に響ひびく。

「どうして、あんな勝手な真似ができるわけ？」

　話の途中ではあるが、星人も何となく久世が仲間と一緒にアリアをとり囲んでいる理由に見当がついた。久世は手紙をアリアが勝手に読んでしまったことを怒っているのだ。けれどアリアもまた怒っていた。常人にはちょっと理解しがたい理由で。

「あたしには星人を見張る義務と権利があるの」

　アリアを囲む女子の間で動揺と戸惑いが広がる。その中で久世が代表してアリアに尋たずねた。

「それじゃあ訊きくけど、グレイさんは天あま川かわくんとつき合ってるわけ？」

「そんなわけないでしょ」

　迷わず答えたアリアに対し、久世が憤ふん慨がいする。

「だったら、最初に言った通り、どうして天川くん宛の手紙を読んじゃうのよ」

「そうよ、いくら留学生だからって人の手紙を読んじゃうなんて非常識すぎる」

「いくら外人でも、場の空気とか読めない？」

　口々に非難の声が上がり、アリアが戸惑いはじめた。

「な、何なのよ、あんたたちはいったい……」

　しかもアリアを非難する声の中には意味不明なものまで含まれだす。

「ズルいよ、そんなにルックスがいいのに……」

「日本だったら白人やハーフっていうだけで目立てるのに……」

　今回はどう考えてもアリアに非があるが、それでも形勢的には集団リンチかイジメみたいになった。

「な、何が言いたいのよ、あんたたちは」

　アリアも気き丈じようにふるまおうとするが、明らかに顔色が悪い。そんなアリアの姿を見ると、自然と星ほし人とは胸がチクリと痛んだ。前にミムラから聞いた話を思いだしたのだ。

　気の強そうなアリアでも、内心は地球人を怖おそれているという。もしかすると普段のアリアの攻撃的な言動も恐怖の裏返しなのかもしれない。

　そうなると今の状況はアリアにとって、かなりつらいはずだ。実際、アリアの青い目もちょっと涙目になっている。きっと内心は相当、怖がっているはずだ。

　そしてミムラは星人にこんなことも言った。アリアがほぼ身一つで地球人社会の中を歩き回れているのは「それだけ星人さんを信じてるっていうことですよ」と。

　その一言が星人の背中を押した。

「あの……その、みんな、ごめん」

　大きな声と共に星人が頭を下げる。すると久ひさ世よを筆頭にアリアを囲んでいた女子の視線が一いつ斉せいに星人へ向かった。

　ほとんど勢いで頭を下げたから、もちろん気の利きいた言い訳なんか用意してない。できれば久世たちの面子メンツをつぶさず、それでいてアリアを救えるのが一番だが、なかなかいいアイディアがうかばない。プレッシャーで頭に血が上る中、星人はほとんど口任せに語りはじめる。

「あの、こいつ。俺おれの家に下宿してるけど、手紙が届いてたりしてさ、水道料金とか電気代とか、そ、それで……日本語の練習も兼ねて、うち宛あての手紙は勝手に開けて読んでもいいって言ってたんだ。それで学校でもやっちゃったんだと思う。ごめん、みんな」

　周囲に微妙な空気が流れた。

　星人も身体からだ中から変な汗が出る。多分、採点したら一〇〇点満点で二〇点か三〇点といったところだろう。これだけ日本語が流ちょうなアリアが日本語の勉強だとか、色々とつっこみどころが満載だ。それでも星人が固まっているとチャイムが鳴った。

　これで強制終了だ。

「はあ～い、みんな。授業はじめるわよ、席につきなさーいっ」

　担任にして英語教師の三み島しま光みつ子こが四時間目の授業をはじめるべく教室に入って来ると、アリアを囲んでいた女子も自分の席へ向かう。

　チャイムに救われる形になった星人も席につき、そして凹へこんだ。

（ああ、何で俺はあそこで気の利いたセリフの一つも言えないんだろう……）

　おそらく久世たちの星人に対する好感度は下がったことだろう。アリアが助かったのも星人のおかげではなく、チャイムが鳴って時間切れになったからだ。星人はため息まじりで横に座るアリアを眺ながめた。

　心なしかアリアの顔色は悪いように見える。

　それが星ほし人とに更さらなる自己嫌けん悪おを引き起こす。

　確かにアリアにも他人の手紙を勝手に読んでしまったという非があるが、元はと言えば星人の体内にあるウィルスを広めないため、つまり人類を守るためであり、その守られる人類の中には久ひさ世よたちも入っているのだ。

　しかもアリアが陰いん謀ぼうか何かを疑っても仕方がない一面も確かにある。

　たとえばＪ組の未み央お子こにＡ組の由ゆ梨り亜あ、そしてＦ組の由ゆ美み子こ。いずれもルックス的にはアイドルやタレントとしてテレビや雑誌に出てもおかしくないレベルにある。そんな校内でも指折りの美少女たちばかりが、どうして星人に近づこうとして来るのか？

（潜在的に本当はもっとたくさんの女子が俺おれに近づこうとしているが、自分に自信がないから、切りだせないでいる子が多いのか？　藤ふじ木きさんが天あま川かわくんのことを狙ねらってるみたいだから、わたしが告白しても断られるに決まってるよお、とか考えて……）

　正直なところ、星人としては由美子や由梨亜みたいに可愛かわいすぎるレベルより、もうちょっと下めの方がつき合いやすいみたいな感情がなきにしもあらずだったが、とにかく可能性としては半分くらいといったところだろう。

　そして残る半分の可能性が、アリアの心配している通り、陰謀か何かだ。

（半分くらいは疑うというか、警戒する必要もあったかもしれない……それなのに俺ってちょっとうかれすぎだったよなあ）

　その警戒の気持ちを星人自身が持って対応すれば、アリアもあんなに追いこまれる羽は目めにはならなかったのかもしれない。

　そんなことをぐだぐだと考えていると、四時間目の半ばで光みつ子こが授業を打ち切った。

「はい、じゃあ今日の授業はここまでにしまあ～す。みんな、もう知ってると思いますけど、我が校の生徒にして、同じクラスの内海うつみ正まさ美みさんがアジア柔道選手権大会に出場しています」

　クラスのあちこちからパラパラと拍手が上がった。星人も気のない拍手を送る。

　正美は中学時代から「史上最強の女子中学生」だとか「寝技の魔法少女」と呼ばれた世界的に有名な選手だった。強いことはみんなよく知っているし、何より柔道の国際大会に出場するという話自体は前々から聞いていた。だから拍手も気のないものだったのだ。

　けれど光子の次の言葉で、クラスの空気が変わる。

「その内海さんが、先ほどの準決勝の試合に勝利し、これより決勝戦に臨のぞみます」

「お～っ！」

　決勝ともなると、さすがにクラスの空気がどよめいた。拍手も急に力のこもったものに変わる。そしてタイミングを見計らって、光子が大声で宣言する。

「そこで、これから決勝戦を戦う内海さんをテレビで応援したいと思いま～すっ！」

　割れんばかりの拍手と共に男子の声援が舞う。

「さすがだ、みっちゃん、わかってるぅ！」

「いいぞっ！　みっちゃん。愛してる」

　クラスのみんなは正まさ美みが決勝に進出したことよりも、授業を中断することを喜んでいるようだ。かく言う星ほし人とも、こんな形で授業が早く終わると、何だかウキウキした気持ちになる。

　光みつ子こがテレビをつけると、生徒たちは一いつ斉せいに首を上げた。

（何か授業中にテレビを見るのって久しぶりだな……もしかして初等部以来じゃないか？）

　そんなことを思いながら星人も頭を上げると、そこには決勝戦を前にコーチと何やら会話を交わす正美の姿があった。

　どうも会場でトラブルがあったらしく、試合時間が少し遅れるらしい。それまで準決勝の試合などを放送しますとアナウンサーが言いだした。

　クラスのみんなが光子を見る。授業を再開するのかもしれないと心配になったのだ。

　すると光子は満面の笑みをうかべる。

「では準決勝の試合も内海うつみさんを応援しましょう」

　再び教室の中に割れんばかりの拍手が鳴り響ひびく。授業再開という無ぶ粋すいな心配がなくなり、星人もリラックスしてテレビを眺ながめた。

「ええ、それでは今大会の内海選手の戦いをハイライトでどうぞ」

　アナウンサーの声と共に正美の姿が映しだされる。寝技の魔法少女と呼ばれるだけあって、やはり寝技のシーンが多い。正美は立ち技があまり得意ではなく、よく倒されたり、足をついてしまうが、畳たたみの上に転がる度たびに形勢が逆転する。倒した相手が押さえこみにかかると、ころりと転がるように攻守が代わり、いつの間にか正美の方が押さえこんでいるのだ。

　その巧たくみな逆転劇に星人も感心する。

（まるで対戦相手が子どもみたいだ。いくら女子とは言え、重量級でここまで体格差が出るとは……）

　男子の一〇〇キロ超級選手でさえ一〇〇キロ程度が普通なのに、正美は一四〇キロから一六〇キロくらいある。八〇キロ前後の選手が多い女子重量級の中ではちょっと無敵状態だ。

　コロコロ転がっては面白いように逆転勝ちを収める正美の姿を見ながら、星人は思った。

（今のうちにサインをもらっといた方がいいかな）

　柔道は日本のお家芸と言う。だから柔道で日本代表選手になれば自動的にオリンピックの有力メダル候補である。正美も次のオリンピックの金メダル候補だった。

　でもちょっとだけ星人は思うのだ。

　どうせオリンピックのメダル候補と同じクラスになるなら、柔道女子しかも重量級の選手より、女子フィギュアスケートの選手みたいな子が良かったな、と。

　ちなみに正美が世間に名前を知られはじめた頃ころ、史上最強の女子中学生だとか寝技の魔法少女といった二つ名から変な期待をした男性ネットユーザーが画像検索しては、ツバや飲みかけのコーヒーを吹きだしてパソコンの画面を汚したそうだ。なかなか罪作りな少女である。

　会場のトラブルは長引いて、なかなか決勝戦がはじまらない。

　ようやく試合が開始になったと思ったら、二分くらいで授業終了のチャイムが鳴ってしまった。試合の最中なこともあって、ワンオクターブ落とした声で光みつ子こが生徒たちに呼びかける。

「みんなー、休憩に行ってもいいからねーっ」

　しかし生徒の中には誰だれも立とうとする者はいなかった。柔道の試合時間は五分程度なので、試合の残り時間も二分か三分程度だ。大した時間ではない。しかも、さすがにここまで引っぱられれば勝負の行方ゆくえを見届けなければスッキリしない。

　残り時間が一分少々となったところで、正まさ美みは有効をとられた。投げられた後に得意の寝技へ持ちこめなかったのだ。

　立ち技が得意でない正美はポイントを先行されると、苦しい展開になる。

　どうなることかと生徒たちが固かた唾ずを吞のんで見守っていると、急に画面が変わって、男性アナウンサーが頭を下げた。

「ええ、番組の途中ではありますが、ここで臨時ニュースをお伝えします」

　一いつ斉せいに生徒たちがずっこけた。

「だ～っ！」「なんだよ、これ」「うっそー、信じられない」「あとたった一分じゃねーか」

　文句や苦情の大合唱となったが、画面が再び変わると、生徒たちが沈黙する。

　イージス艦がミサイルを発射し、空母から艦載機が続々と飛び立つ映像が流れたのだ。

　アナウンサーが宣戦布告だとか国連がどうのと言っている中、星ほし人とは二週間くらい前に見たクローズダウン現代で放送されていた話を思いだす。

（結局、米軍が介入するのか……）

　アフリカの小国で水資源の争いに端を発した内戦は近隣諸国を巻きこみ、ついにはアメリカの軍事介入という事態にまで発展したらしい。

　砂漠化は進み人や生物の住める地域は減っていくのに、総人口そのものは増え続けるので、温暖化や砂漠化がますます進んでしまう。負のスパイラルだ。

（これから人間はどうすれば良くて、何が正義で何が悪なんだろう……）

　そんなことを星人がぼんやりと考えていると、急に目の前の竹たけ林ばやしが立ち上がった。

　もったいぶった仕草で竹林は二つ折りの携帯電話をとりだす。その携帯電話を一目見て、星人は青ざめた。

（ゲッ、俺おれと同じ機種……）

　しかも色まで同じだった。

　動揺する星人を尻しり目めに、竹林は携帯電話を開くと、そのまま耳にあてた。

「ああ、僕だ……そうだな、ひさしぶりだな……フッ、わかってるさ」

　そしていきなり話をはじめた竹たけ林ばやしの姿に、星ほし人とは軽い動揺を覚える。

（こ、こいつはいったい誰だれと話をしてるんだ？）

　普通、携帯電話は開いただけでは通話状態にならないはずだ。通話ボタンを押してからだろう。開いただけで、通話が可能になるよう設定できる機種もあるかもしれないが、少なくとも竹林の持っているタイプにはそんな機能はないはずだった。

　それなのに竹林は誰かと会話してるような感じで話している。

（もしかして竹林の奴やつ、携帯電話を使ったことがほとんどなくて、通話ボタンを押すっていう発想がなかったのかな？）

　星人はやり切れない気持ちになる。しかしもっとやり切れないのは竹林が語る内容だった。

「ああ、知っている。今け朝さ、大統領から直接電話があったんだ。すまない、とな……結局、僕たちは戦争を止められなかったんだな」

　どうも竹林は自分が世界情勢と関係があるようなことを、感傷的な口ぶりで語っているらしい。

「……仕方ないさ。それ以上、自分を責めなくてもいい。お前はよくやってくれたよ。ただ奴らのずる賢がしこさの方がちょっとだけ上回ったんだ。ちょっとだけな……」

　淋さみしそうにつぶやく竹林だが、静かな教室の中ではみんなに丸聞こえだった。星人は居たたまれない気持ちになって来た。しかし当の本人は気持ち良さそうに語り続ける。

「まさか僕だって、アメリカのリベラル勢力の総本山ともよべる外務省と、外務長官のラインから戦争に持ちこむなんて、思ってもみなかったさ。やってくれたよ……国防総省さえ押さえておけばと思って、タカ派の軍人ばかりを相手にしてた僕の盲点をついたんだ」

　アメリカの外交行政機関は外務省ではなく国務省なのだが、間違ったまま竹林は今回の戦争に自分が関係しているかのように語る。自分の存在感をクラスのみんなに見せつけたかったのだろう。狙ねらい通り、竹林の存在感はクラスの中でどんどん大きくなっていくが、それは尊敬とか親愛といったプラスの方向ではなく、軽けい蔑べつとか嫌けん悪おといったマイナスの方向へまっしぐらだ。

「でもな、まだ終わりじゃないだろ？　確かに僕たちは戦争を止められなかった。けれど今度は戦争を終わらせるための戦いが残っている……」

　それから、ふと竹林は星人の顔を見た。

（な、何で俺おれなんだよ？）

　わけがわからず星人が混乱すると、竹林はニヤリと笑う。

「戦争を止めるための戦いには間に合わなかったけど、戦争を終わらせるための戦いには間に合ったんだ。そう、見つけたよ、最後のスター・オブ・フェイト、運命の星を持つ男をね」

　そして竹林は左手に巻いてあった包帯をほどきはじめる。やがて白い包帯がはらりと床に落ちて、その隠されていた甲があらわとなった。

　その途と端たん、星人は不様な悲鳴を上げてしまう。

「ひいっ！」

　そこには☆形の青あお紫むらさき色いろをしたアザだか傷だかがあったのだ。感じとしてはシャープペンで入れ墨ずみを彫ろうとして失敗したような傷だった。しかもところどころ化か膿のうして、リンパ液だか何だか黄色い汁みたいなものまでたれている。

　あまりの酷ひどさに星ほし人とは涙目になってしまうが、それをどう勘かん違ちがいしたのか竹たけ林ばやしは脂あぶら汗あせをたらしつつもニヒルな笑みをうかべた。

「ああ、でも彼は自分の本当の力にまだ目覚めてないのかもしれない。だからこの戦いに参加するのを、多分怖がっている」

　確かに星人は今、もの凄すごく怖がっている。けれどそれは変な戦いに参加することではなく、竹林の傷の具合と、自分自身が竹林の妄もう想そうの中に組みこまれているのが、どうしようもなく怖いのだ。それを勘違いしたまま竹林の独演は続く。

「だけど、僕は信じている。彼も僕らの戦いに加わってくれるとね、だって僕らは所しよ詮せん、スター・オブ・フェイト。運命の星に支配されてるのさ。フッ……」

　加わるも何も、竹林の方が後から星人に合わせて手の甲に☆マークの傷をつけたはずだ。それなのに竹林は先住権か既き得とく権けん益えきみたいなものをアピールしている。どうやら☆マークの妄想世界に関しては自分の方が主導権を握りたいらしい。

「例の場所へ……僕は、待ってるから……」

　何となく竹林は星人に新体育館か新体育館内にある放送室に来るよう、匂におわせつつ歩きはじめた。

（ぜってぇ、行かねえからなっ！）

　星人の心の叫びも知らず、竹林は携帯電話を片手に教室を出て行く。けれど出入り口のところで、いきなり左手を押さえてうずくまった。

「うっ……スター・オブ・フェイトが、さだめの星がうずく……」

（そりゃあ、あんなに傷口がぐちゃぐちゃなのに包帯をとったら、うずくだろ）

　星人の心のつっこみを背に、竹林は脂汗をかきながら教室を後にした。

　その後ろ姿に星人は密ひそかに決心をする。

（明日、携帯の機種変をしよう）

　それが今の星人にできるせめてものことだった。




　それから数十分後。もうそろそろ昼休憩も終わろうかという頃ころになって、人ひと気けの少なくなった廊下をうつむき加減で歩く三つ編みの風紀委員長の姿があった。

　ちょっとやつれたように見えるのは、同じクラスの男子が救急車で運ばれたりでお弁当を食べる暇ひまもなかったのと、ここのところの睡眠不足のせいだ。

　ちなみに救急車で運ばれた同じクラスの男子とはもちろん竹林である。手の甲に傷があって化膿している上、変なことを口走るので、救急車を再び呼びよせる事態になったのだ。

（あの人、何しに学校へ来たんだろう……）

　竹たけ林ばやしの奇っ怪な行動に首をひねる理り香かだが、すぐに自分に他人を心配するような余裕なんてないことを思いだす。

（わたし、どうなっちゃうんだろう……自分が怖い……）

　きっかけは紅茶愛好会から没収したボーイズ・ラブの同人誌だ。カバンいっぱいに詰めこまれた同人誌の中から一冊読むだけだったはずが、このままでは全作読破の勢いだった。しかも試験週間に入ったというのに、読むのを止やめられない。そうなると当たり前のように一日の勉強時間が削けずられていく。生きつ粋すいの真ま面じ目めっ子である理香の目に、うっすらと涙がうかぶ。

（どうしよう。試験週間なのに、家に帰ってから四時間か五時間くらいしか勉強してない……中学の時は最低でも六時間、余裕で八時間くらいはやってたのに……）

　ちなみに星ほし人とが今回の中間テストのために費やした勉強時間は今のところトータルでゼロである。天あま川かわ星人、一五歳。正しよう真しん正しよう銘めいの一夜漬づけ主義者だ。

　それに理香の場合、勉強時間が減ったことよりも、ボーイズ・ラブの世界を知って、独自の思想に拍車がかかったことの方が問題かもしれなかった。

（それも男と男、いわばケダモノとケダモノのカップリングなのに、どうしてあんなにも美しい純愛に昇しよう華かするの？　もしかしてマイナスとマイナスをかければプラスになるのと同じ理屈なの？　プラスとマイナスをかければマイナスになるけど、プラスとプラス、そしてマイナスとマイナスをかければプラスになる……もしかすると男の子同士、そして女の子同士の恋愛こそ美しいのかもしれない……）

　何だか政治家にしたらやばげな妄もう想そうだか思想に理香が浸ひたっていると、上級生の一団に出くわした。成なる宮みや雪ゆき奈な、紅茶愛好会の部長と二年の部員たちである。

「あら、風紀委員長の立たち花ばなさんじゃない」

「あ、どうもこんにちは」

　ぼんやりしていた理香にとっては不意打ちになった。しかも相手が雪奈であることが拙まずい。何せボーイズ・ラブの同人誌を預かってから、すでに二週間くらい経たっていた。そろそろ返さないといけないが、まだ全作読んでないので返すのが惜しかったのだ。そんな理香にとって痛い話題を雪奈が切りだした。

「ところで、立花さん。同人誌の審査はどうなりまして？」

「あ、あれですね……その、い、一応、読みました。問題はないようなので、お返しします。試験週間がはじまっちゃって、ついその、忘れちゃってたんですけど、月曜日にはお返しします。ごめんなさい……」

　頭を下げながら理香は頭の中がぐちゃぐちゃになって混乱してしまう。この土日で残った同人誌を一気に読んでから返せばいい、という気持ちと、そんなことをすればますます試験勉強をする時間がなくなってしまうという気持ち。頭に血が上って、理香は耳まで真まっ赤かになってしまう。すると雪ゆき奈ながぱあっと目を輝かせた。

「まあ、良かった。わたくしはボーイズ・ラブ作品には成人向けとそうでないものがあることを立たち花ばなさんが理解してくださっただけで十分。返していただくのはいつでも結構ですわ……けれど同じ返していただくにしても、来週は中間テストで部活も休みですし、金曜日から普通授業ですが、その日はちょっとわたくしの都合もありますので、できれば再さ来らい週しゆうの月曜日以降にしていただけると、こちらとしてもありがたいけれど……」

　今度は理り香かが目を輝かせる番だった。再来週の月曜日以降でいいなら、試験が終わった後でもたっぷり本を読める。まさに願ったりかなったりだ。そんな打算から理香が心を弾はずませていると、雪奈の表情にふと陰が射さす。小さなため息を一つついたのだ。

「あの……成なる宮みや先せん輩ぱい、どうかされたんですか？」

「ああ、いえ。せっかくこうして、また一人、ボーイズ・ラブが決して成人向けの作品ばかりでないことを理解していただいた方が増えたのに、わたくしが力不足なばっかりに、部員の一部にいけない本を学校に持って来ている子がいるかもしれないのです」

「ま、まさか、いけない本と言うと？」

　理香が固かた唾ずを吞のむと、深刻な表情で雪奈がこっくりとうなずいた。

「そうです、ボーイズ・ラブ作品の中でも成人向けの過激な作品です」

「えっ、そ、それは何か証拠でも？」

　成人向けの作品なら、風紀委員長たる理香にとって明らかにとり締まるべき対象である。それと同時に過激というフレーズも気になった。少なくとも理香の読む限り、どの同人誌もかなり刺激的だった。あれよりも過激、しかも成人向けとなると、どこまで激しくなってしまうのか。理香は頭の中が沸ふつ騰とうして来た。

「証拠はありません。ただどうも部員たちの一部に部室をボーイズ・ラブ作品の保管場所にしている子たちがいるようなのです。しかもそういう子たちに限って、過激なものを求めると言いますか、よりハードなものに手を出してしまうと申しましょうか……」

「よ、より、ハードで過激……」

　理香のノドが小さな音を立てると、雪奈は楽しそうに目を細めた。

「おそらく部室が安全な隠し場所と勘かん違ちがいしているのでしょう。けれど風紀委員の立花さんならご存知の通り部室はカギをかけることはできますが、生徒会の方はマスターキーを持っているので、所しよ詮せんは形ばかりなのです。放課後、遅くだとか、明日のように学校が休みの日など、部室へ入るのは生徒会の方にはいとも容た易やすいこと……本当に困ったこと」

「そ、そうですね。困ったことです、それは」

　理香が顔を真まっ赤かにしてうなずくと、雪奈は悪魔のようにささやく。

「この学校の風紀委員には抜き打ちで部室を査察でき、違反物があれば没収する権限があると言うのに、うちの子たちはバレないと思っているのか、この学校のルールを知らないのか」

　雪ゆき奈なが理り香かの耳元にささやいているうちにチャイムが鳴ってしまう。

「あら、いけない。もうこんな時間。早く教室に戻らなくては……わたくしのつまらない話で、立たち花ばなさんを足止めなんかさせてしまって、ごめんなさいね」

「い、いえ。こちらこそ」

　理香も教室へ戻ろうとするが、半分頭がパニック状態で、その足はフラフラしていた。そんな千ち鳥どり足あしの理香の姿が階段の角に隠れて見えなくなると、雪奈のとり巻きたちが口々に雪奈を褒ほめ称たたえる。

「さすが宮みや様、見事な誘い受けですこと」

「もはや風紀委員長も、我らの可愛かわいい小鳥」

「本当に、宮様の誘い受けはいつもお見事で」

　誘い受け、それはボーイズ・ラブの世界ではよくある常じよう套とう手段の一つ。読んで字のごとく、自分の期待する反応を相手から引きだすテクニック。

　オホホホと西洋貴族のような上品な笑い声を上げながら、紅茶愛好会の二年生たちは雪奈を中心に自然と輪になった。

　西洋には妖よう精せいたちの踊りの輪に人間が加わると、その輪から抜けだせなくなるというフェアリー・リングなる伝説があるそうだが、紅茶愛好会の腐ふ女じよ子したちが作りだす輪も、一度はまればどっぷり浸つかって抜けだせなくなる魔性のサークルなのかもしれない。













　　　第六章　仁義なき少女たちの戦い　～オーディション篇へん～







　そして翌日の土曜日。星ほし人ととアリアは二人ならんで電車から降り、駅のホームに立った。

　時刻は午後二時を少し回ったところ。

　駅のホームは人影がまばらで、電車から降りたのも星人とアリアを含めて数人だけだった。この駅の主な利用者は星せい之し館かん学園の生徒なので、平日の朝夕をのぞけば利用客も少ないし、土日ともなれば駅員が配置されなくなってしまう。

　そんな静かな駅のホームに立つ星人の顔色は冴さえない。

「どうも気が進まないな……」

　するとアリアが星人の腕をつかんで、改札へ向かう。

「何をこの期ごに及んで気が進まないよ。それよりここで立ち止まってたら作戦の方こそ前に進まないじゃない。早く歩きなさいよ」

「う～ん……」

　携帯電話会社の小さな紙袋を持って、星人はアリアに引っぱられるままに歩いていく。

　星ほし人ととアリアは電気製品や電子部品などを販売する小売店が集中する近場の電気街へ行って来たのだ。理由は星人の携帯電話を機種変更するのが一つ、そしてもう一つが盗聴器を購入するためだった。

　急に星人がモテはじめたのはおかしいと、アリアが美み希きの作った環境問題研究会の部室に盗聴器をしかけろと言いだしたのである。しかも宇宙人のくせに超科学の力とかではなく、ちょっとあやしい電気屋さんに売っている普通の盗聴器を、だ。

　当然、星人のモチベーションは上がるはずもない。

　それに星人が明確にモテはじめたのは昨日からで、よくよく考えてみると、週の半ばくらいから女子の視線を集めていたかもしれないな、といった程度なのだ。つまり試験週間に入ってからのことなので、美希の一味が関係している可能性はかなり低いはずだった。

　あとアリアはあくまで陰いん謀ぼう論を主張しているが、半分ぐらいは素すで星人がモテているという可能性もある。何せ人は一生のうちに三回はモテ期が来るという。特に星人の場合だと今までモテなかった反動から、モテ期だって強力かもしれない。

　そんな思いから足どりの重い星人だったが、駅の建物を出たところで、壁かべにアイドルのポスターが貼はってあるのに気づく。

　ジャパン・プリンセス、アイドルのオーディション番組のポスターだった。写真のアイドルは去年のグランプリ、鮎あゆ川かわ真ま央おである。近くの運動公園で地区予選が行われるということで、この駅にもポスターが貼られたらしいが、その日付を見て星人は軽く驚おどろいた。

（あれ？　開催日って明日じゃん……）

　明日は日曜日で、明後日あさつては月曜日、中間テスト第一日である。さすがに星人としても中間テストの前日にオーディションの地区予選を見に行くというのは気が引けた。せめて試験明けだったら行けたかもしれないみたいなことを星人が考えていると、急に甲かん高だかい声が上がった。

「あっ！　いた」

　声の上がった方を見ると、そこには私服姿の同じ学校の生徒がいた。

　国くに木き田だ未み央お子こ。昨日、星人の下げ駄た箱ばこにラブレターを入れたと思われるＪ組の女子だ。

　濃いめのメークで、私服もホットパンツに、カットソーも襟えり首くびが大きく空あいていて胸の谷間が強調されていた。何だか下駄箱にラブレターなんて似合わない気がしないでもないが、それでも初めてラブレターをくれた相手として、星人は意識せざるをえない。

　星人を見つけた未央子は胸の谷間をたっぷんたっぷんさせながら駆けよって来る。

「てんかわ～ぁ」

　未央子の声は舌足らずでフェロモン全開といった感じだが、星人は目が泳いでしまった。

（俺おれ、テンカワじゃなくてアマカワなんだけどな……）

　しかも同じクラスにこそなったことはなかったが共に内部進学である。けれど未央子が名前を間違えたおかげで、アリアの初動が遅れた。未央子は星人の前でしなを作る。

「あのね、てんかわぁ。みおこ、お願いがあるんだけど、昨日のね、ラブレターにも書いてたとおり、みおことエッチして欲しいの」

「へっ……今、何て言った？」

　口調が甘ったるくて、バカっぽいこともあったが、咄とつ嗟さのことで星ほし人とは言葉に詰まってしまった。アリアさえ首をひねる。すると未み央お子こは顔を赤らめてしまった。

「もう、こんなとこで何度も言わせないでよお」

　しかし名前を間違われている上に、何を言ったかわからないのだから、星人とアリアは怪け訝げんな顔になる。すると意を決したのか、未央子は顔を赤らめつつも、星人の耳元に手をあてて内緒話をするかのように語りだす。

「だからあ、わたしと、エッチして」

「ええっ!?」

　星人は耳元でささやかれた言葉に驚おどろき、アリアは未央子が胸の谷間をべったり星人の腕にくっつけたことに怒りだす。

「ちょっと、この発情期まっさかりの脂あぶらぎった色情魔は何者よっ！　星人から離れなさい」

　アリアの発言にカチンと来たのか、未央子の口調が変わる。

「発情期まっさかりの脂ぎった色情魔って、そっちの方こそ、そうなんじゃない？」

「何であたしが脂ぎった色情魔になるのよ、デブはあんたで、発情してんのもそっちでしょ」

　未央子の胸はＤカップといったところだろうか。同じ年代にしては胸は大きな方だろうが、その分ちょっとぽっちゃり系だった。対するアリアはフランス少女のバレリーナを思わせるような瘦そう身しんである。ただしアリアはアリアで平らな胸を気にしていた。

　相手のスタイルがコンプレックスを刺激し合えば、互いに面白いはずがない。

「チッ、そっちだって結局、狙ねらいは一緒のくせに」

　未央子が忌いま々いましそうに舌を鳴らせば、アリアも激高する。

「何が一緒なのよっ！　あんたみたいなおかしな女とあたしが一から一〇まで同じとこなんて一つとしてないわ」

「ほ、ほんとにムカつく女ね」

　怒りで未央子は身体からだと声をふるわせる。二人の声が大きなせいか、いつしか周囲に人が集まっていた。星人は人目も気になって、アリアと未央子の間に割って入る。

「ま、まあまあ、二人とも落ちついて……ちょっとアリアも落ちつけよ、言いすぎだぞ……それと国くに木き田だにもちょっと確認しときたいことがあるんだけど、いいかな？」

　相手が星人になると未央子の態度が一転して、甘ったれた調子に戻る。

「確認したいことってなあに？」

「俺おれ、テンカワじゃなくてアマカワなんだけど、もしかして人違いとかしてないか？」

「えっ、うっそ？　あんた、テンカワじゃないの？　ちょっと手を見せてよ。左手」

「はっ？　左手？」

　わけがわからないまま星ほし人とが左手を上げると、未み央お子こは星人の左手の甲にある星形のアザをマジマジと見る。

「なんだあ、ちゃんと幸運のお星さまがあるじゃない」

「何だ、その幸運のお星さまって？」

　星人は未央子と話しながらも、周囲が気になって視線を右へ左へと動かす。いつしか星人たちの周りには人ひと集だかりができていて、完全に囲まれてしまっている。しかも今気づいたが、周りにいるのは何な故ぜか女の子ばかりだった。

　変なプレッシャーがかかる中、未央子は髪をいじりながら、腰をくねくねさせる。

「だからあ、その幸運のお星さまを持つ男の子とエッチしたら、アイドルになれるんでしょ」

「はあ、何だそりゃ？」

　星人があきれると、アリアも素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「バッカじゃない？　そんなわけないでしょ」

　しかし周囲を囲んでいた少女たちの中からも、未央子と同じ意見が上がった。

「でも、その星形のアザって、スターになれる幸運の証あかしだって、みんな言ってますよ」

　すると「わたしも聞いた」「噂うわさになってる」と次々同意の声が上がる。どうやらこの少女たちは、最初から星人目当てで、星人の家から最も寄よりのこの駅に集まっていたらしい。

「そんなわけないだろ」

　星人があきれると、アリアはドーナッツのようになった女子の集団を解散させようとする。

「バッカねえ、そんなのあるわけないから、みんな、どっか行きなさい。ほら、しっしっ」

　その犬を追い払うような仕草にカチンと来たのか、一人の少女がアリアの前に立ちはだかった。セミロングの髪にヘアバンドをしている。昨日、星人をデートに誘ったＡ組の南みなみ戸と由ゆ梨り亜あだった。感情が高ぶっているらしく由梨亜は声がかすかにふるえていた。

「そ、それじゃあどうしてあなたは天あま川かわくんのそばにいつもいるの？」

「あ、あたしが星人のそばにいるのはあたしの勝手でしょ」

　ウィルスを広めないために見張っているだとか、本当のことが言えるはずもない。それでアリアがひるんでしまうと、由梨亜は妙な勘かんぐりをはじめた。

「ほら、やっぱり。おかしいと思ってたんだから」

「はあ？　何がおかしいのよ」

　再びケンカ腰になったアリアの態度に、由梨亜はちょっとだけ戸惑いを見せる。周囲の少女たちを見て、何か葛かつ藤とうしていたようだが、それでもアリアの姿を見ると、最終的には怒りが勝まさったらしく、思ってたことや知っていることを、すべてぶちまけはじめた。

「だって、アリアさんってこんなに綺き麗れいでスタイルがいいのに、天川くんみたいに地味で冴さえない男とずっと一緒にいるのっておかしいでしょ!?　メイドさんを連れて留学できるようなお金持ちなのに、天あま川かわくんの家みたいな不便な山の中に住んでるのも、おかしいでしょ!?」

　由ゆ梨り亜あが「おかしいでしょ」と強調する度たびに周囲の少女たちも「うんうん」とうなずく。星ほし人ととしてはなかなか複雑な気分になる光景だが、由梨亜の方は逆に周囲の反応に手て応ごたえや自信を感じていたようだった。

「アリアさんって、天川くんのお父さんのコネを使ってジャパプリで優勝しようとしてるんでしょ？　わたし、中等部から上がった友だちから聞いたもん。天川くんのお父さん、ＵＦＯ研究家の天川淳じゆん一いちだって」

「いや、無理無理。うちの親おや父じにそんなコネなんてないから」

　大物芸能人ならいざ知らず、淳一のようなＵＦＯ研究家という電波系の有名人が父だからといって何をどう納なつ得とくできたのやら。バカバカしくなって星人は手を左右にふるが、由梨亜は星人の想像を超えるアクロバティックな理屈をひねりだしていた。

「でも、天川くんのお父さん、前に鮎あゆ川かわ真ま央おちゃんと一緒にテレビに出てたでしょ。火曜スペシャルの都市伝説大百科とかって番組」

　周囲の少女たちの間からも「わたしも見た」といった声が次々上がるし、星人もその番組自体は見なかったが、先月あたりに早はや川かわと長は谷せ川がわからそんな話を聞いていたのを思いだす。

「一回くらい、一緒にテレビに出たからってコネなんかあるわけないだろ」

　けれど常識論や一般論なんか、由梨亜はすでに聞く耳を持っていなかった。元々オーディションがらみで嫉しつ妬とや疑心暗鬼が渦巻いていたところに、アリアには昨日から色々とやられていた。高ぶった感情が由梨亜を引くに引けなくさせていたのだ。

「これでぜ～んぶ、説明つくよね？　ジャパプリって前年のグランプリが司会に選ばれるから、今年の司会は真央ちゃん。そしてその真央ちゃんと天川くんのお父さんがテレビで共演すると、急にあなたがあらわれて天川くんみたいな冴さえない男子にベタベタしはじめた……」

　細い絹糸一本みたいな推理のはずが、最後の「天川くんみたいな冴えない男子」のところで、極ごく太ぶとのワイヤーロープみたいに、もの凄すごく信しん憑ぴよう性せいが増したらしい。

「お、お前ら、失礼にも程ほどがあるだろ……」

　肩をふるわせる星人だが、みんな無視だ。そして未み央お子こもまた、由梨亜と同じく昨日からアリアにやられっぱなしだっただけに、感情が高ぶっていた。

「ズルいのよ、こいつ」

　吐き捨てるようにつぶやくと、アリアを小突いた。それは肩を軽く押した程度のものだったが、アリアだってみんなに囲まれて感情的になっていた。

「何すんのよっ！」

　アリアがバカ力に任せて両手で突き飛ばすと、未央子は後ろにいた少女たちを四～五人ほど巻きこんでひっくり返る。

「てめーっ、ぶっ殺すっ！」

「返り討ちにしてあげるわっ！」

「おい、二人とも止やめろよ」

　とっ組み合うアリアと未み央お子この間に割って入ろうとする星ほし人とだが、横から由ゆ梨り亜あに腕を引っぱられた。

「そんな乱暴な二人なんか放っておいて、こっちでお話ししよう。わたし、天あま川かわくんに大事なお話があるんだ」

　すると今度は周囲にいた女子たちが騒ぎはじめた。

「ちょっと待って、ずるい」「ちょっと横どりしないでしよ」「わたしだって」「それって卑ひ怯きようじゃない？」「ちょっと、そこ、何をやってんのよっ！」「アイドルにしてぇっ！」

「おいっ、ちょっと待てっ！　落ちつけっ」

　星人は声を張り上げるが、もう誰だれも聞く耳なんか持っていない。駅前はパニックになった。

「キャーッ、止めてよ。離しなさいってば、離してっ！」

　アイドル志望の少女たちが星人に群がり、あっちこっちでアリアと未央子以外にも小こ競ぜり合いがはじまっていた。

「離せ、ばっきゃろーっ！」「止めて、顔は殴なぐらないで」「あーっ、ネイルが折れてる。どうしてくれんのよっ！」

「だ、ダメだ。このままじゃ圧死する」

　あっちこっち引っぱられながらも星人は脱出を試みるが、なかなか上う手まくいかない。何かポケットから抜きとられたような感覚がして、ふり返ると星人の携帯電話を握る女の子の細い手が見えた。

「あっ、俺おれの携帯」

　星人は叫び声を上げるが、その声も狂乱状態になった少女たちの悲鳴だか叫び声にかき消されてしまう。携帯電話には細い手が何本も群がり、あっと言う間に買い換えたばかりの携帯電話が真っ二つに折れてしまった。

「おいっ、それ。今日、機種変したばっかなんだぞっ！」

　星人は泣きそうになるが、このままだと死にそうだ。命が惜しいので、とにかく少女たちをかき分けて脱出をはかる。

　群がる少女たちはアイドルを夢見る（欲ばる）だけあって、ルックス的に高水準な子が多い。年齢層的には年上もちらほらいるけど、中高生が主力だった。しかし下の方は明らかに小学生っぽい子までいた。

　星人は自分にしがみついて苦しそうに唸うなっている少女が小学生くらいなのに気づく。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？　逃げろ、つぶされるぞ」

「い、いやだあ……わたし、アイドルになりたい。お、お願い、お兄ちゃん。何でもするから、アイドルにしてぇ」

「アホかっ！　お前、小学生だろ。一〇年早いわっ！」

「一〇年経たったら、二は〇た歳ちでオバサンになっちゃうぅうぐぐぐぐぐぅ」

　とりあえず話の通じる相手じゃなさそうだ。星ほし人とは説得をあきらめて、脱出に専念しようとするが、耳に生暖かい感触があって、思わず声を上げた。

「ひゃっ！　何だ？」

　ふり返ると、ちょっと遠目から化粧の濃いお姉さんが舌なめずりしてみせた。その仕草で、星人も先ほどの感触が耳をなめられてのものだったことに気づく。

「あたし、上う手まいよ。ガキなんかより大人おとなの女の方が楽しいんだから」

「な、何が上手くて、何が楽しいんだかっ！」

　もみくちゃにされながらも星人は無我夢中で人ひと垣がきから逃げだした。

　行動の自由をとり戻すと、星人はアリアを探す。数人の女子を相手に大立ち回りを演じていたアリアだが、すぐに星人に気づいた。目が合うとほぼ同時にアリアが叫ぶ。

「逃げなさい、早くっ！」

　もちろん星人も男子として、女の子を置いて逃げるというシチュエーションに抵抗がないわけでもないが、この調子じゃ星人は駅前で公開レイプされかねない。そして星人とアリアにとって戦略的勝利は星人の貞てい操そうを守ることにある。

　それにアリアは一人でも滅め茶ちや苦く茶ちや強かった。しかも相手も女の子ばかりだ。加勢するにしても女の子相手だと星人も手が出しにくい。

　そんなわけで星人はこの場を逃げだした。

　駅に飛びこんで、そのままつっきって裏口へ回る。あわててアイドル志願の少女たちが追いかけるが、星人は線路ぞいに全力疾しつ走そうを続けた。そしてガード下をくぐって再び駅の表側に戻ると、独走状態だ。駅前商店街の裏道を走りだすと、すぐに追っ手の姿は見えなくなる。

　天あま川かわ星人、一五歳。確かに地味で冴さえない男子だが、子どもの頃ころから二キロの山道を上り下りして学校に通っているのだ。アイドル志願の少女たちをふり切るくらい余裕だった。

「まったく、何てこったい」

　酷ひどい目に遭あったと思いつつ、星人は家に向かって歩きだす。機種変更したばかりの携帯電話はへし折られたし、とにかく一いつ旦たん家へ帰ってミムラに相談したかったのだ。

　大きく遠回りして、駅と学校を結ぶ大通りに戻ると、山やま間あいの道に入って、家を目指す。しかしその足が急に止まってしまう。

　星人の家は山の中にあるので、間違って人が上がって来ないよう私道の入り口に門が築かれているのだが、その門の前に数人の女の子の姿があったのだ。

　その中の一人が、星人を指さして叫ぶ。

「あっ、いた。あそこっ！」

　おかげで星人も相手が敵か味方か、それともただの通りすがりか、そういうのを一切迷わずにすんだ。今来た道を引き返し、再び全力疾しつ走そうだ。

「ちっ、同じガッコの奴やつがいたから、場所を訊ききだしたのか。誰だれだ、チクショー」

　いくら同じ学校とはいえ、星ほし人との家を正確に知ってる女子はほとんどいないはずだった。少なくとも星人はそういう学生生活を初等部六年、中等部三年、合計九年続けて高校生になった。と言うことは星人の家の場所を知っている男子が、女子の誰かに教えたということになる。こうなると星人に断りもなく家の場所を教えてしまった奴がいるということよりも、星人の家がどこだか知らないかと女子から相談された奴がいることの方が腹立たしい。

　嫉しつ妬とまじりの悔くやしさを胸に走ること一〇分、再び星人は追っ手をふり切るのに成功した。やはり単純に脚力勝負になると、星人の方が圧倒的に強い。

　けれど逃げる星人は一人だが、追いかけて来る女子は数十人もいるのだ。このまま無む闇やみに追いかけっこを続けると、さすがに星人も力尽きてしまうだろう。

（ど、どこかに身を隠さないと……）

　そんなことを思っているうちに星人は学校の近くまで来ていることに気づく。

　運動部の中には土曜や日曜も活動する部もあるが、今日は試験週間中の土曜なので、校内に生徒はいないはずだ。他ほかに行く当てがあるわけでもなく、星人は学校へ向かった。




　学校へはどうやって忍びこもうか、そんなことを考えていた星人だが、いざ学校についてみると、正門は開いていてあっさりと入ることができた。

　どうやら教員の一部に出勤している者がいるらしく、正門近くにある駐車場には自動車が数台止まっている。

（もしかして試験問題でも作ってるのかな）

　教師に見つかれば時期が時期だけに問題用紙を盗みに入ったと疑われるかもしれない。そんなことを考えると、高等部校舎や新校舎には職員室や教員室があるので、やはり行きにくくなる。消去法的に星人は部室棟へ向かっていた。

　もちろん帰宅部の星人は部室棟へ行っても入れる部屋なんてない。けれど今日は元々、美み希きの作った環境問題研究会の部室に盗聴器をしかけようという話だった。駅前のごたごたで盗聴器は失ってしまったし、部室へ忍びこむための道具もアリアが持っていたので、星人にできることは何もない。ただ携帯電話が壊れ、家にも帰れない今の状況で、もしもアリアと会えるとしたら、環境問題研究会の部室の前くらいのものだ。だから星人はそこへ向かう。

　環境問題研究会は部室棟の二階にあった。

　学校に忍びこんでいるという心理から、階段を上がるのも、そして二階の廊下を歩くのも、自然と忍び足になってしまう。

　そうして星人が部室棟の二階廊下をこっそり音を立てずに歩いていると、いきなり部室のドアが開いた。ふっ飛ばされる形で、ドアにぶつかって星人は足をもつれさせる。

「おわっ……」

　星ほし人との口から押し殺した叫び声が上がり、そしてドアの向こうから、やはり押し殺したような悲鳴が上がった。

「きゃっ……」

　咄とつ嗟さに星人は手すりにすがると、何事かとふり返る。するとそこには見慣れた三つ編み娘の完全に固まってしまった姿があった。

「ゲッ……立たち花ばな……」

　帰宅部の上、私服姿の星人と、生徒会の役員で制服姿の理り香か。この二人が休日の学校で不意に出くわせば普通なら精神的に優位に立つのは理香のはずだった。そして実際、星人も理香の姿にビビっていたのだが、妙な物を目にして首をひねる。

「……何だ？　この本」

　部室のドアから上半身をのぞかせる格好で理香は廊下に倒れていたが、周辺に同人誌がいっぱい散らばっていたのだ。少女マンガ風のタッチで描えがかれた中年男性がバラを持っている姿、ムチ傷がいっぱいついた上半身裸の少年の絵。表紙はどれもあやしげな雰ふん囲い気きを醸かもしている。

「み、見ないで。お、お願い見ないで」

　ほとんど反射的に理香は床に散らばってしまった同人誌の上に覆おおいかぶさった。これで精神的な立ち位置が完全に逆転してしまう。余裕の出た星人は状況を把は握あくすべく、部室のドアを見る。部室のドアには紅茶愛好会と書かれたプレートがさしてあった。

「何で立花が紅茶愛好会の部室から出て来るんだ？」

「ぐわっ！」

　まるで頭の中で何かがバンっと音を立てて破は裂れつしたかのように理香は頭をのけぞらせるが、すぐにそれらしい言い訳をはじめた。

「こ、こ、これは……その、生徒会の仕事として、紅茶愛好会の部室に校内持ちこみ禁止品があるっていう情報を聞いて、そ、それを押おう収しゆうすべく、すべからく、休日登校してですね……」

　小心者の理香は声はふるわせるわ、嚙かんでしまうわで、下へ手たな言い訳もいいところだったが、星人はあっさりと信じてしまう。

「そうなのか……」

　こうなると次は話の流れ的に自分がどうしてここにいるかを尋たずねられるだろう。それを何と答えるべきか。星人は腕を組んで考えこむ。

　しばしの沈黙。

　このわずかな沈黙の間に人間力というものに差が出てしまった。

　天あま川かわ星人、一五歳。テストはいつだって一夜漬づけ、しかも一時間の試験を受けるなら、一時間の試験勉強で十分だと考える度胸満点の日本男児である。

　一方、対する立花理香は同じ年齢と言えども、試験週間中の勉強時間が六時間や八時間から、四時間か五時間くらいに減っただけで、涙ぐむ小心者な真ま面じ目めっ娘こだ。

　沈黙の間、星ほし人とは適当な言い訳を考えただけだが、理り香かは暗黒未来を想像してしまった。

　あっさり星人にウソがバレてしまい、生徒会でつるし上げられる自分の姿、警察に連行される自分の姿、母の泣く姿、父の怒る顔、そして妹の軽けい蔑べつした顔、そして何より長年築き上げて来た自分の真面目なイメージが同級生たちの間で音を立てて崩れていく光景。

「あのな、ウソ……」

　星人は「ウソみたいな話だけどさ」という前置きから語りはじめようとしただけだったが、ウソの二文字で理香の心は完全に崩壊してしまった。

「うきゃーっ！」

　我を忘れて理香は星人にすがりつく。

「お、お願い。天あま川かわくん、一生のお願いだから、このことはみんなに黙ってて」

「な、何だっ!?」

「お願い、天川くん。わたし、何でも言うこときくから。何でもするから。一生のお願い」

　すがりつく理香の顔は、星人のちょうど股こ間かんのあたりにあった。しかもかなりきわどいあたりまでスカートがめくれて、生白い太モモがあらわになっている。

「立たち花ばな、お前もかっ!?」

　またもや貞てい操そうの危機を感じた星人はふり払おうとするが、逆に理香は離されまいと必死になってしがみついた。おかげで理香は星人の股間に顔を埋うずめるあやしい体勢になってしまう。

「お願い、お願い、お願い、お願い、何でもするから、お願い」

　股間に直接響ひびく温かい息と声の振動。星人はおかしくなってしまいそうだった。腰を引いてもその度たびに理香は「お願い」と連呼して顔を埋めて来る。理性はふり切れる寸前だったが、それでも理香の大きな声が、星人の脳裏に教師という存在をちらつかせてくれた。

「わ、わかった、いいから、ちょっと待て。先生に見つかったらどうする、止やめろ」

　心の壊れた理香にも先生という一言が効いた。ようやく星人の股間から顔を上げる。そして目に涙をうっすらとうかべ、弱々しく星人に懇こん願がんする。

「お願い、誰だれにも言わないで。本当、出来心なの……わたし、わたし、嗚あ呼あ……」

　実際のところ星人は事態を正確にはつかめてなかったのだが、とにかく黙っていればいいだけなら簡単だ。星人は理香の肩に手を置いて、諭さとしてやる。

「わかった、何かよくわからないが黙っといてやるから、安心しろ。あとな、男子に対して何でもするからって気軽に連呼しない方がいいぞ」

　半分放心状態の理香がコクンとうなずくと、星人は理香の背中を押してやる。

「ほら、もういいから行けよ。この同人誌みたいなのも部室に戻しとけ」

　憔しよう悴すいしきった様子で理香は立ち上がると、同人誌を拾い集め、部室の中へと消えていく。そして二分か三分もすると、再び廊下に出て来た。

「……あの、天あま川かわくん。わたし、本当に出来心で……」

　再び理り香かが同じことを言おうとするので、星ほし人とは笑って階段を指さした。

「もうその話は何度も聞いたって……いいから、行けよ」

「ほ、本当にごめんなさい。もうしませんから」

　うなだれたまま理香も歩みだすが、その足がふと止まった。

「……ところで天川くんはどうして、こんなところに？」

　理香がふり返ろうとすると、星人は作り笑顔をうかべて、理香の背中を押してやる。

「だから、今日見たことはみんなに言わない。そう、約束するから、安心して家に帰れ」

「あ、ありがとう」

　目に涙すらうかべ理香は感謝する。そして何度も星人に頭を下げながら、階段の向こうに消えていった。

　しばらく耳をすませて理香の足音を確認する星人だったが、やがて何も聞こえなくなると冷や汗をぬぐった。

（ふ～っ、助かった。忘れ物をしてとりに戻ったら学校の中で迷まい子ごになったとか、信じてもらえる自信なかったしな）

　学力ではなく、人間力に差が出た。危機を切り抜けた星人はその場でしゃがみこむ。環境問題研究会の部室はすぐ目の前だが、どうせ部室のカギを持ってないので、大して変わらない。

（しかし立たち花ばなは前々からきっかけ一つで大転落しそうな危なげな奴やつだと思ってたけど、本当に大転落っていう感じだな……）

　今の出来事を星人なりに何が起きたのか、頭の中で整理していると、やがて階段を上る足音みたいなのが聞こえて来た。何となく予感がして、星人が首を動かすと、思った通りの人物があらわれた。

「大だい丈じよう夫ぶだった？」

　アリアの質問に星人は親指を立てて応こたえる。

「ああ、何とかな」

「それなら良かった」

　ほっとアリアが胸をなで下ろす。そんな安あん堵どの表情をうかべるアリアの顔を見ていると、星人は不思議な気持ちになった。星人がここに来たのは、ここならアリアと合流できるかもしれないといった思いからだ。そして星人が思った通り、この場所へアリアが来た。

「なあ、どうしてここがわかったんだ？」

　するとアリアは得意そうに胸をはると、星人の左手を指さした。

「ミムラに連絡して、探してもらったのよ。やっぱりそのアザって役立ったでしょ」

「……ま、そんなもんだよな」

　星人が目を泳がせていると、アリアは星人の隣に座りこむ。

「とにかくミムラを交えて作戦会議をはじめましょう」

　そして手前に銀色のコースターみたいな円盤を置いた。その上を指でくるくるとなぞると、円盤の上に手のひらサイズのミムラがあらわれる。ちょっとした魔法のような光景だった。

「星ほし人とさん、お話はお伺うかがいしました。ご無事で何よりです」

　ちょこんと頭を下げるミムラの身体からだはうっすらとすけている。立体映像か何からしい。あの銀色の円盤を手のひらに置けば手のりミムラになるだろう。ちょっと星人も欲しくなる。

「しっかしどいつもこいつもバカばっかりね。あんなバカな話を真に受けて」

　アリアが忌いま々いましそうにつぶやくと、ミムラも心配そうに目を伏せた。

「困った事態になってしまいましたね。星人さんの貞てい操そうの危機は地球人類の危機ですから……今回は女の子にありがちなアイドル願望を上う手まく利用されちゃいました」

「ああいう欲の皮がつっぱってそうな女は、欲の皮がつっぱった他ほかのバカ女たちを騙だますのなんて簡単なんだわ。だって自分が何を言われれば騙されるか、一番わかってるはずだもん」

　アリアとミムラは今回の件が、明らかに美み希きの陰いん謀ぼうだと考えているようだ。もちろん、星人だって心の中の半分をしめていたモテ期という妄もう想そうはきれいさっぱり消えていた。

「美希の奴やつ。試験週間中だから大人おとなしくしてるのかと思ってたら、噂うわさを広める方に力を入れてたのか……」

「噂や都市伝説を利用する情報戦はこちらの十お八は番こだったのに、やられちゃいましたね」

　ちょっぴり悔くやしそうにミムラがつぶやくと、アリアは眉まゆをつり上げた。

「やられたらやり返す必要があるわ。こうなったら情報戦よ、あのホルスタインが竹たけ林ばやしとつき合ってるって噂を流してやればいいんだわ。泣いて悔しがるはずよ、きっと」

「そりゃあ嫌いやがらせとしては効果的だろうけど……何の意味があるんだ、それ？　それより情報戦なら、今の状況を何とかする噂を流したらどうなんだ？　どっかに女の子を集めて噂なんてウソだって刷りこむとか」

　当を得た正論のはずだが、アリアの歯切れは悪かった。

「う～ん、それが一番てっとり早いんだろうけど、一人や二人相手ならともかく、数十人もの記憶を改変するなら、教室みたいな密閉された空間でもなきゃ難しいわね。多人数を一度にやるにはガスを使うのが効率的だけど屋外だと拡散するし、通行人だって次から次にあらわれちゃうから……あとＵＦＯが修理中なのも痛いわよね」

「そうですよねえ、ＵＦＯが飛べないのが痛いですよね」

　肩を落とすミムラの姿を見て、星人は宇宙人の科学力に期待しすぎていた自分に気づく。

（そうか……飛べない宇宙人はただのメイドさんか）

　ならば宇宙人の科学力だとか、そういったものにあまり頼らず何とかするしかない。

「それじゃあ、今日一日、俺おれがどっかに隠れてるのはどうかな？」

「はっ？　隠れててどうする気よ」

　あきれる星ほし人とは自分の考えを述べはじめる。

「おそらく美み希きが噂うわさを広めはじめたのは先週の金曜日以降のはずだ」

　先週の金曜日、星人の服を脱がそうとした美希が星人の手を見て、星形のアザがどうのと言っていた。だから美希が流した噂なら、それ以降にはじまったはずなのだ。

「そして女の子たちがおかしくなったのはオーディションが目前に迫ってるからだと思う。もしも美希の流した噂をあっさり信じていたら、もっと早く俺おれはラブレターやデートの誘いを受けてたはずだ。それが金曜日のギリギリまで学校で動きがなかった。オーディション前日の今日になって俺の家の近くでウロウロしたり、駅前に女の子が集まってたりしたのは、おそらく彼女たちに何らかの葛かつ藤とうがあった証あかしだ」

「何らかの葛藤って何よ？」

　ストレートなアリアの質問に、星人は慎重に言葉を選んで答える。

「いや、だからその、何だ。女の子だって、噂の内容が内容だけに慎重にもなるだろ？　だって消しゴムに好きな人の名前を書いて使い切ると両思いになれるとか、そんな小学生レベルの噂でもないし……実行に移すにも普通はためらうはずだ」

　噂の内容を思いだし、純情なアリアはちょっとだけ鼻の頭を赤くしてうなずいた。

「な、なるほど。そう言うわけね」

「そして駅前で一気にパニックになったのも、うちの親おや父じが去年のジャパプリでグランプリを獲とった鮎あゆ川かわ真ま央おっていうアイドルと一緒に出演したことがあるっていう話がきっかけだった。結局、オーディションを目前にして藁わらにもすがる気持ちで女の子たちはおかしくなってるわけだから、オーディションさえ終われば冷静になるはずさ」

「そう、なのかな？」

　アリアは首をひねるが、星人には自信があった。

「絶対、大だい丈じよう夫ぶ。国くに木き田だや南みなみ戸とがうちの親父にコネがあるって信じこんだのはアリアが、そのコネ目当てだと勘かん違ちがいしたからだろ。って言うことは明日のオーディションでアリアが勝ち上がるどころか出場すらしてないと知れば、いくら何でも勘違いに気づくだろ」

「なるほど、そうかもね……」

　星人の話に一応は納なつ得とくしてみせたアリアだが不満もあるようだった。

「でも隠れてるだけなんて何だか退屈な方法じゃない？」

「アホか、退屈でも何でもいいんだよ。これが一番穏おだやかで確実な方法のはずだ」

「それがいいと私も思います」

　最後にミムラもうなずくが、その穏やかな口調が一変してしまう。

「た、大変ですっ！　門を突破して女の子たちがこっちに向かって来ます」

　飛び上がったミムラが遠くをのぞくような仕草をしてみせる。

「えっ、いったい何がどういうことだ？」

　星ほし人との質問に、ミムラは何かを持って走るような仕草をはじめた。どうやら向こうでのミムラの行動がそのまま立体映像となって、あらわれるらしい。

「あのですね、先ほどから女の子が門の前にいっぱい集まられて、星人さんがお帰りになられたかどうか、ずっと訊きかれてたんですけど」

　星人は学校に来る前、私道の入り口にある門の前に女の子たちが集まっていたのを思いだす。あの門にはインターホンがついていて、家の中から会話できるようになっているのだ。どうやらミムラは星人が駅から逃げだした後、ずっと押し問答を続けていたらしかった。

「それで私、星人さんはまだ戻られてませんってずっと答えていたのですが、家で待たせてもらうと言って、勝手にのりこんじゃったみたいです」

　ミムラの報告にアリアが青ざめた。

「まずいわっ！」

「何がまずいんだ？」

「だって家にはＵＦＯが刺さったままだもん」

「あっ、そうだ……」

　星人も頭を抱かかえこむ。現在、家にはＵＦＯが刺さっている。光学迷彩機能のおかげで、何もないように見えるが、実際にさわったりすれば見えない壁かべ（つまりＵＦＯ）の存在に気づかれてしまう。しかも相手は狂乱状態にある少女たちだ。大人おとなしくしているはずがない。

「いいわ、あたしが今からそっちへ行くから。それまで持ちこたえられそう？」

　アリアの問いにミムラは走る仕草をしながら答える。

「はい、大だい丈じよう夫ぶだと思います。今、お家うちの前にバリケードを作ってますから」

　門が破られたにせよ、そこから星人の家まで二キロも坂道が続く。女の子の細い脚あしなら一時間以上はかかるだろう。バリケードを築くには十分な時間があるはずだった。

　ただ問題はアリアだ。星人の脳裏に、駅前で大暴れしたアリアの姿がよぎる。近くに川も流れてるし、坂道で乱闘となると、救急車やパトカーが出動する事態になりかねない。

「それじゃあ、あたし、ミムラを助けて来るから、星人はどっかに隠れてて」

　銀色の円盤を回収するとアリアは走りだそうとするが、それを星人はあわてて止める。

「いや、ちょっと待て。俺おれが行くから、待ってくれ」

「はっ？　何を言ってんの。あいつらの狙ねらいは星人自身なのよ。それなのに星人が家に帰ったら、鴨かもがネギしょって鍋なべに飛びこむようなもんでしょ」

「確かに俺が行けば、女の子たちにとって思う壺つぼかもしれないけど、このまま俺が隠れていたら、家にどんどん女の子が集まって来て切りがないだろ。けれど俺があらわれれば女の子たちを家から引き離すことができるはずだ」

「その先はどうするのよ？」

「とりあえず逃げ足だけは自信があるから、逃げ切った後にもう一回考えよう。今はミムラ姐ねえさんを救うのが先決だ」

「……仕方ないわね」

　しぶしぶといった風にアリアが同意すると、星ほし人とはアリアにちょっと頼み事をしてみる。

「あのさ、それでちょっと相談があるんだけど、いいかな？」

「相談って何よ？」

「あの、さっき円盤みたいなのがあったじゃないか。ミムラ姐ねえさんが立体映像みたいな形であらわれたの。あれって俺おれにくれないかな？　いや、貸してくれるだけでもいいんだけど」

　しばし無言の後、アリアは眉まゆをひそめた。

「何に使う気よ？」

「えっ、だって俺、携帯電話がぶっ壊されちゃったし、これから逃げるにしても通信手段が欲しいって言うか、連絡方法が何か必要って言うか……」

　内心では手のりミムラといつでも会話できる便利グッズが欲しかったのだが、そんな星人の下心を見抜いたのか、それとも機密上の都合からか、アリアは星人に自分の携帯電話を渡す。

「それじゃあ、あたしの携帯電話を使えばいいわ。どうせ星人名義の電話だし、あたしに用がある時はミムラを介して連絡してくれればいいから」

「そ、そうだよな。それが筋ってもんだよな」

　元々アリアの携帯電話は星人が契約して渡したものだった。そんな地球の通信機をアリアが持って、星人が宇宙人の通信機を持つというのは確かにおかしいかもしれない。当てが外れてちょっぴりガッカリしながらも星人はアリアから携帯電話を受けとった。

「それじゃあ、行くわよ」

　言うが早いかアリアは走りだそうとするが、再び星人が止める。

「あっ、ちょっと待ってくれ。もう一つ話がある」

「まったく何よ、危険が迫ってるって言うのに」

　短気なアリアはカリカリするが、星人は家に女の子たちが向かってること自体は問題でも、救出に戻るための時間的な面ではまったく焦あせっていなかった。

「大だい丈じよう夫ぶさ。家はミムラ姐さんが守ってくれてるし、何より家の前は二キロも続く坂道だからな。初めて上る奴やつは大たい抵てい、途中でバテる。それより、俺、謝っときたいことがあるんだ」

「はっ？　突然、何を言いだすのよ」

　呆あつ気けにとられるアリアだが、モテ期という妄もう想そうがきれいさっぱり消えてから星人の胸の中にはわだかまりみたいな感情が芽生えていたのだ。

「いや、昨日のことだけどな。お前、黒くろ木きたちから囲まれたじゃないか。俺宛あての手紙を途中で読んだって。あれって、よくよく考えてみると、アリアが先に手紙を押おう収しゆうして読んじまってるから、アリアの自じ業ごう自じ得とくとも言えるかもしれないし、最初から俺にはどうしようもできなかったとも言えるかもしれないけどさ……」

　話の途中だが、ヒタイに青筋をうかべたアリアが星ほし人との胸ぐらをつかんだ。

「あんたは人に謝りたいって言っておきながら、ケンカを売ってるわけ？」

「いや、そうじゃない。そうじゃなくって、あれは俺おれがうかれすぎてた。だから、ゴメン」

　星人が頭を下げると、再びアリアは呆あつ気けにとられた。

「はっ？」

「昨日、急に俺がモテはじめた時点で、俺もおかしいことに気づいてれば良かったんだよな。それをモテ期が来たって勘かん違ちがいして、俺に緊張感や警戒心が足りなかったから、アリアが必要以上に警戒しなきゃいけなくなって、あんなことになってしまった気がする。ゴメン」

　再び星人が頭を下げると、アリアはちょっとだけ黙りこんだ。

「……星人って、モテ期が来たとかって本気で言ってたんだ」

　星人もちょっとだけ黙りこむ。

「……半分くらいだぞ？」

　するとアリアはぷっと吹きだした。

「半分でも信じるなんて頭が悪すぎるわ。アイドルになりたいって星人を追いかけ回してるバカな女どもと大して変わらないじゃない」

「チェッ、何とでも言えよ。とにかく俺は謝ったからな」

　星人はポケットに手を入れると歩きだす。アリアの言う通り、星人とアイドル志願の少女たちなんて所しよ詮せんは五十歩百歩で程度の問題でしかないのかもしれない。

（夢とか願望って罪作りだよな……他人から見りゃ欲の皮がつっぱっておかしくなってるだけにしか見えないんだろうけど……）

　肩を落とす星人の隣にアリアがならんだ。そして星人の服を後ろから引っぱる。

「ねえ、あたしも星人に一つ話があるわ」

「何だ？」

　星人が足を止めると、アリアはうつむいた。身長差から星人はアリアがどんな表情をしてるのか見えなくなる。

「昨日は、ありがと」

「へっ？」

　星人が呆気にとられると、アリアが顔を上げる。ちょっぴりその顔は赤かった。

「昨日、あたしがクラスの女子に囲まれた時、助けようとしてくれたでしょ。だから、ありがとうって言ったの。それだけ」

　アリアが星人の家に舞いこんで来て、約一ヶ月。

　色々あったけど、おそらく感謝の言葉なんて今が初めてだ。

　星人の顔から苦笑いがこぼれる。

（まったく、こいつは今ごろになって、ありがとうかよ……）
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　この遠い星からやって来た傲ごう岸がん不ふ遜そんな少女は性格破は綻たん者しやもいいところで、地球人類なんて下等生物くらいにしか思ってない。そんなアリアが地球人類を滅ぼそうとする側ではなく、守ろうとする側にいるのは一種のブラックジョークですらある。

　けれど星ほし人とは知っていた。

　この性格破綻者も、責任感だけは強く、そして意外にも素直な一面を持っていることを。

　いつの間にか理り香かたちのグループとそれなりに仲良くつき合っていたり、星人に感謝の言葉なんて言ってみたり。

　しかもそのきっかけはいつだって星人がアリアに本心をぶつけた時に生まれているような気がする。それはちょっとしたうぬぼれかもしれないけど、確かに星人は手て応ごたえを感じていた。

　その手応えが、どうしようもないほどの高こう揚よう感かんを星人に抱いだかせるのだ。

　星人はアリアの背中をポンっと叩たたいてやる。

「ＯＫ、明日か明後日あさつてあたり、オーディションが終わったら女の子たちにしたり顔で説教してやろうぜ。こんなバカな話、最初からおかしいと思えよって」

　するとアリアが星人の背中を叩き返した。

「それには星人がしっかり逃げ切る必要があるわよ、わかってる？」

「まかせとけ。小学生の頃ころからな、鬼ごっこだけは自信があったんだ」

　星人とアリア、二人はならんで駆けだした。













　　　第七章　たった一つの冴さえないやり方







「さて、どうするか」

　山やま間あいの道まで戻って来た星ほし人ととアリアだったが、私道前の門にも女の子たちがいたのだ。どうも新たに、やって来たグループがいるらしい。その中にはヘアバンドがトレードマークの由ゆ梨り亜あの姿もあった。おそらく駅で見失ったので、ここに来たのだろう。

　私道を上がって行った女子を何とかするには、まず門の前にいる由梨亜たちのグループをどうにかするところからはじめなければならない。

　電信柱の陰に星人とアリアがならんで立つ。門の前にたむろする由梨亜たちから死角になるようピンと背筋をのばしてならぶ姿はどこか滑こつ稽けいだが、二人とも大おお真ま面じ目めな顔をして作戦会議をはじめた。

「せっかくデマに弱い連中を相手にしてるんだから、それを利用しない手はないわ」

「と言うと？」

「あたしが星人を見つけたって叫んで、逆方向に誘導するのはどう？」

「そりゃいいな。街中の鬼ごっこでも使えそうだな」

「そうね、じゃあ星人が追っ手を引きつれて、あたしが逆誘導をかける役ね」

「よし、決まりだ」

　そうと決まれば即実行だ。星人が電信柱から飛びだすと、アリアが大声を上げる。

「あ～っ！　あまかわくんだーっ!!」

　わざとらしいまでの一本調子の大声だが、門の前にいた少女たちの視線は一いつ斉せいに星人へ向かう。すると星人は大げさな仕草でぴょんと飛び上がる。

「うわっ、しまったあっ！」

　そして星人が背中を向けて走りだすと、門の前にいた少女たちが一斉に追いかける。アリアも星人の後を走った。

　やがてＴ字路にぶつかって、駅と学校を結ぶ大通りに出ると、星人は左に曲がった。そして星人の後ろをピッタリ走っていたアリアはＴ字路の角で足を止めると、右を指さす。

「向こうに行ったわよ、向こう、向こう」

　星人を追って走る少女たちの一団はアリアに誘導されるまま右へ向かう。

「今がチャンスよ、行って」

　アリアが合図を送ると、看板の陰から腰を屈かがめた星人が出て来て再びＴ字路を曲がる。

「あたしも一緒に行こうか？」

　アリアの問いに星ほし人とは首を横にふった。

「いや、ここで待っててくれ。私道を上がってる連中を俺おれが引きつれて来るから、その時にここでまた同じ手を使って欲しいんだ」

「ＯＫ、わかった。じゃあ、星人が戻って来るまで少し時間があると思うし、あたしはもう少し駅へ向かって走っていった連中を疲れさせてやるわ」

　悪戯いたずらっぽい笑みをうかべるアリアに星人は肩をすくめつつアドバイスする。

「ほどほどにな。それとアリアの青い目と金髪は目立つから、どっかで帽子やサングラスを買った方がいいかもしれない。金はあるか？」

「さっき駅前で星人の財布を回収してあげといたわよ」

　アリアが得意そうにポケットから財布をとりだすと、星人は顔をしかめて舌を鳴らす。

「ちぇっ、そういうのは真っ先に返してくれよ……ま、いいや。今回は非常事態だし、中の金は自由に使っていいから」

「わかったわ。バッチリ使っといてあげる」

「ほ、ほどほどにしといてくれよ。基本、俺の財布の中身は生活費なんだからな」

　変に自信満々なアリアの返事に星人は一いち抹まつの不安を抱かかえながらも走りだす。

　山やま間あいの道を走って、私道に入ると、そこからは長い坂道だ。ここで無理をするとスタミナが一気に減ってしまうので、早歩き程度にスピードを落とす。その間、星人は家に電話してミムラと連絡をとる。バリケードを作るのに忙しいかなと星人が思っていると、思いの外ほか、ミムラは早く電話に出た。

「あ、ミムラ姐ねえさん。俺、星人だけど、そっちはどんな様子？」

「はい、バリケードも出来ましたし、今は紅茶をいただきながら、みなさんのご到着をお待ちしています」

「何か、余裕だね」

「はい、ここを目指している女の子のみなさん、半分くらい進んだところで、足が止まっちゃいまして休憩中のようなんです」

「ま、そうだろうな」

　何となく星人の思っていた通りの展開だった。アイドル志望の少女たちに二キロの坂道はきつい。しかもアイドル志願だけあって、歩きやすい運動靴ぐつより、ヒールの高いお洒落しやれな靴を履はいている子が大半だろう。そうなると、どうせ途中で足が止まって、家にたどり着くとしても、休み休みになって二時間か三時間はかかると思っていたのだ。

　もちろん最終的に家にたどり着かれると困った事態になるのは確かである。

「それと、ちょっと訊きいてみるんだけど、女の子たちは一つのグループにまとまって上ってるのかな？　それとも分散してるみたい？」

「そうですね、三つぐらいのグループに分かれているようです。先頭グループが一番多くて八名前後でしょうか？　後は四人か五人くらいのグループが二つ程度といった感じです」

「ありがとう、後は何とかしてみるよ」

　携帯電話を切ると、星ほし人とは少し考えこむ。

　できれば一番手前のグループが星人を見つけてくれた時点で、一番奥まで行っているグループも星人を追って山を下りてくれれば助かるが、確実性に欠ける。やはり上から下へ押しだすところてん方式でやるべきだろう。

「ちぇっ、仕方ないか」

　星人は木々の間を抜けて、先回りするため私道から山の中へ入っていく。さすがに山育ちの星人としても、道もない山の中を行くのは負担が大きい。スタミナはどんどん削けずられていく。それでも無理して上っていくと、やがて女の子の話し声が聞こえて来た。声の感じや話し方からすると、年上系か派手系のグループみたいだった。

　何を言っているのか盗み聞きするつもりはなかったが、断片的な会話は耳に入って来る。それらは星人にとって、いずれも打算に満ちて過激なものばかりだった。

「でも地区の一次予選じゃテレビに出れないよ」「本選、残れなきゃ意味な～し」「地区の一次予選までって言われたらどうする？」「ありえなーい」「デビュー保証、当然っしょ」「やるだけやって、後は脅おどせばいいんじゃない」

（何か女子に対する夢やロマンが音を立てて崩れてくな）

　しかも女同士の気安さからか、途中から猥わい談だんだか武勇伝みたいな話になっていき、笑い声に混じってヘルペスがどうとかクラミジアに感染してとか言いだした。

（こえぇ……女って怖すぎる。性病を染うつす気かよ。油断も隙すきもあったもんじゃないな）

　密ひそかに悪態を吐つく星人だが、かく言う星人自身も性病持ちなのが悲しい。卑猥な笑い声を後にして、星人はさらに先へ進む。

　やがて第二グループらしき女の子の声が聞こえて来た。どうやらこちらは中学生のグループらしく、青あお臭くさい青春劇だか友情劇がくり広げられていた。

「やっぱり止やめようよ、ミーちゃん」「そうだよ、ミーちゃん。自分を大切にして」「でもわたし、どうしてもアイドルになりたい。そのためには何だってするもん」「自分を大切にできない子が、みんなをしあわせにできるの？　アイドルってそういう仕事じゃないの？」

（そうだ、ミーちゃん。考え直せ）

　声がちょっとハスキーなので、ミーちゃんはアイドルより歌手の方が向いてるかもしれない。そんなことを思いつつ星人も密かにエールを送る。そして山の中をさらに進む。

　やがて靴くつの中を泥だらけにして、太ももの筋肉が張りはじめた頃ころになって、ようやく先頭グループらしき連中の元までたどり着く。

　ミムラの言う通り、女の子が七人か八人ぐらいいるのを確認すると、星人は山から私道へ飛びだした。

「うわっ、しまった。こんなとこにもいたのか」

　星ほし人とがわざとらしい声を上げると、女の子の一人が星人を指さした。

「あっ！　テンカワじゃん」

　国くに木き田だ未み央お子こ、本日二度目の遭そう遇ぐうだが、相変わらず名前を間違ったままだ。

（俺おれの名前なんて、女子の間じゃこんなもんなのか……）

　自分の存在感の軽さに失望する星人だが、今はそれを嘆なげいている場合ではない。

「うわっ、にっげろ～っ！」

　とにかく大きな声を上げると、身を反転して坂を下りだす。走りながら星人がふり返ると、狙ねらい通りみんな一緒について来る。

（よし作戦通り）

　星人は女の子たちから一定の距離をとると、流して走る。あんまりぶっち切ってしまえば追う気力が失うせて足が止まってしまうからだ。こうして先頭グループを引きつれて道を下っていると、やがて中学生のグループに出くわした。

　中学生たちは星人の顔を知らないらしく、いきなり人があらわれて驚おどろいている。ただ驚くと言えば星人の方も驚いていた。女子中学生三人組っぽい感じなのだが、一人どう見ても男子みたいな奴やつがいる。一応、スカートをはいて髪もセミロングなのだが、ガッチリした肩幅、ホームベースみたいなエラの張った顔、そして何よりスカートからのぞく足に生えたすね毛。

（何だ、この女装刑事みたいな奴は）

　何だか痴ち漢かんのおとり捜査にオッサン刑事を女装させたような姿だ。その男子なのか女子なのかよくわからない中学生が、星人の左手にある星形のアザに気づく。

「あ、あの星形のアザはもしかして、あの人が天あま川かわさん？」

　そのハスキーな声に星人はずっこけそうになる。

（お前がミーちゃんかっ！）

「お願い、ミーちゃん。止やめて、もっと自分を大切にして生きて」

「そうだよ、ミーちゃん」

　一方、ミーちゃんを止めようとしている女子中学生二人は身体からだの線が細く、スタイル抜群だった。この二人の方がよっぽどアイドルに相応ふさわしいルックスだ。

「ごめんね。トモちゃん、クミちゃん。でも、わたしどうしてもアイドルになってみんなを見返したいの」

　中学生たちの熱いトークが続く中、そろそろ未央子たちの一団も追いついて来た。

「ミーちゃん、友だちの言う通りだぞ。考えなおした方がいい」

　星人は中学生たちにアドバイスをすると、再び坂道を走りはじめる。先ほどと同じく距離をとりつつ、流して走る作戦だ。

　しかしひ弱な女子の集団から、一人だけ抜けだして星人を猛もう追ついする者がいた。男子か女子かわからない謎なぞの中学生ミーちゃんだ。

「天あま川かわさあぁぁぁぁあんっ！」

「ゲッ、速いっ！」

　あっと言う間に星ほし人とを追い抜くと、ミーちゃんは両足でブレーキをかける。ズサーっと坂道の上につもった砂をすべると、くるりと向きを変え星人の正面に立ちはだかった。

「天川さん。わたし、アイドルになりたいんです」

「なりたきゃ、なれよ。つうか、その運動神経ならスポーツ選手の方が似合ってるぞ」

「誤ご魔ま化かさないでくださいっ！　わたし、アイドルにして欲しいんです。天川さんなら、できるんでしょっ!?」

「できねーよ」

　星人自身の権限や能力的な意味で言ったセリフを、ミーちゃんは別の意味に解釈して涙ぐんでしまう。

「わ、わたしの身体からだが男の子だからアイドルは無理って言うんですか？　でも、わたし……心は女の子なんです。お願い、差別は止やめてっ！」

「差別以前の問題で、俺おれにはそんな能力も権限もないの。つうかな、差別がどうのって言うなら、アイドルや芸能界なんて顔面差別の真しん骨こつ頂ちようみたいな世界だろうがっ、別世界を目指せ」

　星人に叱しかられると、何な故ぜかミーちゃんは自分の境遇みたいなものを語りだす。
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「わ、わたし、みんなから今までキモいとか、死ねとか散々悪口を言われて来ました……だからアイドルになって、みんなから可愛かわいいとか綺き麗れいって言われたい、どうしても見返してやりたいんですっ！　だから、おねがーいっ！」

　ミーちゃんが星ほし人とに飛びかかった。それを星人は横っ跳とびでかわす。

「それじゃあ本末転倒だろうがっ！」

　可愛い子がアイドルになるから、アイドルは可愛いのであって、アイドルになったら可愛いと言われるわけではない。とりあえず話が通じそうにないので、再び星人は坂道を走りだす。

　その動きを察したミーちゃんは両腕を大きくふると、上半身の反動と軽いステップだけで勢いをつけ、バク転をはじめる。しかも二転三転と連続で決め、身体からだの向きも着地したそのままで星人の前に再び立ちはだかった。

「わたし、特技は体操の床で、去年の中学総体で二位でした」

「マジかよ、お前、すげえハイスペックじゃん。そのままオリンピックを目指せよ」

　あまりの強敵ぶりに星人は泣きそうだったが、ミーちゃんも泣きそうな顔で叫ぶ。

「いやなのっ！　わたし、女子として出場できないなら、もう体操の大会なんか出たくない」

　そこにアイドル志望の女子たちが追いついて来た。その先頭はミーちゃんの友だち、トモちゃんとクミちゃんだ。女子中学生二人組は半泣きで、ミーちゃんにしがみつく。

「ミーちゃん、止やめて」

「そうだよ、ミーちゃん。もう止めようよ」

　それをチャンスと星人は再び走りだす。

「友情を大切にしろ。さらばだ、ミーちゃん」

　しかしミーちゃんは星人の背中を見ると、二人の友だちをふり払ってしまう。

「ごめんね。トモちゃん、クミちゃん」

　そして星人を追って、ミーちゃんが走りだす。

　トモちゃんとクミちゃんのおかげで距離を稼かせぐことができた星人だが、もう一定距離を保つだとか流して走るなんて言ってられない。全力疾しつ走そうだ。

　しかし中学生対高校生とはいえ、中学総体に出場するようなアスリートと、万年帰宅部の星人では身体能力の基本性能が違いすぎた。ミーちゃんはぐんぐんと距離を詰めて来る。

（こ、このままじゃ追いつかれる、どうする？）

　星人は何か策を講じようとしたが、星人が何か思いつくスピードよりも、ミーちゃんの走るスピードの方が速かった。しかも、最悪のタイミングで第三のグループに見つかってしまう。

「あ～れっ？　あのこっちへ走って来る奴やつって、テンカワじゃん」

「ほんとー、駅前で見た、見た」

　長い直線が続いていたので、星人の走る姿が丸見えだったのだ。しかも未み央お子このせいで名前を間違って覚えている。

「すっげえ、チャンス」

　吸いかけたタバコの先を地面にグリグリ押しつけ、鼻の穴からもうもうと白い煙を上げる。そんな色気も何にもない仕草で、派手な格好のギャルたちは次々と立ち上がった。

　道を封鎖される形になって、仕方がないので星ほし人とも足を止める。

「ちょっと通してくれ、今すぐそこを」

「そういうわけにはいかないねえ」

　私有地に上がりこんでおきながら、もったいつける女がいた。

「山の中だし、ここでやっちゃえ」

　さっそく服を脱ごうとする気の短い痴ち女じよがいた。

「カメラ、カメラ」

　証拠写真をとって、脅きよう迫はくかゆすりに使おうとする猛もう女じよがいた。

「やらしてやるから、まず誓約書を書けよ、誓約書を」

　さらには噂うわさを信じきれなくて、星人に保証を求める利己的な女もいた。この騒動で一番迷惑しているのは星人自身だというのに。

　しかもこのグループ、ヘルペスとかクラミジアがどうのと話していた性病グループだ。星人の危機感も一気にヒートアップする。

「言っとくけど、俺おれにはコネもアイドルにする力も何もないからなっ！」

「は～あ、今さらふざけたこと言うんじゃねーよっ！」

「いいから、お前のお父ちゃん紹介しろ」

　そこに後ろから追いついて来たミーちゃんが星人に飛びかかる。

「わたしをアイドルにしてえっ！」

「がふっ！」

　きれいにラグビー流のタックルが決まって、星人はその場にぶっ倒れた。しかもミーちゃんに腰を両腕でガッチリつかまれてしまう。これでは身動きがとれない。

　おかげで性病娘四人衆を前に、星人はまな板の上の鯉こいみたいになってしまった。

　もちろん性病娘四人衆に遠慮はない。次々星人に襲おそいかかる。

「今だ、チャンス」「アイドルはもらったぁ！」「そのまま押さえてろよ」「ジャパプリ、ゲットだぜえっ！」

（も、もうダメだ……）

　しかも性病持ちの一番嫌いやなグループだ。同じダメでも、せめて性病を持ってない女の子の方が良かった。そんなあきらめにも似た気持ちが星人の頭を一いつ瞬しゆんよぎる。その時だった。

「何してんのよっ！」

　聞き慣れた叫び声と共に、星人に襲いかかった性病娘たちが次々蹴けり飛ばされる。その中心でアリアの長い金髪が渦を巻く。まるで金髪のトルネードだ。

「アリア、どうしてここに？」

「ミムラから連絡があったの。星ほし人とが凄すごいのに追われてるって」

　その凄いのとは、もちろん去年の中学総体、体操男子／床で個人成績二位のミーちゃんだ。星人にしがみついて離れないミーちゃんをアリアは無理矢理剝はがそうとする。

「星人から離れなさいよ」

「やだやだやだ、アイドルにしてくれるまで絶対離れないっ！」

　しかしバカ力のアリアをもってしても、ミーちゃんを星人から引き離すことができなかった。業ごうを煮にやしたアリアはミーちゃんを蹴けっ飛ばす。

「離れなさいってばっ！」

　そうこうしていると、再び少女たちの一団が追いついて来た。その先頭を走るのは先ほどと同じく女子中学生コンビのトモちゃんとクミちゃんだ。

　二人はアリアがミーちゃんを蹴っ飛ばす姿を見ると、アリアに飛びついた。

「お願い、暴力は止やめて」

「これ以上、ミーちゃんを虐いじめないでっ！」

　すっかり悪役の星人たちだが、暴力やイジメなら、星人の方がよっぽど被害者だ。それでも友だちの出現で、星人にしがみついていたミーちゃんの力も鈍る。

「トモちゃん、クミちゃん……わたしのために……」

　その一いつ瞬しゆんの隙すきをついて、星人は脱だつ兎とのごとくミーちゃんから逃げだした。しかしミーちゃんもあきらめない。今度は星人の右足にしがみつく。

「こらっ、離せっ！」

「いやだーっ、アイドルにしてくれるって約束してくれなきゃ、離さないっ！」

　無我夢中で星人の右足にしがみつくミーちゃんと、それをふり払おうとする星人。見ようによっては、今度は星人がミーちゃんを蹴っているように見えなくもない。するとアリアにしがみついていた中学生二人組が、ミーちゃんをかばおうと星人の足元へ飛びだした。

「いやーっ、やめてぇ！」

「お願い、ミーちゃんに酷ひどいことしないで」

　再びミーちゃんの星人にしがみつく力が弱まった。その隙に星人はミーちゃんの腕から、右足をすっぽ抜く。

「友だちを大切にしろ、ミーちゃん」

　星人の叫びに再び中学生たちは何か葛かつ藤とうしはじめた。

「そうだよ、わたしたちの話も聞いて」「ミーちゃん。騙だまされてたらどうするの？」「わたし、万が一でも賭かけてみたいの。どうせわたしなんか普通にオーディションを受けたら絶対落とされちゃうし」「そんなことないよ」「そうだよ、ミーちゃん」

　ここで中学生たちの話に加わって、じっくり話せば星人もミーちゃんを説得できたかもしれない。しかし残念ながら、状況が許さなかった。

　未み央お子こたちの一団が追いついて来たし、アリアに蹴けり飛ばされた性病娘四人衆もそろそろ立ち上がろうとしている。星ほし人とはアリアの手を引っぱった。

「行くぞっ！」

「ちょっと、敵に背を向けてどうすんのよ」

　坂を下ろうとする星人だが、アリアは戦う気満々で、足を動かそうとしない。しかしこんなところで乱闘騒ぎを起こさせるわけにはいかなかった。

「むしろここで戦ってどうする。いいから逃げるんだ」

「あんっ、もうっ！」

　星人が強引に手を引くと、つられてアリアも坂道を走りだす。

　下り坂を走ると、自分の脚力以上にスピードが出るし、何より着地の衝しよう撃げきがキツいので足へのダメージが大きい。それでも星人は無理して走り続けた。

　やがて門の前まで走り切ると、星人とアリアは後ろを確認する。

　数十メートルくらい後ろから、未央子たち不法侵入者の一団はしっかりついて来ていた。これで家から女の子たちを引き離すことには成功したが、今度は星人の貞てい操そうを守るという方が危うくなっていた。

　不法侵入者たちの先頭を走るのはミーちゃんなのだ。そのちょっと後方に女子中学生の二人組が続く。サッカーで言えば１トップ２シャドーといった形だろうか。

「あっ、こけた……」

　けれど張り切りすぎたのか、星人の見ている最中に、ミーちゃんは転んでしまった。あわてて中学生二人組がミーちゃんを起こしにかかるが、後続組にどんどん追い抜かれてしまう。

　それでもミーちゃんは立ち上がると再び走りはじめた。未央子や性病娘たちを追い抜いて、再び先頭へ躍りでる。そのたくましい走りっぷりに星人は気が遠くなりそうだった。

　最初は女の子たち相手なら、適当に流して走っても余裕で逃げ切れると考えていたが、ミーちゃんと一対一になった段階で、すでに逃げ切れる自信がない。

「よし、方針転換だ」

「どうするの？」

「やっぱりアリアが前に言ってた通りだ。結局、ふりかかる火の粉は払いのけてちゃ切りがない。何とか火元を絶つしかない」

「具体的にはどうするわけ？」

　アリアの問いに、星人は力のない笑みをうかべた。

「これから考えよう……とりあえず俺おれや親おや父じにコネなんかないことを理解してもらうのが一番いいんだけどな」

「あんな、理性を失った連中に話なんて通じないでしょ。それよりデマを上う手まく利用するってのはどう？　たとえば竹たけ林ばやしの奴やつを利用するとか」

　青い目を輝かせるアリアだが、星ほし人とは竹林の名にキナ臭くささを感じていた。

「はあ？　竹林をどうするんだよ」

「あいつ、手の甲に星の形をしたアザだか傷口だかを作って星人に見せてたでしょ？　竹林を星人の影武者に使えばいいじゃない」

「そんなことできるか……あっ、でも……」

　星人の中に何かひらめくものがあった。

「でも、って何よ。何かひらめいたの？」

「ああ、上う手まくいくかどうかわからないけど、ちょっと思いついたことがある……でも、そろそろ走ろうか？　もうミーちゃんが来ちまった」

　星人は再びアリアと共に走りだす。その背後からミーちゃんの雄お叫たけびが聞こえた。

「わたしをアイドルにしてえぇぇぇぇぇえっ！」

　走りながら星人はアリアと打ち合わせをはじめる。

「とりあえず、アリアは変装してくれ。その金髪はちょっと目立ちすぎる」

「そうは言うけど、簡単に方法が見つからないの」

　アリアの訴えを星人はあっさりと納なつ得とくする。

「ま、そりゃそうだろうな。だから応援を頼もう。そいつに協力してもらって変装するんだ」

「応援って誰だれが協力してくれるのよ？」

　怪け訝げんな顔のアリアに、星人は不敵な笑みをうかべる。

「立たち花ばなさ。協力してくれるんじゃなくて、協力させるんだけどな」




　一方、その頃ころ。何も知らない理り香かは学校の近くにある公園内にいた。ベンチに座って、気持ちを落ちつけていたのだ。

（わたし、もしかして天あま川かわくんのこと、誤解してたのかもしれない……ううん、男の子全体を誤解してたのかも）

　出来心から（本当は紅茶愛好会部長の雪ゆき奈なが仕組んだ誘い受けにはまって）同人誌を盗もうとしてしまった理香を、何の見返りもなく星人は見逃してくれた。

　それは男という生き物を、穢けがらわしいだとか、ケダモノだとしか思っていなかった理香にとっては青せい天てんの霹へき靂れきとも呼べるような出来事だったのだ。

　ベンチに座って理香は空を見上げる。

　そこには雲一つない、青い色だけの美しい世界がどこまでも広がっていた。

（天川くん……）

　青い空の中に理香が星人の顔を思い描えがいた、その時だった。突然、理香のポケットの中で、携帯電話の着信音が鳴りはじめる。

「えっ、誰だれからだろ」

　あわてて理り香かは携帯電話をとりだすが、ディスプレイに表示された名前に動揺してしまう。

（えっ？　グレイさん……ど、どうしてグレイさんが急に……）

　携帯の番号やメールアドレスこそ交換していたものの、アリアの方から理香に電話をかけて来ることなんて今まで一度もなかった。しかも星ほし人とと学校で出くわした後のこのタイミング。胸騒ぎがして、理香は電話をとるのをためらってしまうが、それでも鳴り続ける着信音に負けて、最終的には通話スイッチを押してしまう。

「……はい、もしもし」

　恐る恐る理香が携帯電話を耳にあてると、意外にもその声はアリアのものではなかった。

「えっ……天あま川かわくん？　ど、どうして天川くんがグレイさんの電話で……えっ？　今は話をしている暇ひまはない？」

　話をする暇がないのに電話をかけて来るとはどういうことなのだろうと戸惑っているうちに星人は妙なことを理香に要求しはじめた。理香の表情が曇くもりはじめる。

「……そういうの、わたしには無理だよ。ファッションセンスなんてないし……えっ？　いいから黙って協力しろ？　風紀委員長だろって……それ、学校の風紀を守ることとどう関係あるの？　えっ？　何よ、それ……はっ？　どういうこと？」

　軽い押し問答の後、星人の口調が変わってしまい理香の顔は青ざめた。星人の言っていることがまるっきり脅きよう迫はくそのものになったのだ。

「言うことに従わないと同人誌の件をみんなにバラすですってぇ!?　そ、そんな酷ひどい……」

　しかも星人は最初は遠慮がちに切りだした要求をどんどんつり上げていく。

「ちょっと待ってよ、いやああ、わたし、無理。そんなの？　ええ、でもそんな……」

　苦悩する理香だが、電話の向こうの星人は容よう赦しやない。やがて電話を握ったまま理香はベンチからずり落ちた。

「い、いやあああああ、こ、この、ケダモノォオォォォォ……」




　電話の向こうで理香が精神崩壊を起こしつつあるのを実感し、ちょっぴり良心が痛む星人だったが電話を切って、並走するアリアに作り笑いをうかべる。

「ＯＫ、立たち花ばなからの協力が得られた。近くの公園にいるそうだから、そこで落ち合ってくれ」

「それ、協力なの？　何か脅迫してるように聞こえたけど？」

　アリアは半信半疑の半眼で星人を見るが、星人はあきらめ顔で語る。

「この際、仕方ない。向こうが納なつ得とくできるまで話し合ってたら、こっちの方がタイムオーバーになっちまう」

　やがてＴ字路にぶつかって、駅と学校を結ぶ大通りに出ると、星人は学校の方を指さした。

「二手に分かれよう。アリアはあっちに行ってくれ。立花がいる公園に行くにはその方が早いから」

　そして星ほし人とは逆方向の駅に向かって走りだす。

「えっ、でもそっちは……」

　アリアは立ち止まってためらうが、その横を猛もう然ぜんとミーちゃんが駆け抜けた。そして女子中学生コンビも続く。

「ああん、もう。仕方ない」

　先ほど逆誘導をかけた女子の一団が、まだ駅前から戻って来てなかったことに一いち抹まつの不安を感じながらも、アリアも走りだす。

　一方、駅へ向かった星人はいきなりクライマックスを迎えていた。ミーちゃんが怒ど濤とうの追い上げを見せて、すぐ後ろまで迫っていたのである。

「わたしをアイドルにしてえぇぇぇぇぇえっ！」

「無理だって言ってるだろうがっ！」

　叫ぶ星人は前方に新たな少女たちの集団を見つけ、青ざめる。セミロングの髪にヘアバンドが見えた。さっき家の門の前にいた由ゆ梨り亜あたちのグループが、駅前でたむろしていたのだ。しかも先ほどより人数が増えて、集団が大きくなっている。

　そして後方からは私道に上がりこんでいた未み央お子こたち十数人もしっかり追って来ていた。

（こうなったら仕方ない）

　星人は一か八ばちかの賭かけに出た。斜め上を指さしながら、思いっ切り叫ぶ。

「あっ！　ユーッフォーッ」

　大声に少女たちの視線が星人に集中する。

「あっ、あそこだ」「あそこにいたっ！」「あそこにいるよ」

　誰だれ一人として、空を見上げる者はいない。それどころかみんな星人に向かって走りだす。その光景に星人はうっすらと涙をうかべた。

（ああ、俺おれのバカ……かえって状況が悪くなっちゃったじゃないか）

　そして星人はあっさり正面から向かって来た少女たちにつかまってしまった。

　服をつかまれ、足を引っぱられ、不様にアスファルトの上に倒された星人だが、一分も経たたないうちに背中の上が大騒ぎになった。金切り声や悲鳴が次々上がる。

　どうやら駅前にいた集団と、星人を追って来た集団がぶつかり合っているようだ。

　上からの圧力が軽くなったので、星人は匍ほ匐ふく前進をはじめる。密集した少女たちの下で、地面を這はいずっていると、生なま足あしの林の中にいるようだ。無数の少女たちの脚あしをかき分けて、星人は前に進む。かなりあっちこっち踏まれたが、やがて脱出に成功した。

　そのまま星人は駅の構内へ向かう。

　すると少女たちの一部が、星人が逃げだしたことに気づいた。そして再び星人を追って走りだす。そうなると髪を引っぱり合ったり、腕をつかみ合ったりしていた女子たちも、ケンカを止やめて続々と星ほし人とを追う。

　星人を追う少女たちの先頭はやはりミーちゃんだ。

「わたしをアイドルにしてえぇぇぇぇぇえっ！」

　そろそろミーちゃんの雄お叫たけびが、耳にこびりついて離れなくなって来た。星人は必死に頭を働かせる。

（ダメだ、せめてミーちゃんだけでも何とかしなきゃ、もう無理だ）

　裏口から逃げようとしていた星人だが、このままではミーちゃんにとり押さえられるのも時間の問題だ。急きゆう遽きよ、進路を変える。星人が向かった先は男子トイレだ。

　男子トイレに駆けこんだ星人は個室に飛びこむと、急いで扉を閉めようとする。そこを後ろから追って来たミーちゃんが肩からドアにぶつかった。

　星人とミーちゃんはトイレのドア一枚を挟はさんで対たい峙じする。ドアを押して個室を閉めようとする星人、そうはさせじとドアを押し開けようとするミーちゃん。体勢は個室の壁かべに足をかけて押せる星人の方が有利だったが、ミーちゃんの方が力は強く、じわじわと星人は押されはじめた。しかし星人も最初からここで籠ろう城じようするつもりはなく、個室で時間稼かせぎをしつつミーちゃんを説得する作戦だったのだ。

「み、ミーちゃん。君は誤解してるんだ。俺おれもうちの親おや父じも、芸能界はもちろん、ジャパプリにコネなんかないから」

「いや、そんな下へ手たな言い訳で誤ご魔ま化かさないでよ」

「誤魔化すも何もないだろっ！　だってジャパプリは視聴者投票で誰だれが勝ち抜くかが決まるんだぞ。どうやってコネだ何だを使うんだよっ！」

「だって、ああいう視聴者投票っていくらでも数字を操作できるんでしょっ！　結局、わたしが男の子だから、アイドルにしたくなくて言い逃れしてるんだわ」

　押し問答の挙げ句、ミーちゃんはついに半泣きになってしまった。それを星人が叱しつ咤たする。

「アホかっ！　誤魔化してるのはそっちだろ。身体からだは男の子で、心は女の子だから自分がアイドルになれないとか……いいか、お前が言ってるのはな、勉強もしないで東大に合格させろ、合格できないのは身体は男の子で、心は女の子だから差別してるって言ってるのと一緒だろうが。心も身体も、男も女も関係ねぇ。アイドルになりたきゃ、実力で勝負しろっ！」

　自分ではいいことを言ったつもりの星人だったが、それは勘かん違ちがいだった。

「実力でアイドルになれないから、コネでアイドルにしてって頼んでるんでしょーがっ!!」

　ミーちゃんが説得に応じるどころか、逆ギレしてしまったのだ。

（そうだよな。俺が説得して応じるなら、トモちゃんとクミちゃんが何とかしてるよな）

　あっさり星人も納なつ得とくしてしまう。どうして親友が説得しても駄だ目めなものを、自分が説得できると思ったのか……星人は自分で自分が情けなかった。所しよ詮せん、星人は中学の時から同じ学校の女子にテンカワと間違えられる程度の存在だったのだ。

　ただしちょっとだけ星ほし人とが勘かん違ちがいしても仕方がない面もあった。

　一般論からすれば頼み事をする側とされる側なら、普通は頼まれる立場の方が強いはずなのだ。しかし生あい憎にくとミーちゃんや、性病娘四人衆あたりは、星人にとり入ってアイドルにしてもらおうと言うより、レイプだか逆レイプだかで既き成せい事実を作って星人を脅おどそうとしている口なので立場どうこうなんて通用しないのだ。

　おまけに星人はもう一つ勘違いをしていた。それは、女の子なら男子トイレにのりこんで来ないと思いこんでいたこと。

　ミーちゃんの後ろに続いていた女の子が次々と男子トイレの中に突入して来たのだ。そしてミーちゃんと一緒になって、トイレの個室を押しはじめる。ミーちゃんと一対一でも、押され気味だったのだ。相手が複数となると、もう星人に持ちこたえられるわけがない。

　ドアに弾はじかれ、星人は個室の壁かべに叩たたきつけられた。そして、ミーちゃんが星人にキスをしようと飛びかかる。

「つばつけたーっ！」

「うわっ！」

　咄とつ嗟さに星人が腕をＸ字に交差させて身を守るが、ミーちゃんは星人に届く前に後続の女子たちに叩き落とされてしまった。おかげでミーちゃんがキスした相手は和式便器の陶器部分になってしまう。そのミーちゃんを踏みつけて、女の子たちは続々と個室に突入して来る。

　女の子たちは大きく二つのタイプに分かれていた。一つは目が血走っているタイプで、もう一方は目がすわってるタイプだ。どちらにせよ理性が正常に働いていなかった。

　トイレの個室という狭い空間に入ったのが悪かったのか、女の子の一人が突然ブラウスをブチブチ引き裂さいた。胸が大きいので、アピールポイントか何かになると勘違いしたのだろう。

「わたしをアイドルにしてぇっ！」

　叫びながら上下に跳はねると、全開になったブラジャーがぽよんぽよん上下する。

「だ、だから無理だってっ！」

　そうは言いながら星人の目は双子のスライムみたいなおっぱいに釘くぎづけだった。目が上下する。ちょっと糸でぶら下げた五円玉をふって催眠術をかけられるような感じになった。そんな星人の視線に他ほかの女の子たちも気づいて、真ま似ねをして服をめくる者があらわれる。そしてぴょんぴょん飛び跳ねだした。

　胸の大きさに自信があるばっかりに奇行に走るようだが、一方、胸の小さな子はそれをずるいだ何だと悔くやしがって泣きだした。阿あ鼻び叫きよう喚かんの狂気の世界に近いものがある。

　そんな中、ふと星人はシャツをめくってぴょんぴょん跳ねている女子の中に見覚えのある顔が混じっているのに気づく。

（あれ、藤ふじ木きじゃん！）

　藤木由ゆ美み子こ、それは中二の修学旅行の夜に好きな女の子の名前を告白し合った時、部屋の半数以上の男子が名前を挙げた学園のアイドル的な同級生だ。

　憧あこがれだった少女のあられもない姿に、星ほし人とは中学時代の思い出が音を立てて崩れていくのを実感する。アイドルになれるなら何でもするといった姿が悲しい。憧れは永遠に難攻不落であって欲しかった。

（さらば、俺おれたちの青春）

　星人は半べそをかきながら、個室を飛びだした。それがジャンプをしたり胸が小さいと泣いている少女たちにとって、不意打ちとなった。おかげで男子トイレからの脱出に成功する。

　駅の構内に飛びでると、星人は表口と裏口、どっちから逃げようか迷う。その時だった。

　ポケットの中にあった携帯電話が鳴った。

　理り香かの携帯電話を使ってアリアが連絡して来たのだろうと見当をつけて、星人は表口に向かって走りだす。

「ああっ、待ってぇっ！」

　そして星人を追って女の子たちも走りだした。

　駅前に出ると、星人は大通りを走って学校方向へ向かう。ふり返ると、ちょっと遅れながらも女子の集団はついて来ていた。

　星人は携帯電話をとりだすと、通話ボタンを押す。声の主ぬしはやはりアリアだった。

「ＯＫ、そっちは準備完了か……それじゃ、あとはミムラ姐ねえさんに連絡しといてくれ」

　星人は電話を切ると、再びふり返って後方を確認する。

　するとミーちゃんが追い上げて来る姿が見えた。

　その姿に星人は不覚にも泣きそうになってしまう。

（ミーちゃん、お前は進むべき道を間違えてるぞ。アイドルじゃなく、アスリートを目指せ）

　星人はミーちゃんたちを従えて、大通りを走り続けた。

　やがて通い慣れた道の先に、見慣れた学校があらわれる。正門から堂々と星人は学校内に入った。後続の集団には未み央お子こや由ゆ梨り亜あに由ゆ美み子こといった同じ学校の生徒もいたが、ミーちゃんをはじめ、そうでない女の子も多い。遠慮して入って来ないかなと思って、星人がふり返ると、ミーちゃんたちはしっかり学校へ入って来た。

　校内に入った星人が向かったのは新体育館だった。

　今日は試験週間中の土曜日ということで、部活もないので本来はカギがかかっていて、中に入れないはずだが、部室棟や体育館にプールといった部活系のマスターキーを有する生徒会の役員が協力してくれているので、星人は全開になった体育館の扉を抜けて中に入る。

　そして一いち目もく散さんに舞台の上を目指した。

　星人に遅れて、ミーちゃんを先頭に女の子たちも続々と新体育館に突入して来た。一応、星人は靴くつを脱いで入ったが、みんな土足で上がっている。

「あ～ぁ……最後の後始末で掃除するのは誰だれだよ」

　何となくそれは自分自身なんだろうなと思いながら、つぶやいた星ほし人との前に女の子たちが集まって来た。

　ミーちゃんは早くも舞台に上がろうという構えを見せていたが、それを大声で星人は制す。

「ちょっと待てっ！　本当のことを言おう。俺おれには今回のジャパプリで、一人だけアイドルに推すい薦せんするコネがあるっ!!」

　星人の叫びに女の子たちが色めきたった。

　舞台に上がろうとしていたミーちゃんも思わず動きが止まってしまう。だらだらと途切れることなく体育館に入って来る女の子たちのために星人は再び同じことをくり返す。

「もう一度、言おう。俺にはアイドルに推薦するコネがあるっ！」

　黄色い歓声が体育館に響ひびき渡る。今、体育館の中にいる女の子は二〇人前後だろうか、なおも女の子の数は増え続けているが、みんながそろうまで待っていられないし、これだけの数がいれば十分なはずだった。

「でも、一人だけだ。準グランプリでデビューさせるコネしか持ってないっ！」

　星人の叫びに、女の子たちは目を輝かせて「準グランプリでも十分だよね」なんてことを語り合っている。

「けれどその準グランプリでデビューさせるコネは、もう他ほかの子に約束してしまったんだ」

　星人の叫びに女の子たちの反応は様々だった。

「えーっ、そんな」「わたしをデビューさせて」「ズル～い」「わたしに代えてよ」「不正じゃない」「アイドルにしてくれなきゃ、その話、バラす」

　半泣きになる者、自分をアピールする者、何だか随ずい分ぶんと勝手な脅きよう迫はくをしようとする者。

　それを星人は両腕を広げ、わかっているとばかりに、何度もうなずいてみせる。そのジェスチャーに何かあるのかと女の子たちは黙りこむ。

　そこに抜群のタイミングで星人が口を開いた。

「だから真ま央お……つまり去年のグランプリを獲とった鮎あゆ川かわ真央に今から電話をして、もう一人、デビューさせてもらえるよう頼んでみようと思うっ！」

　悲鳴とも歓声ともつかない高音が体育館の中を渦巻く。星人は再び両腕を広げ、何度もうなずいてみせる。何だかイベントの司会者だか、ＭＣみたいな感じになった。

「それじゃあ、今から、真央に電話して、頼んでみるから、みんな、ちょっと、静かにしていてくれっ！」

　小さな歓声が起こりかけるが、それも一いつ瞬しゆんで、女の子たちは互いを落ちつけ合って、最低限の歓声にとどめる。

　すると星人はゆっくりと二つ折りの携帯電話をみんながよく見えるように開いて、そのまま耳にあてた。

「あ～っ、もしもし。真央か？　俺だよ、俺。星人さ」

　星ほし人とは大きな声で、ゆっくりと、そしてなるべく一語一語を区切って、体育館内にいる女の子たちに聞こえやすいように話す。

　けれど女の子たちの間で微妙な温度差が生まれはじめた。目をキラキラと輝かせて、星人の姿を見守り続ける者。何だか不審そうな表情で周囲を見る者。

　そんな少女たちの反応を尻しり目めに星人は電話を耳にあてて語り続ける。

「ああ、そうだ。悪いんだけどさ、もう一人、俺おれの推すい薦せんする子をデビューさせてくれないかなあ。うん……そう……グランプリとか頼めない？　うん、うん……いやあ、わかってるよ。そこを何とか、そこを何とか、頼むよ、真ま央おちゃ～あん」

　あやしい業界人みたいな仕草で星人は何度もペコペコ頭を下げるが、やがて胸をそらせて、腹をつきだし、大物フィクサーみたいな姿勢をしてみせる。

「ええ？　じゃあ、今回だけ？　これが最後？　ありがとう、恩に着るよ。助かったよお、真央……ああ、わかった美う味まい飯でもおごるよ。また一緒にメシでもああ……それじゃあな」

　星人は携帯電話をそのままパタンと閉じた。

「ＯＫ、真央から了解がとれたぜ」

　黄色い歓声が上がるが、明らかに声が細かった。今もちょこちょこ人数が増えていて、女の子の数は三〇人くらいまで増えていたが、半分か三分の一くらいしか喜んでいない。残りは変な顔をして、周囲と何か話をしている。

　そんな中、サングラスをかけて、でっかい帽子をかぶった一人の少女が大きな声を上げた。

「おかしくなーい？　さっき通話ボタンも押さずに会話してなかったあ？」

　サングラスの少女が叫んだのをきっかけに、少女たちも口々におかしいと話しだす。

　その会話の断片みたいなものが耳に入り、星人は身体からだ中から変な汗が噴きだすのを実感した。作戦は上う手まくいきつつあるのに、何だかすっごく居心地が悪い。

　そこに舞台袖そでから、マイクを持った少女があらわれた。

「みんな、騙だまされないでっ！」

　長い髪はふわふわのウェーブで顔立ちも整っているが、表情は今にも泣きそうだった。その泣きそうな顔をした少女はマイクを持って訴える。

「この男はとんでもない卑ひ劣れつな男で、わたしも騙だまされてました。アイドルにしてくれるって言うから」「キィィィィンッ」「なこともしたし、全部言いなりになって、わたし、わたし……」

　肝かん心じんなところでマイクがハウリングしてしまったが、意味はちゃんと通じていた。アイドル志願の少女たちは全員がマイクを持った少女の話に聞き入る。

「……わたし、この男に身も心も捧げたのに、全部ウソだったんです。鮎あゆ川かわ真央ちゃんと友だちだとか、父親が芸能界にコネがあるだとかなんて真まっ赤かなウソでしたっ！」

　会場の少女たちが一いつ斉せいにざわめきはじめた。そして再びでっかい帽子にサングラスの少女が叫んだ。

「こいつ、サイテー。ペテン師だったんだわっ!!」

　その叫びに反応するかのように、少女たちの間にヒステリックな悲鳴がいくつも上がる。

「その話、本当なのっ!?」「ウッソーっ、どうしてくれるのよ」「アイドルになれないの？」

　何だか周囲の反応が怖くなって来て、本気で星ほし人とは足がふるえはじめてしまう。そしてマイクを持った少女に手をのばす。

「な、何を言うんだ。マリ、俺おれはちゃんと本当に芸能界にコネがあって、真ま央おとも知り……」

「さわらないでっ！　ケダモノっ!!」

　マリと呼ばれた少女が絶叫し、星人はビクリと身体からだをふるわせた。

　そしてマリが涙ながらに訴える。

「わたし、この人のことが信じられなくなって、真央ちゃん宛あてに手紙を書いて送ってみたんです。天あま川かわ星人という人を知ってますか、そして真央ちゃんの友だちなんですかって。最後に自分の携帯電話番号を書いて、よかったら本当のことを教えてくださいって。そしたら……」

　会場が一気に静まり返る。マイクを握ったままマリは周囲を見渡し、こう語った。

「真央ちゃん、天川星人なんて人、知らないって。しかもお父さんの天川淳じゆん一いちさんも、一回番組で共演したことはあるけど、よく覚えてないって」

　会場が再びざわめきはじめる中、マリは携帯電話をとりだした。

「今からその証拠をお見せします。実は今、真央ちゃんの電話とつながっています」

　そして携帯電話をマイクに近づけた。その音声をマイクが拾う。

「みなさん、聞いてください。わたしは鮎あゆ川かわ真央です」

　体育館内にあるスピーカーから流れる声に、少女たちは戸惑う。

「えっ？　真央ちゃん」「今の本物なの？」「真央ちゃんの声ってこんな感じだったっけ？」

　声質が微妙に違っているが、携帯電話とスピーカーの二つの媒ばい体たいを介しているので、みんな半信半疑なのだ。そんな微妙な空気が流れる中、マイクは携帯電話の音声を拾い続ける。

「わたしが本物の鮎川真央だと、みなさんに信じてもらうためにちょっと歌ってみますね。曲はわたしのデビュー曲、七色の贈り物」

　そして体育館内にあるスピーカーから、アカペラで歌う七色の贈り物が流れる。サビの部分をワンフレーズ歌うと、でっかい帽子にサングラスの少女が絶叫した。

「キャーッ、本物の真央ちゃんだわっ！」

　確かに歌声は間違いなく鮎川真央そのものだった。他ほかの少女たちも一いつ斉せいに興奮する。

「本物の真央ちゃんだっ！」「キャーッ、キャーッ、キャーッ」「マオチャーンッ！」「わたしも真央ちゃんみたいになりたいっ！」「キャーッ、キャーッ」「いや～あっ、真央ちゃーん」

　今年のジャパン・プリンセスに応募しているアイドル志願の少女たちにとって、去年のグランプリ鮎川真央は憧あこがれであり、カリスマであり、そして神でもあった。

（ちょ、ちょっと効き目が強すぎるんじゃないかな、これ……）

　すでに少女たちの数は四〇人を超えて、五〇人に達するだろうか。そんな少女たちの熱狂ぶりに星ほし人とが恐怖していると、電話の向こうから真ま央おが訴えた。

「みなさん、お願いです。この天あま川かわ星人という人はペテン師だから騙だまされないで」

　真央の声は神の声だ。そしてその神が星人を非難する。

「天川星人さん、お願い。わたしを利用しないで。あなたのお父さんとはテレビで一回共演しただけなのに、親しいふりなんか止やめてっ！」

　もはや神の啓示が下されたも同然だった。

「こいつ、許せなーいっ！」

　今やオピニオン・リーダーみたいになったぶかぶか帽子にサングラスの少女が叫ぶと、他ほかの少女たちも憎ぞう悪おを星人に向ける。

「信じられない、ウソだったんだ」「ゆるせない」「わたしたちを騙そうとしたの」「コネなんてなかったんだ」「最初っから全部ウソだったんだ」「騙されたーっ」

　そして絶叫だか雄お叫たけびだかよくわからない叫び声が上がった。

「うぎゃああああああああああああああああああああああああっ!!　許せないっ!!」

　最も星人を苦しめた最強の戦士ミーちゃんの声だった。

「とりゃっ！」

　去年の中学総体、体操男子／床で個人成績二位だった実力を活いかしジャンプ一発で、ミーちゃんが舞台の上に跳とび上がる。そして渾こん身しんの憎にくしみと怒りをこめて、星人を指さした。

「許せない、わたしたちのこと、騙してたのねっ!!」

（お前だけには言われたきゃねーよ。何回、説得したと思ってるんだっ！）

　一番の強敵だったし、一番多く説得もしようとした。何より星人が方針転換して、この方法をとらざるをえなかったのはミーちゃんという存在のせいだった。むしろ「こんなことになったのはお前のせいだ」と言ってやりたいほどだ。それを星人はあえて耐える。

「ま、待ってくれ。俺おれは騙すつもりじゃなかったんだ。た、ただ……」

「ただ、何よ？　言ってみなさいっ!?」

　年下の中学生に詰きつ問もんされる今の状況に屈くつ辱じよくを感じつつ、星人はちょっぴり本音まじりのそれっぽいことを騙かたる。

「女の子にモテたことがなかったから、モテモテの気分を味わってみたかった……」

　本音が混じっていただけに星人の目にもうっすらと涙がうかぶ。

「そんな理由で乙女心をもてあそぶなんて、許せないっ！」

　ミーちゃんが絶叫し、走りだした。そしてジャンプ、空中でくるりと回転しキックを星人の胸にぶちかます。

「がふっ！」

　一撃で星人の身体からだはふっ飛んだ。まるっきり特撮ヒーローにやられる悪役だった。

（い、今の一撃、絶対に折れたな。間違いなく折れた……竹たけ林ばやしみたいに心じゃなく物理的に骨が折れた……）

　胸を押さえてぐったりする星ほし人とだが、こんなものでは騙だまされた少女たちの怒りは収まらないらしい。ミーちゃんに続いて、どんどん女の子たちが舞台に上がっていく。

「卑ひ怯きよう者もの」「ケダモノ」「卑劣漢」「ウソつき」「ペテン師」「死んじゃえ」「詐さ欺ぎ師し」「騙すなんてひどいっ！」「人の皮をかぶった野や獣じゆう」「地獄に堕おちろーっ！」

　みんな口々に星人を罵ば倒とうする。少女たちの一団の中には星人が知った顔も混じっていた。

「あんたみたいな穢けがらわしい男、今まで見たことないっ！」

　性病娘四人衆の一人が、絶叫していた。自分だってクラミジアを飼ってるくせに。

「騙したのね、騙したのね、わたしのこと、騙したのねっ！」

　何度も「騙したのね」を連呼する由ゆ梨り亜あの姿があった。星人は何度も「俺おれにも、親おや父じにもコネはない」と言ったのに。

「最初からおかしいと思ってたのよ。ジャパプリは視聴者投票制なのに、コネでオーディションを勝ち上がれるとか、アイドルになれるとか」

　野太い声、ミーちゃんだ。だがそれを先に指摘したのは星人のはずだ。

「信じられないよ。中学生の時、同じクラスだったじゃない。それなのに、どうしてわたしまで騙したの？　天あま川かわくん、サイテー」

　さらには星人の中学時代の甘あま酸ずっぱい思い出を粉々に砕いておきながら、一方的に非難する由ゆ美み子この姿があった。

「アマカワ、あんたがそんな男だったなんて、知らなかった。正直、見損なったよ」

　それから今ごろになってようやく星人の名字をテンカワではなくアマカワと正しく呼ぶ未み央お子この姿もあった。けれど星人はちょっとだけ思うのだ。どうせならこのまま間違って覚えていて欲しかったな、と。未央子が何か悪口を言いふらす時、間違った名前だとちょっとは救われたかもしれないのに。

「ひどい、ミーちゃんを騙してたなんて許せないっ！」

　そしてミーちゃんの友だちも星人を非難していた。星人にはこの少女がトモちゃんだかクミちゃんだか区別がつかないが、もうどっちでも良かった。

　まるで今日の出来事がオールスターで走馬灯のように巡る中、アイドル志願の少女たちが星人ににじりよる。その手には靴くつの片方だとか、バッグやポーチといった凶器に代用できる物が握られていた。

「やっちまえーっ！」

　誰だれかの号令が合図になった。一いつ斉せいに数十人もの女の子に襲おそいかかられて、星人はボコボコにされてしまった。













　　　エピローグ







「ふ～う、今日から試験か」

　月曜日の憂ゆう鬱うつな朝を、星ほし人とは一人で歩いていた。駅と学校を結ぶ大通りだ。土曜日、この道を星人は何度往復したことだろう。

　一昨日おとといのことを思いだすと胸がかすかに痛んで、星人はそっと手をあてた。ミムラに調べてもらったところ、やはり骨が折れていたらしい。体育館でミーちゃんに蹴けられたところだ。

（しかし折れた骨が一日か二日でくっつくなんて、宇宙人の科学力ってありがたいなぁ。悪くしたら死んでたかもしれないのに……）

　あの大騒ぎから二日が経たった。

　ジャパン・プリンセスの地区予選は無事開催され、今日は中間テストの初日だ。まるで何事もなかったかのように世界は予定通り粛しゆく々しゆくと進んでいく。

　けれど星人の身の回りに限って言えば、大きく変わってしまったことがある。

　それはすっかり悪名が広まってしまったこと。

　ただしそれはある程度、星人も覚悟していたし、納なつ得とくしていたことでもある。

（仕方ないよな……結局、毒をもって毒を制すしかなかったわけだから……）

　人間というのは不思議な生き物で、当たり前のシンプルな真実よりも、一見すると無理な話のはずなのに、何か裏があるだとか、それっぽいカラクリみたいなものがあると言われると、そっちの方をころっと信じてしまう。

　しかも利害が絡からめば嫉しつ妬とや猜さい疑ぎ心しんから疑心暗鬼に陥おちいり、当たり前のシンプルな真実なんて見えなくなってしまうのだ。

　そのくせ、真実の伝でん播ぱ力りよくなんて大したことないが、デマの伝播力は強きよう烈れつである。

　だから星人は、もっともらしいウソに、別のウソで対抗したのだ。

　つまり「星形のアザが幸運のお星さまだという噂うわさには裏があって、実は星人は父の淳じゆん一いちを通じて鮎あゆ川かわ真ま央おにコネがある」というウソに対して「実は裏の裏があって、アイドル志望の女の子を星人が騙だまそうとしている」というありそうなウソを流したわけだ。

　おかげでバカげた噂を信じる者はもう誰だれもいない。星人は妙な感かん慨がいにふけってしまう。

（しかし俺おれは考えてみると、七色商法に救われたのか……）

　今回、アイドル志願の女の子たちが星人の作った話を信じるのに決定的な役割を果たしたのは鮎川真央の電話だが、もちろん本人のはずがない。話をしていた相手はミムラだった。

　ただし七色の贈り物を歌ったところだけは本物の真央の歌声だったのだ。星人が持っていた七色の贈り物アカペラ・バージョンをＣＤプレーヤーで再生したのである。

　あの歌がなければ女の子たちも、あそこまであっさり信じなかったかもしれない。まさに七色商法に救われた形だ。

　ちなみに新体育館内で、でっかい帽子をかぶりサングラスをかけた少女はアリアだった。

　そしてマイクを持ってマリと名のった少女は理り香かである。

　最初、星ほし人とはアリアにマリの役をやらせようと考えていたのだが、アリアの場合、少々変装したぐらいでは面が割れてしまいそうだったのと台本通りに演技できそうにない気がして、理香に変更したのである。だがこれは結果的に大当たりだった。

　いつものメガネと三つ編みの姿とのギャップのおかげて、同じ学校の生徒もマリが理香だとは気づかなかったし、何より泣きそうな顔で語る理香の姿が迫真の演技となった。

　もっともデマに対してデマで対抗するというのはそれなりに副作用も大きかった。

　現在、星人の周囲三メートルくらいを遠巻くように女子が群がってヒソヒソ話をしている。

　時々断片的に聞こえて来るのは「最低」だとか「ペテン師」に「騙だました」といった言葉ばかりだ。何を言っているかは簡単に想像がつく。しかも「妊にん娠しん」だとか「中絶」なんて単語も混じるので、話に尾ひれがついているのは明白だ。

（滅め茶ちや苦く茶ちやに言われてるな）

　星人がため息をこぼすと、ふと前を行くアリアと目が合った。ちょっと気の毒そうな顔で星人を見ている。やがてアリアは意を決したかのように足を止めた。

　そして、すうっと大きく息を吸って何か大声で言おうとしたところで、隣にいた理香が強引にアリアの腕を引っぱった。

「ダメよ、関係ないふりをしなきゃ」

「あっ、ちょっ、ちょっ、ちょっと……」

　腕をつかまれたアリアが片足でピョンピョン跳はねながら、理香に連行されていく。足早に去っていく理香の後ろ姿を見て、星人は肩を落とした。

（やれやれ、立たち花ばなには嫌われたもんだな）

　当たり前と言えば当たり前だが、どうやら脅きよう迫はくも同然に協力させたのが拙まずかったらしい。

　ちなみに最初はアリアも星人とならんで歩いていたのだが、理香がさらってしまったのだ。もっとも結果的にはアリアにとって良かったのかもしれない。何せ星人と一緒にいるだけで、風評被害みたいなものが凄すごいから。

　そんな星人の隣にならんで来た女の子の姿があった。今回の黒幕とも呼べる美み希きだ。

「土曜日は大変だったみたいだね」

「ちぇっ、よく言うぜ。どうせ妙な噂うわさを広めたのは美希だろ」

　星人が口先を尖とがらせると、美希は悪びれもせず笑った。

「あははは、まあね。かっる～い気持ちで流してみたんだけど、何か変な尾ひれがついて、みんな信じちゃったみたいね、びっくりだよ。星ほし人とのお父さん、鮎あゆ川かわ真ま央おとテレビに一緒に出てたんだって？　わたし、知らなかったんだけど……って言うか、鮎川真央って子自体を知らなかったんだけどね」

「ふ～ん……」

　平静を装よそおいながらも、星人はちょっと驚おどろいていた。てっきり美み希きが噂うわさを二重で仕こんだと思っていたのだ。そうなるとコネ話は学校内の女子の間で生まれたということになる。

（案外こうして、偶然の要素が加わった方が強きよう烈れつな威い力りよくを発揮するのかもしれないな……デマってもんは）

　そんなことを星人が思っていると、美希まで噂のターゲットにされて来た。

　断片的だが「騙だまされてる」だとか「まだ気づいてないの」それから「もしかしてもう妊にん娠しんさせられてるかも」みたいなフレーズが聞こえて来る。

　美希も顔に変な汗をうかべはじめた。

「な、何だか凄すごい言われっぷりだね……否定するとか、何かした方がいいんじゃない？」

　本当のことを散々訴えても、さっぱり信じてもらえないのはすでに経験済みだ。星人は亡なき祖父を偲しのびながら静かに語る。

「死んだじいちゃんが言ってた……人の噂も七五日って。俺おれ、負けないもん」

　もちろん割り切れない感情がないわけでもないが、変な妄もう想そうにとりつかれた女子に襲おそわれ、ウィルスを広めたり、クラミジアを感染させられる心配をするよりずっといいはずだし、そう思わなければやってられない。

「ふ、ふ～ん……そうなんだ」

　口の上では同意しながらも、美希の目は右へ行ったり左へ行ったりと落ちつかない。相当、居心地が悪いようだ。

　無理もないと星人も思う。この女子のヒソヒソ声というのはかなり精神的に追いつめられるものがある。やがて居たたまれなくなったのか、美希は先を歩きだす。

「そ、それじゃあ、わたし、先に行くから」

「ああ、じゃあな」

　やっかい払いができたと息をつく星人だったが、ふと前からこっちへ向かって来る小学生の女の子と目が合った。どこかで見たことがあると思ったら、駅で星人に迫って来た子の一人だ。

　その子がすれ違いざまに「サイテー」とつぶやいた。

　これが決定打になった。

（何で俺が小学生のちびっ子にまで、軽けい蔑べつされなきゃなんないんだ!?）

　ずっとやせ我慢を続けていた星人の心がついに折れてしまった。

　涙まじりに星人は叫ぶ。

「もう嫌いやだ、こんな学校生活」
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　犬を飼っています。

　早朝からスズメが庭でチュンチュン鳴くだけでワンワン吠ほえ、夜中に猫が庭を横切っただけで大騒ぎするようなバカ犬ですが、何年か前はバカ犬を通り越して問題犬でした。

　餌えさをやろうとすると牙きばを剝むいて唸うなるし、怒らせると人を咬かむといった具合で、オイラが一人暮らしを切りあげて実家に戻った時にはちょっとした女帝状態だったのです。

　これは飼い主側をなめて自分が家（群れ）のリーダーだと勘かん違ちがいしていると考えたオイラはガチンコ勝負を挑いどみました。

　牙を剝いて唸った時に、犬の首根っこをつかまえて上から押さえつけたのです。そして犬をにらみつけ、犬の方から目をそらしたら解放して、頭をなでて褒ほめてやる。

　ペット本を何冊か読んで、自分なりにアレンジした方法でしたが、それなりに効果はあって、何度かくり返すうちに少なくとも人に対する威い嚇かくや攻撃はしなくなりました。

　もっとも気の荒くなっている時に力ずくで押さえつけたので、オイラも手を咬まれて指から血が出たことが二回くらいあります。

　つまりオイラには「フッ、まさか飼い犬に手を咬まれようとはな」といった悪役の定番セリフを語る資格があるわけです。

　実にハードボイルド……なわけがなく、生なま兵びよう法ほうは大おお怪け我がのもとでした。

　実際、犬に咬まれりゃ痛いし、パソコンで小説を書いているので指の怪我は精神的なダメージも大きいし、おまけに妹からは「うちの兄ちゃんね、飼い犬に手を咬まれたんよ」と周囲に吹ふい聴ちようされる始末で、情けないばかり。

　それでも花火やカミナリが苦手で、一階にいると大騒ぎするくせに二階のオイラの部屋へ連れて来てやると落ちついたり、以前は道の左端しか歩けない奇き癖へきがあったのに今では道の右側も歩けるようになったり（でも右端まで誘導すると、何な故ぜか足が止まってしまう）と、それなりに信頼や進歩もあって、犬ってバカな子ほど可愛かわいいと半分涙目で力説しておきます……まあ、いつも散歩で苦労しているので、完全に負け惜しみですけどね。

　そんなわけで飼い犬に手を咬まれた男・柏かしわ葉ば空そら十じゆう郎ろうですが、無事にＭＩＢの第二巻を刊行できました。これも担当の高たか林ばやし氏、イラストレーターの二にノの膳ぜん先生をはじめとし、お力添えをいただいた多くの方々と、読者のみなさまのおかげです。

　みなさん、本当にありがとうございます。


柏葉空十郎
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柏かしわ葉ば空そら十じゅう郎ろう

ナナ（ウェルシュ・コーギー・ペンブローク）。寒い地方原産のためか夏場は滅法弱い。抜け毛が激しく春と秋も大変。性格は憶病で興奮しやすく、よく吠える。一時はグレてた頃もありました。バカなのに手間のかかる駄犬。それでも柏葉にとっては生きた宝物。
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イラスト／二にノの膳ぜん

仕事して寝ての生活を繰り返している内に今年もはや９月。今やってる仕事が片付いたら旅行にでも行こうかなと、死亡フラグを立てながら今日もモニタの前に座っています。
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